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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　異形の怪物が、両眼を赤く輝かせて自分を見下ろしている。

　体格はひとのそれとほとんど変わらない。だが、その背は三十チェート（約三メートル）を超え、肩は大きく盛りあがり、腕は船の帆ほ柱ばしらのように太い。肌は不気味なほど白く、額からは三本の角が伸びている。

　そうとうに度胸のある大人でも、このような怪物を前にすれば肝を潰して逃げるだろう。

　だが、ギネヴィアは怯おびえることなく、怪物を正面から見み据すえていた。

　彼女の手には一振りの剣がある。漆黒と黄金が交差した刀身と、手を守るように半円を描いた鍔つば、その鍔から伸びた黄金の鎖で構成された、不思議なつくりの剣だ。芸術品としか思えないその刃はしかし、見る者を圧倒する雰囲気をまとっていた。

　いつのまにか、ギネヴィアの左右に数人の男女が立っている。『黒騎士』の異名を持つブリューヌ王国の騎士ロラン、一騎当千を謳うたわれるジスタート王国の戦姫リュドミラ＝ルリエとソフィーヤ＝オベルタス、そして不思議な弓を持った若者ティグルヴルムド＝ヴォルン。

「――行きましょう！」

　先頭に立って、ギネヴィアが怪物に挑みかかる。横殴りに振るわれた豪腕をすばやくかわしたものの、続けて襲いかかってきた伸縮自在の角に吹き飛ばされた。

　宙を舞って落下するギネヴィアを、何者かが優しく抱きとめる。ロランだった。彼女の無事を喜ぶように優しい微笑を浮かべるロランに笑顔を返して、ギネヴィアは立ちあがる。

　あらためて、彼女は仲間たちとともに怪物と対たい峙じする。五人と一体は正面から激突し、巨きよ軀くの怪物は音もなく粉々に砕け散った……。

　そこでギネヴィアは目を覚ました。

　視界は闇に包まれている。秋半ばの冷たい夜気を、肌に感じた。月明かりのおかげか、窓のあたりだけがわずかに薄明るい。

　ここは戦場ではない。港町デュリスにある彼女の屋敷の寝室だ。

「夢……」

　そのことを自覚したギネヴィアは、落胆するどころか嬉しそうに笑みをこぼした。

　魔物との戦いは現実にあったことだ。ロランたちと力を合わせたことも。

　現実とは違うところもあったが、自分の夢なのだからそのぐらいはいいではないか。

　闇に目が慣れてきたところで、ギネヴィアは首を傾かたむける。夢の中で彼女が握りしめていた剣が、壁に立てかけられていた。『その刃、稲妻を鍛えたるなり』と武勲詩ジエスタに謳われるアスヴァール王国の宝剣カリバーンである。

――この剣を持って、私はロラン卿の隣に立った。

　はじめてロランと出会ったときの光景が、ギネヴィアの脳裏に浮かぶ。一年前、実際の戦場を見てみたいという思いから、彼女はわずかな供を連れて、ブリューヌ王国の西方国境にあるナヴァール城砦の近くを訪れた。

　そこで運悪く野盗に遭遇した彼女を助けたのが、別働隊を率いて行動中のロランだった。

　身なりから、ギネヴィアが高貴な身分の者であることは容易にわかっただろう。だが、ロランは彼女を人質にとらず、それどころか助けた見返りすら求めなかった。

　幼いころから円卓の騎士の伝承に慣れ親しんでいたギネヴィアにとって、比類ない強さと高潔さをあわせもった騎士は憧れの存在だった。むろん、アスヴァールにもそのような騎士がいないわけではなかったが、並外れたロランの強さは彼女に鮮烈な印象を与えた。

　そのロランと肩を並べて戦った。これまで剣の鍛たん錬れんなどしたこともない自分が。

　いまなら『覇王ブレトワルダ』ゼフィーリアのように、兵たちの先頭に立つことだってできるだろう。

　王国に平穏と安定を取り戻せば、諸侯たちも、宮廷に勤める重臣たちも自分を認めてくれるはずだ。女王として玉座につくことも夢ではない。

――お父さまの容態はよくなったかしら……。

　国王ザカリアスは、今年の春から病に臥ふせっている。ギネヴィアは春の終わりごろまで父を見舞っていたが、起きている時間よりも眠っている時間の方が長く、徐々に瘦せ衰え、食事もあまりとらないというありさまだった。

　娘として父の回復を願う一方で、ギネヴィアには拭いきれない不安がある。

　もしもいま、ザカリアス王が目覚めたら、どうするだろうか。

　自分の子供たちが事故や病で次々に命を落とし、第一王女の自分と第一王子のジャーメインが、次代の玉座を巡って対決しようとしていると知ったら。

――戦いをやめるよう、私とジャーメイン兄様に命じるのは間違いない。

　問題はそのあとだ。事態を収拾するべく、父は、兄を次代の王に指名するのではないか。

　アスヴァールは、女王の即位を認めている。だが、歴代の統治者の中に女王が数人しかいないことからもわかるように、積極的に推し進めているわけではない。基本的には、玉座を継承するのは王の直系の男子であると考えている。

　ギネヴィアにも王位継承権はあるが、ジャーメインに及ぶものではない。父がそのように決めたら逆らうことはできないのだ。

――そう簡単に決まることとは思えないけれど……。

　なぜ、ザカリアスはいままでジャーメインを次代の王に指名しなかったのか。ギネヴィアにはひとつだけ心当たりがあった。

　アスヴァール島から興り、大陸に領土を広げた王国であるアスヴァールには、「島の民コンテオ」と「大陸の民ランデイア」がいる。ザカリアス王はその双方に気を遣い、宮廷内の人事においてもどちらかに偏ることのないよう心を砕いていた。

　だが、ジャーメインは父に倣ならわなかった。大陸の民に強く支持されたということもあったのだろうが、彼は大陸の民を重んじ、島の民を軽んじた。これではザカリアス王も、息子を後継者として認めるのは難しい。島の民の反発が容易に予想されるからだ。

　もっとも、これはジャーメインが考えをあらためれば解決する話だ。油断はできない。

　やはり理想は、父が目覚める前に決着をつけてしまうことだ。

　ギネヴィアは父のことを嫌いではない。父は、自分に教師をつけてくれず、何の立場も与えてくれなかったし、支持者としての諸侯を紹介してくれることもなかった。

　だが、父は自由を与えてくれた。そのおかげで、いまの自分がある。それに、父は自分が国内の各地を旅した話を、楽しんで聞いてくれたのだ。

――でも……。兄様はもちろん、お父さまとも違う道を、私は歩む。

　ギネヴィアの紅の瞳が、カリバーンを見据える。

　その想いは、まだ言葉にできるほど明確な形になってはいない。しかし、たしかに彼女の胸中にある。円卓の騎士のゆかりの地を求めて国内を歩きまわり、さまざまなひとと出会い、言葉をかわした経験が、その想いを育んだ。

　昔の自分は、恵まれた環境にいる二人の兄に負けたくないと思っていた。

　いまは違う。かなえたい想いがある。だから負けられない。兄にも、そして父にも。

　カリバーンの存在は、まだ公にはできない。

　父が知れば、渡すようにと命じてくるだろう。これは王国の宝剣なのだから。

　だが、カリバーンはギネヴィアにとって唯一無二の切り札だ。誰にも渡せない。

――必ず勝ってみせる。

　静かにたたずむ宝剣に、ギネヴィアはそう誓う。

――それにしても……。

　ギネヴィアは寝返りをうった。エリオットの死を知らされてから、彼女は時折、あることについて考えるようになっていた。それまでも気になっていたことだが、次兄の言葉が記憶の底にすみついている。

――どうして俺やおまえは生きているのか。

　なぜ、自分たちよりも権力から遠い存在であるはずの弟や妹たちが先に殺されたのか。

　デュリスでの戦いの処理が落ち着いたあと、ギネヴィアはウィルに頼んで弟や妹たちの死について調べさせている。だが、いまひとつ捗っていなかった。

――ジャーメイン兄様は何か知っているかしら。兄様も調べているとは思うけれど……。

　とりとめもなく考えていると、再び眠気が襲ってくる。

　ギネヴィアは目を閉じた。








１　　　祝宴









　海をわたってくる風が、秋の涼気と潮の匂いを運んでくる。

　アスヴァール島の南東にあるデュリスの港町は、陽気な喧けん噪そうに包まれていた。

　港には諸侯の船や交易船が次々に姿を見せ、大工たちの作業場からは、熱を帯びたかけ声と金槌やのこぎりの音が絶えず聞こえてくる。大通りに立ち並ぶ露店には主婦たちが群がり、道端では竪琴を抱えた吟遊詩人ミネストレーリが、ギネヴィア王女を讃える詩を高らかに歌いあげていた。

　つい最近まで、デュリスの住人は苦境に喘あえいでいた。

　残忍な気性で知られていたレスターという騎士がこの町を支配し、暴虐のかぎりを尽くしたのだ。城門はすべて閉ざされ、城壁にはレスター配下の兵が立ち、海から逃げようとすれば、港湾の出入り口に潜む海竜バダヴアに船を沈められるというありさまだった。レスターはこの町を血の海に変える勢いで多くの者を殺害し、多くのものを奪った。

　絶望で塗り固められたような状況からデュリスが解放されたのは、十日前のことだ。

　アスヴァール、ブリューヌ、ジスタートの兵で構成された連合軍がデュリスに攻めこみ、激戦の末にレスターを討ちとったのである。レスターには兵だけでなく海賊も多く従っていたのだが、彼らは散り散りに逃げ去り、あるいは降伏した。

　デュリスの誇りであった大灯台は戦の中で破壊され、町の実に三割がレスターの部下によって焼き払われるという惨事はあったものの、住人たちは圧政が終わったことを喜び、町の復興にとりかかった。

　もちろん、明るい光景ばかりがあるわけではない。焼かれた建物の残骸を荷車で運ぶ若者たちの表情は硬く、町の外につくられた墓へ花を供えに行く娘や子供の顔には昏さがにじんでいる。家族やそれまでの生活を失って、悲嘆に暮れている者は決して少なくない。

　それでも人々は前を向き、かつてのデュリスを取り戻そうと懸命に汗を流している。風は日ごとに肌寒さを増しつつあったが、町を包む熱気が衰えることはなかった。

「――こいつが船家ヴエセルか。すごいな……」

　昼下がりの陽光の下、ティグルとミラは感心した顔で、通りの端に立ち並ぶいくつかの建物を見上げていた。二人とも飾り気のない麻の服を着て、厚手の外套を羽は織おり、旅人を装っている。ミラは『破は邪じやの穿せん角かく』の異名を持つ竜具ヴイラルトラヴィアスを肩に担かついでいたが、何重にも布を巻きつけて武器だとわからないようにしてあった。

　十日前にも、二人はこの場所を通っている。そのときは焼け崩れた家々がいくつも目について気が重くなったものだが、いまそれらはきれいにかたづけられており、さらに新しい家が三軒も建っていた。信じられない速さである。

「一隻の船から一、二軒分の建材が取りだせると聞いたけれど、本当だったのね」
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　ミラの瞳には、自分の知らない技術に対する興味が浮かんでいた。

　アスヴァール王国には、廃船を解体して建材にするやり方が古くからある。技術というより漁師たちの知恵というべきかもしれないが、とにかく住人たちはその知恵でもって海賊たちの船を解体し、ものの数日で仮の住まいへと変えてしまったのである。

「あの扉や窓、それに屋根まで船から持ってきたなんて、説明されないとわからないわね。急ごしらえとは思えないほどしっかりしてるわ」

　扉や屋根を観察して、ミラは唸うなった。何となく思いついたことを、ティグルは尋ねる。

「ジスタートには、こういうものはないのか。船じゃなくても、たとえば馬車を解体してつくった家とか……」

「たぶん、ないと思うわ。聞いたことがないもの。ブリューヌではどうなの？」

「どうだろうな。俺は知らないが……俺が知らないだけなのかもしれない」

　難しい表情で答えたティグルを、ミラは意外そうな顔で見上げる。

「あなたにしては慎重なもの言いね」

　何かあったのかと視線で問いかけてくるミラに、ティグルは表情を緩ゆるめた。

「たいしたことじゃないよ。この町でいろいろなひとに会って、俺は自分の国のことをよく知らないんだと思ってな」

　どういう意味なのかとミラが尋ねようとしたとき、離れたところからティグルを呼ぶ声がする。見ると、露店で果実水クヴアースを売っている中年の女性がこちらに手を振っていた。ティグルも軽く手を振り返す。二人は彼女のところへ歩いていった。

　果実水売りの女性はにこにこと微笑を浮かべて、ティグルとミラを交互に見る。

「おや、可愛い子じゃないか。今日は見回りというわけじゃなさそうだね。呼びとめちゃって悪いことをしたかね」

「いや、ちょうどよかった。おばちゃん、果実水を二人分もらえるかな」

　ティグルが笑って注文すると、女性は「あいよ」と明るく応じた。

　銅貨を渡し、果実水を満たした陶製のコップを受けとる。そのとき、ミラは女性の右腕に火傷の跡があることに気づいた。肘から手首にかけての大きなもので、まだ新しい。

「ああ、これね。町が焼かれちゃったときにね。でも、もう痛みはほとんどないのよ」

　ミラの視線に気づいて、女性は屈くつ託たくなく笑った。

「あれで亡くなったひとは大勢いるから、あたしは運がいいんだろうねえ」

　ティグルたちは会え釈しやくをして、その場を離れる。女性の明るさに救われたところはあった。

　気を取り直して、ミラはコップの中身を見つめる。果実水は赤く、薬草も使っているようでさわやかな香りが鼻腔をくすぐった。一口飲んで、彼女は目を輝かせる。

「木き苺いちごのジャムを溶かしてあるのね。酸味があっていいじゃない」

「お気に召したようで何よりだ。今度、あのおばちゃんに伝えておくよ」

　ティグルは笑顔で言うと、果実水売りの女性とどうやって知りあったのかを話した。

　デュリスを解放してから今日までの間に、ティグルは側そば仕づかえのラフィナックやジスタート兵たちを連れて、毎日のように町の見回りを行っている。この町を拠点とするからには治安を保たもたなければならないし、自分たちは味方だと住人に示す必要もあったからだ。

　地味な役回りだが、何日も続けていれば見てくれる者も現れる。ティグルの態度に威圧感や堅苦しさがないことも手伝って、何人かが声をかけてくれるようになったのだ。

「あのひとは、もともとブリューヌ人に親しみを感じているんだ。旦那さんが漁師で、何度もブリューヌに行っているそうだから」

「この町からブリューヌへは、船で一日で行けるものね。ブリューヌに親しみを感じているひとって、けっこういるのかしら」

「俺に声をかけてくれるのは、そういうひとが多いな。しかも、ブリューヌ北部のことについては俺よりずうっと詳しいときてる。ブリューヌ北部のチーズ事情だの林檎酒サガルドの出来だの、いろいろなことを教えてもらってるよ」

「ブリューヌ人のあなたが、アスヴァールのひとにブリューヌのことを教わるの……？」

　ミラは目を丸くしたが、すぐに納得したような表情になって笑みを浮かべる。

「そうね。あなたには何というか、教えてあげたくなるところがあるものね。そのひとたちにも素直に言ったんでしょ。自分はアルサスという地の生まれで、何も知らないって」

　今度はティグルが目を丸くする番だった。

「どうしてわかった？」

「あなたのことだもの。わからないわけないじゃない」

　得意げに答えて、ミラはティグルに身体を近づける。

「船家の前で言った、自分が知らないだけなのかも、っていうのもそういうこと？」

「かなわないな、ミラには」

　ティグルは降参したというふうに肩をすくめて、果実水を飲んだ。

「ブリューヌ北部のことをよく知らないブリューヌ人なんて、貴族でもたくさんいるだろう。それにアルサスは田舎で、王都やよその地域の話なんてろくに入ってこない。――でも、俺がそうした話を知ろうとしなかったのもたしかなんだ」

　かつてのティグルは、アルサスのことだけ知っていればいいと思っていた。

　十四歳のときにオルミュッツへ行き、外の世界を知ってからも、ティグルがブリューヌ全体に目を向けたことはほとんどない。

　関心を持つだけの余裕がなかったというのもあるが、それ以上に、弓を臆病者の武器として蔑むブリューヌの風潮が苦手だった。昔、父に連れられて王都ニースを訪れたとき、弓を使うということでティグルはさんざん笑われたものだ。

「ブリューヌについて、いますぐにいろいろなことを知るのは難しい。それなら、せめて知らないことは知らないと認めて、そのことを自覚しようと思ったんだ」

「あなたらしいわね」

　微笑の中に想い人への好意を溶かしこんで、ミラはそう言った。

　大通りにさしかかると、麦酒ビエレや紅茶チヤイ、蜂蜜を塗ったパンが振る舞われているのが見えた。通りに沿って、篝かがり火び台だいも等間隔に設置されている。日が沈んだら火が焚たかれる予定だ。

　これは三ヵ国連合軍の総指揮官であり、デュリスの統治者となったギネヴィア王女が命じたことだった。今夜、彼女が居館としている屋敷で祝宴が開かれるのだが、それに先だって、住人にささやかな楽しみを饗きようしようというわけである。

　もちろんこれは人気とりでもあるのだが、ティグルもミラもその重要性は理解していた。拠点とした町の住人すら味方につけられないようでは、協力などできない。

「あの紅茶、山羊の乳を入れて振る舞ってるのかしら」

　ミラが顔をしかめる。以前、彼女はギネヴィア王女に紅茶を淹れてもらったことがあったのだが、王女は紅茶に山羊の乳を入れるという暴挙――ミラにとって――を行ったのだ。

「それだけの山羊の乳は手に入らなかったとロラン卿から聞いてるよ」

　彼女をなだめるようにティグルが笑って説明すると、ミラは考えるように首をかしげた。

「戦が終わったら、ジャムを溶かした紅茶を飲む習慣を、この町に広めてみようかしら」

　本気で考えそうな気がして、ティグルはとりあえず話題を変えることにした。

「そういえば、義勇兵の数が五百を超えたってソフィーから聞いたんだが、ギネヴィア殿下は彼らを戦に加える予定なのか？」

　ギネヴィアのもとで戦おうと、近隣の町や村からデュリスに集まっている者たちがいるのだという。ティグルとしてはあまり賛成できなかった。敵であるジャーメイン王子の軍勢との兵力差を考えると、ひとりでも兵はほしいところだ。だが、彼らは本来、村や町を支える者たちである。彼らが戦で命を落とすと、村や町から活気が失われて復興が遠のくのだ。

「ひとまず、この町で留守番をさせるつもりみたいよ。――あそこで少し休みましょうか」

　ミラが足を止めて、十数歩先にある小さな広場を指で示した。長椅子がいくつか置かれているので、休憩するにはちょうどよさそうだ。

「そろそろ答えも聞きたいし。それとも、まだ時間がかかりそう？」

　半刻ほど前、ティグルはミラにひとつの課題を与えられた。ティグルにとってはかなりの難問で、すぐには考えつかないと正直に告げると、町の中を散策しながら考えてはどうかとミラは提案してきたのだ。二人がこうして歩いているのは、そういう事情からだった。

「形はできあがったよ。いいのかどうかはわからないが」

　自信なさげにティグルは答える。ミラは落胆するどころか、満足そうにうなずいた。

「それで充分よ。さっそく拝聴しましょうか」

「だが、あんなところでいいのか？　誰かに聞かれるんじゃ……」

　ティグルは顔をしかめる。広場には談笑している主婦たちや、九柱戯キーユをやっている子供たちの姿があった。九柱戯は地面に何本かの棒を立て、木製の球を転がして何本の棒を倒せるか競う遊びだ。ブリューヌやジスタートでも親しまれている。

「ここなら、誰かが近づいてくればすぐにわかるわ。声はおさえればいいのよ」

　もっともだった。二人は連れだって、広場に足を踏みいれた。







『凍漣の雪姫ミーチエリア』リュドミラ＝ルリエと、『光華の耀姫ブレスヴエート』ソフィーヤ＝オベルタスの二人に率いられたジスタート軍がアスヴァール王国を訪れたのはおよそ一ヵ月前、アスヴァール島に秋が訪れて間もないころだった。

　そのころ、アスヴァールでは国王ザカリアスが病びよう臥がし、第一王子ジャーメインと第二王子エリオットが次代の玉座を巡って争っていたのだが、ジスタートはエリオットに協力して、アスヴァールからさまざまな利益を得ようと考えたのである。ティグルは客将としてミラの補佐を務めることとなった。

　ところが、ジスタートの目論見は外れかけた。デュリスの港町を攻略した直後に、エリオットが命を落としたからだ。彼がいたからこそ、ジスタート軍は友軍としてアスヴァールにいることができた。このままではただの部外者となり、物資の補給もままならなくなる。

　ソフィーことソフィーヤが第一王女ギネヴィアに目をつけたのは、そのときだった。

　ギネヴィアはブリューヌ軍を味方につけて覇権争いに介入してきたが、彼女にはアスヴァール人の味方がほとんどいない。アスヴァール諸侯の大半はジャーメインかエリオットのどちらかを支持し、それ以外の者は中立を表明していたからだ。

　王女であり、いままで実績らしい実績もなく、円卓の騎士に入れこんでいる変わり者と思われているギネヴィアを支持する者など、そうそういるはずもなかった。

　外交の使者として何度かアスヴァールを訪れたことがあったソフィーには、アスヴァールの諸侯の知人が幾人かいた。彼らにギネヴィアを支持させるという条件で、ジスタート軍はギネヴィアと手を組むことに成功したのだ。

　ギネヴィアとしては、ブリューヌ軍という味方がすでにいる以上、ジスタート軍は邪魔者でしかなかったのだが、アスヴァールの諸侯を自軍に引き入れることができるなら話は別だ。

　かくてギネヴィアの軍は、三ヵ国の兵によって構成された混成軍となったのである。







　広場に入ったティグルとミラは、空いている長椅子に、間を空けて座った。

　腰に下げた皮袋から、ティグルは数枚の銅貨を取りだす。青い瞳を期待で輝かせているミラを見て、困ったような笑みを浮かべた。期待に応えられる自信は、正直ない。

――俺なりに考えたことだけは、認めてくれるかな。

　気を取り直して、ティグルは長椅子に指を走らせる。アスヴァール王国全土を描いた。自分もミラも、おおまかな地図は頭の中にある。だいたいの位置関係を示せればいい。

「まず、俺たちだ。ギネヴィア殿下を総指揮官としたアスヴァール、ブリューヌ、ジスタートの三ヵ国連合軍。兵力はかき集めて一万足らず。拠点はこのデュリス」

　銅貨を一枚、アスヴァール島の南東に置く。次いで、別の銅貨を大陸に置いた。

「相手はジャーメイン王子。大陸にあるアスヴァールの領土をおさえ、大陸の民ランデイアから支持されている。報告によれば、兵力は六万以上」

　この状況で自分ならどう軍を動かすか。

　それを考えてほしいというのが、ミラの出した課題だった。

　彼女と連れだって町を歩きながら、いったい何度、心の中で唸り、呻き、首をひねっただろうか。相手がミラでなかったら、途中で降参していたに違いなかった。

　自分たちを示す銅貨を、ティグルは島と大陸の間に横たわる海へと動かす。

「海で一戦、それから――」

　続けて、その銅貨を今度は大陸へと進めた。ジャーメイン軍の前に置く。

「陸で一戦。ジャーメイン王子の軍勢に勝つには、これしかない」

　ミラは微笑を消し、考えこむように口元に手を当てて、二枚の銅貨を見つめた。

「詳しく説明して」

「ジャーメイン王子はアスヴァール島に攻めてこないと思う。おそらく、大陸に近い海域で俺たちを待ち受けるつもりだ」

「数は向こうの方が多いのに？　明日にでも私たちを蹴散らしにくるんじゃないかしら」

「俺たちがデュリスを手に入れてから、十日が過ぎている。それにもかかわらず、王子が動いたという知らせはない。考えられることは二つだ。ひとつは、ジスタートとブリューヌの援軍が現れることを警戒して、ジャーメインは動かずにいる」

　連合軍において、ジスタート軍の指揮を執っているのは戦姫であるミラとソフィー、ブリューヌ軍を率いているのは黒騎士ロランだ。ジスタートとブリューヌがそれぞれの王国の重鎮を見捨てるはずはなく、援軍を送ってくると考えるのは当然のことだった。

「もうひとつは？」

「ジャーメイン王子を支持していたが、ソフィーに説得されてこちらについたアスヴァールの諸侯がいただろう。彼らの口から自分たちの情報が漏れたと考えて、戦略を練り直していると思う。他にも寝返る者がいないか目を光らせながら」

「妥当なところね」

　ミラが顔をあげる。その表情は厳格な教師のそれだった。まだ話は終わっていないのだ。

「でも、相手が動かないなら、こちらも動かずに力を蓄えるという考え方もあるんじゃないかしら。ギネヴィア殿下は、アスヴァール島のせいぜい半分しかおさえていないのよ」

「冬になったら、アスヴァールとジスタートの間を船が行き来することはできなくなるんだろう。ジャーメイン王子は、ジスタートの援軍が来ないという確証を得られる。これだけでも、時間をかけるのは危険だと思う。なるべく早く攻めるべきだ」

　ミラは、再び長椅子の上に視線を落とす。連合軍を示す銅貨を指でつついた。

「海戦に勝って、大陸に拠点を築くことができたとするわね。すぐに決戦を挑むより、主要な都市や城砦をおさえていって相手の勢力を削り、包囲していく方がいいんじゃない？」

「おたがいの兵力差を考えると、あまり戦いを増やすべきじゃないと思うが……」

「その兵力差を縮めるために、あえて決戦を後回しにするのよ。ソフィーは一兵も使わず、一通の手紙でこちらの戦力を増やし、ジャーメイン王子の戦力を削った。あれほど鮮やかにとは言わないけれど、戦いに訴えることなく相手を負かす手段はいくつもあるわ」

　そう言われると、それが正しいように思える。腕組みをして唸るティグルに、ミラはくすりと笑って「とはいえ……」と、言葉を続けた。

「私の考えが正しいと言うつもりはないわ。短期決戦に持ちこんで勝てるのなら、あなたの案でいくべきよ。だから、状況によって使いわける前提で、二つの案を用意していたら完璧だったというところね。でも、うん、文句なしに及第点ね」

　ティグルは安あん堵どの息を吐く。彼女の期待に応えることはできたらしい。コップに残っていた果実水を飲み干すと、不思議そうな顔で訊いた。

「それにしても、俺の考えなんて何かの役に立つのか？」

　連合軍の戦略は、ミラとソフィー、ロラン、そしてギネヴィアに仕えている老将ウィルが考えているはずだ。自分の思いつきなど入りこむ余地があるとは思えない。

　ミラは、おかしなことを聞いたというふうに笑って答えた。

「もちろんよ。私では思いつかない考えや発見があるかもしれないし、指揮官なら自分自身の戦略は持っておくべきだわ。それに――あなたは私の隣に立ってくれるんでしょ？」

　小首をかしげながらの最後の台詞に、ティグルははっと息を呑む。

「君といっしょに戦略を考えられるようになれということか」

　彼女の立場を考えれば、たしかに戦略の相談相手ぐらい務められるようになるべきだ。納得したティグルだったが、ミラは腰まで届く髪を揺らして「少し違うわ」と、言った。

「あなたひとりで戦略を練り、私の代わりにオルミュッツの兵を率いて戦場に出られるぐらいになってほしいの」

　ティグルは啞然として、ミラの顔をまじまじと見つめた。彼女は微笑こそ浮かべているが、青い瞳には真剣な光があり、冗談を言っているのではないとわかる。

「この前、あなたはバーハム城砦を攻め落としたでしょう。アスヴァール兵を率いて」

「あれはハミッシュ卿がアスヴァール兵をまとめてくれたから、できたことだよ」

「指揮官としてハミッシュ卿の信頼を得たのは、あなたよ。春にムオジネルと戦ったときから考えても、あなたは指揮官として確実に力をつけている。あなたなら、できるわ」

　身を乗りだして、ミラは力説する。返す言葉がとっさに浮かばず、ティグルは黙って彼女の視線を受けとめた。胸の中には嬉しさとそれ以上の戸と惑まどいがあり、徐々に嬉しさが大きくなって比率が逆転すると、ようやく笑みを浮かべる。「ありがとう」と、礼を言った。

「ひとつ聞きたいんだが、戦姫の隣に立つための条件というわけじゃないよな」

　おそらく違うだろうと思いながら、ティグルは質問した。ミラの父であり、ラーナ――スヴェトラーナの夫であるテオドールは、実直な官僚だったと聞いている。

　はたしてミラは首を横に振った。ほんの一瞬、青い瞳が揺れる。

「これは私のわがままよ。戦姫の伴はん侶りよの義務でも何でもないわ」

「それはよかった」

　満面の笑みを浮かべるティグルに、ミラは首をかしげる。若者は言った。

「君のわがままの方が、俺はやる気が出るからな」

　ティグルはミラと結ばれたいのであって、戦姫と結ばれたいのではない。彼女が自分を信頼し、期待してくれるなら、どんなわがままにでも応えようという気持ちになる。

「それに、俺を伴侶として認めてくれたからな」

　冗談めかして付け加えると、ミラの顔はたちまち真っ赤に染まった。

「そ、それは、言葉の綾あやで……！　それより、あなたに聞きたいことがあるのだけど」

　強引にミラは話題を変える。呼吸を整え、難しい表情で声を潜めた。

「ギネヴィア殿下のこと、あなたはどう思う？」

　ティグルは眉をひそめる。ずいぶん抽象的な問いかけだ。

　若者の表情を見て、ミラは質問の仕方がよくなかったことに気づいたらしい。補足した。

「私とソフィーは戦姫として、ジスタートの利益を第一に考えなければならない。彼女に協力するのはそのためよ。でも、あなたは違うでしょう」

　そういうことかと得心する。客将であるティグルが、ジスタートの方針と異なる言動をしたら問題になるだろう。ギネヴィアも不審を抱くに違いない。

「俺自身の考えを、ということか。全面的に殿下を信用するかと聞かれたら、難しいな」

　ギネヴィアには不思議な点がある。たとえば、アスヴァール王国の宝剣とされるカリバーンを持っていることだ。ソフィーによれば、カリバーンは建国王アルトリウスの死後、王都から遠く離れた山奥に埋められ、歴代の王が所有したことはなかったという。女王ゼフィーリアは己の剣にカリバーンと名づけていたが、それが本物だったかどうかは不明である。

　カリバーンについて、ミラとソフィーはギネヴィアを問いただしたものの、はぐらかされてまともな答えを得られなかったとティグルは聞いていた。

「だが、俺は殿下に協力したいと思う」

「どうして？」

「第一に、殿下は恩人だ。あのひとがいなければ、俺たちはレスター、いや、トルバランにやられていた」

　レスターの正体は、人間ではなかった。トルバランという魔物が化けていたのだ。

　混乱を避けるためにその事実は隠蔽され、レスターが妖しげな術を使ったということで公には処理されている。疑問を持った者はもちろんいただろうが、トルバランは土塊となって跡形もなく消滅した。証拠は何ひとつ残っていない。

　トルバランの強さは恐ろしいものだった。この魔物は、一時的にとはいえロランを退け、竜具の力を封じこめる妖しげな鎖でミラとソフィーを追い詰めたのだ。ギネヴィアの乱入がなかったら、自分たちは殺されていただろう。

「第一に、ね。第二の理由は？」

「個人的なことだよ。父上……俺の父のことだ」

　くすんだ赤い髪をかきまわして、照れくさそうにティグルは笑った。

「父がギネヴィア殿下に会ったことがあると、前に話しただろう。殿下は父にいい印象を抱いているようだった。大切なことを教わったともおっしゃっていたしな」

　貴族にとって、他者とのつながりは重要なものだ。まして、他国の王族に名を覚えられるというのはたいへんな名誉である。ギネヴィアに協力することは、父のためにもなるのだ。

「それに、殿下は民を大切にしていると思う」

　ティグルとしては、やはりそういう人物に協力したい。

「ずいぶん評価しているのね、ギネヴィア殿下のこと」

　ミラはからかうように笑ったあと、安堵の表情で続けた。

「でも、よかったわ。あなたの考えを聞くことができて。ティグル、さっきも言った通り、私たちはジスタートの利益を優先する。そのために殿下と対立することもあると思う。そういう状況で意見を求められたときは、かまわないから自分の考えを言いなさい」

「だいじょうぶなのか？」

　驚きも露あらわに、ティグルは想い人を見つめる。ミラは微笑を浮かべた。

「あなたがどんな思いから言っているのかわかれば、問題ないわ。さて、そろそろ屋敷に戻りましょうか。今夜の宴の準備を――」

　ミラが立ちあがろうとしたとき、彼女の足下に木製の球が転がってきた。見ると、四人の子供がこちらへ駆けてくる。九柱戯で遊んでいて、うっかり蹴りとばしてしまったようだった。

　球を渡すと、子供のひとりが好奇心半分、からかい半分という顔で聞いてきた。

「お兄さんたち、もしかして恋人同士？」

「ああ、そうだ」

　堂々とティグルは答える。怒ったり恥ずかしがったりしては、彼らを喜ばせるだけだとわかっているからだ。子供たちはわざとらしい驚きの声をあげた。

「じゃあ、ちゅーとかしてるの？」

　別の子供が質問する。それに対してティグルが答えるより先に、ミラが動いた。ティグルとの距離を詰めたかと思うと、若者の顔に右手を添えて自分の方を向かせ、唇を押しつける。子供たちに意識を向けていたティグルは、まったく反応できなかった。

　子供たちは目を大きく見開いて、二人の接せつ吻ぷんを見つめる。沈黙の中で、五つ数えるほどの時間が過ぎた。ミラは唇を離すと、子供たちを見て悠然と微笑む。

「満足したなら、もう行きなさい」

　子供たちはこくこくとうなずき、二人に背を向けていっせいに駆けだした。

　彼らを見送ったあと、ティグルはミラに向き直る。

「どうしたんだ、いったい。いや、嬉しかったが」

　まさか子供たちを追い払うためだけに、彼女があのような行動に出たとは思えなかった。

　急に恥ずかしくなってきたのか、ミラは頰を赤く染めて、視線をそらす。

「ご褒美よ」と、ぶっきらぼうな口調で言い、いくばくかの間を置いて補足した。

「言ったでしょ、及第点って……」

　ティグルの顔にようやく理解の色が広がる。子供たちを圧倒したときとはまるで違う彼女の様子に、愛しさを感じた。恥ずかしさをごまかすように、ミラは勢いよく立ちあがる。

「行きましょう。宴に出る支度をしないといけないわ」

　今夜の宴は、デュリスに平和が戻ったことを祝い、連合軍に加わっている諸侯や有力者たちの結束を固めるためのものだ。ジスタート軍の指揮官のひとりであるミラは、出席しないわけにはいかない。ティグルも、ギネヴィアからぜひにと言われている。

　自分を置いて歩きだすミラを、ティグルは慌てて追いかけた。隣に並んで手をつなぐ。

　ミラはティグルを見ようとしなかったが、若者の手をしっかりと握ってきた。





　　　　　　　†






　銀色の満月が、町と海を照らしている。

　デュリスの大通りには予定通り篝火が焚かれ、人々はそのまわりで歌い、踊っていた。振る舞われた麦酒や熱い紅茶を飲み、パンをかじって、隣にいる者と談笑し、語りあう。袋笛バグパイプや太鼓のにぎやかな音が、歌声とともに夜空に吸いこまれていった。

　露店もいくつか並んでいる。さすがに昼間のように声を張りあげてはいないが、夜気にまじって漂ってくる羊肉やウナギの焼ける匂い、鍋いっぱいのスープから立ちのぼる白い湯気は、人々の空腹をおおいに刺激した。どの露店にも行列ができて、尽きる気配がない。

「――こうして見ているだけでも、楽しそうなのが伝わってくるな」

　さまざまな明かりに彩いろどられた大通りを眺めながら、ティグルはそう独りごちた。

　ギネヴィア王女の屋敷の二階にあるバルコニーに、彼は立っている。ここからだと、大通りの様子がよく見えた。

　ティグルは黒を基調とした礼服を着ている。いつもは自然に任せている髪も、丁寧に櫛くしで梳いて撫でつけていた。手には、麦酒を満たした銀杯がある。

「ティグルヴルムド卿は、大通りのにぎわいの方が好みかな」

　穏やかな口調で聞いてきたのは、隣に立っている長身の男だ。日に焼けた精せい悍かんな顔には古い傷跡が刻まれており、肩幅は広く、服の上からでもわかるほど胸板は厚い。

　しかし、戦士にありがちな威圧的な雰囲気はなく、窮きゆう屈くつそうに礼服を着ているさまは、微笑ましさすら感じるほどだった。彼も、ティグルと同じく銀杯を手にしている。

「ええ。生まれ育ちが田舎なもので。ロラン卿はいかがですか？」

　ロランと呼ばれた男は、苦笑まじりに肩をすくめた。

「私も堅苦しいのは得意ではない。それと、ここだけの話にしておいてほしいのだが、手元に剣がないと正直落ち着かない」

「私もです。気が抜けると、どうも手が弓と矢を求めてしまって……」

　二人は声をたてずに笑いあった。

　ロランはブリューヌ王国に仕える騎士で、ナヴァール騎士団の団長を務めている。黒い髪と瞳の持ち主で、戦場では黒い甲冑をつけているため、近隣諸国からは黒騎士の異名で呼ばれ、その豪勇を恐れられていた。

　ティグルとロランが知りあったのは今年の春、ブリューヌがジスタートと同盟を結んで、ムオジネル王国と戦ったときだ。ムオジネル軍が誇る戦象を弓矢で仕留めてみせたティグルに、ロランは心の底から感心した。

　ブリューヌでは古くから、弓は臆病者の武器であるという考えが根強い。弓を使う者は蔑まれ、戦功をたてても、それが正しく評価されることなどまずないというほどだ。

　そうした空気の中で生きてきたロランも、同じように考えていたのだが、その思いこみを打ち砕いたのがティグルだった。戦のあとで二人は言葉をかわし、おたがいに敬意を表した。

　このデュリスを巡る戦いにおいても、ティグルとロランは肩を並べて戦い、トルバランを打ち倒した。ロランははじめて魔物と遭遇したそうだが、驚きはしても退くことはなく、魔物へ挑みかかった。その勇敢さを、ティグルは素直に尊敬している。

　ティグルはジスタート軍の客将であり、ロランはブリューヌ軍の総指揮官だ。だが、二人は立場の違いなど気に留めず、年来の親友同士であるかのように語りあっていた。

「不思議に思っていたのだが、貴殿の父上は剣や槍を教えようとしなかったのか？」

　銀杯に口をつけながら、ロランが尋ねる。ティグルはうなずいた。

「考えていたとは聞きました。私が七歳になったら、そうしようと。ただ、その前に私が弓矢を気に入っていたものですから、得意なものを伸ばそうと考え直してくれました。つらいことになるとは言われたのですが、あのころはよくわかっていませんでしたね」

「立派な方だな。私が貴殿の父上の立場であれば、そのような決断を下せなかっただろう」

「ロラン卿は、どうして騎士になろうと思ったのですか？」

　何なに気げない調子でティグルが尋ねると、ロランは視線を夜空に移して黙りこむ。十を数えるほどの時間が過ぎたころ、夜空を見上げたまま、彼は口を開いた。

「小さいころ、ファーロン陛下にお声をかけていただいたことがあった。当時はまだ王子殿下であらせられたが」

　おもわず、ティグルは何度か瞬きをした。ロランが王都ニースで生まれ育ったという話は、父の親友であるマスハス＝ローダントから聞いたことがある。しかし、王子に声をかけてもらうなど、よほどの立場の者でなければありえないのではないか。

――俺も昔、狩猟祭で偶然、レグナス殿下にお目にかかったことがあったが……。

　びっくりしているティグルを横目で見て、ロランは口元を緩ませた。

「偶然というか、陛下の気まぐれだ。陛下は昔から行動的で、気さくな方だった。貴殿も、アルサスで陛下にお目にかかったと言っていただろう」

　ロランに言われてそのときのことを思いだし、ティグルは納得する。

　春の終わりごろ、ムオジネルとの戦を終えて故郷に戻っていたティグルのもとに、ファーロン王が訪ねてきたのだ。ティグルも、父のウルスもたいそう驚いたものだった。
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「――私の名を聞いた陛下は、ひとつの話をしてくださった」

　再び夜空を見上げて、ロランは話を戻した。

「建国王シャルルに仕えた騎士の中に、ロランという者がいた。民を守って剣を振るうことを至上の名誉とした、騎士の中の騎士だったと」

　あたたかな沈黙が二人の間に横たわる。麦酒を飲んで間を置くと、ティグルは聞いた。

「陛下のお言葉が、ロラン卿に騎士になる決意をさせたのですね」

「ああ。もともと身体を動かすことが好きだったというのもある。それに……騎士にならなければ、神官になることが決まっていたようなものだったからな」

　その言葉に、白い神官衣をまとったロランの姿を想像してしまい、ティグルは吹きだした。ロランに軽く睨まれて、肩を震わせながら形ばかり取り繕う。

「よいお話を聞かせていただきました。ロラン卿が騎士となったおかげで、私も数々の戦場で生き延びることができたのですから、陛下には感謝しなければ」

「それを言うなら、私もだ。アルサスに戻ったら、貴殿の父上に伝えてくれ。あなたのおかげで私は死なずにすんだと」

「必ず伝えます。もっとも、父が聞いたらひどく恐縮すると思いますが」

「そうかな？　貴殿が弓を学ぶのを許したというだけでも、よほど豪胆な方だと思うが」

　そんなことはと否定しかけて、ティグルはその言葉を発する前に呑みこんだ。

　他ならぬ自分が望んだからとはいえ、跡取りである息子を一年間、異国に送りだす父だ。弟のディアンが生まれたのは、ティグルがオルミュッツから帰ってきて間もないころである。

　父なりの考えと判断があってこそのことだと思うし、疑ったことなどないが、自分が思っている以上に父は勝負師なのかもしれない。

「そういえば、ティグルヴルムド卿の父上は、弓の不思議な力について知っているのか？」

　何気ない口調で聞かれて、ティグルはぎくりとした。顔が強こわ張ばるのが自分でもわかる。

「……以前は知らないようでしたが、私が話しました」

　いつかは聞かれると思っていたことだ。覚悟を決めて、ティグルは正直に答える。

　だが、ロランの反応は若者の意表を突いた。

「そうか。いや、あの力について知っているとすれば、どのような考えから貴殿に預けているのかと思ったが……。貴殿を信頼してのことなのだろうな」

　ロランの言葉は率直で、嫌味がない。そして、こちらの言葉を疑ったり、問いただしてくる様子もなかった。五つ数えるほど待ったあと、ティグルの方から彼に尋ねる。

「あの力はいったい何なのか。そう聞かれるものと思っていましたが」

「興味がないといえば噓になるが、できれば話したくないのだろう？」

「よろしいのですか？」

　驚くティグルに、ロランはどこか少年めいた表情を見せて、笑った。

「これは他言無用で頼むが……。実はデュランダルにも不思議な力が備わっている」

　ティグルは呆気にとられた顔で、ロランを見つめた。よりにもよってブリューヌの宝剣の秘密を、ついでのように明かしてしまってよいのか。

「陛下からあの剣を授かったとき、教えていただいたのだ。デュランダルはただの装飾を凝こらした剣ではなく、人じん智ちでは計り知れない力を秘めていると」

　ティグルの表情を見て、ロランは笑いをおさめる。真剣な表情で話を続けた。

「トルバランだったか……。やつはデュランダルのことを知っていた。それが、私には気になるのだ。貴殿や戦姫殿の反応を見るかぎり、あのような怪物は他にもいるのだろう」

　ティグルはうなずいた。少なくとも一体は確実に存在する。

「いつか怪物に遭遇したとき、ティグルヴルムド卿の目の前で、デュランダルがその力を発揮するかもしれん。そうなったとき、貴殿は何も聞かないでほしい。戦姫殿の武器や、ギネヴィア王女の奇妙な剣についても、私はそうするつもりだ」

「それは……。たしかに、その方がいいかもしれませんね」

　自分はともかく、戦姫たちも、ロランも、ギネヴィアも、それぞれの王国で重要な立場にある。話せないことはティグルが想像するよりはるかに多いだろう。むしろ、ロランがここまで話してくれたことに感謝するべきだった。

「では、そろそろ戻るか。いつまでもここにいるわけにはいかないからな」

　ロランが後ろを振り返る。視線の先には、短い廊下が延びていた。

　廊下の先は広間になっており、そこにはティグルやロラン以上にきらびやかな衣装で着飾った者たちが集まっているはずだ。アスヴァール島に領地を持つ貴族や、有力な商人、その家族や親戚である。耳をすませると、話し声や笑声が聞こえた。

　ギネヴィアは、デュリスの平和と再建を祝うという名目で彼らを招き、宴を開いた。

　もちろん目的はそれだけではない。次代の玉座を得るために、彼女は兄である第一王子ジャーメインと争うつもりでいる。

　王女は、列席者たちを確実な味方にしなければならなかった。
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　ロランとともに広間に戻ったティグルは、視界に飛びこんできた光景に目を瞠みはった。

　青いドレスに身を包んだ娘が、優ゆう雅がな足取りでこちらへ歩いてくる。ミラだった。

　長い髪を後頭部で結んでいるところはいつも通りだが、髪が華やかに広がるような工夫がなされている。結び目には白い花の髪飾りが彩りを添えていた。

　ドレスも見事なもので、首から胸元にかけて暗色のレースを配し、胸元にはフリルを豊かにあしらいながら、肩と背中は大胆に露出させている。雪の結晶を描いたスカートは二重になっており、気品を損なうことなく美しい脚を見せていた。

　顔にはうっすらと化粧をほどこしており、男女の別なく、見る者がため息をつかずにはいられない美しさだった。

　ミラの左手を見たティグルは、ひそかに喜びで胸を熱くした。中指に、紅玉の指輪が輝いていたのだ。ジスタートを発つとき、ティグルが自らの手で彼女の指にはめたものだった。

　広間にいる貴族や騎士、その夫人や令嬢、有力な商人らの視線を浴びながら、ミラはティグルの前まで来ると、さりげなく歩調を緩めて足を止める。

「きれいだ」

　彼女にだけ聞こえるような声で、ティグルはささやきかけた。いまこの場でミラを抱きしめたいという想いを、懸命におさえつける。しかし、若者の頰は熱を帯びて紅潮していた。

　ミラはティグルに視線を向けず、その隣に立っているロランに黙礼をしたあと、口元に手を当てて、壁際に掲げられている四種類の軍旗を眺める。それから、そっとティグルに言った。

「ありがと。でも、これでも控えめなのよ。今日の主しゆ賓ひんは私でもソフィーでもないから」

　言われてみると、たしかにミラのドレスは飾り気があまりない。時間的な余裕がないことから、身体に合うものをさがしたのだろうと思っていたが、そういうことだったのか。

　ほどなく、ソフィーも広間に現れる。彼女はミラと同じく純白のドレスをまとっていたが、こちらは胸元が大きく開いたもので、豊かな胸の谷間が覗いていた。それがはしたなく映らないのは、彼女のたたずまいによるものだろうか。淡い金色の髪は肩から流し、胸元には大きな緑柱石をあしらった首飾りが輝いている。スカートはひだが多く、ゆったりとしていた。

　ソフィーは目の合った者たちに微笑で応じながら、悠然とこちらへ歩いてくる。スカートの裾をつまみあげながらロランに一礼したあと、ミラの隣に立った。

「どうかしら、ティグル」

「うん、よく似合っていると思う、本当に。可憐、というのとは違うな、艶あでやかというか、気品があるというか、いつまでも見つめていたくなるというか……」

　さきほどミラに言った、きれいだという言葉をまた使うのはためらわれて、ティグルはどうにかそれ以外の賛さん辞じをひねりだそうと試みる。すると、ミラが剣けん呑のんな声を出した。

「ふうん。ずいぶんソフィーのドレス姿がお気に召したみたいね」

　ティグルは失態を悟った。彼女に対してはたった一言ですませておきながら、ソフィーにはいくつもの言葉を並べたてているのだから、怒るのも当然だろう。

「いや、その……」

　あの一言には万感の想いをこめたのだと言って、納得してもらえるだろうか。外は夜とあって、広間は涼しいくらいなのに、ティグルの額には汗が浮かんだ。必死に言葉をさがす。

　窮地に立たされたティグルを救ったのは、広間の出入り口から起こったどよめきだった。

　ギネヴィア王女が姿を見せたのだ。長い黒髪は丁寧に結いあげ、金糸で見事な装飾をほどこした白いドレスを身につけている。大きく開けた胸元を白銀の毛皮で縁取り、スカートにはおもいきった切れ込みをつくって、右脚を太腿から露出させていた。

　しかし、二人の戦姫と何より違うのは、彼女のまとう雰囲気だろう。楚々とした印象を崩さないミラとソフィーに対し、ギネヴィアはまっすぐ背筋を伸ばし、昂こう然ぜんとして広間の中央に立つ。美貌と、華麗さと、何より強い意志を感じさせる表情に、人々は声もなく見入っていた。

「このギネヴィア＝コルチカム＝オフィーリア＝ベディヴィア＝アスヴァール、今宵、この場に集まってくれた諸しよ卿けいに心からお礼を申しあげます」

　広間を見回して、ギネヴィアは丁重に頭を下げる。

「悪逆非道なレスターを討ち、デュリスの平和を回復することはかないました。明るいうちにこの町へ来た方はご覧になったでしょうが、完全なる再建にはまだ遠い。ですが、復興に向けた民衆の意志は強く、いずれはかつての繁栄を取り戻せると、私は確信しています」

　小さく息を吸い、吐いて、ギネヴィアは言葉を続けた。

「数日前、兄のエリオットが非命に倒れました。ジャーメインの放った刺客によって」

　まだ知らなかった者もいたらしい。驚きと嘆きの声がそこかしこから聞こえた。

　ほんの一瞬、ティグルの表情が苦いものになる。

　エリオットを殺害したのは、刺客ではない。彼によって息子を失った、ひとりのジスタート人だった。いわば、エリオットは自らの行動の報いを受けたのだが、その事実を隠して刺客の仕業にすることを考えたのは、他ならぬティグルだった。

　エリオットを亡き者にしたのがジスタート人だとわかれば、彼の支持者だったアスヴァール島の民はジスタート軍を許さないだろう。彼らを敵にまわせば、食糧や物資を調達することが非常に困難になる。何としてでも隠し通さなければならなかった。

　ティグルの視線の先で、ギネヴィアは言葉を続けている。

「私とエリオットは、決して仲のよい兄妹ではありませんでした。ですが、現在のアスヴァールを何とかしなければという思いは同じだった。だからこそ、手を取りあった。そうしなければデュリスの奪還はもっと先のこととなり、より多くの血が流れていたでしょう」

　言葉を切って、わずかな間、ギネヴィアは目を閉じる。死者の魂の安あん寧ねいを祈るかのように。

　やがて目を開けると、彼女は言った。

「一日も早く卑劣なジャーメインを討ち、アスヴァールの大地から無用の混乱と流血を取り除かねばなりません。ですが、私ひとりでは難しい。志をともにしてくれる者が必要です」

　右手をあげて、ギネヴィアは壁の一角を示す。そこには四種類の旗が掲げられていた。

　赤い竜を描いたアスヴァール王国の赤竜旗アドライグ、黒い竜を描いたジスタート王国の黒竜旗ジルニトラ、黒いたてがみと赤い体軀を持つ馬を描いたブリューヌ王国の紅馬旗バヤール、そして、剣を持ち、冠をかぶった女性の横顔を描いた旗だ。

　最後の旗は、覇王ブレトワルダゼフィーリアの軍旗である。およそ百五十年前、他国の侵略によって追い詰められていたアスヴァールを救い、さらに大陸側に版図を広げた偉大な女王だ。

　この旗を掲げるように指示を出したのは、ギネヴィアだった。

「ジスタート王国とブリューヌ王国は、私に協力を表明してくれました。この国にも、私に従ってくれる者がいます。大陸の領土は、覇王ゼフィーリアが数多の困難を乗り越えてつかみとったもの。私たちの祖先の悲願であったもの。ジャーメインの手に渡したままでは、覇王はもちろん、アスヴァールの民にも申し訳が立ちません」

　胸の前で拳を握りしめて、ギネヴィアはあらためて人々を見回す。昂たかぶる感情をおさえきれないのか、その声はわずかながら熱を帯びていた。

「私とともに戦ってほしい。私のためではなく、己の信ずる正義のために。愛する者が平和な明日を迎えられるように。祖先から受け継いだこの地を、灰かい燼じんに帰きせしめてはなりません」

　王女が言い終えると、広間は水を打ったように静まりかえった。

　まだ、ギネヴィアの話は終わっていない。彼女はひとりの男に視線を向けて、名を呼んだ。

「バーナード男爵、こちらへ」

　広間に満ちていた空気が揺れ動いて、かすかなざわめきが生まれる。

　人だかりが割れて、ひとりの男が前に進みでた。年齢は四十前後。中肉中背で、線の太い顔は緊張のためにひどくこわばっている。この男がバーナードだ。

　ティグルの隣に立っているソフィーが、気遣わしげな視線をバーナードに向けた。彼女に説得されて、男爵はジャーメインのもとを去り、デュリスに来たのである。

　バーナードはギネヴィアの前まで歩いていき、膝をつく。

「これまで我が剣は、ザカリアス陛下とジャーメイン殿下に捧げられておりました。ですが、それはギネヴィア殿下の為人ひととなりを知らなかったがゆえのこと。我が無知を許し、汚名を雪そそぐ機会を与えてくださった殿下に、我が剣を捧げます」

　ギネヴィアは優しげな表情で彼を見下ろしたあと、周囲に視線を巡らせた。

「すでに知っている者もいるでしょう。バーナード男爵は私への忠誠を誓約し、私は彼の剣を受けとりました。この機会に、諸卿へ申しあげておきます」

　ギネヴィアの表情が硬くなる。一呼吸分の沈黙を挟んで、彼女は言った。

「生まれ育った地が異なるからという理由で疎そ外がいすることを、私は好みません。また、これから諸卿の武勲を讃える際に、生まれ育った地を考慮することもしません。私たちは等しくアスヴァールの民です。諸卿には、そのことを胸に留めておいていただきたく思います」

　ティグルは目を瞠った。島の民コンテオと大陸の民の激しい対立は、ソフィーから聞いている。そして、ギネヴィアを支持している者の多くは島の民だ。亡きエリオットに替わって島の民を優遇する体制を築くことを、彼らはギネヴィアに期待している。

　ところが、ギネヴィアはどちらにも肩入れしないと宣言したのだ。

　ジャーメインとの戦いを前に、これはおもいきりのよすぎる行動だった。島の民の反発を買うことは必至で、悪くすれば、彼らはギネヴィアから離れてジャーメインにつきかねない。

「まさか、殿下の台詞はあなたが考えたの？」

　ささやくような声で、ミラがソフィーに尋ねる。淡い金髪の戦姫は首を横に振った。

「バーナード男爵たちの立場について考えてほしいとはお願いしたけれど、やり方については何も言ってないわ。ギネヴィア殿下は勇気があるだけじゃなく、計算もできる方ね」

「計算……？」

　首をかしげるティグルに、ソフィーはくすりと笑って、若者の耳元に口を近づける。

「生まれ育った地を問わないと言っても、実際に殿下を支持している者のほとんどは島の民でしょう。彼らはこう考えるのではないかしら。自分たちが団結して武勲をたてれば、あとから大陸の民がこちらに加わっても、殿下の周囲を島の民で固めることができると」

　ティグルは驚愕を禁じ得なかった。よくも考えついたものだと思う。島の民は、彼ら自身のために奮戦するだろう。また、知人や友人に呼びかけて、ギネヴィアを支持するように頼むはずだ。むろん、バーナード男爵たち大陸の民も。

　武勲を独占するために、島の民が大陸の民を排斥する可能性はある。だが、バーナードはジスタート軍の指揮官のひとりであるソフィーの友人だ。ジスタート軍が不快感を示せば、ギネヴィアもそうした行為に対して強気に対処することができる。

　ほどなく、広間のあちらこちらからギネヴィアの宣言に賛同する声があがった。

「たぶん、話のわかるひとを選んで、事前に根回しをしておいたのね」

　ミラが苦笑した。彼女の視線の先では、何人かの諸侯がギネヴィアの前に膝をついて、勇戦を誓っている。諸侯たちがまとまってくれるのは、ジスタート軍にとってもありがたい話だった。アスヴァール島の広い範囲で、食糧や物資を補給できるようになるからだ。

　そのとき、ギネヴィアがティグルたちに呼びかけてきた。

「リュドミラ殿、ソフィーヤ殿、ロラン卿、それにティグルヴルムド卿、こちらへ来ていただけますか。あらためて、諸卿にあなたがたを紹介したいので」

　ティグルは意外だという顔になる。自分は重要な地位についているわけでもなく、知名度もない。同盟相手との結びつきを強調する相手としては、いささか不足ではないか。

　だが、呼ばれたからにはここで立っているわけにもいかない。ミラたちとともに、ティグルは広間の中央へと歩いていった。四方八方から好奇と興味の視線が突き刺さる。

　ギネヴィアはいかにも親しげに、ミラたちを紹介していく。戦姫や黒騎士はやはり有名で、三人が会釈するたびに諸侯や有力者たちは盛大な拍手を送った。

　最後にティグルが挨拶すると、ギネヴィアはこう言った。

「あの恐ろしいレスターを討ちとったのは、このティグルヴルムド卿です。この方が私の部下であれば、最大の武勲の持ち主だったでしょう。そうでないことがまことに残念です」

　自分に向けられている視線のいくつかが、競争相手を見るものに変わったことを、ティグルは感じとった。他国の軍に武勲をとられていいのかと、ギネヴィアは諸侯を煽あおっている。

――事実としては、ここにいる五人が力を合わせてどうにか倒したんだがなあ。

　とてもそのことを言える雰囲気ではない。それに、下手なことを言ってトルバランに言及してしまったらミラたちに迷惑がかかる。黙っておくしかなさそうだった。

　紹介を終えると、ギネヴィアは麦酒を満たした銀杯を掲げて乾杯の辞を述べる。

「乾杯！　我々の勝利と、アスヴァールの未来に！」

　声が唱和し、給きゆう仕じたちが料理を次々に運びこんだ。羊を一頭丸ごと焼いたものや、鶏肉とジャガイモの煮込み、ウナギの串焼き、山のように盛られたパン、豆と蕪かぶのスープなどがそれぞれ香ばしい匂いを漂わせた。麦酒の樽も置かれる。

「この町の民や、他の町や村に食糧を振る舞っていたら、こうなるのも仕方ないかしらね」

　ミラが苦笑を浮かべた。羊の丸焼きを除けば、並べられているのはありふれた材料を使った素朴な料理ばかりで、とうてい豪勢とは言い難い。パンと麦酒が多いことも、質素な印象を強調している。あからさまな不平や失望の声が漏れ聞こえなかったのは、ここにいる者のほとんどがデュリスの町並みを目にしているからだろう。

　そうして祝宴がはじまると、ミラとソフィー、ロランのまわりには早くも人々が輪をつくった。ギネヴィアはそれ以外の諸侯や有力者にひとりひとり声をかけ、挨拶をしてまわる。

　ティグルに声をかけてくる者はいない。ギネヴィアが紹介したとはいえ、やはりミラたちにくらべれば若者は見劣りする。戦姫や黒騎士への挨拶が優先されるのは当然のことだった。

　ティグルは壁によりかかって、麦酒を少しずつ飲みながらミラを観察する。彼女の側近であるガルイーニンから頼まれたのだ。よからぬ者がミラに近づかぬよう、彼女を見守っていてほしいと。頼まれずともそうするつもりだったティグルは、張り切って引き受けた。

　ちなみにガルイーニンはこの場にいない。従者や副官は別室に集まって待機しているのだ。ラフィナックや、ロランの補佐を務めるオリビエもそちらにいるはずだった。

――ミラを守ることに集中できるのはいいが、やはり誰か話し相手がほしかったな。

　そんなことを考えながら想い人の様子を見ていたティグルだが、次第に苛いら立だちを募つのらせていった。ミラに話しかける者の中に、何度も握手を求めたり、必要以上に距離を詰めたりする者がいたからだ。さりげなく肩や腰に手をまわす者までいる。

　もちろんミラはそのような真似まねを許さず、ごく自然に相手の手を外し、笑顔で拒絶していたが、ティグルとしては気が気でない。あれも彼女の仕事なのだと自分に言い聞かせるものの、鬱うつ憤ぷんは溜まるばかりだった。

――俺がミラの隣に立てる身だったら、もう少しああいう連中を牽けん制せいできるのに。

　いつまで自分はこのようなものを見続けなくてはならないのか。

　この広間を出て外の風にあたりたいと思ったが、いざというときのために目を離すわけにはいかない。料理どころではなく、給仕に麦酒を注いでもらっては喉に流しこんだ。

「楽しんでいますか」

　不意に、ひとりの女性が目の前に立つ。ギネヴィアだった。ティグルが顔をしかめたのは、酒臭いげっぷが出そうになったからだ。顔をそむけて咳払いをしてから、笑顔をつくる。

「ええ。アスヴァールの味わい深い麦酒をいただいています」

　答えてから、何杯飲んだろうかと心の中で首をひねった。銀杯を空にすると、どうやってかそれを察した給仕が寄ってきて、注いでくれるのだ。もう七、八杯は飲んでいるはずだった。

「さきほどはごめんなさい。よかれと思ってあなたを紹介したのだけど」

　申し訳なさそうに笑いかけるギネヴィアに、ティグルは首を横に振る。

「お気になさらないでください。私が彼らの立場でも、戦姫殿や黒騎士殿との交流を優先するでしょう。それに武勲詩ジエスタを聞くのは好きですが、武勇伝を語るのは苦手でして」

「そうですか。あの不思議な黒い弓のことなど、聞きたいことはたくさんあるのですが」

　広間に満ちている歓談の声にかき消されそうな、小さなささやきだった。ティグルは銀杯を口のそばまで持っていきながら、彼女にだけ聞こえるような声で答える。

「あの弓はヴォルン家の家宝です。私としては、カリバーンといいましたか、あの剣について殿下からお話をうかがえればと思っています」

　ティグルがやんわりと返すと、ギネヴィアはあっさり引き下がった。

「わかりました。ヴォルン家のということなら、あなたのお父君の顔をたてましょう。ただ、ひとつだけ聞きたいことがあります。――ティグルヴルムド卿は『魔弾の王』という人物について聞いたことがありますか？」

「……何ですか、それは」

　ティグルがとぼけることができたのは、酔っていたことで、その言葉について思いだすのに時間がかかったためだった。ギネヴィアは疑う様子もなく、ティグルの疑問に答える。

「円卓の騎士ガラハッドには、ブルガスという地で竜を退治したという逸話があるのですが、彼の地では、異国から来た弓使いがガラハッドに協力したと伝えられているのです。その弓使いは黒い弓を持ち、放たれる矢はどこまでも飛び、竜の鱗さえもたやすく貫いたと……」

　戸惑いを隠せない顔で、ティグルはギネヴィアを見つめた。

『虚影の幻姫ツエルヴイーデ』の異名で呼ばれる戦姫ミリッツァによれば、魔弾の王は古い伝承に出てくる人物らしい。不思議な弓を女神から授かり、あらゆる敵を射倒して王となったという。

　ミリッツァは、ヴォルン家の家宝の弓がそれだと言ったわけではない。黒弓の力を目の当たりにしたとき、その伝承をふと思いだしたのだ。

「円卓の騎士が仲間以外の者の協力を得るのは、珍しいことではありません。ですが、魔物を打ち倒したあなたの弓について考えたとき、何となくその話が浮かんできて……」

　ティグルは少し考えたあと、正直に答えることにした。

「申し訳ありません、殿下。あの弓の力については、何もわかっていないんです。そもそも、不思議な力があると知ったのはつい最近のことでして」

　ギネヴィアはじっとティグルの顔を見つめたあと、微笑を浮かべた。

「ありがとうございます。私の方から聞いたことですが、やはりこの場にはそぐわない話でしたね。ところで、ティグルヴルムド卿は食べものの好き嫌いがありますか？」

「そんな贅沢なことは言えない土地で育ったので、たいていのものは食べられます」

　ティグルが笑顔で答えると、ギネヴィアも顔をほころばせる。「こちらへ」と、とあるテーブルの前へティグルを連れていった。そこにはスープを満たした鍋やパンを積みあげた大皿の他に、真っ黒な貝を茹ゆでて、大量に盛った皿がある。貝の大きさは大人のてのひらぐらいで、すべてぴったりと口を閉じていた。皿の前には細身のナイフが何本か置かれている。

　ギネヴィアはナイフと貝を手に取り、慣れた手つきで貝の口をこじ開けた。

「どうぞ。苦いので気をつけて」

　勧められるがままにティグルは貝を受けとり、中の肉をつまんで口に放りこむ。すると、彼女の言った通り、強烈な苦みが舌を襲った。吐きだすわけにもいかず、我慢して咀そ嚼しやくし、呑みこむ。ティグルの反応を面白がるように、ギネヴィアは笑った。

「酔い覚ましです。近くの漁村の者たちが、食糧のお礼にとここまで持ってきてくれました」

　彼女は別の貝を手にすると、ナイフでこじ開ける。中の肉を食べて、口を歪めた。

「この苦さがやみつきになるという者もいるようです。紅茶もそうですが、ひとの舌というものは同じようでいて、まったく異なるのですね。よかったら、もうひとついかがですか。縁が鋭いので、そこには触れぬよう――」

　ギネヴィアがそこまで言ったとき、ひとりの男がこちらへ歩いてきた。恰かつ幅ぷくのいい身体を絹服に包んだ初老の貴族で、黒髪には白いものが数本まじっている。穏和な笑みを浮かべているが、その態度には傲ごう然ぜんたるものがあった。

「殿下。ご歓談のところ、失礼いたします」

「これはディラン伯爵。宴を楽しんでくれていますか？」

　ギネヴィアは微笑を浮かべて老伯爵に会釈する。ところがディランの反応は、深いため息をともなったものだった。

「はいと答えられたらどれだけよかったか……。さきほどの殿下のお言葉ですが、いったい何を考えておいでですかな」

　意表を突かれて、ギネヴィアは何度か瞬きをする。ディランは言葉を続けた。

「島の民も大陸の民も等しく扱うなどとおっしゃったでしょう。あれはいけません。勝利の暁には島の民を重く取りたて、大陸の民からは財産も領地も奪って我々に分け与えると、そう約束してくださらなければ。恩賞がなければ諸侯も騎士も戦意を失ってしまいます」

　ティグルは麦酒を飲むふりをして銀杯で口元を隠しながら、老伯爵の様子をうかがう。いかにも諭さとすような口調だが、そこにギネヴィアへの敬意はうかがえない。

　ディランは視線を動かして、テーブルの上の料理に呆れた目を向ける。

「それから食事もです。この町が戦で焼けて、食糧の調達がままならなかったというのはわかります。ですが、数があるのはパンばかり。その上、そんな貝まで並べて……。食事の内容から見えるものもあるのです。騎士たちは殿下に失望しますぞ」

　銀杯をつかむティグルの手に、力がこもった。この老伯爵は、自分の要望や不満をティグルにも聞かせることで、ギネヴィアに恥をかかせようとしている。

「ならば、あなたはこの島で留守を守っていればいい」

　口出しするべきではないとわかっていたが、ティグルは言葉を発していた。

「戦えないという者に強しいる必要もない。武勲はブリューヌ軍とジスタート軍がいただく」

「馬鹿なことを」と、ディランは嘲弄した。

「島の民の助力なしで、ジャーメインの軍勢に勝てると思っているのか？　いくら戦姫や黒騎士がいるからといって――」

「――伯爵」

　涼やかというよりも冷ややかさを増したギネヴィアの声が、ディランの言葉を遮さえぎる。

「ジスタート軍は、デュリスのために血を流してくれました。もちろん島の民も戦場に立ってくれましたが……。あなたとあなたの兵は、そのときどこにいましたか？」

　ディランは口をつぐみ、忌いま々いましげな視線をギネヴィアにぶつけた。「アスヴァール島の民をこそ尊重してくださいませ」と、捨て台詞を残して踵を返す。

　ティグルは心の中で彼への罵倒の言葉を並べたあと、ギネヴィアに深く頭を下げた。

「申し訳ありません。私の軽挙のせいで、殿下にとんだご迷惑を……」

「いいえ」と、ギネヴィアは笑顔で首を横に振る。

「おかげで気分が晴れましたわ。お礼を申しあげます、ティグルヴルムド卿」

　ティグルが呆気にとられていると、ひとりの貴族がギネヴィアに声をかけてきた。彼女がそちらの相手をしはじめたので、ティグルは静かにその場から離れる。

――殿下はああおっしゃってくれたが、やっぱりまずかったかな。

　そう思ったとき、何人かの若者がティグルに声をかけてきた。いまのディランとのやりとりを見て、ティグルをおもしろい男だと思ったらしい。

　彼らと酒杯を酌み交わして語りあいながら、ティグルはミラを見守り続けたのだった。







　諸侯や有力者の相手からミラが解放されたのは、祝宴がはじまってから一刻近い時間が過ぎたころだった。料理の皿はほとんど空になり、広間にいるひとの数は半分以下に減っている。多くの者が別室で休んだり、親しい者だけで集まったりしているようだ。

　どうするべきか、ティグルは迷った。いまならミラに歩み寄っても問題ないように思える。しかし、やはり祝宴が終わるまで待つべきではないか。ミラの様子を見守り続けるのはつらいが、それが自分の役目なのだから。

　ふと、ミラがこちらを見る。目が合った。偶然かと思ったが、彼女はティグルに向けて片目をつぶってみせると、ゆっくりとした足取りでバルコニーへと歩いていく。そして、ミラと同じく諸侯たちの話し相手を終えたらしいソフィーが、笑顔でこちらに近づいてきた。

「行ってらっしゃい。しばらくの間、バルコニーには誰も近づかないようにしておくわ」

「ありがとう。恩に着る」

　激しい胸の高鳴りを覚えながら、ティグルは小声でソフィーに礼を述べる。近くのテーブルに銀杯を置くと、さりげないふうを装って歩きだした。通路を抜ける。

　満月が、バルコニーに立つミラを静かに照らしていた。

　ティグルは足を止め、時間が止まったかのように微動だにせず、じっと彼女を見つめる。月光を浴びながらこちらに微笑みかける彼女は、他の言葉が見つからないほどに美しかった。

　夜風がゆるやかに吹き抜けて、青い髪を揺らす。それが合図であったかのように、若者は歩みを再開した。一歩一歩を踏みしめながら、想い人との距離を縮める。純白のドレスが幻想的な陰影を生みだし、ミラを妖精のように見せていた。

「――きれいだ」

　口からつむがれたのは、さきほどと同じ言葉だ。胸に湧きあがる熱い想いをこめるのに、これ以外の言葉が浮かばなかった。この一言で、すべてを伝えたかった。

「ありがとう」

　ミラが、想い人を受け入れるように両手を広げる。青い瞳はかすかに潤んでいた。

　ドレスに包まれた華きや奢しやな身体を抱きしめようとして、ティグルは不意に動きを止める。ミラの胸元から腕へと伸びているフリルに、一本の髪の毛が引っかかっていることに気づいた。栗色なので、広間で彼女に話しかけていた誰かの髪だろう。

　不愉快そうにその髪をつまんで放り捨てるティグルを見て、ミラはくすりと笑った。

　ティグルはわざとらしく咳払いをして仕切り直すと、あらためてミラを抱きしめる。伝わってくるぬくもりに、甘い匂いに、布地越しに感じるやわらかさに、ため息が漏れた。心の奥底にくすぶっていた苛立ちが、ようやく薄れていく。いつまでもこうしていたいと思った。

「ときどき、怖い顔でこちらを見ていたでしょ」

　ティグルの背中に手を回しながら、からかうようにミラが尋ねる。「いや……」と反射的に否定しかけたあと、いくばくかの間を置いて、ティグルは「うん」と認めた。彼女を抱きしめる腕に力をこめる。子供っぽい独占欲の表れだったが、彼女は何も言わなかった。

　露出しているミラの背中を、ティグルは右手のてのひらで優しく撫でる。彼女の肌のなめらかさを確認し、わずかな起伏すらも手に覚えさせようというかのように。

　ミラの口から、か細い吐息が漏れた。艶めかしい息遣いにティグルの身体は熱くなる。てのひらが彼女の背中を這いまわり、指先がドレスの内側へと潜りこんだ。

「や、やめなさい、こんなところで……」

　さすがにミラは慌てる様子を見せたが、ティグルは聞かない。てのひらは離したが、代わりに五本の指を彼女の肌に滑らせる。また、左手を彼女の腰の下へと持っていった。

　ドレスの上から尻に触れると、ミラはびくりと身体を震わせる。押し殺した声が若者の鼓膜をくすぐって、情欲をかきたてた。丹念に撫でまわしてその丸みを堪たん能のうすると、ティグルは抱擁を緩める。彼女の小さな唇に、己の唇を重ねようとした。

「それはだめ」

　ところが、ミラが右手のひとさし指を割りこませて、ティグルの唇を押しとどめる。ティグルは何度か瞬きしたあと、視線でミラに理由を尋ねた。

「当たり前でしょ、口紅を塗っているんだから。あなたの唇だって汚れるわよ」

「……それはすまなかった」

　ティグルにとっては思いもよらない返答だったが、もっともな話である。このあと広間に戻ったとき、誰かがミラの唇を見て気づくかもしれないのだ。

「飲みすぎよ、まったく。そういえば、ギネヴィア殿下と何を楽しそうに話してたの？」

　たったいま思いだしたかのようにミラは聞いてきたが、台詞の後半にはあきらかな棘とげが含まれている。いまのティグルでもわかるほどの。慌てて釈明した。

「楽しい話なんて、これっぽっちもしちゃいないよ。そう見えたとしたら、俺も王女殿下も愛想笑いで満点をとったというだけだ」

　ギネヴィアとの会話について、ティグルはすべて話して聞かせる。ミラは眉をひそめた。

「お父君の顔をたてて、ね。ウルス卿は、殿下とどんな話をしたのかしら」

「まるで見当がつかない。父上も、殿下にお声をかけていただいて少し話をした、としか言ってないからな。殿下を喜ばせようとして何かを言ったわけじゃなく、何気ない言葉が思いがけず殿下の心に届いたんじゃないかと思う」

　ティグルの知るかぎり、父はひとを褒めるのが苦手というわけではない。ただ、初対面の相手をむやみに褒めちぎったり、美辞麗句を並べたりするような真似はしない。

「なるほど。それじゃ、あれこれ考えても正解にはたどりつかないわね」

　ミラは早々に考えることを打ち切った。当面は、ギネヴィアがティグルの黒弓の力に関心を持っていることだけわかっておけばいいだろう。

「そろそろ戻りましょうか」

　ミラが微笑みかける。ティグルは苦笑を浮かべた。

「そろって広間に戻るのはまずい。俺はもう少し風にあたっていくよ」

　いかにもそれらしい理由を述べているが、ティグルにはすぐに動けない事情があった。ミラを抱きしめ、その柔肌をじっくり楽しんだことで、礼服の上からでもわかるほど身体の一部が固くなっているのだ。さすがにこの状態で広間に戻るわけにはいかなかった。

「そう。じゃあ先に行ってるわね」

　ティグルの言葉に納得したのか、それとも内心を見み透すかしたのかはわからないが、ミラはうなずいて想い人に背を向ける。ところが、通路に入りかけたところで彼女は足を止めて、横顔だけをこちらに見せた。

「――殿下に仕えてみたいと、少しでも考えたりした？」

　暗闇に隠れて、ミラの表情はわからない。どうしてそのようなことを聞くのだろうとティグルは首をかしげ、ひとつの可能性に思いあたる。

　嫉妬してくれているのだろうか。自分が、ミラに近づく男たちに苛立ちを覚えたように。

　ティグルはミラに歩み寄ると、彼女の左手を優しくつかんだ。

「君がいやと言わないかぎり、俺は君のそばに居続ける」

　それから彼女の左手を持ちあげ、手の甲に口づけをする。顔をあげて言った。

「言い忘れてた。ありがとう」

　紅玉の指輪のことだ。ティグルが離すと、ミラは左手を自分の胸元に持っていく。指輪を守るように、右手を重ねた。

「言ったでしょ。大切にするって」

　ミラの顔は見えないままだが、その声はかすかに震えていた。青い髪を揺らして、今度こそ彼女は広間へと歩き去る。ティグルは自分の右手に視線を落とすと、いましがたの感触を忘れまいとするかのように、ゆっくりと握りしめた。







　ティグルたちがいるところとは別のバルコニーで、ロランは壁にもたれかかっていた。暗闇を眺める両目には、疲れがにじんでいる。窮屈な礼服を脱ぎ捨ててしまいたかった。

「何度出ても、こういう場は慣れんな……」

　ロランはわずか十三歳で騎士となり、二十一歳のときにファーロン王から宝剣デュランダルを貸し与えられた男だ。これほどの栄誉を賜たまわった騎士は他になく、断れないような宴に招かれたことは何度もある。今夜の宴は、むしろささやかなものといっていいだろう。

　しかし、馴染めなさや息苦しさという点では、いままでのそれと変わらなかった。重りをつけた木剣で素振りを二百回する方が、まだましだと思ってしまう。

　花の名前や都市での流行、人間関係のもつれなどに、ロランはあまり興味を持てない。戦場や武器について、場が盛りあがるように話すことも得意ではない。相手の話に辛抱強く耳を傾かたむけ、なるべく誠実に言葉を返してはいるが、面白みのない男と思われているだろう。

　親友であり、騎士団の副団長を務めるオリビエは、貴族の令嬢にも、官僚の親戚にも、腹に一いち物もつ抱えていそうな商人にも如じよ才さいなく対応する。彼がいてくれれば、ブリューヌ軍に対するアスヴァール人の心証を、多少なりともよい方向へ持っていけたに違いない。

「情けない話だが、次はやはりオリビエにいてもらおう」

　ため息まじりにつぶやいたとき、こちらへ歩いてくる足音を、彼の耳は捉えた。

　敵意は感じない。ロランは姿勢を正して、足音の主が姿を見せるのを待つ。

「こちらへ歩いていく後ろ姿が見えましたが……。まだ、いてくださったのですね」

　現れたのはギネヴィアだった。左右の手に、それぞれ銀杯を持っている。片方の銀杯を差しだされて、ロランは丁重に断った。

「ありがたいが、麦酒はもう充分にいただいた」

「中身は水ですが、それでもいりませんか？」

　いたずらが成功した子供のような、得意げな笑みをギネヴィアは浮かべる。苦笑とともにロランは銀杯を受けとった。一口飲むと、その冷たさに疲れがいくらかやわらぐ。

「広間ではずうっと難しい顔をしていましたが、何かお気に召さないことでも」

　ギネヴィアに聞かれて、ロランは首を横に振った。

「いや、ああいう場では何を話していいのかわからないのでな。ブリューヌでもよく呆れられたものだ。宴の雰囲気を悪くするような真似をして申し訳なかった」

「それなら私と同じですね」

　どこか嬉しそうに、ギネヴィアは笑った。

「私も、宴の空気に溶けこむのは苦手です。円卓の騎士のゆかりの地をまわってばかりいたので、変わり者の王女として扱われていましたし」

　その評価は正当なものだろうと、ロランは思った。

　不意に、ギネヴィアが身体を傾けてこちらに寄りかかる。彼女の重みを感じて、ロランはわずかに慌てた。誰かに見られたら問題になるだろう。

「殿下……」

「宴が苦手な者同士、いいではありませんか。私が肩の力を抜ける相手は、ここではあなたぐらいなんですから」

　ロランはため息をついた。離れろと言っても聞かないだろう。この王女はそういうひとだ。

「私が殿下によからぬことをすると……」

「冷えきったあなたの身体を私が温めたとき、あなたは何もしなかったでしょう」

　海賊との戦いで、ロランが誤って海に落ちたときのことだ。ギネヴィアは自ら海の中に飛びこんで、気を失っていた黒騎士を引きあげた。さらに、彼女は薄地の肌着だけをまとった姿でロランに寄り添い、己の熱によって救おうとしたのである。

　ロランは諦めて口をつぐんだ。彼女には、トルバランとの戦いでも命を救われている。それを思えば、このぐらいのことは受け入れるべきなのかもしれない。

　ふと、ギネヴィアの左手に汚れのようなものが見えた。よく見ると、親指に血がにじんでいる。ロランの視線に気づいて自分の手を見たギネヴィアは、眉をひそめた。

「広間にいたとき、貝の縁で切ってしまったのです。止まったと思ったのですが……」

　それ以上、ギネヴィアは言葉を続けることができなかった。ロランが彼女の左手をとって、その親指に口づけをしたからだ。黒髪の王女は声を出すどころか、身じろぎすらせずに黒騎士を見つめた。血が止まったのを確認して、ロランは口を離す。

「ご無礼を……」

　頭を下げるロランの態度は、自分の行動に戸惑っているかのようにぎこちない。考えてとった行動ではなく、反射的なものだったのだろう。

　ギネヴィアは自分の左手を握りしめると、あらためてロランに寄り添う。ただし今度は、自分の顔を見せないためだった。そして、彼女は何か話題をさがした。

「ひとつ、聞いていいでしょうか」

「私に答えられることならば」

「あなたは、どうして騎士になろうと思ったのですか」

　ロランが口元に苦笑をにじませたのは、祝宴の前のティグルとの会話を思いだしたからだ。自分の生い立ちを二度も話すとは、奇妙な日もあったものだと思った。

　自分が捨て子であり、神殿で育てられたこと、そして王子だったファーロンとの出会いを、ロランは話して聞かせる。聞き終えたあと、ギネヴィアは静かな口調で聞いた。

「本当に、あなたは騎士になりたかったのですか？」

　おそらく生まれてはじめて投げかけられた問いに、ロランは考えこむ。小さなころから体格にも運動能力にも優れていた彼は、騎士を目指すことに疑問など抱かなかった。自分を育ててくれた巫女たちに申し訳ないとは思ったが、それでも決意を曲げることはなかった。

「そうだな。ファーロン王に声をかけていただいたあの日、それ以外に道はないと思った」

　強い意志を感じさせる口調で答えて、ロランはわずかに首を傾ける。

「私からもひとつ、お尋ねしたい。――あなたは本当に女王になりたいのか」

　かすかに息を呑む気配が聞こえた。

「どうして、そのようなことを……？」

「騎士団の団長ともなると、それなりに聞かれる。なぜ騎士になったのかと」

　ギネヴィアの声が震えていることには触れず、ロランは言葉を続ける。

「私の経験では、そう聞いてくる者の多くは私に憧れているか、あるいは自分が進もうとしている道に迷いがあるか……。そのどちらかだ」

「私は、あなたに憧れています」

　ロランの言葉にかぶせるように、ギネヴィアは言葉を紡つむいだ。

「あなたはひとりでも、騎士を率いても強く、多くの敵を前にしても決して怯ひるまず、負けることもなく、ブリューヌを守り抜いてきたでしょう。あなたに憧れない者など――」

「殿下。私が聞きたいのは、あなたが女王になりたいかどうかだ」

　ギネヴィアの声を静かに遮って、ロランは再び問いかけをぶつける。黒髪の王女は言葉を発することを封じられたかのように口をつぐみ、空に浮かぶ月を見上げた。

「――運命というものを、ロラン卿は信じますか？」

　ぽつりと、ギネヴィアが尋ねる。ロランの返答は、やや屈折したものだった。

「信じるとは言えないな。だが、幼かった私に、ファーロン王が声をかけてくださったのは、運命と思いたくなるような出来事だった」

　なるほど。そうつぶやいて、ギネヴィアはくすりと笑った。

「私にとっての運命と思いたくなるような出来事は、カリバーンを手に入れたことです」

　不意に出てきたその単語に、ロランはおもわず身じろぎをする。しかし、彼はすぐに落ち着きを取り戻した。真剣な表情になって、ギネヴィアは話しはじめる。

「女王になれればとは思っていましたが、願望のようなものでした。二人の兄は若く健康で、支持者も多く、私には対抗する力がなかった。ただ、何もせずに負けたくはなかったので、自分なりに現状を打開しようとしていたのですが……」

　父が病に臥ふし、さらに弟や妹が相次いで命を落として、王都は彼女にとってきわめて危険な場所となった。ギネヴィアは二人の兄の対立に巻きこまれるのを避けて、王都を去った。

「私は、以前に訪れたことのある円卓の騎士のゆかりの地をまわりながら、様子を見ることにしました。住人とは面識があったし、地理も把握していましたから。ところが、騎士ベディヴィアを奉じていた古い神殿を訪れたとき、何ものかが放った刺客に襲われたのです」

　ギネヴィアは神殿の中へ逃げこんだ。そして、隠れる場所を必死になってさがすうちに、隠し扉を発見したのだ。彼女はためらうことなくその先へ飛びこんだ。

「隠し扉の先は祭壇のようになっていて、そこに一振りの剣がありました。カリバーンです。私はカリバーンを手にとって、刺客たちを撃退しました。この発見を、いえ、この出会いを偶然のものと考えることはできませんでした」

　アスヴァールの王族は、名前のひとつを円卓の騎士のものとするよう定められている。

　ベディヴィアの名を持つ自分が、その騎士を奉じる神殿で失われた宝剣を手にしたことに、ギネヴィアは運命を感じざるを得なかった。アルトリウスとゼフィーリアの遺志を継ぐように命じられた気がして、ギネヴィアは戦いに足を踏みいれたのだ。

「もちろん、それだけではありません。お父さまが倒れ、弟、妹たちの死で混乱するこの国を何とかしたかった。ジャーメイン兄様にもエリオット兄様にも与くみしなかったのは、大陸と島のどちらかを切り捨てることになるとわかっていたからです」

　それゆえに、ギネヴィアは他国を頼った。ブリューヌを味方につけたあとは、兄たちの戦いを横目に、時間をかけて自分の立場を強化するつもりだった。

　だが、その思惑は外れた。ジャーメインと戦う前にエリオットが死ぬとは思わなかったし、ジスタートと手を組むことも、バーナード男爵をはじめとする大陸の諸侯を従えることになったのも予想外だった。

「ここまできて、兄と戦うことを避けようとは思いません。女王となる覚悟もあります。ですが、あまりに変化が急で、自分は本当に望む道を進んでいるのかと考えてしまうのです」

　話を終えて、ギネヴィアは恥ずかしそうに目を伏せる。弱音をすべて吐きだしてしまった自分自身に驚きながら、彼女は不思議な安堵感に包まれていた。このひとにこそ、自分は抱えているものを聞いてほしかったのだ。

「――殿下」

　無骨な声に、ギネヴィアを顔をあげる。ロランは暗闇を見つめたまま、言葉を続けた。

「あなたはすでに戦場に立っている。そして、戦場に不測の事態はつきものだ」

「これからも、私の想像もできないようなことが起きると？」

「そう思った方がいい。しかし、殿下。あなたの部下たちも我々も、そのためにいる」

　ロランの話し方は決して流りゆう暢ちようなものではなかったが、ギネヴィアは真剣に聞き入った。自分のために、黒騎士が懸命に言葉を紡いでいるのがわかったからだ。

「あなたの考えは広間で聞かせてもらった。あとは、その決意を掲げ続けてほしい。暗闇を照らす松明の火のように。そうすれば我々が敵を退け、罠を破って、道を開く。私はブリューヌ人だが、殿下を玉座の前へ連れていくために、剣を振るおう」

　ギネヴィアは両手で胸をおさえて、しばらくの間、言葉を発さなかった。一語一語を決して忘れぬよう心に刻みつける。それから「ありがとうございます」と、礼を述べた。

「――あなたが、我が国の騎士であってくれたら……」

「殿下」と、ロランの短い声がギネヴィアの言葉を遮る。首を横に振って、黒騎士は告げた。

「月に手は届かぬ」

　それはブリューヌに古くから伝わる諺だった。静かな拒絶に、ギネヴィアは不満そうに頰をふくらませる。反論になっていない言葉を返した。

「円卓の騎士の中には、月に向かって槍を投げ、見事に届かせた者もいるのですよ」

　ロランはわずかに目を瞠ったあと、ゆっくりと首を縦に振る。

「そのような者を見出すことが、これからのあなたの責務だ」

　ギネヴィアはうつむいた。哀しさと安堵感を、同時に覚える。もしもロランがそうしようと言ったら、自分は喜ぶと同時に、落胆したに違いない。身勝手なものだと内心で自嘲した。

　顔をあげると、満月が自分たちを照らしている。

「月がきれいですね」

「そうですな」

　ロランは風流を解する男ではないが、月の美しさがわからないわけでもない。短い同意の言葉を返して、王女とともに黙って月を見上げる。

　真円を描く月に照らされた二つの影は、重なったまましばらく動かなかった。





　　　　　　　†






　ギネヴィアがロランとともに月を見上げていたころ、彼女と争っているジャーメイン王子もまた同じように満月を見上げていた。ただし、こちらは不機嫌そうな顔で。

　ジャーメインは二十七歳。かつては秀しゆう麗れいな面おも立だちの若者だったが、いまは身体全体によけいな肉がつきすぎて、顔は丸く、腹は大きい。ゆったりとした絹服を身につけ、その上に毛皮の縁取りがなされたローブを羽織っていた。手にしている宝石飾りの銀杯に注がれているのは、アスヴァール産の葡萄酒ヴイノーだ。麦酒よりもこちらの方が彼の好みだった。

　ここは、アスヴァール王国の大陸側にあるバルベルデという都市だ。覇王ゼフィーリアが大陸に攻めこんだ際、最初の拠点としたところであり、守りは厚く、古い歴史を持っている。それもあって、ジャーメインはこの都市を己の本拠地としていた。

　いま、彼は城館のバルコニーに立って、ひとり考えにふけっていた。

「ギネヴィアは私と戦う気のようだな」

　妹が拠点としているデュリスに、アスヴァール島の諸侯たちが向かっているという報告を受けとったのは、今朝のことだ。ジャーメインは要所に間者や兵を配置し、アスヴァール島の情報を少しでも早く入手できるようにしていた。
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「あいつは何を血迷ったのだ。ゼフィーリアでも気取っているのか」

　怒りを隠そうとせず、吐き捨てる。エリオットのことよりも妹の行動に、彼は衝撃を受けていた。ブリューヌ軍を味方につけたらしいと知ったときは、耳を疑ったものだ。

　彼女に対するジャーメインの評価はよくない。

「父はギネヴィアを甘やかしすぎる。第一王女があれでは、弟妹たちに示しがつかぬ」

　ジャーメインはそう言って、何度もザカリアス王に苦情を申し立てたものだ。しかし、父はギネヴィアを叱りつけることもなく、好きにさせていた。

「ジャーメインよ、ギネヴィアのような者がいてもよいではないか。あの娘は大陸にも島にも偏らず、それでいてどちらも大切に思っている。大陸を重んじるそなたとも、島を大事にするエリオットとも違う。私はそれを貴重なものだと思う。それに、私がギネヴィアを甘やかすとそなたは言うが、積極的に何かを与えてはおらぬだろう」

　いまから思えば、あれは父の代償行為だったのだとジャーメインは思う。自分が望んでも得られない自由を、ザカリアスは娘に与えることで満足感を得ていたのだ。

――その結果がこれだ。あいつは王国のことなど何も考えていない。思いつきで余計な争乱を持ちこみ、好き勝手にこの大地を食い荒らそうとしている毒虫だ。

　ブリューヌが無償でギネヴィアに協力するはずがない。いったいどれだけのものを、この国から奪っていくつもりだろうか。もっとも、父ばかりを責めることはできない。ジャーメインも、ギネヴィアには何もできないとたかをくくって放っていたのだ。考えが甘かった。

――もはや妹とも思わぬ。必ずや、その軽挙に報いをくれてやる。

　父が目覚めたら悲しむだろうが、アスヴァールの未来のためには必要なことだ。

「とはいえ、ブリューヌ軍の総指揮官はあの黒騎士だというからな。簡単にはいかぬ……」

　考えごとが、おもわず声になって出た。

　ロランの名は、もちろんジャーメインも知っている。彼自身が相対したことはないが、将や兵から多くの話を聞いていた。用心に用心を重ねてかからねばならない相手だ。

――ギネヴィアとブリューヌ軍にばかり気を取られてもいられん。

　エリオットに協力していたジスタート軍も捨て置くことはできない。

　報告によれば、エリオットが死んだあとも、彼らはデュリスの港町に留まっているという。おそらく彼らは、まだこの国に居座るつもりなのだ。エリオットに代わる同盟相手をさがしだして、これまでに投じた資金だけでも取り返そうと考えているのだろう。

　浅ましいかぎりだが、指揮を執っているのは二人の戦姫だという。油断はできない。

　他に、エリオットを支持していたアスヴァール島の諸侯の動向も気になる。ひとりひとりはそれほどたいしたことがないが、団結されると厄介だ。

――まったく、バーナード男爵らを逃がしたことが悔やまれるわ……。

　バーナード男爵のことを、ジャーメインは信用していた。自分とエリオットが対立しはじめたときから、彼は一いつ貫かんして自分を支持してきたからだ。

　だから、彼がオールウィンやバベッジと共謀し、主だった者を連れてアスヴァール島へ逃げたと聞いたとき、ジャーメインは大陸に残っていた彼らの親族を捕らえてことごとく処刑し、他の諸侯らへの戒いましめとした。しかし、かえって彼の苛立ちは募るばかりだった。

　ふと、ひとつの想像が浮かんで、ジャーメインは薄ら寒い表情になる。

　もしもギネヴィアがブリューヌ軍に加えて、ジスタート軍とアスヴァール島の諸侯、自分のもとから逃げていった者たちを味方につければどうなるか。

　容易に実現できることではない。すべての勢力の利害をとりまとめる者がいなければ、この連合は成立しないからだ。ギネヴィアには不可能だろう。

　しかし、ブリューヌ軍か、ジスタート軍か、あるいは諸侯の中にいるかもしれない。

　勝てないとまでは思わないが、厳しい局面が訪れることを覚悟しておくべきだ。

　銀杯に口をつける。いつのまにか、杯は空になっていた。考えを巡らせているうちに飲み干していたらしい。ジャーメインはローブの裾に手を入れると、青銅製の鈴を取りだした。秋の夜に似合いの涼やかな音色が空気を揺らす。

　廊下に通じる通路から、侍従が現れた。ジャーメインが幼いころから仕えている老人だ。葡萄酒を持ってくるように命じると、老人はうやうやしく一礼して、すぐに用意した。

　銀杯に葡萄酒を注ぎながら、侍従は控えめな態度で報告する。

「殿下、ラトヴィッジ卿が戻られました」

　その名を聞いて、ジャーメインの口元に笑みが浮かんだ。

「すぐに通せ。ここでかまわぬ」

　ラトヴィッジは彼が信頼する数少ない男だ。年齢は三十四。宮廷では目立たないが、指揮官としても戦士としても優秀で、ブリューヌ軍やザクスタン軍相手に武勲を重ねている。地味であっても堅実に勝つ戦い方を好む男で、その点がジャーメインの好みだった。

　ほどなく、ラトヴィッジがバルコニーに姿を見せた。

　見上げるような巨漢で、厳いかつい顔をしている。短い黒髪は硬く、眉は太く、目は大きく、鼻は潰れており、唇はぶ厚い。体毛も濃い。一言でいえば大猿に似ていた。

　悪気はないのだが、ジャーメインはこの男を見ると吹きだしそうになってしまう。親しみとおかしさを、ラトヴィッジの顔の造作に感じているようだった。

　主の反応にかまわず、ラトヴィッジはその場に膝をついて報告する。

「殿下、ザクスタン軍を連れてまいりました。数は三千。ことごとく騎兵でございます」

「よくやった」

　ジャーメインはラトヴィッジをねぎらった。

　エリオットがジスタート軍を味方につけたという知らせを聞いたとき、ジャーメインは自身も他国の戦力を雇い入れることを決意して、ラトヴィッジをザクスタンに派遣した。

　アスヴァールとザクスタンは長年の仇きゆう敵てき同どう士しであり、政治上の理由から手を組んだことはあっても、普段は憎みあい、いがみあう間柄だ。

　それゆえにラトヴィッジは一度、反対したのだが、「敵はジスタートの戦姫だ。ザクスタン人を使って、アスヴァール人の死者を減らすことがかなえば、僥倖ではないか」と、ジャーメインは押し切ったのだ。自国を荒らされる危険についてはジャーメインも承知しているが、目の届く位置に置くことで、彼らの企みや行動を掣肘できると判断していた。

「おぬしのことだからもう知っているやもしれぬが、エリオットは死んだ。いまはギネヴィアがブリューヌ軍をたらしこんで、私に挑もうとしている。あの愚かな妹を討てば、この忌々しい戦いもようやく終わりだ。おぬしには期待しているぞ」

「微力を尽くします。――ところで、殿下にお伺うかがいしたいことが」

　ラトヴィッジの声がかすかな恐怖と戦慄、いくばくかの願望を帯びた。

「城壁の外に、オズボーン子爵とその一族の死体が晒さらされていたのは……」

「そのことか」と、上機嫌だったジャーメインの表情が、たちまち憎しみに彩られた。

「私が刺客に襲われたことがあっただろう。おぬしに助けられてことなきを得たが」

　ジャーメインの言葉に、ラトヴィッジはうなずいた。ある夏の夜、四人のアスヴァール人の若者がこの城館に忍しのびこみ、毒刃でもってジャーメインを襲ったのだ。

「おぬしらは、エリオットの仕業に違いないと言い、私もそうだろうと思った。ただ、どうしても気になってな、他の者に命じて誰の仕業か調べさせていたのだ」

　もしも自軍に裏切り者が潜んでいて、敵と戦っているときに背後を突いてきたら、たまったものではない。六万を超える兵を有しながら、ジャーメインがいままで動かなかったのは、その可能性を恐れていたからだった。誰の仕業か判明するまでは、アスヴァール島に攻めこむ気になれなかった。

　そして十日前、ジャーメインは刺客を差し向けてきた者が誰か、突き止めたのである。

「オズボーン子爵が、殿下のお命を狙ったと？」

「そうだ。だが、やつはエリオットについたわけではなく、私を殺して混乱を拡大させ、自分の言いなりになる王族をさがして擁よう立りつするつもりだったらしい。とはいえ、それだけなら、やつとその家族のみの処刑ですませてもよかったのだがな……」

　ジャーメインの声が熱を帯びた。体内で激した感情がおさえようもなく噴きあがっている。アスヴァールの第一王子は怒りも露わに言葉を続けた。

「ドゥルシラを殺したのもやつだとわかった」

　ラトヴィッジが顔をあげ、緊張の面持ちでジャーメインを見つめた。

　ザカリアス王には嫡ちやく出しゆつの子が七人おり、ドゥルシラは次女だった。素直な性格で、どちらかといえば大陸よりも島の気き風ふうを好んでいたが、ジャーメインに懐なついていた。ジャーメインもまた、十五も年の離れたこの妹を可愛がっていた。

　この春に彼女は病に罹かかり、見る見るうちに瘦せ衰えて、十二歳の若さで亡くなった。

　この時期、ドゥルシラの他にも三人の弟妹が命を落としている。ジャーメインはエリオットの仕業ではないかと疑いつつも、弟妹たちの死因についてひそかに調べさせていた。いずれも事故や病気によるものと聞いていたが、こうも立て続けでは信じる気になれなかったのだ。

「オズボーンはな、『未来の害虫を、まだ蛆うじであるうちに取り除いたのだ』などとぬかした。ドゥルシラはいずれ島の手先となって、私に毒を盛ってくるに違いないと。私はオズボーンに言った。では、私が未来の害虫を蛆のうちに取り除いても恨むまいなと。やつの屋敷を焼き払い、まとめて首を刎はねてやろうとしたら、オズボーンが許しを乞うてきた。ひとりだけ助けてやることにして、やつに選ばせた」

　一語ごとにジャーメインの声は大きくなり、口調も荒くなる。口にするだけでも腹立たしかった。ラトヴィッジは再び頭こうべを垂たれたあと、重苦しい沈黙のあとに言葉を発する。

「恐れながら、殿下……。さきほど聞いたことなのですが、バーナード男爵らの親族を捕らえて処刑なさったとか」

「戻ってきたばかりで、もうそのことを知ったのか。早耳だな」

　バーナード男爵らがアスヴァール島へ逃げたことを、ジャーメインは語った。満月の明かりしかない暗がりの中で、ラトヴィッジの顔色がはっきりと変わる。

「殿下、たしかにオズボーンにも、バーナードにも咎とがはありましょう。ですが……」

「謀反人や裏切り者の首を刎ねて、何が悪い」

　ラトヴィッジの声を遮って、ジャーメインは両眼に怒りを光らせた。

「オズボーンを放置しておけば、また私の命を狙ってくるだろう。バーナードらの親族を野放しにしておいたら、バーナードとひそかに連絡をとりあい、我が軍の情報をアスヴァール島へ流したに決まっている。一日も早く手を打たねば、我が軍は足下から崩れ去る。おぬしにそれがわからないはずがあるまい、ラトヴィッジ」

「しかし、殿下。処刑を続ければ多くの者が恐れ、不安を抱きます。オズボーンはともかく、バーナードの親族らに対する処罰は戦のあとに行ってもよかったのでは」

「甘いな」と、ジャーメインは冷笑を浮かべた。

「おぬしのような者は少数だ。信頼に値する。だが、大半の諸侯はそうではない。こちらが締めつけてやらなければ、つけあがる者どもばかりなのだ」

　そして、ジャーメインは自分の考えを述べた。己の勢力圏においては密告を奨励し、諸侯の動向を見張るための一隊を組織すると。

「殿下……」

　ラトヴィッジはそれ以上、言葉が出てこなかった。密告を奨励すれば、ジャーメイン軍は内部から崩壊しかねない。ブリューヌやジスタートにそのような隙を見せて、勝てるはずがなかった。仮に勝てたとしても、その後、ジャーメインが密告を禁じるだろうか。

――勝利を得たあとに進言するしかない。

　まずは勝つことだ。ラトヴィッジは自分にそう言い聞かせた。ジャーメインは何ごとにも厳しすぎる主だが、正しい者や忠実な者には寛容だ。その美点を伸ばすことができれば、アスヴァールの未来も決して悪い方向にはいかないだろう。

「ところで、他に何か報告することはあるか」

　ジャーメインが聞くと、ラトヴィッジはわずかにためらったあと、うなずいた。この雰囲気で話すべきかどうか彼も迷ったが、忠誠心と律りち儀ぎさが口を開かせた。

「念のため、お耳に入れておきたい話がございます」

　ジャーメインは宝石飾りの銀杯を揺らしながら、うなずくことで先を促うながした。

「ブルガスの地で竜が出たという報告がありました」

「竜……？」

　不吉な単語を聞いたかのように、ジャーメインは顔を青ざめさせた。

　竜は、ひとがとうてい立ち入れないような険しい山や深い森の奥などに棲息している。人里に姿を見せることはまずないため、実際には存在しないと思っている者もいるほどだ。

　ジャーメインは脳裏に周辺の地図を描いた。ブルガスは、このバルベルデから西へ五、六日ほど歩いたところにある山と森に囲まれた一帯だ。山の中に湯が湧き出る場所があり、湯治の地として知られている。歴代の王の中にも、そのためにブルガスを訪れた者がいたほどだ。

「竜も、湯に浸かることがあるのか」

「わかりませんが、猿が浸かっているのは見たことがありますな」

　その顔で、猿という言葉を不用意に口にしないでほしいとジャーメインは思った。

「本当に竜なのか？　見間違いなどではなく」

「私もこの目で見たわけではないので断言できませんが……。ただ、ブルガスには、円卓の騎士ガラハッドが竜を打ち倒したという話が伝わっております」

「円卓の騎士の話がすべて本当なら、古の時代はそこらじゅうを竜がうろついていたことになるわ」

　ラトヴィッジの言葉を、ジャーメインはくだらないというふうに笑いとばした。

　だが、放っておくわけにもいかない。ジャーメインは真剣に考えを巡らせる。

　竜と聞いて、彼が真っ先に思い浮かべたのは、デュリスの港湾に潜んでいたという海竜バダヴアだった。彼は五隻の軍船を、乗っていた兵たちもろとも海竜に沈められている。

――そういえば、ブリューヌは竜を従えてムオジネルに攻めこんだとか……。

　まさか、ブリューヌがアスヴァールに竜を放ったのだろうか。そう考えかけて、さすがに想像を飛躍させすぎだとジャーメインは頭を振った。そうであれば、王都やデュリスなどを選ぶはずだ。ブルガスに放つ理由がない。

「兵を一千ばかりブルガスに派遣して、調べさせろ。正直、くだらぬことにわずらわされたくはない。急がせるように」

　バルコニーに漂う空気がいくらか変わったところで、ラトヴィッジは、アスヴァール島にいる者たちの動向について尋ねた。話を聞き終えると、彼は大猿のような顔をしかめる。

「ギネヴィア王女が諸勢力を糾きゆう合ごうするとなれば、厄介ですな。いま、マリアヨには何隻の軍船がございますか」

　マリアヨは大陸の北端にある港町だ。アスヴァール島にも近く、ジャーメインはこの町を足がかりとして島に攻めこむ計画をたてていた。

「昨日までの報告では四十隻だ」

「最低でも百隻、可能なら百二十隻は集結させるべきでしょう」

「必要か？　ブリューヌ軍は二十隻余り、ジスタート軍に至ってはわずか十隻だというぞ」

　ジャーメインは眉をひそめる。必要性を理解していても、離れたところに多くの兵を集めることを、彼は好まなかった。裏切るのではないかという思いが強くなってくるのだ。

「だからこそ、圧倒的な兵力で確実に叩き潰すべきです。ギネヴィア王女には、『紅い霧』がついているのですぞ」

　ラトヴィッジは引き下がらず、主を説得する。ジャーメインは小さく唸った。

　紅い霧の異名で呼ばれる老将ウィルが、ギネヴィアに仕えているという話を聞いたとき、彼は一笑に付した。自分やエリオットの誘いに応じなかった男が妹に従うはずはないと。だが、その後の調べで事実とわかったとき、ジャーメインは腸が煮えくりかえったものだった。

「ウィル卿は海戦の名将です。兵の士気を保つためにも、殿下……」

「……わかった。おぬしの言う通りにしよう」

　ジャーメインは大きく息を吐く。決断するのに、努力が必要だった。ラトヴィッジは感謝の意を示して深く頭を垂れると、話を続ける。

「おそらく冬になる前に、ギネヴィア王女は仕掛けてくると思われます」

「だが、それでは兵や船を満足にそろえることができぬだろう。やつはデュリスを拠点とするつもりのようだが、あの町は派手に焼かれ、自慢の大灯台も打ち壊されて用を成さぬと聞いている。冬の間にアスヴァール島の諸侯を味方につけようとするのではないか」

　太い首をかしげるジャーメインに、ラトヴィッジは首を横に振る。

「ギネヴィア王女に、ブリューヌ軍を春まで養う余裕があるとは思えませぬ。それに、彼らを長居させれば、アスヴァール島の民との間に軋あつ轢れきが生まれる恐れもございます。島で冬越えをすると思わせてこちらの油断を誘い、一気に海を渡ってくるつもりかと」

「そこを百隻の軍船で迎え撃つわけか。おぬしが指揮を執るのか？」

「カルダート卿に任せたく思います。船団を操ることにかけて、紅い霧に対抗できる者は彼しかいないでしょう。父親も船乗りで、幼いころから船に親しんでいた男です。恐れながら殿下は『不沈の男』という異名を聞いたことはございますか」

「ああ、ザクスタンとの戦いで一度、ブリューヌとの戦いでも一度、ジスタートとの戦いでも一度、乗っている船を沈められたという男の話だろう。カルダートがそうなのか」

　思いだしたようにジャーメインが問いかけると、ラトヴィッジは力強くうなずいた。

「戦そのものには、すべて勝っております。カルダート卿には、生き抜く力と幸運が備わっている。私はそう思います」

「わかった。よいだろう」

　ジャーメインは笑みを浮かべてうなずいた。

「マリアヨの近海で彼らを破ることができれば、勝利の余勢を駆ってアスヴァール島へ攻めこむこともできましょう。もしも敗れたらマリアヨを放棄し、バルベルデの手前で押し返します。また、別働隊を動かして敵の背後に回りこませ、食糧や物資を狙わせます」

「ギネヴィアに対してはそれでよいとして、南の方はどうだ。イフリキアも、いまとなってはさすがに我が国の状況を知っているだろう」

　イフリキアは、アスヴァールから十何日も海を南下した先にある王国だ。大陸の諸国の中ではアスヴァールと、それからムオジネルとだけ交易をしている。もっとも、その交易も決して盛んなものではない。険悪な間柄ではないが、このようなときには警戒しておくべきだった。

「いまのところ動きは見られません。南の海は北の海よりも温暖ですが、それでも冬となればおおいに荒れます。その点を警戒しているのでは」

「おぬしの言う通りだろうな。何としても、冬のうちにかたづけねばならん」

　そう言うと、ジャーメインは苦笑まじりのため息をついた。

「百隻もの軍船を指揮する経験など、めったに得られないだろうに。他の者も、おぬしのように他者の才を認められる気性の持ち主であってくれればよいのだがな」

「私にも、自分こそが誰よりも上手くやれると思っていた時期がありました。皆、いつかは落ち着きましょう」

　諭すように、ラトヴィッジは言った。さらに、彼はバルベルデの守備をロシュという男に命じるよう進言する。海戦で勝とうと負けようと、次の戦いがある。ラトヴィッジはそれに備えなければならない。この都市の守備にまで時間を割けなかった。ジャーメインは承諾した。

「戦場のことはすべておぬしに任せる。ザクスタン軍の扱いもだ」

「微力を尽くします」

　ラトヴィッジが立ちあがり、一礼してバルコニーから退出した。ひとりになったジャーメインは、傲然たる表情で月を見上げる。

「ギネヴィアよ、貴様にアスヴァールの大地を統すべる才はない。いや、貴様には何もない。大陸も、島も、ひとつの色に染めあげるのはこの私だ。他の誰でもなく……」

　そのつぶやきは、彼と満月にしか聞こえないものだった。
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　ジャーメインの城館を出たラトヴィッジは、冷気に満ちた夜道を急ぎ足で歩いていた。

　彼が向かっているのは自分の屋敷ではなく、同僚の邸宅だ。訪ねるにはいささか遅すぎる時刻だったが、明日以降の予定を考えると、今日のうちに会っておくべきだった。

　五百アルシン（約五百メートル）ばかり歩いて、彼は目的の邸宅にたどりつく。応対に出た若い従僕に名を告げると、すぐに中へ通された。応接室に案内され、そこのソファに腰を下ろして主の登場を待つ。壁に設置された暖炉には火が入っており、空気は暖かかった。

　ほどなく、ひとりの男が姿を現す。年齢は二十代半ば、短い金髪と碧い瞳の持ち主で、中肉中背ながら引き締まった身体をしている。口元には楽しげな笑みが浮かんでいた。

「ひさしぶりだな、ラトヴィッジ卿。いつこの町に帰ってこられたのだ？」

「今日の夕方だ。このような時間に申し訳ない、タラード卿」

　タラードと呼ばれた男は、気にしていないというふうに屈託なく笑った。

「たとえ真夜中に来たとしても歓迎させてもらうとも。ラトヴィッジ卿がそのようなことをするときは、必ず相応の理由があるからな」

　タラードは、ラトヴィッジの向かい側に置かれたソファに座る。年老いた侍女が現れ、銀杯と葡萄酒、チーズを盛った皿を置いて下がった。

　挨拶もそこそこに、ラトヴィッジはさっそく話を切りだす。

「ジャーメイン殿下のことについて、あなたの意見を聞きたくてな。私がここを離れていた間に何かあったのか？　ずいぶんと、その、気が短くなっておられるように見えたが」

「そのことか。十日以上前からだな、殿下のたがが外れたのは」

　慎重に言葉を選んだラトヴィッジに対し、タラードは遠慮のなさすぎるもの言いをした。ラトヴィッジはとがめるような視線を向けたが、邸宅の主は悠然と受け流して銀杯を呷あおる。

　ため息をついて、ラトヴィッジは仕方ないと自分に言い聞かせた。漁村生まれのタラードに礼儀を求めていては、話が進まない。自分が気にしなければすむことだ。

「ドゥルシラ王女が亡くなられた理由について、殿下から聞いたか？」

　タラードに聞かれて、ラトヴィッジは深刻な表情でうなずく。

「やはり、その一件が殿下を変えてしまったのか」

「間違いないだろうな。だが、それだけじゃないと俺は考えている」

　その言葉に、ラトヴィッジは身を乗りだした。タラードには鋭い洞察力がある。夜更けにもかかわらず、この男のもとを訪ねたのは、何か聞けるかもしれないと思ったからだ。

「エリオットが、殿下の放った刺客に殺されたという話は知っているか？」

　ラトヴィッジはうなずいた。ジャーメインは、弟が死んだとしか言わなかったが、彼が刺客を雇っていたことをラトヴィッジは知っている。しかし、それがどうしたというのか。

　タラードは皮肉めいた笑みを浮かべて話を続けた。

「それほどまでに殿下がエリオットを激しく憎んだのは、弟や妹たちを殺した真犯人だと信じていたからだ。玉座に関係なく、エリオットを殺す理由が殿下にはあった。だが、ドゥルシラ王女を殺したのはオズボーンだった。殿下は勘違いで刺客を放ってしまったわけだ」

「勘違いということはあるまい。エリオット王子との対決は避けられなかった。刺客などという手を用いたことも、非常の際であることを思えばやむを得なかった」

　主のために、ラトヴィッジは懸命に言葉をつむいだ。タラードは肩をすくめる。

「ごもっともだ、ラトヴィッジ卿。だが、問題なのは、殿下がどう考えるかだろう。殿下は厳しい方だ。自分にも、そして他人にも。間違いを犯した自分を守るには、いままで以上に厳しく、正しくあらねばならない。そう思ったんじゃないか」

　沈痛の面持ちで、ラトヴィッジは銀杯の中の葡萄酒を見つめた。

　そうかもしれない。密告の奨励や、諸侯を見張るという発想も、過剰なまでの正しさを他人に要求した末の結論と考えるなら、納得できる。たまったものではないが。

　ラトヴィッジは銀杯に残っていた葡萄酒を一気に呷ると、大きく息を吐きだした。

「ようは、この戦いに勝てばいいのだな」

　タラードが訝いぶかしげに眉をひそめる。ラトヴィッジは大猿のような顔で不敵に笑ってみせた。

「勝利は正しさを保証する。王となられれば、殿下も余裕と落ち着きを取り戻すだろう」

「そうかもしれないな。もっとも、俺の推測が正しければだが」

　タラードは葡萄酒の瓶を手に取ると、ラトヴィッジに勧める。だが、ラトヴィッジは礼を述べてから丁重に断った。ジャーメインの城館を出てからは濃霧の中に迷いこんだような気分だったが、やるべきことは定まった。あとは目的に向かって突き進むだけだ。

「タラード卿、話は変わるが、あなたに頼みたいことがある」

　マリアヨの港町に近い海域で敵を迎え撃つ計画があることを、ラトヴィッジは説明した。そして、タラードに十隻の軍船の指揮を任せたいと告げる。これにはタラードも驚いた。

「十隻とは、ずいぶん奮発するじゃないか」

「あなたの指揮能力を評価すればこそだ。夜が明けたらマリアヨへ向かってほしい」

「心得た。ところで、兵の編制や武器の選択は自由にさせてもらっていいか？」

　問題ないとラトヴィッジが答えると、タラードは破顔する。碧い瞳が楽しげに輝いた。

「ラトヴィッジ卿、あらためて力を尽くすことを約束しよう」

　二人は固く握手をかわす。そうして、ラトヴィッジは邸宅を辞したのである。







　バルベルデを囲む城壁の外で、ひとつの灯りがゆらめいている。

　ジャーメイン配下の兵や、ザクスタン軍のものではない。住人を怯おびえさせないために、彼らは町から二ベルスタ（約二キロメートル）ほども離れたところに幕営を築いているからだ。

　灯りの正体は、焚き火だった。日が沈む前に町にたどりつけなかった旅人が、仕方なく城門のそばで火を熾おこし、一夜を明かそうというのだ。

「まったく、この国に来てからろくなことがねえな……」

　羊の干し肉をかじりながら、その旅人は忌々しげにつぶやいた。二十歳前後の若者だ。火に照らされた褐色の肌から、ムオジネル人であることがわかる。厚手の外套を羽織り、フードを目深にかぶっているが、それは素性を隠すためではなく、寒さをしのぐためだった。

「羊の肉は香辛料がきいてねえ。ウナギは皮がだめだ。麦酒も苦すぎる。そこへきてこの寒さだ。まだ秋のはずなのに、うちの国の冬なみじゃねえか……」

　もともとムオジネル人は寒さに弱い。ムオジネルは奴隷を得るために、隣国のジスタートやブリューヌへしばしば兵を差し向けるが、冬に兵を動かしたことは一度もなかった。兵が凍えて動かなくなるからだ。『赤髭バルバロス』の異名で名高い王弟クレイシュも「冬に戦はできぬ。温めた一杯の葡萄酒で、兵がたやすく懐かい柔じゆうされるからな」と、冗談まじりに言ったことがある。

　焚き火にあたりながら悪態をついているこの男は、そのクレイシュの命令でアスヴァールの地にいるのだった。名を、ダーマードという。

　ダーマードがアスヴァールを訪れるのは、これがはじめてだ。それまで興味を持ったこともなかったのだが、まさにその点を買われ、「アスヴァールに行き、詳しくない者の視点で見聞きしたことを報告してほしい」と言われたのである。

　彼が仕えているアイシェ王女からも、「王弟殿下の密命ではないか」と励まされ、やる気を奮い起こして拝命し、ムオジネルを発ったのがおよそ二ヵ月前のことだ。ダーマードは馬を駆ってブリューヌ王国を南から北に縦断し、まずアスヴァール島のデュリスへ向かった。

　しかし、そのころのデュリスはレスターの支配下にあった。それではと、ダーマードは王都コルチェスターに行こうとしたのだが、諸国の軍隊やら海賊やらが入り乱れて危険を感じたことに加えて、街道に濃霧が発生したので諦め、アスヴァール島を離れて大陸にわたった。

　アスヴァール島でジャーメインの評判を聞いていたダーマードは、いくつかの町や村で情報を集めてからバルベルデに向かった。そうしてジャーメイン軍に出くわさないよう慎重に歩みを進めていたら、城門が開いている時刻に間に合わなかったのである。

「いろいろなものを見るには見たが、これが本当に成果になるのかね……」

　今日までの旅を思いだしながら、ダーマードはぶつぶつと独りごちる。口数が多いのは寒さをまぎらわすためだが、もうひとつ理由があった。

　城門の近くに目を向けると、先端のとがった杭が何十本もそびえたっているのが見える。オズボーン子爵とその家族、彼に仕えていた者たちが無惨に貫かれ、晒されているのだ。猟犬や馬まで貫かれているあたり、徹底していた。

　日が沈む直前までは大量の烏が群がっていたと、城門を守る兵たちが言っていた。闇夜に隠れているので見えないが、いまは虫がたかっているに違いない。これを無視するには、何か別のことを考え続ける必要があった。

「この国に冬が訪れたら、冗談抜きで凍死しちまう。そろそろ引きあげるべきだが……。胸を張って手柄だと言い張れるようなものが何かねえか」

　それから、見た目のいい日持ちする菓子もほしい。見つからなければウナギの干物が土産になりかねない。それでもあの小さな王女なら喜んでかじりそうだが。

　不意に、ダーマードは表情を引き締めた。暗がりの奥から、接近してくる気配がある。寒さに震えていた身体は、主の意志に従って正しく動いた。手元に置いていた剣をつかんで地面を転がり、身体を起こしたときには、刃を鞘から抜き放っている。

「――物盗りか？」

　ムオジネル語で鋭く呼びかけると、一呼吸分の間を置いてひとりの騎士が現れた。

　焚き火に照らされたその姿を見て、ダーマードは顔をしかめる。騎士の体格は中肉中背といったところだ。全身を隙間なく甲冑に包んでいるため、男か女かもわからない。敵意は感じられないが、腰には装飾を凝らした剣を吊しているので、気を抜くことはできなかった。

「君はここで何をしている」

　騎士の発した声は低く、奇妙な訛なまりがあった。アスヴァール語ではない。

「ご覧の通りだ。優雅に葡萄酒でも飲んでいるように見えるか？」

「大量の死体のそばで野営を？」

「暗闇の中には野盗や獣が潜んでいるものだからな。死体は襲いかかってこねえ」

　こいつは強いな。問いかけに答えながら、ダーマードはそう思った。ただ立っているだけなのに、隙がない。兜のわずかな隙間から感じる視線は、夜気よりも冷ややかだった。

　ほどなく、騎士はダーマードに背を向ける。

「君は噓を言っていないようだ。邪魔をした」

「待て」と、ダーマードはすかさず相手を呼びとめる。

「俺だけが答えるんじゃ割に合わねえ。こんな夜遅くに、おまえはどこから来やがった」

　騎士は右腕を持ちあげて、城門を指で示した。

「城門のまわりを見に来たんだ。私はザクスタンの騎士で、しばらく厄介になるのでね」

　ダーマードはおもわず苦い表情になった。ブリューヌやジスタートだけでなく、ザクスタンまでこの国の内乱に首を突っこむというのか。ますます事態がややこしくなる。

――とはいえ、うちの国も何らかの形で関わっているはずだ。詳しい者はとうにアスヴァールへ向かわせたと、王弟殿下がおっしゃっていたからな……。

　騎士の後ろ姿が暗がりの中に消える。ダーマードは剣を鞘に収めると、地面に座りこんだ。

　自分はどうするべきか。このまま旅を続け、王子と王女の戦いの結末を見届けてムオジネルに帰国する。それもいいだろう。だが、「見聞きする」というのを、どう解釈するか。

――このバルベルデには、ムオジネル人の商人が何人かいるという話だったな。

　村や町で情報を集めていたときに聞いたのだ。それなりに交易の盛んな都市ならば、他国の商人が店をかまえて暮らしているのは珍しいことではない。それに、バルベルデはジャーメインの拠点だ。ここなら戦を避けられると踏んで、逃げてきた者もいるだろう。

　彼らに会って話を聞いてから判断しようとダーマードは決める。そこで彼はあることに気づいて、「くそっ」と悪態をついた。

「さっきのザクスタン騎士に、中に入れてくれと頼むべきだった」

　おそらく断られたとは思うが、とりあえず言ってみるだけなら損はない。思いつかなかった自分と、この寒さに耐え続けなければならない事実に腹が立った。

　長い夜になりそうだ。そう思って、ダーマードはため息をついたのだった。
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　祝宴から一夜明けた昼過ぎ、小さな酒場の一室で、ティグルはハミッシュと酒杯をかわしていた。テーブルには、炒り豆やニシンの燻製を大雑把に盛った皿が置かれている。

　ハミッシュは二十四歳。長身で、ごついという言葉が似合う体格の持ち主だ。とくに目立つのが、右腕の倍はあろうかという左腕で、長弓の鍛たん錬れんによってこうなったのだという。

「卑劣きわまるジャーメインめ。どれだけ憎んでも飽き足らぬ」

　陶杯になみなみと注がれた麦酒を呷って、ハミッシュは荒々しく吐き捨てる。

　ザカリアス王がまだ健在だったころ、エリオットは同じ年頃の下級貴族やその子息を集めて気軽に町へ繰りだしていたのだが、ハミッシュは彼の遊び仲間のひとりだった。

　ハミッシュは話も上手くなければ、話題が豊富というわけでもなかったが、不思議とエリオットに気に入られ、信頼を寄せられていた。ハミッシュもまた、若い主に忠誠を尽くした。エリオットがジスタートと同盟を組んで帰還したとき、知らせを聞いたハミッシュは愛用の長弓を携え、兵を率いて真っ先に駆けつけたのである。

　そのような間柄だっただけに、エリオットの死がハミッシュに与えた衝撃は大きい。昨夜の祝宴には彼も招かれていたのだが、ついに顔を出さなかった。

　心配になってティグルは彼を訪ね、酒場に誘ったのである。個室にしたのは、どうしても目立つハミッシュへの配慮と、ひとに聞かれたくない話をするためだ。

　ジャーメインに対する呪詛の数々を聞きながら、ティグルは後ろめたさを禁じ得なかった。

　祝宴のときはもっと割り切った気分でいられたのだが、それは参列者たちについてよく知らなかったことと、彼らへの応対をミラやソフィーがやってくれたからだろう。

　ハミッシュとはバーハム城砦攻略をはじめ、肩を並べて戦った仲であり、彼の実直な人柄をティグルは好ましく思っている。そんな彼を欺あざむいているという自覚が、胃を重くしていた。

――ラフィナックを連れてこなくてよかったな。

　年長の側仕えを同行させなかったのは、彼もエリオットの死の真相について知っているからだ。やましさを、彼にまで背負わせるべきではなかった。

「ハミッシュ卿は、これからどうする予定ですか」

　彼が三杯目の麦酒を飲み干したところで、ティグルはなるべく穏やかな口調で尋ねる。ハミッシュの酔眼に理性の光が灯り、答えをさがすように視線が虚空をさまよった。

「迷っているというのが正直なところですな。ジャーメインを討って、殿下の無念を晴らしたいという気持ちはもちろんある。だが……」

　空になった陶杯の底に視線を移し、活力の欠けた声でハミッシュは続ける。

「デュリス攻略のために手を組んだとはいえ、エリオット殿下にとってギネヴィア殿下は競争相手だった。お二人の仲も、決してよいものではなかった。そういったことを横に置いても、あの方はエリオット殿下ほどに島を重んじてくださらぬ」

　なぜ、ギネヴィアのために血を流さなくてはならないのか。彼女を勝たせても、自分たちにとってよいことは何もないのではないか。その疑念が、ハミッシュの胸中で渦を巻いていた。

　彼の心情はよくわかる。自分が同じ立場なら、何日も頭を抱えているだろう。

　これから自分が言おうとしていることを、ティグルは頭の中で確認する。

――ミラは、ジスタートの考えを教えてくれた上で、俺に任せると言ってくれたが。

　ハミッシュを騙している自分が、口にしていいことではない。

　だが、言わなければきっと後悔すると、ティグルはわかっていた。

「私としては――」

　空の陶杯を両手で包みこみながら、ティグルはハミッシュを見つめる。

「ハミッシュ卿と同じ旗の下で戦いたい。そう思っています。まぎれもない私の本心です。ですが、私からあなたを誘うことはできません」

　意図がわからないというふうに、ハミッシュは眉根を寄せた。ここは個室だとわかっていたが、ティグルの声は自然と低いものになる。

「ジスタート軍としては、ハミッシュ卿のようなひとには中立を標榜して、アスヴァール島に留まってほしいんです。理由は二つあって、ひとつは、ギネヴィア殿下の勢力が大きくなりすぎると、ジスタート軍の影響力が薄れること」

　ギネヴィアが他国の軍を頼っているのは、固有の武力をほとんど持たないからだ。ようやく幾人かの諸侯を味方につけたものの、独力で現状を打開するのは不可能といってよい。

　しかし、ジャーメインとの戦いに勝ち続ければ状況は変わってくる。目端の利く諸侯はギネヴィアを支持するようになるだろう。ジスタート軍にとっては負担が減ってありがたいが、ギネヴィアの発言権が大きくなるわけで、ほどほどであってほしいというのが本音だった。

「……もうひとつは？」

「ギネヴィア殿下に従っている諸侯の中には、殿下に忠誠を誓っているわけではなく、ジャーメインに従うのがいやだから仕方なく、という者もそれなりにいます。彼らが団結してギネヴィア殿下と対立するようなことになっても、ジスタート軍としては困るのです」

　ティグルの説明に、ハミッシュは苦笑をにじませる。

「たしかにそのような諸侯連合ができあがったら、ギネヴィア殿下の意志よりも自分たちの思惑を優先するでしょうな」

　ひとつの軍の中に、同格の指揮官が複数いるようなものだ。どこを攻めるか、どのように布陣するか、どうやって戦うか、ことあるごとに言い争いになるのは目に見えている。

「私はジスタートの客将です」

　かすかに顔を強張らせて、ティグルは続けた。

「基本的にはジスタートの方針に従います。――あなたに隠していることも、あります」

　部屋の中に沈黙が満ちる。これが、いまのティグルにできることだった。ハミッシュに対する信用を踏まえて、絞り出せる言葉のすべてだった。

　のしかかる重圧に耐えながら、ティグルは黙ってハミッシュの反応を待つ。無骨な長弓使いの両目はティグルに向けられていたが、若者ではなく別の何かを見ているようだった。

　三十を数えるほどの時間が過ぎたころ、ハミッシュが不意に聞いてきた。

「ティグルヴルムド卿は、今年でいくつになるのでしたか」

「十七ですが」

　唐突な問いかけに戸惑いながらも、ティグルは正直に答える。ハミッシュは深いため息をついた。彼の瞳には、狙いを定めた弓使いの力強い輝きがある。

「七つも年下の若者に気を遣わせていたとは、我ながら情けない。気の置けない親友同士でさえ、隠しごとの十や二十はあるもの。まして生まれ育った国が異なり、求めるものも、守りたいものも違うのならば。心苦しい思いをさせてしまったようで、申し訳ない」

「あ、いえ……」

　とっさに返す言葉が思い浮かばず、ティグルは口ごもる。そのとき、あることを思いだしてハミッシュに尋ねた。

「そういえば、これはウィル卿から頼まれたのですが……。ハミッシュ卿は、ロシュという方をご存じですか？　大陸で暮らしている諸侯の方で、バルベルデの近くに住んでいるとか」

　ティグルが言い終わらないうちに、ハミッシュは露骨に顔をしかめる。

「存じています。ですが、あの方はジャーメインに与せず、中立でいたはず」

「ウィル卿によると、ジャーメインの陣営の有力な諸侯や騎士の中に、その方の名があったのです。こちらとの戦いに向けて、ジャーメインはあらためて大陸の諸侯を説得し、配下としたのではないかとウィル卿は考えています。我が軍のソフィーヤも、バーナード男爵からそのような話を聞いたと言っていました」

「ならば、私の知っているロシュ卿でしょうな。何を聞きたいのですか？」

「人柄、そして人間関係です。説得して味方につけられるかどうか……」

　最後までティグルが言わないうちに、ハミッシュは太い首を横に振った。

「実直で、頑固な方です。ジャーメインに従ったのなら、少なくともこの戦が終わるまで主を替えることはないでしょう。しかし、そうか……」

　何やら考える仕草を見せたあと、ハミッシュはティグルをまっすぐ見つめた。

「ティグルヴルムド卿、もしもギネヴィア殿下が認めてくださるなら、私は殿下につき従いましょう。申し訳ないが、ウィル卿に取り次いでいただけないか」

　驚きの表情で、ティグルはハミッシュを見つめる。気を取り直して、尋ねた。

「ロシュという方との間に、何かあったのですか？」

「十年ほど前、私の叔父が戦場でロシュ卿に助けられたことがありました。礼をしたいと言う叔父に、自分に何かあったら娘を助けてほしいとロシュ卿は答えたそうです」

「その叔父殿は？」

　ティグルが控えめに聞くと、ハミッシュは再び首を横に振る。亡くなったということだ。

「叔父は、私によくしてくれました。ロシュ卿がジャーメインに従ったというなら……。説得は無理でも、せめてロシュ卿のお嬢さんは守らなければなりますまい」

　ティグルは何ともいえない顔で、ハミッシュを見つめた。わかっていたつもりだったが、国が割れるというのはこういうことなのだ。知人や友人同士が争わなければならない。

　ハミッシュにかける言葉をさがして、ティグルは内心で首を横に振った。彼は、自分などよりもそのことを正確にわかっている。ブリューヌ人の自分が触れるべきではないだろう。

「ありがとうございます。いっしょに戦ってくれて」

　笑顔でそれだけを言って、ティグルはハミッシュに手を差しだす。

　ハミッシュも微笑を浮かべて、ティグルの手を握った。





　　　　　　　†






　昼過ぎの陽射しが降り注ぐデュリスの大通りを、二人組の旅人が歩いていた。

　いずれも厚手の外套に身を包み、フードを目深にかぶっている。ひとりは小さな荷袋を肩に担いで、細身の剣を腰に帯びていた。もうひとりは長柄の大鎌を肩に担いでいる。湾曲した刃に布を巻きつけているが、その形状は誤魔化しようがない。

　二人の風ふう体ていは目立つものだったが、幸いなことにたいして関心を集めなかった。いまのデュリスには、アスヴァール島の各地からさまざまなひとが訪れていたし、住人たちの興味は、今朝、町を発った三ヵ国連合軍に向けられていたからだ。

　二人の正体は、ジスタートの戦姫だった。

「凄せい惨さんな戦いがあったと聞いていたのですが、かなり復興していますね」

　フードの奥から興味深そうな目を町並みに向けているのは、大鎌を担いだ娘だ。名をミリッツァ＝グリンカといい、今年で十五になる。担いでいるのはもちろん彼女の竜具だった。

「このていどじゃ、復興したなんてとても言えないわよ」

　そう言ったのは細身の剣を腰に帯びた娘だ。彼女の右目は金色で、左目は驚くべきことに碧色をしていた。このように左右で色の異なる瞳を、『異彩虹瞳ラズイーリス』と呼ぶ。

　彼女はエリザヴェータ＝フォミナ。『雷渦の閃姫イースグリーフ』の異名を持つ戦姫で、ミリッツァより二つ上の十七歳である。

「私は半年前にもこの町に来たことがあるけれど、高くそびえる大灯台といい、暗くなっても活気を失わない大通りといい、うらやましくなる光景だったわ。あなたも、一年後ぐらいにこの町に来てみなさい。驚くと思うわ」

　大通りを抜けたところで、二人は足を止めた。道の端で向かいあう。

「ありがとう、ミリッツァ。おかげで助かったわ。船を使っても十日近くかかる距離を、たった一日で跳べるというのはありがたい話ね」

　ミリッツァには、ある場所から別の場所へ一瞬で移動できる竜技がある。彼女はその力を使って、ジスタートのルヴーシュ公国からこの町にやってきたのだ。エリザヴェータとともに。

「お気になさらないでください。わたしもこの国に用事があったものですから。エリザヴェータ様はどうしてアスヴァールに？」

　ミリッツァの知るかぎりでは、彼女はアスヴァール遠征の第二陣として控えていたはずだ。冬が迫っているこの時期では、もう出港は望めないが、何かあったときに備えてルヴーシュに留まっているべきなのではないか。

「それは教えられないわ。あなたが、自分の用事を私に言えないようにね」

　肩をすくめるエリザヴェータを見て、ミリッツァは同意を示すようにうなずいた。たしかに聞かれても困る。彼女がまだ信頼に値するかどうかわからない以上、話すわけにはいかない。

　エリザヴェータはくるりと背を向け、軽く手を振った。

「あなたはヴァレンティナより信用できそうね。この借りはいずれ返すわ」

　こちらを振り返ることなく、エリザヴェータは歩き去っていく。彼女の後ろ姿を見送りながら、自分の師はなぜこんなに戦姫からの評判が悪いのだろうとミリッツァは考えていた。

「さて、わたしも行かねば……」

　宿の場所を聞き、しばらくこの町で必要な情報を集めなければならない。

　にぎやかな声のする方に向かって、ミリッツァはゆっくりと歩いていった。








２　　　煌めきの覇軍ヴアルセレートス









　ギネヴィア王女を総指揮官とする三ヵ国連合軍の名を、『煌めきの覇軍』という。

　得意満面で命名したギネヴィアによると、古い時代のアスヴァール語らしい。

「覇軍は、覇王ブレトワルダゼフィーリアが率いていたという『征地の覇軍』からとりました」

　豊かな胸を張って、彼女はそう言った。この名が承認されたのは、意見を求められた者のほとんどがどうでもいいと思って否定も拒絶もしなかったからである。賛同したのはティグルとロランだけだった。

　煌めきの覇軍はアスヴァール、ジスタート、ブリューヌの兵で構成される。アスヴァール兵が約四千、ジスタート兵が約一千九百、ブリューヌ兵が約三千九百というところで、一万にはわずかに届かない。所有する軍船の数も六十足らずといったところだ。

　その数で、煌めきの覇軍はデュリスの港町を発ったのである。祝宴を開いた夜から七日後のことだった。指揮を執るのはウィルである。

　ちなみにアスヴァール兵の顔ぶれは、デュリスを攻めたときとは七割近く違っている。祝宴の場でのギネヴィアの宣言を受けて、ディラン伯爵など幾人かの諸侯が離脱したからだ。デュリスの港町を守っているのも、いまは義勇兵だけだった。

　アスヴァール島から大陸へは、船ならばわずか一日で行ける。だが、連合軍はゆっくりと海を進み、三日目の朝にマリアヨの沖合いに到着した。

　この海域で敵を打ち破り、可能ならばその余勢を駆って相手の勢力圏へ攻めこみ、橋きよう頭とう堡ほを築く。それが連合軍の考えだが、もしもジャーメイン軍が勝利したら、彼らは同じように動くだろう。勢いをつけてデュリスに侵攻し、自分たちの拠点とするに違いない。

　このときには、ジャーメイン軍も船団を沖合いに展開している。その数は実に百二十隻。煌めきの覇軍の倍である。兵の数も二万近い。

　戦う前から勝敗はあきらかなように思われた。







　ジャーメイン軍の旗艦『一角鯨号コンフオエル』の船首で、カルダートは連合軍の布陣を偵察してきた兵士から報告を受けていた。

　カルダートの年齢は三十三。鍛えられた長身と整った顔だちの持ち主で、左目を覆っている黒い眼帯がとくに印象的な男である。黒を基調として金糸の装飾をふんだんに凝こらした上着をまとい、反そりのある剣を腰に吊していた。左腕が不自由らしく、だらりと下げている。

「そうか。噂には聞いていたが……やはり、紅い霧が指揮をとるのか」

　カルダートのひとつしかない紅の瞳の奥で、怒りと喜びが爆発寸前の輝きを放った。五年前に失われた左目が、痛みを訴えたかのような錯覚まで抱く。

　下がっていいと言いかけて、カルダートは兵士の顔が強こわ張ばっていることに気づいた。

「不安か？」

「い、いえ、そんなことはありません。我々の指揮を執るのは『不沈の男』ですから」

　兵士の言葉に、カルダートは口角を吊りあげる。本音をいえば、その異名は好きではない。船を沈められたことは事実だからだ。目の前の兵士のように勇名として扱っている者もいるらしいので、黙認しているというだけである。カルダートは不敵な笑みを浮かべた。

「ごまかすことはない。紅い霧が恐ろしい敵なのは事実だからだな。だが、喜べ。やつが海で敗れる光景を、おまえに見せてやろう」

　カルダートの表情は揺るがぬ自信に満ちており、その通りになりそうな気がして、兵士は大きくうなずいた。一礼して歩き去る。

　まわりに誰もいなくなると、カルダートは右手だけで器用に眼帯を外した。閉じられた左目のまぶたを、そっと撫でる。右目は、この海のどこかにいるだろう敵将を睨みつけていた。

「この五年間、円卓の騎士に祈らない日はなかった……。貴様と敵同士になって戦えるようにと。自分が戦姫を退けたなどと吹聴して父の名声を奪い、俺の左目を奪った卑怯者め。海の底に沈めてやる夢を何度見たことか。今日、それを現実のものとしてやるぞ」

　煮えたぎる怒りを言葉にすると、カルダートはいくらか落ち着きを取り戻した。海戦の名将を相手に、冷静さを失うようなことがあってはならなかった。

　ふと、カルダートは視線を転じる。二人の男がこちらへ歩いてくるのが見えた。

　ともに長身で、異様に瘦せている。顔には黒い布を巻いて目と鼻以外を隠し、革鎧を着こんでいる。腰には刀身の短い剣を下げていた。

「我々も戦うのか。それとも、誰かを狙うのか」

　ひとりがくぐもった声で聞いてくる。カルダートは首を横に振った。

「おまえたちはこの船で待機だ。おそらく出番はないだろう」

　この二人はジャーメインが雇った刺客だ。戦士としても充分な技量を備えているが、期待されている役割は暗殺だった。ギネヴィアか黒騎士、戦姫のいずれかを狙わせろと、カルダートはジャーメインから命じられている。

――殿下のお考えは正しいのだろうが……。

　カルダートも船団の指揮には自信があるが、武勇名高い黒騎士や戦姫を相手に、剣で勝てるとは思っていない。彼らを確実に打ち倒そうとするなら、このような手段に訴えるのもやむを得ないのだろう。

――俺がウィルを討ちとれば、何も問題はない。

　自分たちが勝利すれば、ブリューヌ軍もジスタート軍もギネヴィアを見放すだろう。何よりも、カルダートはウィルとの戦いに不純物を混ぜたくはなかった。







　涼気が、冷たい風となって船上を吹き抜ける。くすんだ空の下に広がる海は、鉛のような色をしていた。兵たちは皆、毛皮の外套を羽は織おっている。外套だけでは足らずに帽子をかぶり、襟巻きをしている者もいた。

　ティグルとミラ、ソフィーの三人は、ジスタート軍の旗艦『竜炎号ドルプラム』の船首に立っている。三人とも、兵と同じように毛皮の外套を羽織っていた。

　ミラとソフィーは、それぞれの竜具ヴイラルトであるラヴィアスとザートの力によって寒さから身を守ることもできるのだが、彼女たちはあえて外套を選んだ。外套が思ったよりもしっかりしたつくりで、流れ矢ぐらいなら防いでくれそうに思えたからだ。

「昨日まではずうっと晴れていたのに。できれば昨日のうちに戦いたかったわ」

　灰色の空を見上げて、ミラがぼやいた。ティグルはといえば、緊張に満ちた顔で、遠くに整然と並んでいるジャーメイン軍を見つめている。

「百以上とは聞いていたが、こうして目にするとすさまじいな……」

　この戦いで、ジスタート軍十隻は右翼に配置されていた。ロランの指揮するブリューヌ軍二十五隻は左翼、ウィルが指揮するギネヴィア軍十七隻は中央、最後に予備兵力としてギネヴィア軍五隻が後方という布陣だ。

　ギネヴィア軍には一隻だけだが大型船がある。『大亀号ダルトード』と呼ばれているその船は、他の軍船よりも横幅が大きく、丸みを帯びていた。相手の衝角が当たるだろう箇所に鉄板を備えており、船腹から突きでている櫂かいも、左右合わせて百を数える。動きは鈍にぶい。

　この船の役割は、その大きさと重さを利用した攻撃と防御にあった。まともにぶつかれば、並みの船は大きく揺れて戦いどころではなくなってしまうのである。複数の船に囲まれても、強引に突破できる力強さを備えていた。

　ギネヴィア軍はこの船を先頭に立てて、守りに使うつもりだった。

　一方、ジャーメイン軍は中央に五十隻、左右両翼にそれぞれ二十五隻を配置し、後方に二十隻の予備兵力を待機させているらしい。偵察隊の報告をもとに、ギネヴィア軍のウィルが弾きだした数字だが、竜炎号の船長ボンネルも「大きなずれはないでしょう」と言っていた。

　両軍とも帆はすべて取り去っており、いつでも戦える態勢である。

――指揮官はカルダートという男らしい。ハミッシュ卿が有力な将軍と言っていたが。

　ジャーメインに従っている将軍や騎士の中でも、これはとくに警戒した方がいいという人物について、ティグルはハミッシュから教わっていた。

　ひとりはラトヴィッジ。ジャーメインの片腕といってもいい人物で、戦場での指揮はもちろん、兵へい站たんの管理や諸侯との交渉まで何でもできる男だという。

　もうひとりが、百二十隻の船団を率いているカルダートだ。船団の指揮能力においては、ウィルに勝るとも劣らない能力の持ち主だとハミッシュは言っていた。

――それから、あのタラードか。

　無意識のうちに、ティグルの表情は厳しいものになる。

　タラードは、たった三隻の船でジスタート軍の前に現れ、ソフィーを弓矢で狙った男だ。漁村生まれの平民ながら、兵を統率する能力に優れているらしく、武勲を重ねて数百の兵を指揮する立場に成り上がったのだという。「とにかく戦に強い」と、ハミッシュは評していた。

――俺は、この戦場で何ができるのか。

　もの思いにふけっていると、隣に立っているミラがティグルの肩を軽く叩いた。

「落ち着いて、ティグル。私たちだけで、敵のすべてを相手にするわけじゃないわ。それに、紅い霧の指揮能力はたしかよ。もちろんあなたの弓の技量もね」

　ティグルは背負っている黒弓を、肩越しに振り返る。訓練の甲斐あって揺れにも慣れ、海を渡る風についても、感覚をつかめるようになっていた。

「ありがとう、ミラ。そうだな。敵が多いなら、武勲をたてる絶好の機会だと思えばいい」

　想い人に礼を言い、ティグルは黒弓を左手に持って、弓弦を軽く弾く。指に伝わってきたかすかな振動に満足した。これなら何十本でも矢を射放てる。

　ソフィーが「えいっ」という声とともに後ろから抱きついてきたのは、そのときだった。

「ど、どうしたんだ、ソフィー」

　不意打ちに、ティグルはうろたえる。顔が紅潮したのは、淡い金色の髪が頰をくすぐったことと、外套越しに見事な張りと弾力を持つ双丘を押しつけられたからだ。ソフィーは悪びれるふうもなく、ティグルの耳元にささやきかけた。

「今日は朝から寒いんだもの。ねえ、ティグル。こうやって二人で温めあいましょう」

　ティグルの首にまわした腕に、ソフィーが力をこめる。さらに押しつけられる形となった胸に背中を刺激され、ティグルは焦った。しかし、彼女を強引にふりほどくのには抵抗がある。

「いいかげんにしなさい、二人とも」

　突然のソフィーの行動に呆然としていたミラがようやく気を取り直し、横からソフィーを引き剝がす。腹立ちを隠さずにソフィーを睨みつけた。

「敵は目の前にいるのよ。もう戦なの。ふざけるのはあとにして」

「あらあら、戦のせいにしちゃって。素直じゃないんだから」

「何か言ったかしら……？」

　ミラが肩に担かついでいるラヴィアスから白い輝きが放たれ、ソフィーの顔に吹きつけられる。ソフィーは慌てて身体を引いた。槍の形をしたこの竜具には、冷気を操る力がある。

「乱暴ね、もう。言っておくけれど、わたくしは決して遊んでいるわけじゃないのよ」

　顔を外套の端で拭いながら、ソフィーはわざとらしく口をとがらせた。怒ったような口ぶりだが、表情と声音から本気ではないことがわかる。ティグルは不思議そうな顔で彼女を見つめた。さきほどのいたずらが遊びでないのなら、何だというのだろう。

　ティグルの視線に気づいて、ソフィーはくすりと笑った。

「ちょっとした心構えよ。ささやかだけど、あるとないとではやはり違うと思うの」

　彼女の言葉の意図がわからず、ミラが眉をひそめる。そのとき風が吹いて、彼女は反射的に首をすくめた。その仕草を見たティグルの頭の中に、答えがひらめく。

　自分の外套の端をつまみながら、ティグルはソフィーに聞いた。

「相手の武装に注意しろっていうことだな？」

「正解。よくできました」

　海上を吹き荒れる風の冷たさは、ジャーメイン軍の兵たちにも厳しいはずだ。彼らも毛皮の外套を羽織り、ひとによっては重ね着をしたり、帽子をかぶったりしているだろう。弓矢を使うティグルとしては、そうした服装の隙間を狙わなくてはならない。

――さすがにこの距離では、ジャーメイン兵の格好なんてわからないが。

　想像し、考えることはできる。それは狩人にとって重要な武器だ。

「ありがとう、ソフィー。まだ俺は力が入りすぎていたみたいだ」

「気づいてくれてよかったわ。でも、二人で温めあいたいのも本気よ」

　ソフィーに流し目を送られて、ティグルはとっさに反応に詰まる。ミラが眉を吊りあげて抗議の声を発しかけたとき、角笛の音が響きわたった。次いで、大太鼓の音が大気を震わせる。
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「行くわよ、ティグル。ソフィー」

　表情を切り替えて、ミラが歩きだす。右手にラヴィアスを握りしめ、左手にティグルの腕をつかんで。ティグルは彼女に引きずられ、ソフィーは微笑を浮かべて二人に続いた。

　船首を離れて甲板に戻ると、そこには三人の男がティグルたちを待っていた。ティグルの側そば仕づかえのラフィナック、ミラに仕えているガルイーニン、そして竜炎号の船長であり、十隻のジスタート軍の総指揮官でもあるボンネルだ。

　三人とも毛皮の外套を羽織っているが、ラフィナックは外套の下にも厚手の上着を着て、さらに帽子をかぶっている。ガルイーニンは鉄製の兜に革鎧という出で立ちで、ボンネルは黒い帽子と赤い上着、手には杖という、いつもと変わらない格好だった。

「落ち着かないのか、ラフィナック」

　しかめっ面でウナギの燻製をかじっているラフィナックに、ティグルは笑いかける。

　アスヴァールではウナギの頭を落として開きにした燻製が一般的だが、ラフィナックが嚙んでいるのはそれをさらに細長く切ったものだ。ティグルも食べたことがあるが、塩気と脂の加減が絶妙で、燻製だけに歯応えも強く、麦酒ビエレや火酒ウオトカによく合うと思ったものだった。

「若、あんな大軍を見せられたら、そりゃあ落ち着かなくなりますよ」

　ラフィナックは燻製を口の端にくわえて、遠くにたたずむジャーメイン軍に視線を向ける。自分と同じかと思い、励ますための言葉をさがしていると、ガルイーニンが言った。

「相手も同じように思っているでしょう。こちらには、我がジスタートの誇る戦姫が二人もいるのですから。レスターを討ちとったティグルヴルムド卿も。ラフィナック殿、我々はせいぜい彼らを威い嚇かくしてやればよろしいのです」

　ものは言いようというところだが、初老の騎士の言葉はラフィナックを落ち着かせることに成功した。やや強張った笑みを浮かべて、ラフィナックはガルイーニンに会え釈しやくする。

　ボンネルがミラとソフィーの前に進みでて、一礼した。

「我々はこのまま前進して、敵の左翼とぶつかります」

「ウィル卿は、太陽が中天にさしかかるまで粘ってほしいと言っていたけれど、できそう？」

　ミラが尋ねる。今朝、中央にいるギネヴィア軍からそのように指示があったのだ。

　現在の太陽の位置から考えると、ウィルの言った時刻まであと一刻ほどかかるだろう。

「敵の出方次第ではありますが……」

　慎重な口調で、ボンネルは続ける。

「デュリスを発つ際にご説明しましたが、軍船の戦い方は二つございます。ひとつは船に衝角をつけて突撃し、相手の船腹に穴を開けて沈めるというもの……」

　衝角は船首の下に取りつける武装で、前方へまっすぐ突きだした巨大な角を意味する。先端をとがらせ、金属で補強した丸太を用いることが多い。これを備えて敵の船に正面から体当たりを仕掛けると、ちょうど相手の船腹を突き破り、浸水によって沈めることができるのだ。

　ボンネルは説明を続ける。

「もうひとつは梯はし子ごや板、縄などを使って相手の船に乗り移り、白兵戦によって制圧するというものです。主流なのは前者ですが、我々はあえて後者で敵に仕掛けます」

「わたくしとミラが相手の船に乗りこんで大暴れする。そういう策だものね」

　己の竜具である杖を抱えるように持って、ソフィーが楽しそうに笑った。この戦いでは、彼女もミラも指揮官ではなく、一個の戦士として戦う。敵兵を圧倒して士気を低下させるのが狙いだった。それによって敵の動きが鈍れば、時間をかなり稼げるだろう。

「はい。おそらく敵は前者のやり方で来るでしょう。倍の数なら、同じだけ船を失っても、彼らの方が残りますから。ともあれ、指揮は私にお任せください」

　ボンネルに頭を下げて、ティグルはふと視線を巡らせた。

　甲板には、すでにジスタート兵たちが待機している。彼らは弓矢か大きな盾を持ち、腰に小剣を吊していた。談笑している者もいれば、硬い表情で海を見つめている者もいる。ラフィナックのように燻製をかじっている者もいた。

　角笛の音が響く。彼らは一様にはっとした顔で、船縁ふなべりに整列した。ティグルたちも視線をかわしてうなずきあい、彼らに加わる。ティグルとラフィナックは左舷の端、船首に近いあたりに立った。ラフィナックは自分とティグルを守るための大きな盾を用意する。

　ミラとソフィーは右舷の、船首に近い位置だ。ガルイーニンはミラとソフィーのそばに控えた。ボンネルは数人の船乗りをともなって、兵たちから離れたところに立つ。

「連中、動きだしたな」

　近くにいた兵がつぶやいた。ティグルとラフィナックは南の方を見る。

　波を切って、ジャーメイン軍が前進をはじめていた。

　船にぶつかって砕ける波の音が、戦のはじまりを告げたかのように思われた。
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　ジスタート軍は、十隻の船を縦に長い形で配置している。旗艦である竜炎号が、最初に敵の攻撃を受ける格好だ。危険ではあるが、ミラとソフィーが敵船に乗りこむことを考えると、先頭にいる方がよかった。それに、二人の戦姫がいることで兵の士気は充分以上に高い。

　黒弓に矢をつがえた姿勢で、ティグルは近づいてくるジャーメイン軍左翼を観察する。

　彼らは一度に向かってくるようなことはせず、十五隻が待機し、十隻がこちらに向かってきていた。縦一列で、まっすぐ距離を詰めてくる。船首の下に衝角らしきものが見えるので、ボンネルの予想通り、正面からの体当たりでこちらを沈めるつもりなのだろう。

「敵さん、かなりの速さですな」

「そういえば船長が言ってたな。このあたりは、南から北に潮の流れがあると」

　今朝、食事がてらボンネルと話したときのことを、ティグルは思いだした。潮の満ち引きからわかるように、海は一定ではなく常に揺れ動き、無数の流れをつくっているのだという。正直、ティグルは漠然としか理解できなかった。

「何です、その潮の流れって」

「俺も正確にわかってはいないんだが、このあたり一帯をでっかい川だと思え。敵がいる方が上流で、俺たちがいる方が下流だ」

「……つまり、あっちは勢いがついて、逆にこっちは流れに押されるということですか」

　ラフィナックが顔をしかめた。そんな会話をかわしている間に、両軍の距離はさらに縮まっている。先頭に立つ敵船を見たティグルは、おもわず目を瞠みはった。

　敵船の左舷が、兵で埋めつくされている。一方、右舷にはひとりも兵がいない。

――何を考えているんだ？

　その疑問はすぐに解けた。敵船は体当たりを仕掛けてくることはせず、わずかに針路を変えて竜炎号の左側を進む。ティグルたちは息を呑んだ。

　敵船の左舷に、弓兵たちが三列にわかれて整然と並んでいる。一列あたり五、六十人はいるだろうか。彼らは前に立つ者に視界を遮さえぎられないよう、段差まで設けていた。

「盾をかまえろ！」

　大声を張りあげて、ティグルはその場に伏せる。どん、という大太鼓の音がした。

　直後、ジャーメイン軍の船からすさまじい数の矢が放たれる。無数の矢は大雑把な放物線を描いて竜炎号に降り注いだ。ジスタート兵の間からいくつもの悲鳴があがる。

　間を置かず、第二射が放たれた。反撃しようと身体を起こした何人かが矢を浴びて倒れる。

　弓弦がいっせいに震えて、第三射が風を引き裂く。海面に一瞬だけ黒い影をつくって、殺意の雨がジスタート軍に襲いかかった。甲板に何本もの矢が突き立ち、矢を受けた兵が苦しげにうずくまる。反撃する余裕など、まるでない。

　しかも、これで終わりではなかった。二列目と三列目の兵たちが矢を射放っている間に、一列目の兵たちは新たな矢を弓につがえていたのだ。大太鼓の音がした。

――とんでもない手を使ってきたな。

　ラフィナックに守られながら、ティグルは感嘆と怒りの入りまじったつぶやきを漏らす。

　敵が左舷に兵を集めていたのは、このためだったのだ。船が傾かたむいていないところから、右舷には充分な重しを載せているのだろう。絶えず矢を浴びせてこちらの動きを封じこめ、消耗させたところで、待機している軍船が攻めかかってくるに違いない。

　こちらが何もできないまま、先頭の敵船は竜炎号の左側を通過する。そして、敵の二隻目が同じように大量の矢を放ってきた。ジスタート軍としては、盾をかざして耐えるしかない。

「若、どうします。手も足も出やしませんよ」

　ラフィナックが焦りも露あらわに聞いてくる。彼が両手で持っている盾の表面には、すでに二十を超える数の矢が突き立っていた。そのうちの何本かは盾を貫き、内側に鏃やじりを覗かせている。

「わかってる」

　ティグルは身体を起こした。もちろん立ちあがりはしない。できるかぎり身体を縮めて、船縁の上にそっと顔の半分だけを出す。また矢の雨が飛んできたので、慌てて首をすくめた。

――これじゃ、後ろの船に警告を送ることすらできないな。

　一方的に矢を浴びている竜炎号を見て、他の船は状況を理解してくれるだろうか。守りを固めてくれるならよいが、ただの矢戦だと考えてしまったら容赦なく打ち倒されるに違いない。矢の密度がまるで違うからだ。どの船も、ここまで弓兵をそろえようとはしない。

　どうする。自分にできることは、何がある。

　ミラとソフィーは右舷から離れられない。敵がそちらに攻撃を仕掛けてくる可能性があるからだ。ボンネルは中央にいるが、動けないことではミラたちと同様だった。

――このまま耐えていれば、ボンネル殿かミラたちが打開策を考えてくれるかもしれないが。

　それでは不甲斐ない。彼女のためにもできることをやらなければ。

――俺はリュドミラ＝ルリエの客将だからな。

　もう一度、船縁に顔を出して敵船の様子を観察する。ラフィナックが慌てて盾をかざした。矢が盾に弾き返される音がいくつも重なって、鼓膜を乱打する。てのひらににじむ汗を拭いながら、ティグルは歯を食いしばって目を凝らした。

　驚きに、ティグルは目を見開く。もう少しで声を漏らすところだった。敵船に見覚えのある若者がいたのだ。短い金髪の持ち主で、弓を背負い、左腰に反りのある剣を吊している。

――タラード……！

　正面からジスタート軍に近づき、戦姫を弓矢で狙ってきた豪胆で不敵な男。彼が、この戦い方を考えたのだろうか。

「――だが、ようやく思いついたぞ」

　口元に笑みを浮かべると、ティグルは腰に下げた矢筒に手を伸ばした。

　いまから仕掛けても意味がない。狙うなら、次だ。

　敵の二隻目が竜炎号の左側を通過する。そして、三隻目が距離を縮めてきた。

　羽織っている外套をはねあげて、ティグルは立ちあがる。黒弓をかまえた。矢はとうにつがえてある。弓弦を力強く引き絞った。

　三隻目の兵たちは弓に矢をつがえているものの、まだ射かけてこない。

――この距離では届かないんだろう。

　彼らの射放つ矢の飛距離は、目測で百八十アルシン（約百八十メートル）前後というところだ。一隻ごとに二百人近い人間を集めてそれなら、いい数字だとティグルは思う。

　狙いを定める。気負いもなく、無造作に指を離した。

　風に流されることもなく、矢は大きな曲線を描いて飛んでいく。ジャーメイン軍の船に飛びこんだ。悲鳴は聞こえなかったが、狙った相手が倒れるのをティグルは冷静に確認した。

　ティグルはジスタート兵たちに向き直る。小さく息を吸って、叫んだ。

「反撃だ！　弓をかまえて、矢をつがえろ！」

　ジスタート兵たちは呆然とした顔でティグルを見つめる。何人かは反撃をする余裕などないではないかという目を向けたが、何人かはのろのろと立ちあがって、弓をかまえた。ティグルの表情と声音には揺るぎない自信があり、それが彼らを動かしたのだ。

　ジャーメイン軍の三隻目が、矢の届く距離まで迫る。

　自身も新たな矢を黒弓につがえながら、ティグルは叫んだ。

「射放て！」

　ジスタート軍と、ジャーメイン軍と、双方から放たれた矢が、二つの船の間に敵意の黒い虹をかける。虹はすぐに消え去って、両陣営に矢が降り注いだ。

　矢が盾を打ち、毛皮に刺さり、悲鳴が連鎖する。より打撃を受けたのは、ジャーメイン軍だった。敵船の反応に手応えを感じて、ティグルはジスタート兵らに再度の攻撃を命じる。兵たちは喊かん声せいで答えた。ようやく気を取り直したラフィナックが、ティグルに尋ねる。

「若は、いったい何をしたんですか？」

「たいしたことじゃない。号令係を狙っただけだ」

　敵船を見み据すえながらのティグルの返答に、ラフィナックは「号令係？」と首をひねった。

「左舷に沿って三つも列をつくって、しかも順番に矢を射続けるんだ。号令もなしにできるわけがないだろう。彼らが矢を射る直前に大太鼓の音が聞こえたから、それだと思った」

「……それで、三百アルシン先に見えた号令係だろう者を狙ったと？」

　啞然とした顔で訊いてくるラフィナックに、ティグルはうなずいた。

「ああ。上手いこと一撃で倒せたんでよかった」

　ソフィーに感謝しないとな。内心でティグルはつぶやく。彼女との会話があったからこそ、敵の行動に対して想像を巡らせ、いくつかのことに気づいて対応できたのだと思う。

「彼らが混乱するわけですな。敵にこんなのがいるとは思わないでしょう……」

　主を「こんなの」呼ばわりして、ラフィナックは盛大なため息をついた。

　ジスタート軍が矢を浴びせかける。ジャーメイン軍もどうにか応戦したが、その動きにまとまりはなく、勢いを得たジスタート軍に薙ぎ倒された。

　壊滅寸前まで追いこまれながら、三隻目が遠ざかっていく。ティグルとラフィナックは兵たちの状況を確認した。幸い、重傷を負った者は数えるほどしかいない。彼らを右舷に運ぶよう指示を出しながら、ティグルは近づいてきた四隻目の号令係を射倒した。

「しっかりした形をつくったせいで、すぐには止まれないというわけか」

　こちらに向かってきた十隻の敵船は、縦一列に並んでいる。四隻目が急に止まれば、後続の軍船が衝突する。あるいは前進を止めて、敵に無防備な姿をさらしてしまう。それゆえに、三隻目の異変を察知しても、進むしかない。ティグルとしては好都合だった。数は相手の方が多いのだから、叩けるときに叩いておかなければならない。

　そうしてジスタート軍が後続の敵船に充分な矢を浴びせると、七隻目から九隻目までの三隻はこちらから大きく距離をとった。様子を見ることにしたらしく、矢も射かけてこない。

　ただし、最後の十隻目だけは竜炎号に向かって突撃してきた。むろん衝角は備えている。

　ティグルはボンネルを振り仰ぐ。初老の船長もこちらを見ていた。自分に任せろというふうに、ボンネルはゆっくりとうなずく。ティグルは信頼をこめて、穏やかな笑みを返した。

　敵船が近づいてくる。彼我の距離は三百アルシン以下にまで縮まっていた。

　ボンネルは冷静さを崩さず、船乗りたちに命じて竜炎号を後退させる。そして、舳へ先さきを飾る竜の口から炎が吐きだされた。

　炎に驚いたのか、敵は船の向きをわずかに調整する。竜炎号の船腹ではなく、左舷から伸びている何十本もの櫂に狙いを変えたようだった。左舷の櫂をことごとく失えば、竜炎号は行動不能に陥るだろう。

　敵船が波を切って、猛々しく前進してくる。竜炎号の漕ぎ手たちが、怒号じみた気合いの声をあげた。左舷の櫂がいっせいに引きあげられて、船の中に収納される。

　ボンネルは、敵が櫂を狙ってくることを読んでいたのだ。敵船の衝角は波だけを貫く。

　敵船に、ジスタート軍から矢の雨が浴びせかけられた。







　自分の船の船尾に立って、タラードは驚愕の面持ちで味方の船を見つめている。彼のあとに続いた船のほとんどは、ジスタート軍に手酷く打ちのめされていた。

「どういうことだ……？」

　三列に並んだ弓兵による、尽きることのない矢の雨。この戦術は、彼にたび重なる勝利をもたらしてきた。反撃を試みた敵もむろんいたが、矢の降り注ぐ中で統率のとれた行動などとれるものではない。これほどの被害を受けたことは、いままでに一度もなかった。

――三隻目から六隻目までがやられた？　何があった？　七、八、九隻目は慎重に動いてくれたようだが……。十隻目はどうなっている。

　それ以上の細かいことは、ここからではわからない。

――ジスタート軍に打撃を与えたのは、一隻目と、俺の乗る二隻目だけか。

　タラードはジスタート軍から充分に離れたところで船を回頭させると、海面に弧を描いて、待機している味方のところに戻る。幸い、ジスタート軍の追撃はなかった。

　何艘もの小舟を放って他の船と連絡をとり、状況を確認する。彼の指揮下にある十隻の船のうち、実に半数までが弓矢でめった打ちにされて、多数の死傷者を出していた。

「こいつは大損害という言葉すらなまぬるいな……」

　タラードは大きく息を吐きだして、短い金髪をかきまわす。衝撃のあまり声が出なかった。

「一騎当千を謳うたわれる戦姫が二人もいるとはいえ、考え抜いたこの手が通じないとは」

　戦いがはじまる前は自信があっただけに、目眩がしそうだった。

　ほどなく、被害を受けた五隻の船からそれぞれ船乗りたちが報告に現れる。彼らの報告に、タラードは耳を疑った。ひとりを除いた四人が、まったく同じことを言ったのだ。

「矢が届く距離まで近づく前に、号令係が射倒された」と。

　タラードは「そうか」とだけ言葉を返すと、他に兵たちの負傷具合など必要なことを聞き、後方へ下がるように伝えて、彼らをそれぞれの船に戻らせた。

　それから彼は船首に向かう。数百アルシン先に、整然とたたずむジスタート軍が見えた。

――ありえるのか？

　船乗りたちの報告を、頭の中で検証する。遠くから矢を射放ってきたことについては、長弓の名手なら可能かもしれない。だが、船は常に揺れ、潮風も吹いている。号令係は毛皮の帽子をかぶって、外套を羽織っている。そのような状況で、一矢で仕留められるものだろうか。

　一隻ならまぐれ当たりということも考えられるが、四隻だ。相手は狙ってやっている。

「できるやつがいるのだろうな……」

　怒りを帯びた声を歯と歯の間から滑らせたとき、タラードの脳裏にひとりの若者の姿が浮かんだ。その若者は、タラードが戦姫に向けて射放った矢を素手でつかみとり、物陰に隠れていた部下を弓で狙って、見事に命中させたのだ。

　あいつだ。タラードは決めつけた。証拠はない。だが、他にいないと思った。

「たしか、ティグル……。そう、ティグルヴルムド＝ヴォルンだ。戦姫と親しかった」

　表情を引き締めて、タラードはジスタート軍を見据える。透き通るような碧い瞳には、覇気を多分に含んだ昂こう揚よう感かんが宿っていた。

　この結果は自分の手落ちだ。戦姫とどう戦うか、そればかり考えていたから、足をすくわれた。次に戦うときは、ティグルの存在も計算に入れる。

「もっとも、次に戦うときが来るかはわからんが……」

　タラードは視線を南へと転じる。自分が率いている十隻が、ジャーメイン軍左翼のすべてではない。残り十五隻が、第二陣としてジスタート軍に襲いかかるはずだった。







　兵や船乗りの手当てをボンネルに任せて、ティグルとミラ、ソフィーは船首に向かった。

「あれで終わりじゃないだろうとは思ったが……」

　疲労感を帯びたため息を、ティグルは吐きだす。ジャーメイン軍の船が、縦列をつくってこちらへ向かってくるのが見えた。正確な数はわからないが、十隻以上なのは間違いない。

「あの連中は私に任せて、二人はここを守って。海での戦いにもそろそろ慣れてきたから」

　ミラが戦意に満ちた笑みを浮かべる。ティグルは気遣うような目を彼女に向けた。敵船に乗りこむつもりだろうか。それでも、敵の数が多すぎる。彼女ひとりでは厳しいだろう。

「だいじょうぶよ」

　想い人を安心させるように笑って、ミラはティグルとソフィーを船首から遠ざける。ソフィーはミラを信頼しているのだろう、「がんばって」と、笑顔で了承した。

　向かってくる敵船を、ミラは見据える。潮風が髪を巻きあげる。波が竜の頭にぶつかって砕け、飛沫が雨となって降りかかった。だが、ミラは微動だにしない。

――ティグルはすごい活躍を見せてくれたわ。

　デュリスで言ったように、ティグルの成長はめざましい。だからこそ、彼が隣に立ちたいと思ってくれる自分でありたい。

　敵船は、まっすぐ突っこんでくる。相打ちになってでもこちらを沈めようというつもりらしい。ミラは冷笑を浮かべると、ラヴィアスを垂直に立てた。使い手の意志に応えて、穂先の中央にある紅玉が強い輝きを放つ。

　次の瞬間、竜炎号の舳先の下にある衝角に、異変が起こった。衝角が根元から凍りついたかと思うと、すさまじい速度で氷に覆われていく。瞬く間に、衝角を芯にした長大な氷槍が出現した。衝角よりも一回り太く、長さに至ってはほとんど倍である。

　この光景に仰天したのはジャーメイン軍の兵たちだ。半狂乱になって、針路を変えるようにと船乗りたちに命じたが、ミラは彼らを充分に引きつけてから竜具の力を解き放ったのだ。間に合うはずがない。

　氷の槍が敵船を貫く。くぐもった破砕音は、数十もの悲鳴にかき消された。

　ジャーメイン軍の船がようやく突撃を止めたとき、氷の槍は半ばまで埋まっている。

「後退しなさい！」

　ミラが叫ぶ。間を置いて、竜炎号は後退した。氷の槍は途中で折れて、氷だけでつくられた部分が敵船の船腹に残る。そして、その穴の隙間から海水が浸入しはじめた。

　氷の槍は、偶然折れたのではない。ミラがラヴィアスに命じて切断させたのだ。穴をふさぐ作業を困難なものとするために。

　ミラは視線を転じる。右側から、二隻の敵船が並んで向かってきた。なるほどねと、内心でミラはうなずく。さきほどの敵船への対処に手間取っていたら、この二隻に側面を狙われていたのだろう。敵は決して愚かではない。

――でも、旗艦が先頭にいる意味を、もう少し考えるべきだったんじゃないかしら。

　小さく息を吸い、吐く。再びラヴィアスに命じた。

　直後、鈍い音が響きわたり、二隻の敵船が大きく傾いた。そして、慌てふためく彼らのすぐそばの海面に、巨大な氷の塊がその一角を覗かせる。

　むろん、ミラの仕業だった。ラヴィアスの力でもって、彼らの真下の海中に二つの氷山をつくりあげたのだ。氷山の大きさは、実に軍船の半分近くもあった。

　ジャーメイン軍は転覆こそどうにかまぬがれたものの、突然現れた氷山に動揺して、舵取りを誤った。文字通り右往左往して櫂を絡みあわせ、衝突してしまう。何十本もの櫂が耳障りな重唱を奏でてへし折れ、海面に無数の残骸をまき散らした。まともに動けなくなった彼らは、おとなしくたたずんで味方に助けてもらうのを待つしかなかった。

　竜炎号の甲板上は快哉の声に埋めつくされ、ティグルだけでなくソフィーとボンネルも、感嘆の面持ちでミラの後ろ姿を見つめている。短い時間のうちに、凍漣の雪姫は三隻もの敵船を打ち破ってみせたのだ。

　ミラは勝ち誇るそぶりも見せず、冷静に視線を巡らせる。こちらの様子をうかがっている一隻の敵船に目を留めた。矢を浴びせかけることもできそうな位置にいるのに、味方がやられたことに衝撃を受けたのか、攻めてくる気配がない。

「――落第点」

　処刑人の表情と口調で、ミラはつぶやいた。敵船との距離を目で測り、ラヴィアスを握りしめて十歩近く後退する。彼女の全身を、白く輝く冷気が包みこんだ。

　ミラの足下から冷気が直線上にほとばしって、甲板になめらかな氷の道をつくりあげる。氷の道は船縁の手前で大きく湾曲し、海の上へ突きでたところで途切れていた。

　このとき、ミラの軍靴もまた氷に覆われている。前ぜん傾けい姿勢をとって、彼女は静かに前へと踏みだした。涼しげな音をあとに残して、細い氷の上を、氷の靴が危なげもなく滑る。ミラは平然と加速した。ためらいや加減こそが禁物だと、彼女はわかっている。

　敵は及び腰になって、竜炎号に接近してこない。もし考えを変えたとしても、この船にはティグルとソフィーがいる。ボンネルも。だから、だいじょうぶ。

　すさまじい勢いで氷の道から飛びだしたミラは、潮風を浴びながら空高く舞いあがる。ティグルたちも、そしてジャーメイン兵たちも、呆然として彼女を見上げた。両軍の船からどよめきの声があがる。

　敵船までの距離は百アルシン余り。ミラの跳躍は驚くべきものだったが、それでも半ばまでしか届かない。むろん、ミラはこのことをわかっていた。

「――ラヴィアス！」

　竜具に呼びかける。海面の一点が中から吹き飛ばされて、盛大な波飛沫とともに長大な氷の尖塔が現れた。垂直にそびえ立つのではなく、大きく傾きながら。

　ミラは尖塔の先端に降りたち、氷の靴で再び氷上を滑る。そうして海に飛びこむ直前で、尖塔を蹴った。冷気を振りまきながら、ミラは空中を突き進む。

　敵船に届いた。轟音とともに降りたち、弧を描くように甲板を滑って、ミラはようやく足を止める。ジャーメイン兵たちは一様に絶句して、この途方もない闖ちん入にゆう者しやを見つめた。予想を超えた出来事に、彼らはどうしていいかわからず立ちつくしている。

　ミラは乱れた前髪を軽く払うと、槍をかまえた。青い瞳には冷たい戦意が輝いている。

「――来なさい。ジスタートの凍漣の雪姫ミーチエリアが、特別に稽古をつけてあげるわ」

　その挑発に、ジャーメイン兵たちは我に返った。彼らはミラを取り囲むと、剣や手斧を振りかざして猛々しく襲いかかる。

　白い閃光が、虚空に赤い流血を生んだ。ミラに斬りかかろうとしたジャーメイン兵が、額を割られて甲板に倒れる。ミラは矢継ぎ早に槍を繰りだし、さらに三人の敵兵を血煙の下に沈めた。尋常でない技量を見せつけられ、ジャーメイン兵たちが動きを止める。数では圧倒的に自分たちが有利だとはいえ、がむしゃらに突撃して返り討ちにあっては目も当てられない。

　そのとき、兵士のひとりがミラに手斧を投げつけた。ほぼ同時に、ミラの背後にいた兵士が雄叫びをあげて斬りかかる。

　ミラは、その場から動かなかった。迫る手斧を槍先で弾き返すと、背後を振り返ることもせず、手の中で槍の柄を後ろへ滑らせる。石突きで、自分に接近していた兵士の腹部を突いた。完全に油断していたその兵士は吹き飛ばされて甲板に転がる。白目を剝いて気絶した。

「いいことを教えてあげる。海までは私も追いかけないわよ」

　その言葉に、兵士の何人かが海に視線を向ける。飛びこめば、助かるのだ。

「やつの言葉に惑わされるな！」

　隊長格らしい男が怒鳴った。

「ジスタートといったな。つまり戦姫だ！　金貨十万枚だぞ、おまえたち！」

　ミラは意外だという顔で、そのジャーメイン兵を見た。この状況で味方を叱咤し、鼓舞するとはなかなか有能な男だ。他の者よりも先に打ち倒しておかなくてはならない。

　甲板を蹴る。ラヴィアスの穂先が大気を裂いて、二人のジャーメイン兵の喉を順に貫いた。崩れ落ちる者たちには目もくれず、ミラは隊長格の男を見据える。彼女が槍を鋭く突きだし、そして穂先についた血を払ったとき、甲板を新たな死体が埋めた。

　その後の戦いも、一方的なものとなった。多勢に無勢でありながら、無勢が多勢を圧倒し続けたのだ。ジャーメイン兵たちは四人、五人と必ず集団で襲いかかったが、その凶刃をミラに届かせることができた者はひとりもいなかった。

　ミラは容赦なくラヴィアスを振るって甲板に血の雨をまき散らし、彼らを次々に葬り去る。額を割り、喉を貫き、ときには柄で叩き伏せた。

　ことさらに武勇を誇示した理由はいくつかある。ひとつには、戦姫の強さを彼らに印象づけてこの先の戦いを有利に運ぶためだ。氷を操る奇妙な力を使われたから負けたなどと、彼らに思わせてはならなかった。また、味方に対しても、竜具の力に頼ってばかりいるわけではないことを見せておく必要があった。

　ほどなく、竜炎号が救援に現れる。ティグルをはじめジスタート兵たちが船首に集まり、ジャーメイン兵たちに矢を浴びせかけた。ついに彼らの士気は底を突き、武器を捨てて次々に海へと飛びこむ。宣告通り、ミラは彼らを追わなかった。





　　　　　　　†






　煌めきの覇軍の左翼を受け持っているブリューヌ軍は、戦いがはじまってからジャーメイン軍右翼に翻ほん弄ろうされ続けている。

　もっとも、いまのところ被害らしい被害は出ていない。まともに戦っていないからだ。ブリューヌ軍を指揮するロランに言わせれば、敵の行動は「鬱陶しい」の一言に尽きた。

　ジャーメイン軍右翼はブリューヌ軍に接近し、矢を射かけながら、「弓を使うだけの知能もない猿の群れ」「樽が寝床の葡萄酒ヴイノー狂い」「おまえのおふくろの股ぐらは黴びたチーズの臭いがしたぞ」などと、聞くに堪えない罵声を浴びせて挑発してくるのだ。

　しかも、彼らはブリューヌ軍が攻めかかろうとすると急速に後退して逃げ、ブリューヌ軍が追うのをやめて引き返すと、再び近づいてくるのである。ちなみにブリューヌの葡萄酒とチーズは近隣諸国でも評判が高い。

　ブリューヌ軍の旗艦『大いなる喜び号』の船首に立って、ロランは苦虫を嚙み潰した顔でため息をついた。ブリューヌ騎士や兵たちは毛皮の外套を羽織っているが、彼は風の冷たさなど気にならないというふうに黒い甲冑を身につけ、不敗の剣デユランダルを背負っている。

「面倒な連中だ。我々より数が多いのだから、正面から堂々と挑んでくればよいものを」

「こちらに黒騎士がいることをわかっていて近づいてくるんだから、肝の据わったやつらじゃないか。俺なら何でもいいから口実をつくって、とうに逃げ帰っているさ」

　ロランの隣で皮肉っぽく笑ったのは、ナヴァール騎士団の副団長を務めるオリビエだ。二人は長いつきあいで親友と認めあう間柄だった。

　鎧の上に羽織った毛皮の外套の襟を直し、灰色の空を見上げて、彼は言葉を続ける。

「相手がおまえを恐れて戦いを避けてくれるのは願ってもない話だ。太陽が中天に届くまで、もう少し待たなければならないからな」

　刃をまじえる戦いになれば、兵は傷つき、命を落とす。ロランは渋じゆう面めんをつくった。

「俺とて、兵をむやみに死なせたいとは思っていない。ただ、ああいうやり方は好まぬというだけだ。それに、とにかくこちらを怒らせようという暴言の数々も気に入らん」

「それでこそ我らが団長殿だ。さきほど甲板をまわってきたが、騎士や兵たちもおまえと同じように思っていてな。ぜひやつらに言い返してやりたいと言ってきた」

　楽しそうなオリビエの表情に、ロランは眉をひそめた。あまり興味を持てなかったが、兵の要望とあっては聞かないわけにもいかない。

「どんなふうに？」

「長弓馬鹿、息が麦酒臭い、ニシンの燻製キツパーだけ食っていろ、言葉の訛なまりが蛮族、おまえの女房はおまえよりもウナギがお気に入りだ……。だいたいこんなところだな」

　ロランは頭痛を覚えた。子供の喧嘩だ。いや、子供だってもっとましな言葉を選ぶ。

「怒りは刃に乗せろと言い渡しておいてくれ」

「ほう」と、オリビエは目を細めた。その顔に不敵な戦意が満ちる。

「そろそろ殴り返すか？」

　ロランはうなずいて、視線を転じた。

　西の方では、ギネヴィア軍がジャーメイン軍の中央本隊と死闘を繰り広げている。およそ三倍の敵を相手にしているにもかかわらず、ギネヴィア軍はいまのところよくしのいでいた。

「また距離が開いた」

　戦いがはじまったときは、ブリューヌ軍はこれほどギネヴィア軍から離れていなかった。ジャーメイン軍右翼が執しつ拗ような挑発によってブリューヌ軍を誘いだし、ギネヴィア軍から引き離しているのだ。ロランたちは何度も自軍を元の位置まで戻していたが、ジャーメイン軍右翼も諦めずに挑発を繰り返す。

「連中の狙いは、我々と殿下の軍をそれぞれ孤立させて各個撃破することだろう」

　やり方には腹が立つが、数の優位に慢心せず、手堅く攻めてくるところは感心する。

「だが、やつらにつきあうのも終わりだ。いまのうちに行動の自由を確保する」

　闘志を全身からあふれさせてロランが言えば、オリビエも冷たく笑った。

「頃合いだな。いま動けば、いかにも王女の軍を助けに行くように見えるだろう」

「では、漕ぎ手たちに少し無理をしてもらうか。全軍を西へ向けろ。敵は、また挑発すればいいと思って我々を追ってくるだろう。そこを叩く」

　ロランの命令を受けて、ブリューヌ軍二十五隻が動きだす。これまでのように元の位置に戻るのではなく、大きく舵を切り、波飛沫をたてて西へと進みはじめた。

　この行動に慌てたのはジャーメイン軍右翼だ。ロランが見抜いた通り、彼らの役目はブリューヌ軍を引きつけることなので、中央へ向かわれては困るのである。彼らは急いでブリューヌ軍を追った。海面が波立ち、白い航跡がいくつも描かれる。ブリューヌ語とアスヴァール語による怒声、喊声、蛮声が入りまじって、海の一隅がにわかに騒がしくなった。

　不意に、ブリューヌ軍は前進を止めた。いっせいに回頭して、自分たちを追ってくるジャーメイン軍右翼に向き直る。怒りをまとって、獰猛な獣のように襲いかかった。

　ジャーメイン軍右翼は驚愕し、罠にかかったことを悟った。ブリューヌ軍はギネヴィア軍を助けに向かったと思わせて、自分たちを誘いだしたのだ。急いで距離をとろうにも、彼らに追いつこうとして近づきすぎている。隊列も乱れていた。それでも彼らは意地を見せて、ブリューヌ軍を迎え撃とうと試みる。

　大いなる喜び号を先頭に、衝角を備えたブリューヌの軍船が次々に体当たりを仕掛けた。

　ガレー船同士の激突が発する音は、巨岩を穿うがつ落雷のそれに似ていた。あちらこちらから悲鳴の合唱が響きわたる。船腹を貫かれた船では、兵や船乗りが慌ただしく走りまわって、備えつけの小舟を片っ端から海に放った。

　穴を開けられた船が助かる術は、ない。穴をふさごうにも、海水がとめどなく流れこんできて近づくことすらままならないからだ。こうなると兵も船乗りも漕ぎ手も関係なく、船からの脱出をはかって我先にと海へ飛びこむ。阿鼻叫喚の光景が船上と海上に出現した。

　衝角を当てそこねた軍船もおとなしくしてはいなかった。敵は、まさに目の前にいるのだ。おたがいの船縁が軋んだ音をたてて擦れあっている、その向こうに。

　敵意が体内の熱を急激に高める。両軍の兵たちの口から獣じみた咆ほう哮こうがあがった。ブリューヌ兵も、ジャーメイン兵も、梯子や板を用意して果敢に相手の船へ乗りこもうとする。軍船同士の次は人間同士がぶつかりあう番だった。

　剣を振るい、手斧を叩きつけ、盾で殴りつける。飛散する血が鎧を染め、梯子を染め、海面に一瞬だけの赤黒い染みをつくった。ブリューヌ語とアスヴァール語の罵詈雑言が飛び交い、聞いた者も言った者もますます奮いたつ。

　斬った勢いで体勢を崩した者や、深傷を負って立っていられなくなった者が、先を競うように海へと落下した。相手にしがみついて、海へ道連れにする者もいる。

　怒号と悲鳴が噴きあがる中で、すさまじい戦いぶりを見せたのがロランだった。彼の手にあるデュランダルが唸うなると、ジャーメイン兵たちは兜ごと頭部を割られ、あるいは甲冑ごと胴を斬り裂かれて、鮮血をまき散らしながら海の中に消えていく。

　迫る白刃を弾き返し、流れ矢をかわし、飛んできた手斧を宝剣で防ぎ止めながら、ロランは前進する。一歩進むごとに、ひとりか二人のジャーメイン兵を斬り伏せる。デュランダルの刃が届く前に海に飛びこむこと以外、死から逃れる方法はないかと思われるほどだった。

　そして、オリビエが、人間離れしたロランの武勇を効率よく活かした。

　ロランが敵船に乗り移って十二、三人のジャーメイン兵を斬り伏せ、相手の戦意を根こそぎ削りとると、オリビエは彼を大いなる喜び号に呼び戻す。そして、大いなる喜び号は新たな獲物を求めて体当たりを仕掛け、梯子をかけてロランを送りこむのである。ロランが去ったあとの敵船には、ブリューヌの騎士と兵が殺到してジャーメイン兵を掃討するのだ。

　黒騎士が目の前からいなくなったとはいえ、すぐに恐怖を拭い去って戦意を高めることなどできるはずがない。ジャーメイン兵は態勢を立て直すことができずに、押しこまれていった。

　そうして敵船を四隻ばかり行動不能に追いこむと、残りの敵船はようやくブリューヌ軍から距離をとって遠ざかった。激突の際、衝角で八隻沈めていたので、ジャーメイン軍右翼は半壊したといってよい。もっとも、ブリューヌ軍も味方を一隻失っていた。

「どうする。追うか？」

　大いなる喜び号の船首で、ロランがオリビエに聞いた。黒い甲冑は返り血で赤く染まっているが、不敗の剣は不思議なぐらいに血も脂もこびりついていない。だが、使い手の顔にはさすがに疲労の色がうかがえた。

「放っておこう。いまのうちに、わずかな時間でも兵と漕ぎ手を休ませたい」

　そう答えるオリビエも、髪は乱れ、顔には疲れがにじんでいる。彼は敵兵と斬り結んでこそいないが、大いなる喜び号の船首から離れず、戦況の変化に絶えず目を光らせていた。精神的な消耗についてはロラン以上だろう。

「それに、もうまもなくだ」

　オリビエにつられて、ロランは灰色の空を見上げる。

　太陽が中天に達しようとしていた。
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　中央での戦いは、ジャーメイン軍が優勢だった。ジャーメイン軍が一隻の船も失っていないのに対し、ギネヴィア軍はすでに三隻の船を失っている。海面には、哀れなギネヴィア兵たちが青ざめた顔で波間に漂っていた。

　とくにジャーメイン軍の士気を高めたのは、ギネヴィア軍が先頭に押し立てていた大亀号を早い段階で行動不能にしたことだ。

　ジャーメイン軍の指揮官であるカルダートは、相手が大亀号を守りに使っていることに気づくと、まずギネヴィア軍に猛攻を加えた。三隻がかりで一隻の船を襲って衝角で沈めたり、潮の流れを利用した激しい突撃によって敵船に接触し、兵士の一団を乗りこませたりと、さまざまな手を駆使してギネヴィア軍に後退を強しいた。

　そうして動きの鈍い大亀号を孤立させると、衝角による突撃で右側の櫂をことごとく打ち砕いたのだ。大亀号はそれでも左側の櫂を操ってジャーメイン軍と距離をとろうとしたが、それこそがカルダートの仕掛けた罠だった。大きく弧を描いた大亀号は、浅瀬に乗りあげてしまったのである。カルダートは浅瀬の存在を知っていて、大亀号を誘導したのだった。

「マリアヨの沖合いは、こちらの勢力圏だ。どこに何があるか、知り尽くしているとも」

　大亀号を失ったギネヴィア軍は、ジャーメイン軍の猛攻をしのぐのが精一杯で、組織だった反撃をしてくる気配もなく、後退に後退を重ねた。

　圧倒的な数の差を考えれば健闘しているといってよかったが、兵や船乗りたちの奮戦も、敗北を先延ばしにしているだけのように思われた。

「簡単に突き崩せるとは思っていなかったが、かなりしぶといな」

　ジャーメイン軍の旗艦たる一角鯨号の船首で、カルダートは感心したようにつぶやいた。もっとも、その口調は敗者の善戦を讃えるそれに近い。自軍の勝利を、彼は疑っていなかった。

「ですが、時間の問題でしょう。あの紅い霧も仕える相手を見誤って、運が尽きたようです」

　カルダートの傍かたわらに立つ副官が嘲笑を浮かべる。カルダートは考える様子を見せたあと、副官に問いかけた。

「左右の動きはどうだ」

「ブリューヌ軍、ジスタート軍とも、こちらへ向かってくる様子は見られません。我が軍の左右両翼と牽けん制せいしあっているようです」

　副官は即答する。帆ほ柱ばしらの上端にいる兵が、遠くにいる敵と味方の動きを見張って、身振り手振りで伝えてくれるのだ。カルダートはうなずくと、副官に告げた。

「体力に余裕のある船を三十隻選べ。目の前の敵を殲せん滅めつする」

「突撃して、正面からやつらを粉砕するのですな」

　昂揚感から声を弾ませる副官に、カルダートは首を横に振る。

「こちらにそうさせるのが、紅い霧の狙いだ」

　灰色の雲が広がる空を一いち瞥べつしたあと、隻眼の指揮官は当とう惑わく顔がおの副官に説明した。

「この海で、紅い霧が何の勝算もなく戦うわけがない。おそらく、やつは二つの案を考えた。ひとつは、ブリューヌ軍とジスタート軍が合流するまで耐えて、黒騎士や戦姫の武勇で我々を撃退するというものだ。だが、この手はもう使えないとやつも判断しているだろう」

「では、もうひとつの手を使ってくるということですか？　それはいったい……」

　不安そうな顔をする副官に、カルダートは空を――正確には太陽を、指さした。

「このあたりは、太陽が中天にさしかかるころに潮の流れが変わる。いまは南から北へ流れているが、逆になる」

　一呼吸の間を置いて、副官は驚きに目を大きく見開いた。潮の流れが変われば相手の動きは速くなり、こちらの動きは鈍くなる。冷たい潮風を浴びながら、彼の額に汗が浮かんだ。

「紅い霧も、間違いなくそのことを知っている。そのときが来るのを待っている。兵たちが耐えているのも、そこに勝機を見出しているからだ。潮の流れが変わって勢いをつけたら、やつらは半数以上の船を犠牲にしてでもこの船を沈めにくるだろう」

「では、後退して守りを固め……」

　そこまで言いかけて、副官は言葉を呑みこんだ。いたずらに時間を与えれば、ブリューヌ軍とジスタート軍がギネヴィア軍に合流するかもしれない。カルダートはため息をついた。

「だから三十隻を選べと言ったのだ。いまのうちに、敵の両脇を突き進む形で背後へと回りこませる。そうして前後から挟撃する」

　副官は感嘆の声をあげた。それなら潮の流れが変わっても問題はない。ギネヴィア軍は背後の敵にも対処しなければならなくなり、攻撃に集中することが困難になるだろう。

　戦いがはじまってすぐに、カルダートはこの手を打つこともできた。そうしなかったのは、ウィルを警戒していたからだ。一時的にせよ軍を二つにわけることになるので、何か仕掛けられるかもしれないと考え、実行に移せなかった。

　だが、さまざまな手でギネヴィア軍を攻めたてて、カルダートは確信した。自分たちが軍をわけても、ウィルには何もできない、何かをするだけの余力がないと。

　副官が指示を出すべく駆けていき、船首にはカルダートだけが残された。

「もうすぐだ、紅い霧。貴様の左目をえぐり、己の罪深さをわからせた上で首を刎はね、父の墓前に捧げてやる。円卓の騎士に祈る時間も、貴様にはもったいなさすぎる」

　毒気に満ちた言葉を吐きだして、カルダートは残酷な笑みを浮かべる。顔に吹きつける潮風すらも、いまの彼には心地よかった。

　カルダートの命令が行き渡り、波を切ってジャーメイン軍が動きだす。二十隻が正面から矢を射かけ、あるいは突撃の姿勢を見せて相手の注意を引いた。そして、十五隻ずつで構成された二つの別働隊が、水みず飛沫しぶきをまき散らしながらギネヴィア軍の両脇を駆け抜けていく。

　彼らの意図を察したギネヴィア軍は当然ながら妨害しようとしたが、正面から攻めたててくる敵への対応もあって、上手くいかない。とうとう通過を許した。

「よし。あとは一隻も逃がさず、押し潰してやるだけだ」

　カルダートは副官を呼んで、旗艦を前に出すよう命じる。戦況を把握するためだが、それだけでなく、勝ったという思いが彼を大胆にさせていた。

　このとき、ギネヴィア軍が奇妙な動きを見せた。散開して、船同士の間隔を空けたのだ。

「もう逃げ支度をはじめたようですな」

　副官が蔑むように笑う。だが、カルダートは笑わなかった。前進して舳先を飾る獅子の像に手をかけ、食い入るようにギネヴィア軍を見つめる。その真意を知ろうというかのように。

　冷気を帯びた潮風が横殴りに吹きつけてきて、彼の髪をかきまわした。カルダートは前髪をかきあげ、あることに気づいて呆けたように口を開く。

　必死の形相で副官を振り返ったカルダートは、大声で叫んだ。

「我々も船を散開させろ！　いますぐにだ！」

　唐突な命令に、副官は困惑して首をかしげる。これから攻撃を仕掛けるのに、なぜ散開しなければならないのか。カルダートは怒鳴り声で彼を急かした。

　二人の頭上で、太陽は中天にたどりつく。

　次の瞬間、強烈な突風が東から西へと荒々しく吹き抜けた。一角鯨号が大きく揺れて、カルダートはよろめき、副官は尻餅をつく。船上のあちらこちらで悲鳴があがった。

　副官を助け起こしながら、カルダートの表情に絶望の色がよぎる。もはや命令は間に合わない。風はやむ気配を見せず、激しさを増して海面を波立たせている。

　カルダートは舳先まで歩いていき、船縁にしがみつきながら敵軍の様子に目を凝らした。自分たちと同じく、ギネヴィア軍も暴風と荒波にもてあそばれ、右に左に船を傾けている。

　だが、海戦の経験が豊富なカルダートにはわかった。彼らが取り乱すことなく、落ち着いて船を操っているのが。あたかもこうなることを予測していたかのように。
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　ギネヴィア軍の先頭に立っているのは、旗艦『紅の刃号レダエツジ』である。

　この船は、デュリスの民からギネヴィアに贈られたものだ。彼らが所有していた船の中でもっとも損傷の少なかったものを修理し、アスヴァールの象徴である赤い竜を舳先に飾って献上したのだ。これは、デュリスがギネヴィアを主として認めたということでもあった。

　ギネヴィアは彼らに感謝し、竜の赤をそのまま用いるのではなく紅に変え、自分も一個の刃であるという意志を加えて、この名をつけたのである。

　いま、紅の刃号の船首にはギネヴィアとウィルが立っていた。

　ギネヴィアは白を基調としたドレスを身につけ、手にはカリバーンを持っている。大柄なウィルは飾り気のない革鎧を着こんで、外套を羽織っていた。腰に細身の剣を吊している。

　風によって巻きあげられた海水が雨のように降り注ぐため、二人はすでにずぶ濡れだった。ギネヴィアの髪は重苦しく顔に張りつき、ドレスも雫を滴らせている。誇りと意地でどうにか毅き然ぜんとした態度を保たもっているものの、少しでも気を抜けば甲板に倒れてしまうだろう。輝きを失っていないのは、ギネヴィアの手に握られた宝剣だけだった。

「こんなに上手くいくとは思いませんでしたわ」

　顔にかかる海水の粒を手で拭いながら、ギネヴィアは隣にいるウィルを見上げる。前を見据えたまま、大柄な体格の老将は静かに答えた。

「相手にもう少し想像力があったら、負けていたのは我々だったでしょう。太陽がもっとも高い位置にくれば潮の流れが変わる……。これだけの船団の指揮を任されているのだから、そのていどのことは知っていると思いました」

　ただ、天候にまでは目を向けなかったようです。

　そう言ったウィルの声には、そのことを残念に思う感情がかすかに含まれていた。

　このあたりの海では、晴天が何日か続いたあとに空が曇ると、昼のごく短い時間に嵐かと思うような風が吹き荒れる。ウィルはそのことを知っていた。だからこそ、一日でたどりつける距離に二日もかけたのである。戦いを一日遅らせて、この結果を生じさせるために。

「ところで、敵の指揮官であるカルダート卿とあなたは、過去に何かあったの？」

　何なに気げない口調で、ギネヴィアは話題を変えた。

「デュリスを発たってすぐだったわね、偵察兵から彼の名を聞いたのは」

　そのとき、ウィルがかすかに眉をひそめたのを、彼女は見逃さなかったのだ。

「五年前のことです。ジスタート軍との戦いで、彼と、彼の父が、私の指揮下にいました」

　隠すことも、言い逃れることもせず、ただ王女を見ずにウィルは答えた。ギネヴィアは意外だという顔をしたあと、あることに思いあたって首をかしげる。

「それは、あなたが戦姫を破った戦いのこと？」

「はい」と肯定する老将の表情は、普段よりも硬かった。

「その戦でカルダートの父は命を落とし、カルダートも左目と左腕を……」

　ウィルがそこまで言ったとき、ひとりの兵士が船首に現れて戦況を報告する。老将は話を中断して、兵士の言葉に耳を傾けた。ギネヴィアもだ。

「背後にいる敵軍から、火の手があがりました。こちらの予備兵力が突入したようです」

　ギネヴィア軍の後背に回りこんだジャーメイン軍の別働隊三十隻も、本隊と同様、風と波に翻弄されていた。密集していたのが仇あだとなり、味方同士での衝突が続出したのだ。

　おたがいの櫂が絡みあって動けなくなるのはましな方で、ひどいものだと櫂がまとめて折れ砕け、自分たちで船を操れなくなった。衝角で味方を貫いてしまった船も現れ、いたるところで悲鳴と絶叫が繰り返された。

　船の上では兵士と船乗りが右往左往し、ぶつかりあい、もつれあって、甲板を転がった。船から投げだされて波に呑みこまれる者もいた。樽が転がり、木箱が吹き飛ぶ。束ねていた縄が甲板を滑って兵士の足に絡みつく。こうなっては戦うどころではない。

　そこへ、ギネヴィア軍の後方に予備兵力として控えていた五隻の船が突入した。

　この五隻のうち四隻は無人で、油を満たした樽や束ねた薪たきぎを大量に積んであった。一隻だけは船乗りと漕ぎ手が乗っていたが、彼らの役目は無人の船を引っ張って、火を放ってから潮の流れに乗せることだ。

　そうして流れに乗った四つの巨大な火の塊が、ジャーメイン軍の別働隊を背後から襲ったのである。別働隊も、この予備兵力を無視していたわけではない。何隻かを備えに割いて、動きがあれば迎え撃つつもりだった。だが、このような状況は誰も想像していなかった。

　火の塊を避けようとして混乱に拍車がかかり、ほとんど自滅に近い形で別働隊は壊滅寸前まで追いこまれたのである。

「ご苦労さま」

　ギネヴィアが笑顔で声をかけると、報告した兵士は感激したように目を輝かせ、一礼して走り去った。若く美しい王女が、剣を手にして味方の先頭に立っているのだ。逆巻く波と荒れ狂う風のただ中に身を置くことを厭いといもせず。兵たちの士気は天を突くほどに高まっている。

　二人だけになると、ギネヴィアは視線だけを動かしてウィルを見た。

「デュリスを攻めたときもそうだったけれど、あなたって景気よく船を燃やすわね」

「ひとが足りなかったので」

　ウィルの淡々とした答えに、ギネヴィアは顔をしかめる。自分の宣言によってディラン伯爵らが離脱したことを皮肉られているのだと思って、不機嫌そうに黙りこんだ。

　主の反応をまったく意に介さない落ち着き払った態度で、ウィルは言葉を続ける。

「お気になさらず、殿下。ひとが足りることなど、めったにありませんから。――さて、まもなく風もやむでしょう。そろそろまいりましょうか」

　その言葉に、ギネヴィアは気分を切り替える。そうだ、まずはこの戦を終わらせなければ。

　それから百を数える前に、風が弱くなる。おさまってみると、風が吹き荒れていた時間はわずか一千を刻むほどでしかなかった。

　息を吸いこみ、ギネヴィアは眼前の敵を見据える。彼らに立ち直る余裕を与えず、完膚なきまでに叩き潰さなければならない。

「突撃！」

　その命令はただちに兵と船乗りたちに伝えられ、鬨ときの声こえが船の上に響きわたった。







　血の気の引いた顔で、カルダートは一角鯨号の船首に立ちつくしている。

　ギネヴィア軍の突撃によって、ジャーメイン軍本隊は蹴散らされた。衝角で貫かれた船、戦意の高い兵たちに乗りこまれ、蹂躙された船の報告が次々にもたらされる。

「まだ……まだだ。左右両翼の船団が戻ってくるまで時間を稼げば……！」

　自軍の崩壊を防ぎ止めようと、カルダートは懸命に指揮を執る。だが、指示を出せば出すほど、戦況を覆すのが不可能であることを、彼は悟らざるを得なかった。

　右翼の船団がこちらに向かっているのは確認できたので、まもなく合流できるだろう。しかし、ブリューヌ軍もまたギネヴィア軍のもとに向かっているらしい。黒騎士がこの船に乗りこんでくる光景を想像して、カルダートは戦慄に身を震わせたが、同時に彼はひとつの手を思いついた。副官を呼ぶ。

「おまえに指揮を任せる。無理に戦う必要はない。左右両翼の船団が来るまで後退を続けろ」

「閣下は何をなさるので……？」

　問われたカルダートは副官から視線を外し、近い距離にたたずむ紅の刃号を睨みつけた。

「あのろくでなしの王女の船に乗りこんで、紅い霧を討ちとる」

　副官は仰天した。身振り手振りをまじえて、彼は無謀な指揮官を説得する。

「閣下、一時の激情に駆られて大局を見誤ってはなりませぬ。ここは潔く退きましょう。ジャーメイン殿下にお叱りを受けようとも、次の戦で汚名を返上すればよいではありませんか。海戦の機会はすぐに巡ってきます。ラトヴィッジ卿も、きっとそう言ってくださるはずです」

　副官のおもわぬ健気けなげさに、カルダートは彼をまじまじと見つめた。苦笑をこぼす。

　一時の激情。違う。身を焦がすこの怒りは、五年前から抱え続けてきたものだ。しかし、カルダートはその思いを吐露せず、別のことを言った。

「大局というなら、俺が紅い霧をこの戦場で仕留めることこそが最善手だ。やつはあの王女の片腕だが、俺は殿下にとってひとりの将に過ぎぬ。紅い霧さえいなくなれば、あとはラトヴィッジ卿が上手くやってくれる。――ああ、そうだ。あの二人を呼んでくれ」

　ひとつだけの瞳に断固たる決意を宿して、カルダートは傲ごう然ぜんと笑う。彼は、二人の刺客を露払いに使うつもりだった。







　潮風が、怒号と悲鳴、死にゆく者の呻き声に加えて血の匂いを運んでくる。

　紅の刃号の船首に立って、ギネヴィアとウィルは兵たちの戦いぶりを見守っていた。

　ギネヴィアの紅の瞳には、怒りと羞恥がかすかにちらついている。

　彼女は兵たちの先頭に立って、ジャーメイン軍の旗艦である一角鯨号に斬りこもうとしたのだが、ウィルに止められたのである。黒髪の王女を思いとどまらせたのは次の言葉だった。

「兵たちが武勲をたてる機会を、その宝剣で奪うのですか」

　ギネヴィアはかっとなって頰を赤く染めた。そのようなことは考えもしなかったのだ。

「兵たちのたてた武勲が、すなわち殿下の武勲でございます」

「そうね。横取りはよくないわね……」

　反省したギネヴィアは、ウィルを傍らに控えさせて、この場に留まったのである。

　ジャーメイン軍の中央本隊は、後退を重ねながら必死に抵抗を続けているが、ギネヴィア軍の猛攻の前に一隻、また一隻と数を減らしている。もう彼らは十隻も残っていない。

　さきほど、ようやくジャーメイン軍の右翼が駆けつけてきたのだが、ほとんど同時にブリューヌ軍も現れたため、戦況に大きな変化は現れなかった。ブリューヌ軍はギネヴィア軍の後ろについて、ジャーメイン軍の別働隊を攻めたてている。

　ジスタート軍と、ジャーメイン軍の左翼はまだ到着していないが、戦が終局に向かっていることは誰の目にもあきらかだった。

　不意に、背後でくぐもった悲鳴が聞こえた。ギネヴィアとウィルは後ろを振り返る。

　全身から水を滴らせて、三人の男が立っていた。

　先頭にいる男は黒を基調とした上着をまとっており、左目を覆う眼帯が印象的だった。彼の手には血に濡れた剣があり、足下には兵士が倒れている。

　彼の後ろに控えている二人の男は、あきらかに異様な気配を漂わせていた。冷酷な殺意を帯びた目が、ギネヴィアに向けられている。

　眼帯の男を見つめて、ウィルが驚きに目を瞠った。

「カルダート……！」

　ギネヴィアは絶句する。敵の指揮官が乗りこんでくるとは、彼女も思わなかった。

「どうやってここまで……？」

「小舟で近づいて、櫂を足場にのぼってきた。船乗りなら造作もないことだ」

　こともなげにカルダートは答えた。彼らはまっすぐ歩いてくる。いま、紅の刃号にはほとんど兵が残っていない。ジャーメイン軍の船に乗りこんでいるためだ。

　カリバーンを手に前へ出ようとしたギネヴィアを、細身の剣を握りしめたウィルが止める。

「ここは私にお任せください。殿下がわざわざ相手をするほどの者ではありませぬ」

「馬鹿なことを言わないで」

　ギネヴィアは強い口調で叱りつけた。剣を振るっての戦いになると、この老将はすぐに息切れしてしまう。数も敵の方が多い。彼を戦わせるわけにはいかなかった。

「殿下を危険にさらしたという罪を、この老骨に背負わせるおつもりですか」

「あなただけを戦わせるのは、私にとって不名誉でしかないわ」

　部下ひとり守れないようでは、カリバーンを手にする資格などない。ギネヴィアはカルダートたちを睨みつけながら、頑なな態度を崩さないウィルに小声で聞いた。

「もしかして、あの男の父の死に責任を感じているの？」

「まさか。子供の相手をするのは大人の務めであるというだけです」

　ウィルは笑って答えたが、その声にいくつもの感情が複雑に入りまじっていることを、ギネヴィアは感じとる。彼を止めることはできないと、悟らざるを得なかった。

「わかったわ。二人で戦いましょう」

　カルダートたちは二人から数歩の距離を置いて、足を止めた。鋭い眼光とともに、カルダートは怒りと憎しみに満ちた言葉を叩きつける。

「なぜ、紅い霧ともあろう者が父の手柄を奪った。ジスタートの戦姫を退けたのは貴様ではない。俺の父ではないか」

　ウィルの返答は淡々として、簡潔を極めた。

「あの戦では私が指揮官だった」

　カルダートの隻眼が血走って、たぎっていた憤ふん怒ぬがあふれでる。左右に立つ男たちに怒声で指示を出した。

「おまえたちは王女を狙え！」

「お下がりください、殿下！」

　ウィルはギネヴィアを後ろへ突き飛ばす。「敵だ！」と、大声で叫んだ。あとは、兵たちが駆けつけてくるまで時間を稼ぐだけだ。

　甲板を蹴ってこちらへ向かってくる二人の男を、ウィルは正面から迎え撃つ。ひとりが繰りだしてきた強烈な斬撃を、剣で受け流した。手首を返し、相手の頭部を狙って斬りつける。だが、その一撃はもうひとりの敵手によって弾かれた。

　反撃とばかりに、男のひとりが鋭い蹴りを放つ。その蹴りを肩で受けようとして、ウィルはとっさに判断を変えた。船の揺れに合わせて身体を傾ける。

　大気を裂く音がして、ウィルの顔の横を鈍色の輝きが貫いた。男は靴の爪先に細身の刃を仕込んでいたのだ。

「ただの戦士ではなく、そういう手合いか」

　体勢を立て直そうとしたところに、もうひとりが襲いかかってくる。彼は右手に剣を持ち、左手に針のようなものを握りこんでいた。

　男が突きだした剣を、ウィルは受けとめる。船が揺れた。同時に、相手の左手が光を放つ。直後、ウィルは頰に痛みを感じた。相手の投じた針が刺さったのだ。

　揺れに救われた。男を剣で突き放しながら、ウィルは大きく息を吐く。いまのは目を狙った攻撃に違いなかった。

　獣のように吼えながら、カルダートが正面から突進してくる。ウィルも気合いの叫びをあげて迎え撃った。刃と刃が衝突して、潮風を火花で焼き焦がす。押しあいになった。

　男たちがウィルの両脇を駆け抜けたのは、このときだ。ウィルは息を呑んだ。すぐにでも彼らを追いたいが、ここでカルダートに背を向ければ一撃で斬り伏せられる。

「よそ見をしている場合か！」

　カルダートが叫んだ。彼の剣技は荒削りだが、一撃一撃に勢いがある。十合も撃ちあうと、ウィルの呼吸は苦しげなものになっていた。幾筋もの汗が彼の顔を伝う。

「父の魂に罪を詫びながら死んでいくがいい！」

　ウィルの左目を狙って、カルダートが剣を突きだした。ウィルは身体をのけぞらせながら、相手の刃に自身の剣を当てて、滑らせる。ひねって、カルダートの剣を巻きあげた。

　ところが、ここでウィルにとって計算違いの出来事が起きた。疲労のせいか、彼の手から剣が抜けたのだ。二本の剣は絡みあって宙を舞い、二人から離れたところに落ちる。

　おたがい徒手になった。そう思ったのは、ウィルだけだった。

　カルダートは毒気に満ちた笑みを浮かべると、己の左手をつかんで引っ張る。左腕が肘のあたりで外れて、乾いた音をたてながら甲板に転がった。義手だったのだ。そして、肘の先ぐらいまでしかない本来の腕からは、鈍にび色いろの刃が突きでていた。

　だが、カルダートはすぐには攻撃に移らなかった。二人の間を吹き抜けた潮風が、くぐもった悲鳴と微量の血ち飛沫しぶきを運んできたからだ。ウィルを警戒しつつ、彼は視線を動かした。

「――思った以上に手こずらせてくれたわね」

　予想外の光景に、カルダートは愕がく然ぜんとする。彼が見たものは、血溜まりの中に倒れている二人の刺客と、戦士としての表情でこちらを見据えるギネヴィアの姿だった。

「本当に、あのギネヴィア殿下なのか……？」

　ウィルへの怒りさえも忘れて、カルダートは驚愕のつぶやきを漏らす。彼にとってギネヴィアは、遊びまわってばかりで秀でた能力などない王女だった。手練れの刺客と戦って打ち勝つ技量など、持ちあわせていないはずだったのだ。

　そのとき、風を切って一本の矢が飛来する。動揺がカルダートの反応を遅らせた。左脚を矢に貫かれた隻眼の海将は、苦痛の呻きを発してその場に膝をつく。

　ギネヴィアは彼に歩み寄ると、カリバーンの切っ先を喉元に突きつけた。

「殺せ」と、カルダートは吐き捨てる。ギネヴィアは冷然と、その要求をはねのけた。

「あなたは負けたのよ。どうして私に命令できると思うの」

　言い終えると同時に剣を引いて、ギネヴィアはカルダートの顔面を蹴りとばす。鼻から血を噴きだして倒れたカルダートに、すかさずウィルがのしかかった。上から押さえつける。

「ご苦労様、ウィル」

　ギネヴィアは老将をねぎらった。カルダートを蹴りとばしたのは、彼が命を捨てる覚悟で襲いかかってくる気配を見せたからだ。剣を突きつけるよりも、動きを封じるべきだった。

　風で乱れる黒髪をおさえて、ギネヴィアは視線を転じる。隣に味方の船が並んでおり、そこには長弓をかまえたハミッシュの姿があった。矢を放ったのは彼だったのだ。

　ようやく騒ぎを聞きつけて、船に残っていた兵たちが現れる。ウィルに代わってカルダートを押さえつけると、彼の左腕から伸びている刃を叩き折った。駆けつけることが遅れたのを平へい身しん低てい頭とうして謝罪する彼らを、ギネヴィアは鷹おう揚ような態度で許す。

「私たちに油断があったのも事実。今回は不問とします。それから、この男は決して死なせてはなりません。扱いにはくれぐれも気をつけるように」

　さらに、カルダートを捕らえたことを大声で知らせるように、ギネヴィアは命じた。これで味方は勢いづき、敵は総崩れとなるだろう。

　仲間の遺体を運び、カルダートを連れていく兵たちを見送りながら、ウィルが言った。

「殿下、カルダートを捕らえた手柄はハミッシュ卿のものとなさいませ」

　彼の意図を察して、ギネヴィアは眉をひそめた。

　ハミッシュはエリオットの忠臣であり、ギネヴィアとは距離を置いている。そのような男でも、武勲をたてれば正しく評価するという姿勢を見せる、いい機会だった。ハミッシュがギネヴィアへの態度を変えなかったとしても、他の諸侯や兵の意欲を引きだすことにつながる。

「あなたはそれでいいの？」

　眉をひそめるギネヴィアに、ウィルは口元に皺を寄せた、苦みのある表情でうなずく。

「私は殿下の傍らにあって、この戦場の指揮を執った。それだけで充分すぎるほどです」

「わかったわ……」

　釈然としない気持ちはあったものの、ギネヴィアは承諾した。戦場に視線を向ける。敵の掃討と追撃は、兵たちに任せてよいはずだ。ウィルも黙って味方の動きを見守っている。

　さりげない口調で、ギネヴィアは傍らの老将に切りだした。

「なぜ、カルダートの言葉を認めたの？」

　戦姫を破ったのはカルダートの父であり、ウィルはその手柄を奪ったのだという台詞。それをウィルは否定しなかった。もしも事実ならあるまじきことだ。

　聞かれることを予想していたのか、ウィルの態度は変わらず落ち着き払ったものだった。

「少し長い話になりますが、よろしいでしょうか」

　ギネヴィアがうなずくことで先を促うながすと、ウィルは遠くを見るような目をした。

「五年前、私は北の海域――アスヴァール島の東に広がる海で、ジスタート軍と戦いました。ことの発端は、ささいなことでした」

　アスヴァール島とジスタートの間には、無数の島が点在している。

　それらの島々について、どこかの国が領有権を主張したことはほとんどない。管理の手間と費用を考えると、あまりに割に合わないからだ。そのため、共同して使うものという暗黙の了解が、いつのまにかできあがっていた。

　とある島にジスタートとアスヴァールの軍船がそれぞれ停泊したとき、よりよい場所を巡って両者は争った。はじめはどちらも話しあいで穏便にすませようとしたのだが、口論になり、睨みあいになり、殴りあいになって双方に負傷者が出た。

　加えて、ちょうど運悪く島を暴風が襲い、死者が出た。

　おたがいに引っこみがつかなくなった。

「相手が場所を譲らなかったのが悪い、もはや一戦も辞さぬという雰囲気になり、さらにジスタート産の毛皮や木材の値が高すぎるのではないかという話まで出て、出兵が決まりました。あとから知ったことですが、ジスタートもおおむね似たような状況だったようです」

　ザカリアス王は、ウィルを指揮官に任命した。

　ジスタートは、『雷渦の閃姫イースグリーフ』の異名で呼ばれるルヴーシュの戦姫を指揮官に据えた。

「船団の操り方においては、私に一日の長がありました。相手の船を二、三割ほど沈めるか、行動不能に追いこみました。――ときに殿下。戦姫の恐ろしさとは、何だと思いますか」

　唐突な問いかけに、ギネヴィアは眉をひそめた。潮風が彼女の黒髪をなびかせる。

　すぐには答えられずにいると、ウィルは畏怖を帯びた声で、彼の考える正解を告げた。

「一個の戦士として、桁外れの強さを備えていること。それに尽きると私は考えます。彼女たちは単騎で戦局を切り開き、難局を打開する。そのような真似まねができる」

　ギネヴィアは、彼女の知る二人の戦姫を思い浮かべた。ミラとソフィーがデュリス攻略において見せた勇戦ぶりは、たしかに並みの騎士の及ぶところではない。

「カルダートが、もしも私と殿下の二人がかりでも太刀打ちできぬほどの戦士であったなら、私は首を落とされ、殿下はこの船を捨てて逃げざるを得なかったでしょう」

　たとえ話のはずなのに、ウィルの声は実感をともなっていた。ギネヴィアの背筋を、冷気をまとった戦慄が滑り落ちる。小さく息を吸って、彼女は慎重に尋ねた。

「あなたと戦った戦姫は、あなたの船に乗りこんできたのね？」

　船団を率いての戦には負けても、指揮官であるウィルを討てばジスタートの勝利となる。

　そのときの光景を思いだしているのか、硬い表情で老将はうなずいた。

「同じ人間とは思えませんでした。戦姫は海面に浮かんでいた船の残骸を足場にして飛びまわり、櫂の上を駆け抜けて、たったひとりで私と兵たちの前に現れたのです。戦姫を迎え撃った兵たちの中に、カルダートと、彼の父のアリンガム卿がいました」

　ギネヴィアは目を瞠る。ウィルは乾いた声で続けた。

「他の兵たちが戦姫に触れることもできずに打ち倒される中、アリンガム卿は戦姫の攻撃に耐え抜き、そればかりか手傷まで負わせました。このことに加えて、おそらく考えていた以上に戦いが長引いたのでしょう、戦姫は私を討つことを諦めて、引きあげました」

　戦姫が去ったあと、ウィルは血まみれで倒れているアリンガムを抱き起こした。しかし、彼はもう息をしていなかった。カルダートは左目を失い、左腕を深く斬られていた……。

　話を終えて息を吐きだすと、ウィルは教師めいた表情で王女に問いかける。

「戦姫を破ったという名声は誰の手に帰すべきだと、殿下はお考えになりますか？」

　ギネヴィアは答えられず、紅の瞳に迷いをにじませて老将を見上げた。

　ウィルは船団を指揮しての戦いにおいて、戦姫を破った。

　アリンガムたちは身命を賭して、戦姫を阻はばんだ。ウィルが討たれていたら負けていたのだから、彼らこそが戦姫を破ったという見方も成立するだろう。

「戦のあと、私はアリンガム卿のことをザカリアス陛下に申しあげました。陛下はすべてを聞いたあと、おっしゃいました。戦姫を破った武勲は、指揮官であるおぬしのものだと――」

　ザカリアスの判断は間違ったものではない。しかし、ウィルの表情にやるせなさがにじんでいるのを、ギネヴィアは見てとった。

「何か理由があったの？」

「アリンガム卿は大陸の気き風ふうを好んでいました」

　ウィルの答えは婉えん曲きよく的てきなものだったが、ギネヴィアはすぐに理解した。

　父王は、大陸の伝統や風習を重んじる派閥と、島のそれを尊ぶ派閥の均きん衡こうを保つのにいつも苦労していた。前者に死せる英雄を与えるよりは、派閥争いにあまり関心を持たないウィルに名誉を与えることを、ザカリアスは選んだのだ。

「陛下のなさったことをお恨みはしておりませぬ。私も一軍を率いる身であり、自負心もあれば欲もある。アリンガム卿のみが讃えられていたら、不満を抱いたでしょう。ただ、カルダートの言葉を否定することもできませぬ」

　ギネヴィアが言葉を発せずにいると、ウィルはわずかな間を置いて続けた。

「ひとりで船を動かせぬように、ひとりで戦はできませぬ。しかし多くの場合、輝かしい勝利の名声は指揮官ひとりのものとなる。指揮官は、部下の武勲を奪うのです。『万の兵の死が数多の武勲を生みだし、アルトリウスを偉大なる王にした』と言われるように」

　ギネヴィアはウィルから視線を外して、戦場を見つめる。ようやくジスタート軍がこちらに合流した。ジャーメイン軍左翼も本隊にたどりついたようだ。強風は東から西に向かって吹き荒れたため、中央より西にいた両者は流されてしまい、来るのが遅くなったのである。

「私には、正しい答えがわからないわ」

　苛いら立だちから眉をひそめ、口をとがらせて、ギネヴィアはぽつりと言った。

　本音をいえば、戦姫を破った名声は、やはりウィルにこそふさわしいと思う。だが、アリンガムが、戦姫に打ち倒された者のひとりとしてのみ語られるのも、違うと感じるのだった。

「それでよろしいのです」

　主と同じく戦場に目を向けながら、ウィルは表情を緩めた。

「こういう問いに間違った答えはあっても、正しい答えはございませぬ。かといって答えを出さずにいると、たいていの場合、より悪い結果を導きます。指揮官とはそういうものであるという自覚を忘れずに、手探りで進んでいくしかありません」

　あなたが王であろうとするなら。ウィルが声にしなかったその言葉を、ギネヴィアはたしかに聞きとった。決意をこめて、小さくうなずく。

　ふと、ウィルが前に一歩踏みだした。眉間に皺を寄せて、前方を睨みつける。ギネヴィアも彼の視線を追ったが、紅の刃号の前には味方の船が並んでいるだけだ。逃げる敵への追撃は、もっと先の方で行われている。いまも、悲鳴や水音がかすかに聞こえていた。

「どうしたの？」

「掃討戦の様子が、少し……。説明しづらいのですが、風の音が変わったというか」

　不安からか、それとも自信がないのか、ウィルの声は弱い。

　ギネヴィアは目を閉じて、聞こえてくる音を拾うことに意識を集中する。たしかに、さきほどとは何かが違うように思えた。

「船を前に進ませてみましょうか」

「それはやめましょう。カルダートが最後のひとりとはかぎりませぬゆえ」

　黒髪の王女の思いつきは、即座に却下されてしまった。

　ウィルの判断は正しかった。それから一千を数えるほどの時間が過ぎたころ、紅の刃号にひとつの報告がもたらされたのである。逃げるジャーメイン軍を追撃していた船のうち、争うように先頭を進んでいたギネヴィア軍三隻、ブリューヌ軍一隻が撃退されたと。

「ジャーメイン軍の殿しんがりを務めていた数隻の船が、すさまじい数の矢を、途切れることなく射かけてきたのです。船を操る腕も巧みで、甲板にいた兵や船乗りの七割以上が……」

　ギネヴィアの顔からは血の気が引き、ウィルは絶句してその場に立ちつくした。

　戦いには勝利をおさめたものの、最終局面においてギネヴィア軍とブリューヌ軍は、予想外の犠牲を出したのである。
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　ジャーメイン軍が逃げていく。傷つき、疲れ果てた敗残兵の群れと化して。

　彼らが通ったあとの海面には、捨てられた武器や鎧、樽や木箱の残骸、戦いで壊された船の破片などが浮かんで、その航跡をおぼろに浮かびあがらせていた。

　彼らは死体まで捨てようとはしなかったが、海面を漂っている仲間を引きあげることもしなかった。敵が、執拗に自分たちを追ってくるからだ。円卓の騎士の名をつぶやき、生者の幸運と死者の魂の安あん寧ねいを祈るのが、彼らにできる精一杯のことだった。

　殿を任されたのは、合流を果たしたばかりのジャーメイン軍左翼だった。合計十九隻の船団を統率しているのはタラードである。もうひとりの指揮官はミラに討たれていた。

　ティグルによって撃退されたあと、彼はジスタート軍と積極的に戦おうとせず、牽制を繰り返しながら様子をうかがっていた。戦場が恐ろしい強風に襲われたあとは、異変を察知して、中央の本隊に急いで向かった。

　だが、たどりついたときには勝敗は決していた。指揮官のカルダートが敵軍に捕らえられたことも、タラードはそのときに知った。

「ひどいものだ、どいつもこいつも」

　ともかく殿を任された以上、タラードは旺盛な戦意をむき出しにして襲いかかってくるギネヴィア軍とブリューヌ軍を、何とかしなければならなかった。彼らは勝利に酔い、武勲をたてようと、勢いよく波を切って突き進んでくる。喊声にも張りがあった。

　タラードは五隻の軍船を率いて、敵を迎え撃った。いずれも弓兵を三列にわけて並べている船である。ジスタート軍と睨みあっている間に、矢は充分に補充してあった。

　この五隻は、期待通りの戦果をあげた。

　ギネヴィア軍やブリューヌ軍の先頭にいた船の兵たちは、機会があれば相手の船に乗りこもうと考えて、船首に集まっていた。タラードはそこへ矢の雨を浴びせたのである。

　負け犬の健気な抵抗などと笑っていた兵たちは、百を数えるころには身体中に矢を突きたてられて、甲板に転がったのだった。

「――何だ。ちゃんと通じるじゃあないか。危うく自信を失うところだった」

　船の上でその光景を見たタラードは、碧い瞳を輝かせて満足そうに笑った。

　不敵な表情を浮かべて、タラードは連合軍の様子を見る。

　先頭の四隻が返り討ちに遭ったことで、後続の船は戸と惑まどったように前進を止めていた。何が起きたのかまだわかっておらず、他の船に衝突して混乱を起こしている船もある。

「そろそろ退くか。しかしバルベルデに戻ったら、また誰かが処刑されているかもしれんな」

　このときのタラードの声は、皮肉を多分に含んでいた。それがまずかったのだろう、この言葉を耳にした部下のひとりが、バルベルデに帰還したあと、タラードは王子に対して批判的であると密告することになる。

　タラードは、いまなお追撃の気配を見せているギネヴィア軍を弓矢で牽制して、戦場から徐々に遠ざかっていった。

　紅の刃号で報告を受けたギネヴィアは、これ以上の追撃はしないようにと言い、海に漂う味方と、そしてジャーメイン兵の救出を命じた。

　煌めきの覇軍の恐ろしさは、逃げていく敵に植えつけた。今度は次代の統治者を目指す者として、慈悲を見せる番であった。

「それに、同じアスヴァール人だもの。助けられるなら、助けたいわ」

　この戦場では敵と味方にわかれて戦ったウィルとカルダートだが、五年前は肩を並べてジスタート軍と刃をまじえたのだ。そのことが、彼女をいくらか感傷的な気分にさせていた。

　ジャーメイン兵の救出には、ジスタート軍も積極的に協力した。

　ソフィーにはアスヴァール諸侯の知己が幾人もいる。彼らとの良好な関係を維持するためにも、こういったことをおろそかにするべきではなかった。兵の中には不満を持つ者もいたが、戦姫の命令に逆らうわけにはいかない。彼らに救われたジャーメイン兵は少なくなかった。

　こうなるとブリューヌ軍も黙って見ているわけにはいかず、ギネヴィア軍やジスタート軍を手伝う形で、海に落ちた者の救出を行った。

　どうして敵まで助けなければならないのかと抗議する騎士に、ロランはこう答えた。

「沈んでいくのは、俺でもつらかったのでな」

　その騎士は一言もなかったという。

　こうして、マリアヨの海戦は幕を閉じた。

　煌めきの覇軍は無人の船を除いて十隻の船を失い、二千を超える死者と、同じ数の負傷者を出した。敵の数が倍であったことを思えば、劇的な勝利といっていいだろう。

　一方、ジャーメイン軍が失った船の数は四十を超える。三十隻以上の船を沈められ、十隻近くを煌めきの覇軍に奪われたのだ。死者は五千弱、負傷者は約七千、捕虜になった者は約三千というありさまだった。

　竜炎号の甲板でその報告を聞いたミラとソフィーは、顔を見合わせた。

「どう思う？」

「仕方のないこととはいえ、あまりありがたいことではないわね」

　煌めきの覇軍とジャーメイン軍の兵力差を考えれば、これぐらいの打撃を与えてもなお足りないところではある。だが、アスヴァールの海軍が弱体化すれば、海賊が跋扈するのだ。そうなると、ジスタートにも被害が及んでしまう。

「勝たなければならないけれど、勝ちすぎてもいけない。難しいものね」

　頰に手をあてて、ソフィーは深いため息をついた。

　ジャーメイン軍の一部はマリアヨに逃げたが、大半は西にあるナビアの港町へ向かった。

　兵の救出を終えた煌めきの覇軍は隊列を整えて颯爽と行軍し、日が沈む前にマリアヨの町に到着する。マリアヨは抗戦の意志を見せずに、ギネヴィアたちを受け入れた。

　煌めきの覇軍は、大陸に橋頭堡を築いた。
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　リュドミラ＝ルリエが目を覚ましたのは、朝と呼ぶにはいささか遅い時刻だった。

　ベッドの上で身体を起こし、軽く伸びをする。熊の毛皮を使った毛布は暖かく、肌着しか身につけていなかったにもかかわらず、寒さを感じなかった。

――この国に来てから何度も思ったことだけど、やっぱり地面の上だとよく眠れるわ。

　もう四半刻ほど眠りたい気分だったが、窓を見れば、カーテンの隙間から明るい陽光がこぼれている。立ち上がってカーテンを開けると、晴れ渡った蒼い空の下に、紺碧の海が広がっていた。船着き場は煌めきの覇軍ヴァルセレートスの船団に埋めつくされているが、港はにぎわっている。

　ミラは視線を転じて、ベッドのそばの壁に立てかけた己の竜具ヴイラルトを見た。

『破は邪じやの穿せん角かく』の異名を持つラヴィアスは静かにたたずんでいたが、ミラの視線に応えるように、穂先に埋めこまれた紅玉を輝かせる。ミラは微笑を返した。

「そうね。今日も頑張りましょうか、ラヴィアス」

　ここはマリアヨの町の、港に近い屋敷の一室だ。

　昨日の夕方、煌めきの覇軍を名のる三ヵ国連合軍はこの町に入った。

　ギネヴィアは町の長と交渉して、三つの屋敷と、いくつかの宿屋や神殿を借りた。屋敷はそれぞれ三ヵ国の指揮官たちの居館として扱い、宿屋や神殿は兵や船乗り、漕ぎ手たちが寝泊まりする場所として使うのだ。町の長としても、軍との混乱や衝突を避けられるのであれば、断る理由はない。喜んで承諾して、夜になる前にすべて用意した。

　そのあとギネヴィアは武勲のあった者たちを讃え、褒美を約束した。そして、兵、船乗り、漕ぎ手を問わず、すべての者に麦酒ビエレを振る舞って勝利を祝った。気を引き締めるよりも、結束を強めることを彼女は重視したのだ。マリアヨの一隅は祭りのような騒ぎになった。

　ミラは、兵士や船乗りたちのように通りで騒ぐことはしなかったが、ギネヴィアに食事に誘われ、ティグル、ソフィーとともに出席したのだった。

――食事はとくに問題なかったけれど……。ティグルはだいじょうぶかしら。

　軍衣に袖を通しながら、ミラは昨夜のことを思いだした。食事を終えたあと、ティグルはハミッシュに誘われ、ラフィナックをともなって夜の通りに消えたのである。

「私が戦功をあげることができたのは、あなたのおかげだ」

　王女から武勲を讃えられたハミッシュは何度もティグルに礼を言い、「私は何もしていません」とティグルは応じつつ、笑顔で彼を祝っていた。そのような調子だったので、これはかなり遅くなるのではと、想い人を見送りながらミラは思ったものだ。

――できれば、昨日は二人で戦勝を祝いたかったわね。

　ラヴィアスを持って廊下に出る。奥の方からソフィーが歩いてくるのが見えた。彼女は緑と白のドレスをまとって、竜具であるザートを持っている。おはようとミラは声をかけた。

「おはよう、ミラ。ティグルだったらまだ寝てるわよ」

　あまりに何なに気げない口調だったので、ミラはおもわず「ありがとう」と言いかけた。

「……どうして知ってるの？」

「いま寝顔を見てきたところだもの。可愛かったわ」

　笑顔であっけらかんと答えるソフィーに、ミラは目を丸くする。危うくラヴィアスを取り落としそうになった。

「ど、どういうこと？」

「ガルイーニン卿から聞いたのだけど、ティグルが帰ってきたのは明け方らしいのよ。それで気になってね。ティグルはわたくしの大切な友人だもの」

　青い瞳に衝撃と不安をにじませて、ミラはソフィーを見つめた。戦場にあって恐れを知らない戦姫が、年頃の少女のように狼狽している。

　そんなミラを見て、ソフィーはくすりと笑った。道を譲るように壁へ身を寄せる。

「起こしてくるんでしょ？　夕方からの軍議には遅れないようにね」

「わ、わかってるわよ」

　からかわれたのだと気づいて、ミラは自分の迂闊さをごまかすように大股で歩きだした。

　ティグルの部屋の前に立ち、軽く扉を叩く。反応はない。扉を押してみると、鍵はかかっていなかった。唾を呑みこんで、ミラは足を踏みいれる。

　カーテンがかかっているため、部屋の中は薄暗い。ティグルはベッドに横になって毛布を胸にかけ、静かに寝息をたてていた。

　ミラは静かに扉を閉めて、ベッドに歩み寄る。想い人を見下ろした。

「まったく、呑のん気きに眠っちゃって……」

　ことさらに呆れた口調だが、その表情はティグルへの愛情にあふれている。微笑を浮かべて無邪気な寝顔を見つめていると、ちょっとしたいたずらっ気がミラの胸中に湧いた。

「――ティグル」

　ささやくように呼びかける。ティグルは目を覚まさず、寝息にも変化はない。ほんの少しだけ声を大きくして、もう一度、彼の名を呼んだ。やはり起きる様子はない。

「起きないあなたが悪いのよ……。あなたが悪いんだから」

　言い訳がましくつぶやき、息を殺して、ミラはティグルに顔を近づける。思いついたときのいたずら心はいつのまにか消え去って、緊張と、恥ずかしさと、かすかな興奮とが彼女の心をいっぱいにしていた。

　激しい胸の高鳴りに、手を強く握りしめながら、ティグルの額にそっと口づけをする。

　呼吸を止めて、ゆっくりと唇を離した。熱を帯びた吐息をこぼす。

「まだ起きないのね……。これならどうかしら」

　ミラは再び背中を丸めた。今度はティグルの左右の頰に、順番に唇を押しつける。

　顔を離したとき、彼女は耳まで真っ赤になっていた。口元は緩ゆるみきっている。

「これでも起きないのね。仕方がないわね、もう……」

　昂こう揚よう感かんに満ちた青い瞳が、ティグルの唇に狙いを定めた。唇を重ねたらさすがに目を覚ますのではないかと思って後回しにしていたのだが、ここまでやって起きないのならばだいじょうぶだろう。それにミラ自身、早く唇を重ねたいという想いに突き動かされていた。

　そのとき、ティグルがわずかに首を傾かたむける。ミラはぎくりとして身をすくませた。

　五つ数えるほどの短い沈黙が通り過ぎたあと、ティグルが目を覚まさないことにミラは安あん堵どの息を吐く。あらためて彼の寝顔を見直して、眉をひそめた。

　ティグルの首筋に痣らしきものがある。顔を近づけて、ミラは目を瞠みはった。

　それは、唇の形をした口紅の跡だったのだ。

　驚愕が全身を駆け抜けたあと、昏い怒りが心の奥底からふつふつと沸きあがってくる。

　ソフィーの仕業だろうか。彼女ならばいかにもやりそうだ。だが、酒場でこういう目に遭った可能性もある。明け方まで飲んでいたらしいから。いや、そんなことはどうでもいい。

　重要なのはただちに、跡形もなく、これを消し去ることだ。

　ミラはベッドの上に身を乗りだして、大胆にもティグルの腰にまたがる。体重をかけないように気をつけながら、ティグルの首筋に顔を埋めた。口紅の跡に舌を這わせて、丁寧に、丹念に舐めとっていく。

「だめじゃない。こんなものをくっつけてきちゃ……」

　口紅の味の他に、かすかな雑味を感じる。ティグルの汗だ。口紅の味がしなくなるまで、ミラは舌を動かす。ティグルが起きるかどうかなど、もう頭から抜け落ちていた。

　一度、口を離す。唇から唾液が糸を引いて、途中で音もなく切れた。

　口紅の跡はきれいに消えている。しかし、ミラはそれで満足しなかった。

「宴のときはあれだけ焼き餅焼いたくせに、自分は無防備なんだから……」

　上気した頰を、ティグルの胸元に擦りつける。自分の匂いを彼に移すように。たくましい胸板の感触を堪能すると、ティグルの首筋に唇を押しつけて、すぼめながら強く吸った。これは決してはしたない行為ではない。自分たちは想いを通じあわせているのだから。

　ティグルが顔をしかめ、言葉にならない声を漏らした。だが、まだ眠りの世界からは抜けだしていないようで、身じろぎをしながら、若者は覆いかぶさっているものを押しのけるように両手を伸ばす。右手がミラの腕をおさえて、左手が彼女の胸をわしづかみにした。豊かな乳房を軍衣の上から撫でまわし、正体をさぐるように揉みしだく。

　喉の奥まで出かかった声を、ミラはどうにか呑みこんだ。ティグルの手を引き剝がし、慌ててベッドから降りる。深呼吸をひとつしたところで、ティグルが目を開けた。

「……おはよう、ティグル。昨日はずいぶんとお楽しみだったみたいね」

　そう言って笑いかけたとき、そこにいるのはいつものリュドミラ＝ルリエだった。





　　　　　　　†






　屋敷を出たティグルとミラは、デュリスのときと同様、ここでも旅人を装って町の中を歩いていた。もちろんミラはラヴィアスを布で覆って隠している。

　昼近くということもあってか、人通りは多い。昨日の朝まではジャーメインの支配下にあったのだから、町の者たちは息を潜めてこちらの様子をうかがっているかもしれないとミラは考えていたのだが、彼らは昨日と変わらぬ日常を過ごしているように見える。

　もちろん連合軍の兵士をもの珍しげに見る子供や、そんな子供を引っ張って歩き去る母親、兵士を睨む船乗りたちの姿などもあるのだが、衝突を心配するほど険悪な雰囲気ではない。

「ギネヴィア殿下も、ロラン卿も、兵をしっかり統率してくれているみたいだな」

　いくつかの大きな屋敷を除けば、建物の壁は花か崗こう岩がんを乱雑に積み重ねたものが多い。港に面している建物もそうなので、潮風に強い石なのだろう。そうした壁に、薄い板状の石を重ねて葺ふいた屋根が並んでいるさまは、ティグルたちに華やかさよりも素朴さを感じさせた。

　二人は一軒の酒場を見つけて入った。

　こぢんまりとした店で、テーブルは半分以上埋まっている。活気に満ちた声が飛び交い、給きゆう仕じの娘が忙しく動きまわっていた。よく焼けた肉や魚の匂いが二人の鼻をつく。
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　空いているテーブルにつくと、給仕の娘が注文を取りにきた。ミラが果実水クヴアースといくつかの料理を注文すると、娘はおおげさに首をかしげる。

「麦酒はいらないの？」

「ごめんなさいね。こっちの男は飲み過ぎて二日酔いなの」

「それは残念ね。うちの一番人気は麦酒で、その次が牛の肉を麦酒で煮込んだシチューなの。今度は酔いが抜けたときに来てちょうだいな」

　娘が歩き去ると、ミラはティグルに向き直る。苦笑まじりに聞いた。

「それで、昨夜はどれだけ飲んだのよ」

「言うほど飲んじゃいないよ。ただ、麦酒以外にアスヴァール産の林檎酒サガルドやら火酒ウオトカやらを飲んでな。あとはジャガイモと鱈たらとそら豆の揚げものをかじってた。ところで……」

　いくらか真面目な表情になって、ティグルは話題を変える。

「まだ少ししか歩いていないが、この町について君はどう思う？」

　ティグルが声を落として尋ねると、ミラは顔をしかめる。

「そうね……。悪い印象はないけれど、デュリスの港町には見劣りするわ」

「君もか。俺もそう思う。のんびりとして、いい町だとは思うんだが」

　デュリスについて、二人は焼き払われた姿しか知らないといっていい。だが、それでも町の中を歩きまわってみると、諸国の交易船が訪れるにふさわしい有数の港町だと思えた。

　マリアヨもしっかりした町ではあるが、デュリスにくらべて規模がだいぶ小さい。

「だとすると、ここを拠点にするつもりはないのかもしれないわね」

「そう願いたいな。いまの俺たちの兵力じゃ、この町を攻められたら守りきれない」

　港町を守るには、陸にも海にも兵を置かなければならない。現在、連合軍の兵は負傷者を加えても八千以下である。一方、ジャーメイン軍はまだ数万の兵を抱えているはずだった。

「深刻ぶっても仕方ないな。殿下も何か考えているはずだし、それを聞いてから話しあっても遅くないだろう」

　気分を切り替え、明るい調子でティグルが言うと、ミラも笑顔でうなずいた。

　ちょうど料理が運ばれてくる。鱈と貝と海キャベツのスープにカラスムギの粥かゆ、羊肉と大豆の炒めものや林檎の果実水などがテーブルに並んだ。ティグルはミラに礼を言って、スープを口に運ぶ。まだ疲れの残っている胃にスープや粥はありがたかった。

「それにしても、スープも粥も不思議な味だな。塩が違うのかな」

「――それは海水からつくった塩ですわ」

　横合いから声をかけられ、ティグルとミラはそちらに顔を向ける。

　二人の視線の先には、ギネヴィアとロランが立っていた。思いもよらない遭遇にティグルとミラは愕がく然ぜんとしたが、それ以上に驚かされたのは二人の格好だった。

　ギネヴィアは白を基調としたドレスの上に、黒い外套をまとっている。艶やかな黒髪も、白い髪飾りも普段通りだ。彼女の顔を見たことがある者ならば、すぐに気づくだろう。

　ロランも同様で、黒を基調とした服の上に毛皮の外套を羽は織おり、飾り気のない剣を腰に下げている。精せい悍かんな印象を与える顔だちと、鍛え抜かれた長身はおおいに目立っていた。

　ティグルはそっと店内の様子をうかがう。案の定、客の半分以上がこちらに好奇の視線を向けていた。この組みあわせで人目を引かないはずがない。

「このようなところであなたたちと会えるとは思いませんでした。私たちもお昼はまだなんです。ごいっしょしてもよろしいですか？」

　そんなことを言いながら、ギネヴィアはこちらの答えを待たずに手近な椅子を引き寄せる。断られるとは微み塵じんも思っていない態度を、無邪気で天てん真しん爛らん漫まんと思うべきか、尊そん貴きの血を引く王女らしいと考えるべきか、ティグルは悩んだ。ミラも額を手でおさえている。

「邪魔をしてすまない。まさか貴殿らがこの店にいるとは思わなかった」

　窮きゆう屈くつそうに椅子に座りながら、ロランが小声で謝罪する。「それはかまわないのですが」と言葉を返しつつ、ティグルは彼に聞かずにはいられなかった。

「その、どうしてここに？　それに、その格好は……」

「素性を隠して町を見てまわりたいので同行してほしいと言われてな。私は護衛でもあり、剣は手放せない。傭兵を装うのがもっとも無難に思えたのだ。通りを歩いていて、人さらいではないかと二度ばかり疑われたが……」

　素性を隠すという言葉の意味について問いただしたかったが、ロランの顔に疲労が浮かんでいるのを見て、ティグルは言葉を呑みこむ。おそらく彼を責めるべきではなかった。

　二人の男の隣では、得意満面のギネヴィアがミラに対して胸を張っている。

「どうでしょう。変装というのははじめてなので、旅人に見えるかどうか心配なのですが」

　ミラは苦笑いを返すことしかできなかった。外套だけで化けられると思わないでほしい。

　給仕の娘が注文を取りにくる。当然ながら、彼女はギネヴィアとロランに不ぶ躾しつけな視線を向けた。ティグルは二人の食事をてきとうに注文したあと、皮袋から大きめのアスヴァール銀貨を取りだして、すばやく娘に渡す。詮せん索さくしないでくれという意味だ。

「この子はいいところのお嬢さんでね。俺たちは彼女をデュリスへ連れていくんだ」

　わざとらしく付け加える。戦を逃れてアスヴァール島へ行こうとする諸侯がいるだろうと考えての言葉だ。ギネヴィアの気品と美貌は隠しようもない。ロランの厳いかつさも。それに合わせて話をこしらえるべきだった。

「そりゃ大変ね。まあ、逃げられるなら逃げた方がいいわ」

　娘は銀貨をスカートのポケットにしまうと、「あんまりよそのお客さんにかまうもんじゃないの」と陽気な声を張りあげて、厨房へ歩いていく。一連のやりとりを不思議そうな顔で見ていたギネヴィアが、声を落としてティグルに訊いた。

「ティグルヴルムド卿。いったい何を考えているのか聞かせていただけますか？」

「もちろんお答えしますが、ここではティグルと呼んでください。『卿』はいりません。それから、あなたのことはどう呼べばいいでしょうか」

　変装したつもりなら、偽名を用意しているはずだ。真面目くさった顔でティグルが訊くと、ギネヴィアは誇らしげにうなずいた。

「ええ。私のことはコルチカムと呼んでくださいな」

　それは偽名だろうかとティグルは内心で首をかしげた。彼女の正式な名は、ギネヴィア＝コルチカム＝オフィーリア＝ベディヴィア＝アスヴァールである。だが、そこまで言及していくときりがなさそうなので、気にしないことにした。

「わかりました。まず申しあげますが、あなたたちはずいぶんと目立っています」

　ギネヴィアは冗談だと受けとったらしく、口元に手をあてて楽しそうに笑った。

「何を言うのです。いまの私はどう見ても旅の娘でしょう」

「旅の娘は、外套の隙間から白絹のドレスを覗かせるようなことはしません」

　容赦なくティグルは指摘する。ギネヴィアは外套のずれを直したが、いまさら遅い。

「だから、アスヴァール島に逃げようとしているいいところのお嬢さんだと言ったんです。誰かに聞かれることはないと思いますが、覚えておいてください」

「ロラン卿は、腕の立ちそうな用心棒というところですね。誰かに話を聞かれそうなところでは、でん……コルチカムのことを、お嬢さんと呼んだ方がいいでしょう」

　ミラが途中から引き継いで、完成させる。二人は視線をかわしてうなずきあった。

　三年前、ティグルがオルミュッツで生活していたころ、二人はお忍しのびで町に出るとき、いろいろな設定を考えては楽しんでいたのだ。こういった作り話は慣れたものだった。

「町を見てまわりたいというのは……」

　ティグルが尋ねたとき、隣のテーブルで食事をしている男たちの会話が聞こえてきた。

「戦に勝ったギネヴィア王女様って、どういう方なんだろうな」

「よくわからんが、聞いた話じゃ旅がお好きな方らしい。島だろうと大陸だろうとお供を連れて気ままにまわっておられるとか」

「そうじゃなくて、俺たちの町に何をするのかだ。エリオット王子は常々、この町を海賊に襲わせるだの、焼き払うだのと物騒なことを言ってたからな」

　ギネヴィアは口を引き結び、真剣な表情で聞き耳を立てている。露骨なほどに。

――そういうことか。

　自分たちをマリアヨの住民がどう思っているのか気になって、自ら町に繰りだしたということらしい。王女らしからぬ身軽さには感心するしかない。

　注意深く聞いてみれば、別のテーブルでも煌めきの覇軍について語りあっている。

「ギネヴィア王女はこの町をどうなさるのかね。正直、この町を巡ってジャーメイン王子と戦うなんてのは勘弁してほしいんだが」

「いまのところ、兵たちはおとなしいな。略奪もないし……」

「町の長が全面的に降伏したからな。それだけに、ジャーメイン王子がどう動くか……」

「ジャーメイン王子は密告を奨励しているとか、処刑続きだとかいう話だからな」

　そのとき、料理が運ばれてきた。ティグルたちが食べていたものと同じだが、麦酒を使った牛肉の煮込みが追加されている。

「おいしそうですね」

　気を取り直したギネヴィアは、料理の数々を見つめて、手を打って喜んだ。音をたてずにカラスムギの粥をすすり、満足そうな微笑を浮かべる。

「このお粥は島、大陸を問わず食べられるのですが、これは塩の加減がすばらしいですね。山羊の乳がなくてもいくらでもいけそうです」

「山羊の乳を麦粥マナカーシヤに入れてるんですか？」

　ティグルが聞くと、ギネヴィアは上機嫌でうなずいた。

「私は山羊の乳が断然いいと思うのですが、蜂蜜を入れる者も多いですね。他には、島の南部だと擂りおろした林檎だったり、海に近いところだと小魚の燻製だったり……」

　次いで、ギネヴィアは二股の串を使って羊肉を口に運ぶ。カラスムギの粥をすすったときもそうだったが、作法通りの上品な仕草だ。

「こちらはちょっと塩を使いすぎている気がします。私の好みは塩をおさえめにして、もう少し薬草をきかせたものなのですが……」

　彼女の感想に、今度はミラが驚いた顔で尋ねた。

「コルチカムは、こういう食事を口にしたことがおありだったんですか？」

　おかしなことを聞いてくるという顔で、ギネヴィアは答える。

「ええ。私が円卓の騎士のゆかりの地をまわっていたことは知っているでしょう。まさか料理人を連れ歩くわけにもいきませんし、村や町に立ち寄って食事をしました」

「今日みたいに、店に入ったことも？」

　質問を重ねるミラに、ギネヴィアは首を横に振る。

「いえ、その町や村の長の家か、神殿のどちらかで食事をいただいていました。従者たちがパンや串焼きを買ってきて、皆で馬車の中で食べたこともありましたね。それが何か？」

「たいしたことじゃありません。あなたの食べかたがきれいだと思ったので」

　微笑を浮かべてティグルが答えると、ギネヴィアは不思議そうに聞いた。

「褒められていると思っていいのですか？」

「もちろんです。ただ、あなたが旅人を装うのは、やはり難しいと思いました」

　次は別の手を考えましょう。ティグルがそう言ったとき、ギネヴィアがふと首をかしげた。

「あなたの首筋に、痣のようなものがありますね。何かあったのですか？」

　ぎくりとするミラの隣で、ティグルはまったく気づかなかったというふうに、「このあたりですか」と首をさすった。

「昨日は遅くまで飲んでいたので、たぶんそのときについたのでしょうね。痣だとしても痛みはありませんし、問題ないと思います」

　ティグルとギネヴィアが笑いあう光景を、ミラは息苦しい沈黙とともに見つめたのだった。







　酒場を出たときには、昼をだいぶ過ぎていた。

　ティグルとミラはギネヴィアたちに同行して、町の中を見てまわる。

　旅人や商人の数はやはり多くない。彼らはのんびり酒を飲んだり、吟遊詩人の奏でる竪琴の音に耳を傾けたりしながら、連合軍という嵐が過ぎ去るのを待っているようだった。

　いくつかの露店を冷やかして一定の好奇心を満たしたところで、ギネヴィアは町はずれにある高台を指で示した。

「あの場所から、この町を一望できるんです。行ってみませんか」

　反対する者はなく、四人はそこまで歩いていく。道は途中からかなりの傾けい斜しやになったが、ところどころに細い木で組んだ階段があったので、それほど苦労しなかった。

　高台に到着する。ティグルとミラは新鮮な感動を覚えて表情を緩めた。

　眼下に、マリアヨの町並みが広がっている。自分たちが歩いてきた道を目でたどりながら、豆粒のような人々の動きを、ティグルは楽しそうに眺めた。外套を脱いだギネヴィアも同じように町の風景を見下ろしていたが、ふとティグルたちを振り返る。

「――ジャーメインとの戦いに先だって、この町を焼き払うべきだという意見があります」

　前置きもなく、普段と変わらぬ口調で話を切りだした。ティグルは何度か瞬きをし、ミラは眉をひそめる。ロランは仏ぶつ頂ちよう面づらをつくった。

　弱くなってきた陽射しが、四つの影をぼんやりと地面に描いている。ティグルたちの他に、ひとの気配はない。表情にも声にも感情をこめず、ギネヴィアは続けた。

「マリアヨの民が私たちに従順すぎるのが、気にかかるというのです。何かをたくらんでいるのではないか、いっそ後こう顧この憂うれいを断つべきではないかと……。あなたがたは、この町をどうすべきだと思いますか？」

「私は反対です」

　真っ先に答えたのはティグルだった。嫌悪感も露あらわに、若者は続ける。

「この町の民がおとなしく従っているのは、こちらが何もしていないからです。もしも危害を加えるような真似まねをすれば、マリアヨだけでなく、ジャーメイン王子の支配下にあるすべての町や村が私たちの敵となります。それに――」

　そこでティグルは言葉を切ったのだが、ギネヴィアに視線で促うながされて、口を開いた。

「個人的な感情を言わせていただくなら、町を焼くという行為が私は好きではありません。民が平和な日々を送れるよう努めるのが主の仕事だと、父から教わっています」

　ギネヴィアがわずかに唇を動かして、何ごとかをつぶやいた。いいお父さまね。そう言ったように思えたが、声は聞こえなかったのでわからない。

　次に、彼女はロランを見た。黒騎士がすぐに言葉を発さなかったのは、彼なりの誠意によるものだ。もともと饒じよう舌ぜつでもなければ語ご彙いが豊富でもない彼は、自分の考えと思いを形にするのに時間をかけねばならなかった。

「あなたは我が国の王と交渉して、正式に協力をとりつけた方だ。私が指揮するブリューヌ軍は、その意向に従おう。だが――」

　ロランの両眼が鋭さを増す。少なくとも、ギネヴィアにはそう見えた。

「ナヴァール城砦でお会いしたとき、あなたはこう言った。母国の混乱を憂いており、不毛な争いに終止符を打ちたいと考えていると」

「ええ。たしかに言いました」

　ギネヴィアがうなずく。それを確認して、ロランは言葉を続けた。

「デュリスで祝宴を開いたとき、自分たちは等しくアスヴァールの民だとあなたは言った。この町にも円卓の騎士を奉じる神殿があり、あなたが円卓の騎士を誇るように、彼らの伝説を語り継いでいる。これでも、彼らはあなたが守るべきアスヴァールの民ではないのか」

　ギネヴィアは大きく目を見開いて、雷に打たれでもしたかのようにその場に立ちつくす。呆然と黒騎士を見つめた。

　ロランの言葉は、彼女の心を強く揺さぶった。彼は、過去の自分を突きつけてきたからだ。自分が言ったことは、その場の思いつきなどではない。現在の混乱を鎮しずめたいと願った。誰かが動くのを待つのではなく、自ら動いて戦場に立った覇王ブレトワルダゼフィーリアのように。

　忘れていたわけではない。だが、目の前しか見えなくなっていた。

　最後に、ギネヴィアはミラを見る。青い髪の戦姫は腰に手をあてて、呆れたという思いを隠さずに王女の視線を受けとめた。

「あなたはどうしたいの？　この二人の言葉を聞いて、それでもこの町を焼きたい？」

　首を横に振って、ギネヴィアは否定する。ミラは険しい表情で彼女を睨みつけた。

「はじめから素直に頼みなさい。馬鹿な諸侯をおさえるために、同盟相手の力を借りたいと。このおひとよしの二人なら必ず反対してくれると踏んで、話を切りだしたんでしょう。なるべく借りをつくりたくないのはわかるけれど、そういう態度は腹が立つわ」

　おひとよしと決めつけられた二人の男は顔を見合わせる。不本意ではあったが、それを言えば容赦のない反論が返ってくることは疑いないので、黙っておくしかなかった。

「一応、言っておくと、私はティグルヴルムド卿と同じ考えよ。それ以上はいらないわね」

　言うべきことを言ったというふうに、ミラは口を閉ざす。

　風が吹いて、足下の草を揺らした。ギネヴィアは大きく息を吸って、ゆっくりと吐きだす。

「ありがとう」

　ティグルたちに、にこりと微笑みかけた。





　　　　　　　†






　西の空が朱色に染まり、風が冷たさを増してきたころ、ギネヴィアの居館の会議室に、連合軍のおもだった者たちが顔をそろえた。ジスタート軍からはティグルとミラ、ソフィー、ブリューヌ軍からはロランとオリビエ、ギネヴィア軍からはギネヴィアとウィル、そしてアスヴァールの貴族らである。

　壁には何枚もの地図が貼られ、その前にギネヴィアとウィルが立っていた。ティグルたちは用意されている椅子に並んで座り、若い王女を見つめている。

「――すまなかったな、ソフィーに面倒なことを押しつけて」

　ティグルは他の者に聞こえないよう声をひそめて、ソフィーに謝った。

　屋敷に帰ってきてから知らされたことだが、ティグルとミラ、そしてギネヴィアとロランが町の中を歩きまわっている間、ソフィーとウィル、オリビエの三人は、この会議をどう進めるべきか話しあっていたのだという。ティグルとしては、いささか申し訳ない気分だった。

「気にしなくていいのよ。こういうことは、アスヴァールに詳しいわたくしの仕事だもの」

　そう言ったあと、ソフィーはいたずらっぽく笑ってティグルの耳に口を寄せる。

「でも、ティグルの気持ちは嬉しいから、今夜、肩でも揉んでもらおうかしら」

「肩が凝こってるなら、私が喜んで揉んであげるわよ」

　憤ふん然ぜんとした顔で、ミラが割って入った。彼女も友人に感謝してはいるが、それとこれとは別だ。ティグルとソフィーを二人きりにさせてはならないと、ミラは決意していた。

　ソフィーが苦笑まじりに何かを言おうとしたとき、軍議がはじまった。

　ギネヴィアが、集まった者たちに短い挨拶を述べる。彼女はすぐに本題へと入った。

「我が軍がこれからどう動くかですが……。まずはウィルの話を聞いていただきましょう」

　王女の言葉に、紅い霧の異名を持つ老将が進みでる。

「先の海戦において捕虜とした約三千の兵についてだが、一千余りがギネヴィア殿下への帰順を誓った。残りの二千は、カルダートとともにアスヴァール島のデュリスへ送る」

「王女殿下に従うという者たちは信用できるのか？」

　アスヴァール貴族のひとりが問いかける。ウィルは眉ひとつ動かさずに答えた。

「ギネヴィア殿下は信用するとおっしゃった。私はそれに従う」

　紅い霧がこのように言えば、反論できる者はいない。その貴族も完全に納得したわけではないようだが、おとなしく引き下がった。ウィルは説明を続ける。

「軍馬を乗せた船が、さきほど到着した。報告では、馬の健康は問題ないとのことだ」

　ロランをはじめ多くの者が安堵の息を吐いた。海戦の結果が出るまで、馬を乗せた船はデュリスに待機していたのだ。馬がなければ騎士は騎士たりえず、戦場で機動力を充分に発揮することもできない。朗報と呼ぶに値する知らせだった。

「デュリスを守っていた義勇兵も、同じくこの町に着いた。彼らには五十人から百人ほどの部隊にわかれ、町や村に散ってギネヴィア殿下の名声を広めてもらう」

　これもまた欠かせないことだった。相手に数で劣る以上、別のところで優らねばならない。

　そして、ウィルは壁の地図に視線を向ける。

「昨夜のうちに、南と西へそれぞれ兵を放って様子をさぐらせた。報告によると、ジャーメインは拠点たるバルベルデを約四万以上の兵で守らせている」

　ざわめきが会議室を包んだ。昨日は倍の数の敵を打ち破ったというのに、兵力差はまるで縮まっていないのだ。諸侯たちの口からため息や呻き声が漏れる。

　しかし、そうした悲観的な雰囲気は、続くウィルの言葉によって瞬時に消え去った。

「その中にはザクスタン軍の騎兵がいたとのことだ。数は二千から四千」

　諸侯のひとりは怒りに顔を強こわ張ばらせ、また別の者は額に青筋を浮かびあがらせる。椅子が倒れるほどの勢いで立ちあがった者もいれば、驚きのあまり大声をあげた者もいた。

「ジャーメインめ、よりにもよってザクスタンと手を組むとは……！」

「やはり、あの男にこの国を統すべる資格はない。あの男に従う諸侯らも正気とは思えぬ」

「何が大事かもわからぬとは。大陸の気質に染まると、こうも卑いやしくなるか」

　諸侯たちは口々にジャーメインを罵る。ザクスタンはアスヴァール人にとって積年の敵であり、名を聞けば心穏やかではいられない相手だ。その王国が、ジャーメインに手を貸したというのである。ジャーメインを非難するのも当然だった。

　一方、ロランは「ほう」と、感心した声をあげた。

「なりふりかまわずにせよ、ザクスタン軍に協力させるとはなかなかやる」

「彼らは手強いのですか？」

　三人の中で、ロランの近くに座っているミラが尋ねる。ジスタートはザクスタンと国境を接していないため、国家同士の交流はあっても、戦う機会はなかった。

「そうだな、我が国やアスヴァールとくらべてとくに精せい強きようという印象はない。だが、弱兵ではないし、統率はとれている。他に、彼らは投石機などをよく使ってくるな」

　彼らの怒りがあるていど発散されるのを待って、ウィルが手を挙げる。会議室が静かになったのを確認し、彼は地図を振り返った。

「昨日の戦いで、ナビアの町に逃げこんだジャーメイン軍についてだが、彼らは船だけを残して、早々に町を去ったらしい。また、このマリアヨから近い位置にあるルクス城砦には、数十ほどの兵しか確認できなかったそうだ。ジャーメインは、バルベルデの周辺を決戦の地と定めていると考えられる」

　ルクスは、マリアヨから南西に一日ほど馬を進ませたところにある堅固なつくりの城砦だ。この町から南下してバルベルデに向かおうとすれば、無視できない存在だった。

　しかし、ジャーメインはこの城砦すら放りだしてみせたのだ。こちらの動きを監視するための、少数の兵だけを残して。

「兵の使い方をよくわかっているわね。厄介な相手だわ」

　ミラが顔をしかめた。こちらの五倍もの兵力を持ちながら、ジャーメインはまったく油断していない。各個撃破されることを避けるため、ためらうことなく城砦を捨てて、兵を一ヵ所に集中させている。バルベルデの周辺に兵を待機させているのも、地の利をおさえつつ、こちらを敵地の奥に引きずりこんで逃さないためだろう。

「我々はバルベルデの地図も、その城館の見取り図も持っているが、あの都市は守りが堅い。北から東にかけては小高い丘が連なり、南には川が流れており、西には森が広がっている。城壁も高く、厚い。その上、五万もの兵がいるとなると、正面から攻めるのは無謀だ」

　言うべきことを言ったというふうに、ウィルが後ろに控える。代わってギネヴィアが前に出た。諸侯たちを見回して、彼女は厳かに宣言する。

「私たちはバルベルデに向かわず、西にあるナビアの港町、南西のルクス城砦、そしてルクスの南にあるブルガスの町をおさえます」

　ティグルとミラはソフィーに教えてもらって、壁の地図に目を凝らす。ブルガスは、このマリアヨから街道を南西に歩いて四、五日のところにある町らしい。

「ナビアとルクスの抵抗は問題になりません。ブルガスも守りは薄いと聞いているので、それほど手間をかけずに制圧できるでしょう。――ただし、これは挑発です」

　最後の台詞に、諸侯たちは驚いた顔でギネヴィアを見つめる。

「王女殿下、挑発とはいったい……」

「ジャーメインと、彼の率いる軍勢を、バルベルデから引きずりだします」

　王女の意図を理解した数人が、感嘆のため息を漏らした。ギネヴィアは微笑を浮かべる。

「私は、ジャーメインにこう思わせたいのです。私たちが彼との正面決戦を避け、勢力圏を広げることで彼らの切り崩しをはかりながら、力を伸ばそうとしていると。ジャーメインを動かすことができれば、こちらに有利な戦場を選べます」

「ジャーメインがバルベルデから動かなかったらどうするのです？」

　諸侯のひとりが訊いた。ギネヴィアは艶やかに笑って即答する。

「そのときは、ナビアやブルガスをおさえたことを触れまわればいいのです。少なくとも、こちらの損失にはなりません」

「王女殿下に、ひとつお伺うかがいしたい」

　それまで黙っていた若い諸侯が、野太い声を響かせて立ちあがった。

「我々がナビアだのブルガスだのに向かっている間に、敵が全軍をあげてこのマリアヨに向かってきたら、どうなさるのだ。ジャーメインはこの町を奪い返したら、勢いに乗ってアスヴァール島へ向かい、王都コルチェスターを目指すかもしれぬ」

　何人かの諸侯が不安そうに顔を見合わせる。もしもジャーメインが四万の兵で煌めきの覇軍を牽けん制せいし、残った一万の兵を率いてアスヴァール島に向かったら、ギネヴィアにそれを止める手立てはない。若い諸侯の指摘はもっともなものに思えた。

　しかし、ギネヴィアは黒髪を揺らして首を横に振った。

「そうはならないでしょう。私は、この町に兵を残していくつもりはありませんから」

　意表を突かれて、若い諸侯は呆気にとられた顔になる。

「殿下は、マリアヨを守る気はないと……？」

「兵を置いておくことだけが、町を守る方法ではありません」

　ギネヴィアは微笑を浮かべた。

「私は昼の間、この町を見てまわりました。城壁は低く、厚みもない。一万足らずの兵が寝泊まりするのさえ難しい。立てこもって戦うような町ではありません。ジャーメインの軍勢がこの町に留まらなかったのも、そのことをわかっていたからでしょう」

　若い諸侯はぎこちなくうなずいて同意する。彼も、そのことはわかっているのだ。

　ギネヴィアの笑みが、うっすらと冷気を帯びた。

「でも、考えてみてください。私たちがこの町を無傷で手放したら、ジャーメインはどう反応するでしょうか。喜んで奪いに来ると、あなたは思いますか？」

　問いかけられて、若い諸侯は低く唸うなった。

「罠の存在を疑うでしょうな、あの方ならば……」

　ジャーメインの猜さい疑ぎ心しんの強さは、諸侯たちもよく知っている。

「もちろん、それでもジャーメインはこの町を取り返しに来るかもしれない。ですが、この町のつくりならば、再奪取は難しくない。それに、ジャーメインがアスヴァール島にたどりついたとしても、あの地には彼の敵しかいません。王都を目指すのは、楽ではないでしょうね」

　アスヴァール島の諸侯の大半は、エリオット王子を支持していた。そして、彼らはジャーメインがエリオットを殺害したと思っている。諸侯たちがジャーメインに妨害を仕掛け、足を鈍にぶらせている間に、ギネヴィアはいくらでも対策を講じることができるというわけだ。

「王女殿下、非礼をお詫びする」

「かまいません。私が未熟者であることは事実。皆の不安をできるかぎり払拭してこそ、新たな勝利に手を伸ばすこともできるというものです」

　若い諸侯は納得して、深く頭を下げた。彼が椅子に座り直すのを待っていたかのように、また別の諸侯が立ちあがる。好々爺という言葉の似合いそうな、小柄な老人だった。

「殿下、恐れながら、私の考えを聞いていただけませんか」

　ほんの一瞬だったが、ギネヴィアは眉をひそめた。しかし、彼女は黙ってうなずき、その諸侯の発言を許す。老いた諸侯は、世間話をするような口調で意見を述べた。

「食糧や物資を徴ちよう集しゆうしたあと、この町をすみやかに焼き払ってはいかがでしょう」

　ティグルとミラは、おもわずその諸侯を振り返っていた。

――まさか、この老人なのか？　ギネヴィア王女が言っていたのは……。

「我々が得た捕虜のうち、一千ほどは殿下に従ってこの町にいるのでしょう。そやつらがジャーメインに命じられて、この町に火を放ったことにしてしまえばよろしい。我々はそやつらを処刑したあと、ジャーメインを責めたてます。マリアヨが我々に従ったからといって、その報復に町を焼き払おうとするのは非道の極みであると言って」

　涼しげな表情で恐ろしい謀略を語る老人を、ギネヴィアは無言で見つめている。

「人望を失い、兵に逃げられ、冷静さを欠いた状態で、ジャーメインは我が軍に挑むことになるでしょう。討ちとるのはたやすいかと」

　老人が話を終えると、不気味な沈黙が会議室に満ちた。ティグルは老いた諸侯から顔をそむける。嫌悪感を隠せそうにないと自覚したからだった。

　諸侯らの反応はさまざまだ。とんでもない話を聞いたというふうに喉のあたりを撫でる者もいれば、感心したという顔でうなずいている者もいる。

　ギネヴィアは不快感を隠そうとせず、老人を見み据すえた。

「あなたは今朝も、そのような進言を私にしましたね。この町の民が何かをたくらんでいるかもしれないから、後顧の憂いを断つべきだと」

「たしかに申しあげました」

「ひとには、それぞれふさわしいやり方というものがあります。剣を振るうことに長ける者がいれば、弓を得意とする者もいる。あなたの意見は、私のやり方には合わない。次はもう少し有益な話をお願いします。町を焼かず、捕虜を処刑せずにすむような」

　ギネヴィアの言葉に、老いた諸侯は「私が浅せん慮りよでございました」と謝罪する。何人かの諸侯が安堵の息をついた。しかし、ティグルには彼が考えをあらためたようには思えなかった。警戒する必要があるかもしれない。

　他に発言する者がいないことを確認して、ギネヴィアはこの場にいる者たちを見回した。

「昨日の勝利が示すように、勇敢さ、ひとりひとりの強さにおいては我が軍が勝っています。それゆえ、正面から敵と戦わないことを不満に思う者も、この中にはいるでしょう」

　諸侯の何人かが身じろぎをする。彼らは海戦で思うように活躍できなかった者たちだ。次の戦いでこそと、闘志を奮いたたせていたに違いない。彼らの戦意を消してはならなかった。毅き然ぜんとした表情でギネヴィアは続ける。

「しかし、あなたがたの武勇だけを恃んで数倍の敵に挑むような真似は、私にはできません。それに、あなたがたがさきほど憤いきどおったように、ジャーメインの配下の中には、これでよいのかと思っている者もいるでしょう。彼らに考える時間を与えたい」

　諸侯たちは顔を見合わせた。敵の数に腰が引けたというだけなら、主の弱気を叱咤して戦意を示すこともできるが、敵対している諸侯への慈悲を示されると、反論が難しい。

「殿下のお優しさ、まことに感じ入りました。私は殿下のお考えに従いましょう」

　トバイアスという若者が立ちあがって一礼すると、他の者たちも続々と賛意を示した。

「しかし、ブルガスとはいい場所を選びましたな。やつらをバルベルデから引き離して迎え撃つのにはちょうどいい」

　諸侯のひとりが言うと、その隣にいる諸侯がすかさず冷やかした。

「貴殿は湯に浸かりたいだけではないか？　ブルガスは湯治の地として有名だからな」

　その言葉に、他の者たちもどっと笑う。室内の雰囲気が明るくなったところで、ギネヴィアはあらためてブルガスへ向かうことを決定し、解散を告げた。







　同じころ、ジャーメインは、バルベルデの城館にある己の部屋で、尋常でない報告を受けとっていた。ブルガスに派遣した一千の兵が、壊滅したというのだ。竜は実在し、それによってブルガスを含めた周辺の町や村も破壊されたということだった。

「何だ、それは……」

　報告書に目を通したジャーメインは、手にしていた銀杯をおもわず床に叩きつけた。おとぎ話でしか聞いたことのない存在が現れたというだけでも不快なのに、その竜は自分の勢力圏をおおいに荒らしたというのだ。しかも、一千もの兵を失った。

――私が玉座を求めるのは間違っているとでもいうのか。

　あまりに理不尽な事態に、そんな感情まで沸いてくる。

「本当に竜には剣も槍も通じないとすれば、どうすればいい？　いや、ギネヴィアの軍勢をそちらへ誘導して、嚙み合わせる手があるか……？」

　これについては、ラトヴィッジもすぐには対策を考えつかないということだった。

「ひとまず様子を見ましょう。ブルガスから動かなければ、被害は広がりません」

　ジャーメインは仕方なくその言葉に従ったが、怒りはおさえようもなかった。
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　ティグルたちが屋敷に帰ってきたとき、夜空には月が皎々と輝いていた。

　ミラたちと別れて、ティグルはランプを手に、自分の部屋の前に立つ。扉に手を伸ばしたものの、触れる寸前で止めた。顔をしかめる。

――中に、誰かいるような気がする。

　ラフィナックとは屋敷の出入り口で会った。だから彼ではない。だとすると、盗人か。しかし、耳をすませてみても物音は聞こえない。

　意を決して、慎重に扉を押し開く。当然ながら部屋の中は真っ暗だ。ランプを掲げてぐるりと回してみると、ベッドの上の毛布が大きくふくらんでいるのが見えた。あたかもひとがかぶっているかのように。

　ティグルは扉を半開きにしたまま、テーブルにランプを置く。ゆっくりとベッドまで歩いていった。冷淡な目つきで毛布を見下ろしたあと、その場にすばやく這いつくばって、ベッドの下を覗きこむ。驚きに目を瞠った。とっさに言葉が出てこない。

「あの……」と、ベッドの下に潜んでいた小柄な人影が、率直に疑問をぶつけてきた。

「どうして、わたしがここにいることがわかったんですか」

　闇に慣れたティグルの目に、長い黒髪を持つ少女の顔が映っている。知りあいだった。彼女の首から下は外套らしきものに包まれていて、はっきりとはわからない。

　ティグルはため息をつくと、ベッドから離れて立ちあがった。間を置いて、少女がベッドの下から這いだしてくる。悪びれる様子もなく、ぺこりと頭を下げた。

「おひさしぶりです、ティグルヴルムド卿」

「挨拶は大事だが、他に言うことがあるんじゃないか、ミリッツァ」

　呆れた顔で、ティグルは少女を見下ろす。この可愛らしい侵入者はミリッツァ＝グリンカといい、『虚影の幻姫ツエルヴイーデ』の異名を持つジスタートの戦姫だ。年齢は十五。ミラのことを「リュドミラ姉様」と呼んで慕したいつつ、容赦のないことを言う一面も持つ少女である。

「ごもっともですが、先に服を着ていいでしょうか」

　ミリッツァはまとっている外套を左右に開いて、床に落とす。ティグルは新たな衝撃に襲われた。外套の下に、彼女は服を着ていなかったのだ。

　つけているのは腰の下着だけで、それも股間を覆う布地に紐を通した簡素なものだ。わずかなふくらみが確認できる胸は、手でおさえている。この姿に色気を感じないのは、全体的に肉づきが薄いことに加え、彼女の態度に恥じらう様子がまったく見られないからだろうか。

「服は……？」

　頭痛を覚えながらティグルが尋ねると、ミリッツァはベッドの上へと視線を向けた。毛布の下に、丸めた彼女の服があるということらしい。

「わかった。さっさと着てくれ。それから、そんなふうに肌を晒さらすものじゃない」

「言われてみればそうですね。ティグルヴルムド卿といると、どうも故郷の村にいたころを思いだしてしまうというか……」

　とぼけた反応に呆れながらも、ティグルは彼女に背を向ける。そのとき、廊下から足音が聞こえた。ティグルの視線が、万が一に備えて開けっ放しにしておいた扉に向けられる。

　いやな予感がした。そして、こういう予感は不思議と当たるのだ。

「ティグル、ちょっと話が――」

　ミラがひょっこり顔を覗かせる。彼女が見たのは裸に近い格好をした妹分と、その前に立っている想い人だった。ミラの顔から瞬時に感情が抜け落ちるのを、ティグルは見た。

「ミラ、話を聞いてくれ」

　恐怖に背筋を貫かれながら、ティグルは懸命に呼びかける。冷静になれば、おかしい点がいくつもあることに気づくはずだ。だが、ミラはその声が聞こえないかのように、静かな足取りで部屋の中に入ってきた。無言の迫力に圧倒されて、ティグルは動けない。

　ティグルの前に立ったミラは、右手を若者の顔に伸ばす。

　そして、ひとさし指でティグルの鼻先を軽くつついた。

「何を怯おびえてるのよ」

　呆れた顔でミラが笑いかける。まだ緊張が解けずにいるティグルに説明した。

「ミリッツァにいたずらされたんでしょ？　この子がどうしてここにいるのかまではわからないけれど。あなたがあまりに慌てるものだから、からかっただけよ」

「さすがです、リュドミラ姉様」

　ティグルの背中に隠れていたミリッツァが、顔だけ出してミラを賞賛する。

「仮定の話ですが、ここに立っているのがわたしではなく、この町の娼しよう婦ふや他の女性だったらどうしましたか？」
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「そうね」と、ミラは小首をかしげて、ことさらに物騒な笑みを浮かべた。

「鼻って、根元まで凍らせたら簡単にちぎれるそうね」

　むろん冗談である。しかし、ティグルは笑おうとして上手く笑えなかった。







　ミリッツァが服を着る間にティグルは人数分の椅子を用意し、ミラはソフィーを呼んで、四つの銀杯に紅茶チヤイを淹れた。無花果インジールのジャムを添えて。もともとミラがティグルの部屋を訪ねたのは、紅茶を飲もうと誘うためであり、湯の用意はしていたのだ。

　そうして一千を数えるほどの時間が過ぎたころ、四人はテーブルを囲んでいた。

「いろいろ聞きたいことはあるが、どうして俺のベッドに潜りこんだんだ？　こう言っては何だが、ミラやソフィーのベッドでもよかっただろう」

「それも考えたのですが、リュドミラ姉様たちの竜具に見つかってしまう気がして」

「ベッドの下に潜りこんだだけなら、ラヴィアスやわたくしのザートは気づくでしょうね」

　ソフィーの言葉に、ティグルは壁に立てかけてある黒弓を見た。頼もしい相棒だとは思っているが、こういうときに警告を発してくれる気遣いは期待できそうにない。

　ミリッツァは紅茶を一口飲んで、不思議そうに銀杯を見つめる。

「いつもいただいているものと、香りも味も違いますね。この国の紅茶ですか？」

「ええ。茶葉は同じムオジネル産なんだけど、アスヴァールまで運ばれる間に風味が変わるみたいなのよ。面白いから、どんなジャムが合うか試してるの。いまのところは無花果のジャムがいちばん合うわ」

　ティグルは素直に感心した。紅茶にかける彼女の情熱には驚かされるが、行軍と戦いの合間にそのようなことをしていたのか。言われた通り、ジャムを溶かして飲んでみると、香りがいくらか薄くなり、かすかな甘みが舌に染みこむ。

「たしかにおいしいな。自信を持って言うだけはある」

　ティグルが言うと、ミラは「ありがとう」と、小さくうなずいた。ソフィーが微笑を浮かべて横から口を挟む。

「そういう台詞は二人きりのときに言った方がいいわよ、ティグル。ミラったら、踊りだしそうなぐらいに喜んでるのを必死に我慢してるじゃない」

「ここで我慢した分、あとでひとりになったときに思いだして幸せに浸ると思います」

　ミリッツァが冷静に発言し、その光景を想像したのだろう、ソフィーはうつむいて肩を揺らした。笑いを堪えているのがわかる。ミラはソフィーを軽く睨みつけた。

「それで、君はどうしてこの町に来たんだ」

　想い人への助け船も兼ねて、ティグルはミリッツァに尋ねる。彼女には、ある場所から別の場所へ一瞬で移動できる竜技があるが、思いつきでこんなところへ現れたとは思えない。ジスタートから何らかの密命を受けてきたと思う方が自然だ。

　はたして、ミリッツァは居住まいを正すと、ティグルたちに小さく頭を下げた。

「お願いがあってきました。わたしをバルベルデに連れていってくれませんか」

　三人は顔を見合わせる。バルベルデはジャーメイン王子の拠点だ。そこへ行きたいなど、ただごとではない。ミラが言った。

「わけを聞かせてちょうだい」

「長くなりますが、ご容赦を。秋のはじめごろのことです」

　そう前置きをして、ミリッツァは話しはじめた。

　王都シレジアに呼びだされた彼女は、先代の虚影の幻姫であるヴァレンティナから、あることを命じられた。春に行われたムオジネルへの遠征で、ジスタートとブリューヌの情報を敵に流した内通者を突き止めることだ。

　ミラとソフィーが遠くアスヴァールへ向かったことで、内通者は彼女らの治めるオルミュッツとポリーシャで蠢しゆん動どうするだろう。そのように考えたヴァレンティナの指示に従い、ミリッツァは二つの公国を文字通り飛びまわった。そして、内通者を突き止めたのだ。

「わかったのか!?」

　おもわずティグルは大声を出して、椅子から立ちあがりかけた。「すまない」と、驚かせたことを謝って、椅子に座り直す。ティグルはブリューヌ国王ファーロンから、内通者をさがすための連絡役を命じられていたのだ。他人事ではなかった。

　気にしていないというふうにミリッツァは首を横に振って、話を再開する。

「ティナ姉様は、彼らを『反国王派』と呼んでいました。十人前後の諸侯の集まりです。領地や爵位を持つ者もいれば持たない者もおり、古い家柄を誇っている者もいました。生活に困窮している者はいなかったと思います。共通していたのは、国王陛下への叛意です」

　そこまで言うと、ミリッツァはティグルに紫色の瞳を向けた。

「反国王派への対処をティナ姉様にお願いして、わたしはブリューヌへ跳びました。わたしと同じく内通者について調べている方に会うためです。その方から、ブリューヌにも反国王派がいることを教えてもらいました。ブリューヌ王に逆心を抱く諸侯たちです。二つの反国王派はひそかに手を組み、水面下で連絡をとりあってムオジネルに情報を流していました」

　ティグルと、そしてミラは愕然とした顔でミリッツァを見つめる。とっさに言葉が出てこなかった。内通者はひとりや二人ではないと思っていたが、それにしても想像を超える話だ。

　ソフィーが微笑を消して、静かな口調で質問した。

「あなたがここにいるということは、アスヴァールが二つの反国王派に資金援助などを行っていたということかしら？　ムオジネルも関わっていそうだけど」

　ミリッツァは目を瞠って感嘆の声を漏らす。

「はい、二国ともです。我が国とブリューヌがムオジネルを攻めたら、ムオジネルは両軍を引きずりこんで戦いをなるべく長引かせ、アスヴァールがブリューヌを攻める段取りになっていました」

　ティグルの背筋を戦慄が貫いた。もしもそうなっていたら、反国王派とやらは当然アスヴァール軍にも情報を流しただろう。ブリューヌは苦しい戦いを強しいられたに違いない。

　しかも、ムオジネルに攻めこんでいたブリューヌ軍は頼みの竜をルサルカに殺され、ムオジネル軍の奇襲を受けて、満まん身しん創そう痍いだったのだ。

「そうならなかったのは、ザカリアス王が病に臥ふせったためね」

　確認するようにミラが訊くと、ミリッツァはうなずいた。

　ティグルは複雑な顔で天井を見上げる。実のところ、ティグルはザカリアス王にいくらか同情していたのだ。病に罹かかり、子供たちを次々に失い、しかも生き残った子供たちは他国の軍勢を招き入れて、王国を割る勢いで争っているのだから。

　だが、ブリューヌを攻めるつもりだったと聞かされると、いい気味だとまではいわないが、病に罹ってくれてよかったと思ってしまう。

　そこでふと気になって、ティグルはミリッツァに聞いた。

「ところで、ザクスタンは関わっていないのか？」

「わたしの知るかぎりでは、ザクスタンの名は出てきていませんね」

　ミリッツァは首を横に振る。ティグルは意外に思った。

　ザクスタンは、ブリューヌとアスヴァールに東西を挟まれた王国だ。アスヴァールとの仲は昔からたいへん悪く、ことあるごとに争っている。ブリューヌとも決して仲がよいわけではなく、大きな戦こそないが、国境近くでの小競り合いは絶えないと聞いていた。

「アスヴァールやムオジネルとは手を組みたくないと思ったんじゃない？」

　ミラが苦笑を浮かべる。ティグルは首をかしげた。アスヴァールはともかく、ザクスタンとムオジネルの間に何かあっただろうか。そう思っていると、ソフィーが笑って説明した。

「十年ほど前、ザクスタンはムオジネルに攻めこんだの。一千隻の船団を仕立てて、南の海をわたってね。その大軍をたった二百隻で迎え撃って、しかも圧勝したのがクレイシュ＝シャヒーン＝バラミール。このときから、彼は『赤髭バルバロス』と呼ばれるようになったそうよ」

　ティグルはため息をついた。このような話はしばしば数字の誇張をともなうものだが、勝者がクレイシュならば、おそらく事実だろう。過去にそのようなことがあったのなら、ザクスタンがムオジネルを警戒するのもわからない話ではなかった。

　ミラに紅茶を新たに淹れてもらってから、ミリッツァが話を再開する。

「ザカリアス王の配下の者ですが、少し前までは、デュリスに拠点を置いて反国王派と接触していたようです。ですが、二人の王子の対立が激しくなったのでバルベルデに移ったとか」

「そういうことを命じられているだけあって、嗅覚が優れているのかしらね」

　ミラがつまらなそうに鼻を鳴らした。そのままデュリスから動かなければ、レスターことトルバランによって死んでいたかもしれないのだ。賢明な判断というべきだった。

「だが、いまもバルベルデにいるのかは疑問だな。また別のところへ移っているかも……」

　そこまで言ってから、ティグルはミリッツァを見る。

「そういえば聞いてなかったが、君はこちらの状況を知っているのか？」

「いえ、まったく。こちらについての情報を集める余裕はなかったので」

　ミリッツァの答えに、三人は視線をかわしあった。代表してティグルが説明する。

　聞き終えたミリッツァは盛大に顔をしかめて三人を見回した。

「どうしてそんなことになってしまったんですか……？」

「くじけず、諦めずにがんばったから、かな……」

　くすんだ赤い髪をかきまわして、ティグルは力なく笑った。まったく、彼女の心境はよくわかる。自分たちもそうだったからだ。

「ジスタートの利益を追求した結果よ。この先のことはわからないけれど、それだけは胸を張って言えるわ」

　ミラが言い、ソフィーも同意するようにうなずく。

「そういうわけで、あなたをバルベルデへ連れていくのはかまわないのだけど、もう少し待ってほしいの。ジャーメイン王子との戦いが終わるまで」

　ミリッツァは困ったような顔をした。

「ですが、わたしは戦の経験がありません」

「あなたに戦ってほしいとは言わないわ。それはわたくしたちの役目だもの。戦のときは護衛の兵をつけて後ろにいてもらうから、いっしょにいてちょうだい」

「そうね。戦場を見ておくのは、経験になるでしょうし」

　ミラも賛同し、ミリッツァは「では、お願いします」と、頭を下げた。

　そのあとは談笑に移ったものの、ミリッツァの旅の疲れを考慮して、早めに切りあげた。ティグルたちにしても、町を発つ前日とあって夜更かしをするわけにもいかない。

　三人の戦姫が去ったあと、ティグルはベッドに横になった。まだランプの灯りは消さない。

　ミリッツァから聞いた話の中で、ひとつだけ気になっていることがある。あの場で聞かなかったのは、個人的なことであって重要でも何でもなかったからだ。

　突然、視界に暗い影が現れる。ティグルの真上に出現したそれは、重力に従って落下した。腹に打撃を受けて、ティグルは潰れた蛙のような声を出す。大きく息を吐きだすと、さすがに渋じゆう面めんをつくって、自分の腹の上に座りこんでいる少女に咎とがめるような眼差しを向けた。

「忘れものか？　何にせよ、扉を開けて入ってきてほしかったな」

　その少女は、ミリッツァだった。部屋を退出したときと違うのは、真紅と漆黒で構成された長柄の大鎌を肩に担かついでいることだろうか。この鎌こそが彼女の竜具エザンディスである。

「はじめはそうしようと思ったのですが、この部屋に来るにはリュドミラ姉様の部屋とソフィーヤ様の部屋の前を通らないといけないので」

　答えながら、ミリッツァはティグルの上から退く。ティグルは身体を起こした。二人に知られないようにしてまで、何を話しに来たのか。ひとまず聞いてみようと耳を傾ける。

「さきほどは驚かせることに失敗したばかりか、わたしが驚かされたので、再挑戦に」

「ミラを呼んで、彼女に叱ってもらうぞ」

　突き放すように言うと、ミリッツァはおおげさに肩をすくめてみせた。

「言い忘れたことがあったので、ひそかに忍しのんできました。――あなたの役目のことです」

　紫色の瞳をまっすぐ向けられて、ティグルの苛いら立だちは瞬時に霧散する。

　いま考えていたのは、まさにそのことだった。ファーロン王は、連絡役を務めてくれと自分に言った。ジスタートの誰かとひそかに書簡をかわす際に、ティグルを経由すると。

「ミリッツァ、俺は囮おとりだったのか？」

　率直に疑問をぶつけると、間を置いて「はい」という肯定の返事があった。

「そうか……」

　不思議と落胆はなく、納得と安堵があった。早い段階で、実はそうではないかと考えていたからだろう。そのような役目を命じられるには、まだ自分は未熟すぎる。

　淡々とした口調で、ミリッツァは言った。

「わたしがブリューヌで会った方は、あなたのことを高く評価していました。あなたほど目立つ囮はいなかった、ブリューヌに帰ってきたら、ぜひ王宮に来てほしいと」

　ティグルは苦笑を浮かべる。囮の自覚があって目立っていたのならともかく、大任をおおせつかったと勘違いしたままだったら、とんだ道化ではないか。それにしても、自分はそんなに目立つ行動をとっていただろうか。

「では、ちゃんと伝えましたので」

　ミリッツァが大鎌を握り直す。湾曲した真紅と漆黒の刃が紫色の輝きを帯びた。ところが、そこで彼女は動きを止める。思いだしたように聞いてきた。

「そういえば、熊の人形は持っていますか？」

「ああ、もちろんだ」

　質問の意味をすぐに理解して、ティグルはうなずく。ベッドから下りて、黒弓のそばに置いていた荷袋から、てのひらにおさまるほどの小さな人形を取りだした。この人形は、ミリッツァがアルサスに行った際、屋敷で働いている侍女のティッタから受けとったものだった。

「安心しました。あの町の雰囲気は故郷に似ていて、わたしも好きなので。――あなたの故郷を大切にしてください、ティグルヴルムド卿」

　そうして、今度こそミリッツァの姿は消え去る。去り際に、彼女は微笑を浮かべていたように見えた。もっとも、彼女の顔の半分は影に覆われていたので、気のせいかもしれない。

　しばらくの間、ティグルは彼女がいたはずの空間をぼんやりと見つめていた。

――故郷か。

　父や弟、ティッタや側そば仕づかえのバートランの顔を思いだす。親しい猟師や狩人たち、ムオジネルへの遠征で従ってくれた領民たちの顔も。皆、元気にしているだろうか。何となく、彼らの顔を見たいと思ってしまったのは、アルサスからはるか遠い地にいるせいか。

――父上、俺はヴォルン家の人間として恥ずかしくない行動をとっているつもりです。

　東に向かって、そう呼びかける。それから、ティグルはベッドに横になった。

　翌日の昼過ぎ、煌めきの覇軍はマリアヨを発った。
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　風を浴びて、色褪せた草原が詠うようにそよいでいる。地上に降り注ぐ陽光の穏やかさは、秋も半ばを過ぎたことを人々に教えていた。

　ジスタート軍約一千五百にギネヴィア軍約二千を加えた煌めきの覇軍は、ブルガスに至る街道をまっすぐ進んでいた。マリアヨを出てから一日が過ぎている。

　出発の日の朝、ギネヴィアは煌めきの覇軍を二つにわけた。ブリューヌ軍とギネヴィア軍の混合部隊である第一軍と、ジスタート軍とギネヴィア軍の混合部隊である第二軍とに。第一軍はナビアとルクスをおさえ、第二軍がブルガスをおさえる手はずとなっている。

「いまのところ、ジャーメイン軍はこちらに近づいてくる気配を見せないわね」

　ジスタート軍の先頭に立って馬を進めているミラが、訝いぶかしげにつぶやいた。

「こちらの動きをさぐっているんじゃないか？　第一軍からの連絡だと、彼らはマリアヨに近づいて痛い目にあったんだろう」

　彼女の隣で同じく馬を歩かせながら、ティグルが言葉を返す。

　マリアヨを発つにあたり、ミラは一計を案じた。

　第二軍がマリアヨから離れたあと、第一軍はマリアヨの近くに兵を潜ませて、ジャーメイン軍が現れるのを待ちかまえたのだ。そして、予想通りジャーメイン軍の偵察隊がマリアヨの様子を見に来たので、矢を浴びせかけて追い払ったという。

「そうね。考えすぎたかもしれないわ。こちらの様子をさぐるなら、ブルガスに近づいてからでもいいでしょうし」

　ジャーメインを愚かだと、ミラは思っていない。おそらく彼は、獲物に狙いを定めた獣のように、飛びかかる絶好の瞬間を見計らっているのだろう。五万の軍勢が一気に押し寄せれば、いかにミラとソフィーが奮戦しようとも、四千にも満たない兵で戦えるはずがない。

　ミラは話題を変えた。

「ところで、マリアヨを出てから、ときどき考えごとをしているみたいだけど」

「ミラにはかなわないな」

　ティグルは苦笑を浮かべたが、すぐに真剣な表情になる。

「マリアヨでの軍議のとき、町を焼き払うべきだと言った諸侯がいたのを覚えているか？」

「すぐには忘れられないわよ」

　不愉快さも露わに答えたあと、ミラはティグルの様子がおかしいことに気づいた。彼女の視線を受けて、ティグルは顔をしかめつつ口を開く。

「先に言っておくが、あのやり方を肯定する気はない。だが、もしもことが上手く運んだら、ジャーメインに従う兵は大きく減って、俺たちは有利になったと思う。兵たちにとっては、その方がよかったのかもしれない……」

　これまでの戦いで、ジスタート軍はすでに四百を超える死者を出している。彼らも、異国の地に倒れ、異国の海に消えるよりは、何が何でも生き延びて故郷で眠りたかったのではないか。ひとりでも多くの兵を生きて帰すのが指揮官の役目であるはずだ。

「――減点」

　ミラの評価は短く辛辣なものだった。彼女はため息をついて、ティグルの額をつつく。

「ティグル、兵を死なせないことだけが私たちの役目じゃないわ。彼らに名誉を与えるのも、同じくらい大事な仕事よ」

「名誉……」

　呆然とするティグルに、ミラは小さくうなずいて言葉を続ける。

「あのやり方を採用すれば私たちが有利になるというのは、あなたの言う通りよ。でも、ことが明るみに出たとき、兵たちは捕虜を処刑し、抵抗したわけでもない町を焼いたという不名誉を背負わされることになるわ。彼らの意志によらず。そうした行いを是とする国、よしとする将もいるでしょう。でも、私は違う」

「そうだったな」

　自分の過あやまちを、ティグルは素直に認めた。いま気づかされたことではない。もっと前に、ミラから教わっていたことだ。どうして忘れてしまっていたのか。

　兵たちも、自分が参加した戦いを誇りたいに決まっている。むろん、中にはそうでない者もいるだろうが、重要なのはどのような兵を基準に考えるかだった。

「すまなかった、ミラ。どうも疲れていたみたいだ」

「本当よ。しっかりしてちょうだい」

　素直に謝るティグルに、ミラは再び指を伸ばす。今度は愛情をこめて、頰を軽くつついた。

「あなたは私の……我が軍の客将なんだから」

　すぐに言い直したものの、そのときには失言を認めるように頰が赤く染まっている。ティグルたちの後ろにはソフィーとミリッツァ、ラフィナック、ガルイーニンが控えていたのだが、彼女たちは微笑ましげに二人を見守っていた。







　ミラのもとにひとつの情報がもたらされたのは、行軍三日目の昼過ぎのことだった。明日にはブルガスに到着する予定で、兵たちの間にも緊張感が漂っている。

　そんなところへ、十数人の男女で構成された旅人の一団が現れたのだ。

　兵たちはジャーメイン軍の偵察隊と思いこんで、彼らを捕まえた。だが、彼らの中に数人の子供がまじっていたことが疑いを緩めた。話を聞くと、旅人たちはブルガスから逃げてきたのだという。そこで、兵たちは彼らをミラのもとへ連れていったのだ。

「あなたたちの勇敢さを褒めるべきか、軽率さを叱るべきか、難しいところね」

　ミラは皮肉を湛たたえた笑みを浮かべて、旅人たちを捕まえた兵たちに銀貨を一枚ずつ出すよう命じた。それを旅人たちに与えると、彼らはようやく警戒を解いた。

　ミラは、彼らにどうしてブルガスから逃げてきたのかを尋ねた。ブルガスについては、ギネヴィアやウィル、そしてギネヴィア軍を率いているトバイアスからだいたいのことを聞いているが、現状についてはよくわかっていない。ブルガスに着く前につかんでおきたかった。

　旅人たちの代表は、青ざめた顔でこう答えた。

「山から、竜が現れたのです」

　一瞬、ミラは彼の発したアスヴァール語を聞き間違えたのかと思った。しかし、聞き返すと旅人は同じことを言った。

「真っ黒な鱗に覆われ、山のように大きくて、空を覆っちまうんじゃないかってぐらい大きな翼を羽ばたかせていました。家や神殿が呆気ないぐらい簡単に潰されて、町の人間も何人も喰われて……。近くの村の中には、丸ごとなくなっちまったのもあります」

　ミラはにわかに信じられなかったが、旅人たちを解放した。彼らはマリアヨの方へ、逃げるように去っていった。その後、ミラは旅人たちを捕まえた兵士らに銀貨を与えた。厳しい処置をとるつもりは、はじめからなかったのだ。多少の自制を促せば充分だった。

　それからミラはティグルとソフィー、そしてトバイアスを呼んだ。兵たちには街道から外れての休息を命じて、旅人たちから聞いたことを話す。

「まさか、竜などというものが本当にいるとでも……？」

　トバイアスはそう笑いとばした。陽気な男で、行動力もある。二十四歳という年齢にもかかわらず、二千の兵を上手く統率していた。ただし、慎重さに欠けるというのがミラの評価だ。

「ティグルヴルムド卿、あなたはどう思うかしら」

　戦姫としてのミラに意見を求められて、ティグルは真剣な表情で答えた。

「三年前、私はヴォージュ山脈で地竜スローに遭遇したことがあります。ギネヴィア殿下の話によれば、ブルガスは山と森に囲まれているとか。竜がいないとは言いきれません」

　竜と人間が戦って勝てるかといえば、勝てないと断言できる。

　小山のごとき巨きよ軀くを持ち、鉄塊をも容易に引き裂く爪、牙、鉄の剣ではまったく歯が立たぬ鱗を備えた獰猛な獣、それが竜だ。町ひとつを滅ぼすなどたやすいことだろう。

「竜ではなかったとしても、住人が集団で逃げるしかないような何かが、ブルガスとその周辺を襲ったということだものね。油断はできないわ」

　ソフィーも緊張に表情を引き締める。そこへトバイアスが申し出た。

「どうでしょう。私が一千ばかり率いて先行し、様子を見てまいりましょうか」

　彼の目には戦意が強く光っている。ソフィーは微笑を浮かべてなだめるように言った。

「トバイアス卿、あなたはアスヴァール兵たちの指揮を執られる身。軽々しく動かれるべきではないと思いますわ」

「私も同感です。ここは北や南東に兵を放って、もう少し詳しい情報を集めましょう」

　ミラもそう言って説得したが、トバイアスは首を横に振った。

「なに、私とて、王女殿下からお預かりした兵を無駄に死なせようとは思っておりません。ブルガスを襲ったらしい何ものかの正体をつきとめたら、戻りますとも。もっとも、円卓の騎士の物語でもあるまいし、本当に竜が現れたとは思いませんが」

　ミラとソフィーは深刻な視線をかわしあう。トバイアスの態度から、強烈な競争意識を感じとったのだ。彼はジスタート軍に先んじて、武勲をたてたいと思っている。功名心だけではなく、自分に兵を預けてくれたギネヴィアの期待に応えたいという気持ちもあるのだろう。

　ギネヴィアとウィルは、まさにこの積極性や、統率力を評価したに違いない。だが、ミラとソフィーにしてみれば、意欲はともかく、協調性を欠くようでは困るのだった。

「待ってください！」

　必死の表情で、ティグルがトバイアスを止めた。

「あの旅人たちの話は、かなり正確なものだと思います。ここで行軍を中断して、情報を集めるべきです。竜がいたという話が噓ではなかったら、恐ろしいことになります」

　ティグルは竜の恐ろしさを知っている。自分ひとりで戦ったこともあるし、地竜に蹂躙されたムオジネル軍の無残な姿を、その目で見ている。だからわかる。猪やヒグマとはわけが違うのだ。不用意に近づいてはならない。

「ティグルヴルムド卿、だったな」

　トバイアスの両眼に冷ややかな侮蔑がよぎった。

「戦姫殿の客将に対して非礼を承知で申しあげるが、貴殿の態度は慎重を通り越して臆病に思える。竜などというあいまいな話を真に受けて足を止めていては、ジャーメインがこちらに兵を差し向けてくるかもしれないではないか」

　トバイアスの言うことには一理ある。ジャーメイン軍が、こちらの動きを把握していないはずがない。ブルガスの制圧に手間取っていては、計画が崩れてしまう。

　ティグルは口をつぐんだ。自分がこれ以上言葉を尽くしても、トバイアスの感情を逆さか撫なでするだけだろう。代わって、ミラが穏やかな口調で言った。

「トバイアス卿の言うことはもっともです。ですが、ソフィーヤも言ったようにあなたは兵たちを指揮する立場にあります。ここは部下に任せてみてはいかがでしょうか」

　トバイアスはいくらか表情を緩めたものの、考えを変えようとはしなかった。

「いや、私が率いて向かう。戦姫殿のおっしゃることもわかるが、私も部下に威厳を示さなければならぬ。後方でふんぞり返って兵を使い立てするような男とは思われたくない」

　ソフィーは小さく首を横に振る。ジスタート軍はギネヴィア軍の友軍であり、要請はできても、命令はできない。

「くれぐれもお気をつけて」

　そうしてトバイアスに率いられた一千の歩兵を草原の向こうへ送りだすと、三人は話しあいを再開した。説得をやめたのは、彼をこの場から外した方がいいと判断したからだった。

「本当に竜がいたら、どうする？」

　ティグルがミラとソフィーに尋ねる。戦姫たちの答えは明快だった。

「私たちだけで戦うわ。前に言ったでしょう。竜具なら、竜の鱗を斬り裂けるのよ」

「わたくしは竜と戦ったことはないけれど、できると思うわ。ザートがだいじょうぶだと言ってるのが伝わってくるの」

　ふと、ミラがもの言いたげな顔をしてティグルを見る。青い瞳に迷いが浮かんでいた。彼女の考えを読みとって、ティグルは明るく笑いかける。

「ミラ、俺を頼ってくれ」

　空を覆うほどの大きな翼を羽ばたかせていたと、旅人は言った。少なくとも飛んでいたことは間違いない。自分の弓が必要になる場面があるはずだった。

　凍漣の雪姫ミーチエリアは、はっとした顔になった。想い人を見つめて、笑顔でうなずく。

「そうね。ソフィーに私たちを守ってもらって、竜が地上に降りてきたら私が戦う。空にいるときはティグルに狙ってもらう。これでいきましょう」

　ミリッツァには待機してもらう。いまの段階では、あまりに詳細がわからないからだ。

　ティグルたちはラフィナックとガルイーニンを呼んで、状況を説明した。

「ガルイーニン卿はジスタート軍を統率し、ラフィナックはガルイーニン卿の補佐をしながらギネヴィア王女の軍を見ていてくれ」

　三人を代表してティグルが指示を出す。ガルイーニンは黙然として一礼したが、ラフィナックは承服しかねるという顔をした。もっとも、ここで不満を述べてもティグルの足を引っ張るだけだと彼はわかっている。せめて冗談を吐きだして主を送りだした。

「物語なら、竜を倒せば美しいお姫さまと結ばれてくれるのですがね」

「竜を仕留めれば、礼として羊を丸ごともらうことぐらいはできるだろうさ」

　ティグルも冗談を返し、三人は軍から離れて馬を走らせた。







　トバイアス隊は歩兵で構成されているので、馬を駆るティグルたちが追いつくのは難しいことではなかった。このあたりは平坦な草原が広がる一帯だ。三人はまばらに生えている木の陰に隠れて、数百アルシン先を行くトバイアス隊を観察した。

「さすがにこのまま追い越したら見つかるな」

「でも、迂回するのは危険よ。私たちはこのへんの地理に詳しくないもの」

　ティグルとミラはそろって難しい顔になる。何しろ見晴らしがよい。たった三つの騎影でも見つかる恐れがあった。だが、街道から離れすぎると迷う可能性がある。

「わたくしの竜技を使いましょうか」

　ソフィーが申し出た。彼女の竜技には、他人から姿を見えないようにするものがある。

「お願い、ソフィー。彼らを追い越したら、日が暮れるのを待って休みましょう」

　ソフィーが錫杖を振りかざすと、その先端から黄金の輝きが粒子となって舞い散った。

「――我が傍に集え眩い粒砂よミラーシエム」

　輝きが三人の身体にまとわりつく。ティグルには自分たちが消えたかどうかわからない。しかし、ソフィーが笑顔でいるのだ。信じられないはずがなかった。

　木の陰から出る。街道を外れて馬を走らせた。ほどなく、二百アルシンほどの距離を隔ててトバイアス隊と並ぶ。馬ば蹄ていの響きはかすかに聞こえているだろうが、空耳と思うだろう。

　ティグルたちは彼らを追い抜き、数百アルシンほど引き離してから街道に戻った。

「――ねえ、ティグル」

　ミラが緊張した表情で若者に呼びかける。

「もしも竜がいて、黒い鱗をしていたら……」

　そこまで言いかけて、彼女は言葉を呑みこんだ。だが、ティグルには彼女が何を言いたいのかわかった。ジスタートでは、黒い鱗を持つ竜は殺してはならないと定められている。初代国王が黒竜の化身を名のっていたことに由来するものだ。

　むろん、実際に竜が暴れていたら、そのような決まりごとなどにかまってはいられない。まして、ここはジスタートではなくアスヴァール領内なのだ。しかし、小さいころから教えこまれたことが、不意に足を引っ張るという事態が起こり得ないともかぎらなかった。

「わかってる。俺が仕留めるよ」

　力強くうなずいた直後、ティグルは急に違和感を覚えて顔をしかめた。

――何だ……？

　黒弓を握りしめ、矢筒に手を伸ばしながら周囲を見回す。この感覚は何度か体験している。森や山で狩りをしているとき、はるか遠くにいる熊や狼が自分を獲物として捉えたときに投げかけてくる視線だ。だが、このあたりに獣の気配はない。

　ティグルは上空を見上げる。それが遠くから姿を見せたのは、そのときだった。

　驚愕に、ティグルは息を呑む。蝙蝠のそれに似た翼を持つ巨大な生きものが、南から北へ向かってまっすぐ飛んでいく。首は長く、脚は細く、尻尾があった。飛竜ヴイーフルだ。

　ミラとソフィーも飛竜に気づいて、呆然と空を見つめていた。

「なんて大きさなの……」

　ミラが呻く。ティグルも同感だった。テナルディエ家が従えていた飛竜より、二回りは大きい。あれなら町を滅ぼすことなど造作もないだろう。

「急いで戻りましょう」

　ソフィーが緊迫した表情で言った。あの竜がどこを目指しているのかはわからない。だが、どこが襲われても甚大な被害が出るだろうことは疑いなかった。

――トバイアスたちも引き返させないと！

　ティグルたちは急いで馬を走らせる。三人の耳に、複数の悲鳴と絶叫が聞こえた。トバイアス隊がいるはずのところに、黒い小山のようなものが見える。

「そういうことか……」

　ティグルは怒りと悔しさとで歯を食いしばる。あの竜は、トバイアスたちを獲物と定めて降りたったのだ。その理由は、おそらく数が多いから。旅人たちも、竜が人間を喰らったと言っていたではないか。食糧としての人間を襲いにくる可能性を、考えるべきだったのだ。

「私が先に行くわ」

　ミラがラヴィアスを握りしめて、二人より前へ出る。ティグルは右手に矢をつかんだが、弓につがえることはしなかった。ここで『力』をまとった矢を射放てば、ギネヴィア兵たちを巻きこんでしまう。

　ふと、黒い小山が蠢うごめく。翼を広げ、首をもたげてこちらを見た。ティグルたちに気づいたらしい。次の瞬間、飛竜は首を振りまわして咆ほう哮こうを轟かせた。大気が震え、馬たちが驚いて竿立ちになる。ティグルとミラはすばやく鐙あぶみから足を外して地上に降りたったが、ソフィーは振り落とされそうになった。とっさにティグルが彼女を抱きとめる。

「だいじょうぶか、ソフィー」

「ええ、助かったわ。それにしても――」

　あまりの惨状に、ソフィーの口からそれ以上の言葉は出てこなかった。

　草原は嵐が通り過ぎたあとのようにえぐられ、血で染まり、死体がばらまかれている。竜の周辺には倒れて動けない者が積み重なり、動ける者は武器も鎧も捨てて逃げ散っていた。飛竜が上空から襲いかかっただけで、トバイアス隊は粉砕されたのだ。

　飛竜を打ち倒すべく、ミラが地面を駆ける。飛竜はミラに気づいたかと思うと、軽く首を振って、くわえていた死体を投げつけてきた。ミラはすばやく横に跳んで、それを避ける。

　地面に叩きつけられたのは、左腕と腰から下を失った血まみれのトバイアスだった。その顔は恐怖に歪んで、空虚に空を睨んでいる。むろん、とうに息をしていない。

　ミラの青い瞳に怒りが宿る。彼女は飛竜に向かって一直線に駆けた。だが、竜技を叩きつける距離にたどりつくよりも速く、飛竜は翼を羽ばたかせた。二本の脚で地面を蹴り、上空へと舞いあがる。ミラは飛竜を睨みつけた。

　そこへティグルとソフィーが追いついてくる。三人は呼吸を整えながら、飛竜の様子をうかがった。飛竜は逃げようとせず、空を旋回している。

　ティグルは眉をひそめた。飛竜の背に、小さな背びれを思わせる突起が無数に並んでいる。おそらくは背骨に沿って。飛竜にあのようなものはあっただろうか。

「当初の予定通りにいきましょう」

　ソフィーが言い、ティグルは気を取り直してうなずいた。飛竜の身体について考えている場合ではない。気まぐれを起こして去ってしまう前に、仕留めなければ。

　ティグルは黒弓に矢をつがえる。ミラのラヴィアスとソフィーのザートから、それぞれ白い輝きと金色の輝きがあふれ出て鏃やじりに集束する。

　飛竜がティグルたちに狙いを定めた。急降下する体勢に入る。ティグルは両足で大地を踏みしめ、弓弦を引き絞って、飛竜を見据えた。上空を旋回していた様子から、その速さは予測がつく。相手が避けられない間合いで吹き飛ばすべきだった。

　飛竜が翼をまっすぐ伸ばして前ぜん傾けい姿勢をとる。急降下を開始した。

　ティグルが矢を射放そうとした瞬間、風を切り裂くかのような、奇妙な音が響きわたる。その音はティグルたちの鼓膜を痺れさせ、感覚を狂わせた。それだけではない、その音に合わせたかのように、飛竜はすさまじい加速を見せたのだ。

　ソフィーが何かを叫んだ。おそらく竜技を使ったのだろう、三人を守るように、光の薄膜が出現する。刹せつ那な、暴風をまとって飛竜がティグルたちの頭上を通過した。大地がえぐれ、噴きあげられた石塊と土塊が怒濤のごとく三人に降り注ぐ。

――何だ……？

　ティグルはおもわず膝をついていた。矢を握りしめた手で、耳を乱暴に叩く。鼓膜は破れていないようだが、音が聞こえない。何より、予想外だ。このような攻撃は。

　飛竜は上空からティグルたちの様子を見ている。戸と惑まどっているように見えるのは、三人とも無事だったからだろう。ミラが、ティグルを助け起こした。

「だいじょうぶ、ティグル」

「ああ……。心配をかけてすまない」

　そこへ飛竜が再び急降下してくる。ソフィーは再び光の結界を張り巡らした。ミラは竜技を叩きつけようと槍を握りしめる。

　だが、やはり飛竜は同じように加速して、結界の外側にあるものを根こそぎ吹き飛ばした。ミラもティグルも飛竜を捉えられず、迎え撃ちようがない。三人の周囲の草原は荒れ地に変えられ、少し前までの面影を微塵も残していなかった。

――魔物よりよほど手強いな。

　そのとき、空の彼方から何かが飛んでくるのをティグルは見た。飛竜のようだ。同族かとティグルは戦慄を覚えたが、どうも雰囲気が違う。黒い鱗の飛竜も、新たに現れた飛竜を警戒するように旋回している。

――それに、ひとが乗っているように見えるが。

　黒い鱗の飛竜が、新たな飛竜に襲いかかる。新たな飛竜は慌てて羽ばたき、黒い鱗の飛竜の突撃をかわした。だが、完全に避けきれなかったのか、体勢を崩して地上に落ちてくる。ティグルの見間違いではなく、その背にはやはりひとが乗っていた。

　ティグルたちから五十アルシンほど離れたところに、飛竜は滑りこむように着地する。

「何なんだ、どうして俺が野生の竜なんぞに襲われなければならん……！」

　飛竜の背に乗っていた若者が、緊張と恐怖の入りまじった顔で空を見上げた。

　若者の名はザイアン＝テナルディエといった。







　ザイアンが、それまで日々を過ごしていたネメタクムを発ったのは、ブリューヌの気候が秋の色に塗り替えられたころだった。アスヴァールの内乱にブリューヌ軍が介入したことを知った彼は、飛竜を駆る己の力量を実戦で試すべく、アスヴァールへと向かったのである。

　なお、父には反対されたので、彼は真夜中に飛竜に乗って、ひそかに抜けだしている。いずれ帰ったときには怒りの形相の父と対面すること確実だが、武勲をたてれば許してもらえるだろうと、いささか甘い考えを抱いていた。

　それでどうしてこの地に現れたのかといえば、ザイアンはネメタクムから北上してブリューヌ領内を縦断するのではなく、西に飛んでザクスタン領内を横断する形でアスヴァールに入ったからである。こちらの針路を選んだのには、いくつか理由があった。

　飛竜とて、休みなしに飛び続けられるわけではない。少なくとも、テナルディエ家が飼っているこの竜はそうだ。しかも、腹を空かせるとたちまち機嫌が悪くなる。ザイアン自身も、あまり長く飛竜に乗っていることはできない。体力と気力の消耗が激しいからだ。

　そうなると、ブリューヌを出るまでに何度か村や集落に立ち寄らざるを得ないのだが、自分の正体に気づいた者が、父に知らせる恐れがあった。テナルディエ家はブリューヌを代表する大貴族であり、ザイアンはその家の嫡男なのだから。

　また、父と対立している大貴族ガヌロン公爵の領内にはなるべく近づきたくなかった。ガヌロンに対して、ザイアンは表現しがたい恐怖を抱いている。

　それに、飛竜に乗っての偵察が上手くいくのかを試したかった。

　ブリューヌ軍がギネヴィア王女に協力したということと、アスヴァール王国の大陸側はジャーメイン王子の勢力圏であることは知っている。さすがにバルベルデに近づく勇気はなかったが、西方の状況を上空から観察するだけでも得られるものはあるだろう。

　何しろ自分は義勇騎士としての飛び入り参加だ。ブリューヌ軍の総指揮官は、自分が対抗意識を抱いている黒騎士ロランだとも聞いている。

　功績を手に、胸を張って戦陣に加わりたかった。

――いったい何がどうなっている……！

　いま、ザイアンは混乱に埋めつくされた思考の中で、必死に状況を整理しようとしていた。

　日も傾かたむいてきたし、そろそろてきとうな村に降りて休まなければと思いながら空を飛んでいたら、野生の飛竜に襲われたのである。しかもその飛竜は、ザイアンの飛竜より二回りも大きかった。

「噓だろう？　なんでこんなところに竜がいる!?　山と森ばかりの僻地だからか!?」

　わかっているのは、野生の竜がこちらを敵と認識していることだ。縄張りを荒らしたとでも思ったのかもしれない。とにかく生命の危機だった。

　野生の竜の突撃をかわす。もっとも、ザイアンは己の竜の背に必死にしがみついているだけだ。飛竜が、生き延びるためにすべての力を振りしぼってかろうじて避けたのだった。

　だが、そのことに飛竜は力を使いすぎた。体勢を崩して落下する。激突だけはまぬがれたものの、地面に滑り降りると、すぐには動けなかった。

　そうしてザイアンが悪態をついているところに、ティグルたちが駆けてきたのである。

　ティグルたちにとっても、わからないことだらけだった。どうしてザイアンがここにいるのか。なぜ、飛竜に乗っているのか。聞きたいことが山のように浮かびあがる。

　だが、ティグルは一度、それらの疑問をすべて意識の片隅に押しやった。狩人として、そして戦士としての思考が、この状況における最適な行動を導きだす。

「――ザイアン卿、俺たちに力を貸してください」

　そう呼びかけるティグルの声には、有無を言わせぬ気迫があった。







　ソフィーが新たに竜技を使い、結界を張り巡らせる。淡い金色の髪は乱れ、その横顔には疲労が浮かんでいた。緑と白を組みあわせたドレスは舞いあがる土煙で薄汚れている。

　彼女の隣に立つミラは、歯がゆい思いを抱えながらラヴィアスを握りしめていた。

「――静かなる世界よアーイズビルク」

　結界の周囲が凍りついて、氷壁をつくりあげる。ソフィーが竜の攻撃を受けとめ、ミラが竜を打ち倒すという当初の計画を、ティグルたちは捨てた。竜の動きが速すぎるからだ。ティグルでさえも、その軌道をすぐには捉えられないほどに。

　そしてティグルは、ザイアンとともに飛竜に乗っている。ザイアンの後ろについて、彼の身体と自分の身体をまとめて縄で縛りあげていた。矢を射放たなければならないので完全に密着してはいないが、何かあってもティグルだけが落ちることはないだろう。

　上空では、黒い鱗の飛竜が旋回しながらこちらの様子をうかがっている。少なくとも、ここにいる四人と一頭を屠ほふりさるべき敵と見做したのはあきらかだった。

「――おい、ヴォルン家の穀ごく潰つぶし」

　ザイアンが不愉快さを隠さずにティグルを睨みつける。

「貴様を我がテナルディエ家の飛竜に乗せてやるのは、戦姫殿が頼んできたからだ。本来であれば、貴様などこいつの餌にすらならん。己の立場をよくわきまえておけ」

「わかっております」

　努力してティグルは答える。いまはザイアンの、正確には飛竜の力が必要なのだ。

　地上から狙っては、おそらく当てられない。飛竜が加速する前では、いかに『力』を帯びた矢でも距離がありすぎてかわされる可能性が大きい。だが、加速したあとでは速すぎて狙いがつけられない。相手に近づく必要があった。

　ザイアンにも、ティグルに協力する理由はある。ひとつは、彼が言った通りミラとソフィーに頼まれたからというもの。とくに、ミラの治めるオルミュッツとテナルディエ家は交流がある。断ることなどできなかった。

　加えて、自分の飛竜が、黒い鱗の飛竜に敵意を向けていることがわかったからだ。細かい仕草から、何となく伝わってくるというていどのものではあったが。ザイアンとしても、やられっぱなしは気に入らない。テナルディエ家の飛竜の強さを知らしめねばならない。
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「こんなひなびた土地の片隅で生きてきた土臭い竜ごときに舐められてたまるか」

　黒い鱗の竜が旋回をやめて、急降下してくる。ミラとソフィーは身構えた。

　衝撃に爆風が続く。ミラのつくりあげた氷壁を地面ごと吹き飛ばし、土塊も草も灌木も何もかもを巻きこんで猛々しく風が荒れ狂った。直後に、鋭い風切り音が鼓膜を貫く。その爪でミラとソフィーを捕らえそこねた竜は、勢いを維持したまま飛翔して再び空の住人となった。

　黒い鱗の竜を追って、ザイアンの飛竜が翼を羽ばたかせる。巻き起こった風は、二人の人間と一頭の飛竜を空に運んだ。ティグルも、ザイアンも、一言も発さない。音が聞こえなくて、それどころではないのだ。

　ティグルは黒弓に矢をつがえた。鏃はすでに『力』を帯びている。地上にいるときに蓄えたものだった。外すことはできない。ザイアンはその矢を見て驚きの色を浮かべたが、詮索は後回しにして黒い鱗の飛竜を睨みつける。

「この俺が、弓使いなんぞを飛竜に乗せた上に、矢を射放つ手伝いまでしてやっている」

　その言葉は、発した当人の耳にも届かなかった。

　黒い鱗の竜は、悠然と旋回しながらティグルたちに狙いを定める。ティグルは目を凝らし、次いで目を瞠った。黒い鱗の竜の背にある無数の突起が、不自然にふくらんだのだ。

「――来るぞ！」

　直感で悟って、叫ぶ。その言葉を飛竜が理解したはずはなかったが、切迫した声から何かを感じとったのかもしれない。翼を広げて横へ跳躍した。直後、黒い鱗の竜はまっすぐ突撃してきて、虚空を貫いて飛んでいく。風に、雷鳴にも似た音が続いた。

「稲妻みたいだな……」

　おもわずつぶやいて、ティグルは自分の言葉に納得する。雷光のあとに雷鳴が轟くように、竜が飛び去ったあとに奇妙な音が聴覚を痛めつける。

――だが、目印ができた。

　ティグルは矢を射放つとき、すべての感覚を用いる。獲物の動きを目で捉え、漂ってくる匂いを鼻で捉え、風のわずかな動きを耳と肌で捉える。そこに知識や経験を積みあげて矢を射放ち、命中させるのだ。さきほどまでは鼓膜が痺れていたせいで、狙いが定まらなかった。

「おい、どうしてさっさと射かけないんだ。それが貴様の役目だろうが」

　ザイアンが何か叫んでいるが、聞こえない。その目は、黒い鱗の竜を見据えている。

　竜は、ティグルの持っている矢にようやく関心を示した。気に入らないというふうに、両眼の輝きが増す。目を細めたようにも見えた。

　背中の突起がふくらむ。その瞬間を、ティグルは見逃さなかった。

　矢から指を離す。白と金色の輝きをまき散らしながら、矢は吸いこまれるように黒い鱗の竜へと飛んでいく。そして、竜はいままさにこちらへ突撃しようとしていたところだった。

　巨人が大地に鉄槌を打ちこんだかのような、すさまじい音だった。

　鉄の刃を通さない飛竜の巨軀が、粉々に吹き飛ぶ。折れた角が、砕けた牙が、肉片が、骨片が、ちぎれた臓物がばらまかれていく。そして、これだけはほとんど原形をとどめた片翼が、ミラとソフィーの目の前に落下した。

「わかってはいたけれど、恐ろしい力ね……」

　泥だらけの姿で、ソフィーは上空を見上げた。彼女の視線の先では、おびえて飛びまわる飛竜をなだめすかしているザイアンと、その後ろでザイアンの背中にしがみついているティグルの姿があった。矢を射放った反動で、縄が緩んだらしい。

「黒い弓の使い手があなたで、本当によかったと思うわ」

「いまさら何を言ってるのよ」

　ミラがソフィーの肩を軽く叩いた。

「だいじょうぶよ。ティグルは『力』の怖さを知っているもの」

　ミラもまたティグルを見上げる。青い瞳には、信頼と愛情があふれていた。





　　　　　　　†






　トバイアス隊の惨状は、想像を絶するものだった。

　生き残った者は二百に満たず、死者は三百から四百を数え、逃げてそのまま姿を消した者は四百を超えた。ティグルたちが駆けつけたのはかなり速かったが、それでもこれだけの被害が出たのだ。あと三十を数えるほども遅ければ、彼らは文字通り壊滅していただろう。

　生き残った兵たちから話を聞くと、一度目の急降下で陣形を崩され、兵たちはひとり残らず恐慌状態に陥ったらしい。風切り音に鼓膜を痛めつけられたことも混乱を助長した。

　そして、二度目の急降下のとき、飛竜は地面に降りたった。人間たちを踏みつけ、思うがままに喰らった。これが決定的な一撃となり、トバイアス隊は粉砕されたのだ。

　半日ほどが過ぎて、ガルイーニンたちに率いられた第二軍が到着すると、彼らは目の前の光景に絶句した。そして、ティグルたちから事情を聞いて、死者を埋葬した。

　ザイアンの顔を見てラフィナックは露骨に表情を歪めたが、彼の協力があったことをティグルから聞かされて、喉元まで出かかっていたすべての言葉を呑みこんだ。

　トバイアスからギネヴィア兵の指揮を任されていたのはウォーレンという若者だが、彼は悲しむよりも途方に暮れた顔をしていた。

　死者を埋葬した場所からたっぷり一ベルスタ（約一キロメートル）離れたところにティグルたちは幕営を設置し、ザイアンにこれまでのことをおおまかに説明する。

「貴様がジスタート軍の客将……？」

　ザイアンはいかにも怪しいものを見る目をティグルに向けた。ティグルの説明だけなら鼻で笑っていただろうが、ミラとソフィーの口くち添ぞえもあっては彼でも信じるしかない。

「彼は、我が軍……いいえ、我が国の重要な機密を知ってしまったのです。そのため、同行してもらっています」

　ソフィーがそのように説明すると、ザイアンは首をひねった。

「機密とは？　いや、むろん詳しく説明してくれとは言わないが……」

「そうですね。さきほどの、竜を打ち倒した力についてといえばわかっていただけますか。あれは、わたくしたち戦姫の力です」

　ティグルとミラは啞然とし、次いで感心した。彼女は噓を言っていない。ただ、ティグルの弓の力について伏せているだけだ。ソフィーにしても、どこまで話すか難しいところだった。竜技は極秘事項というわけではないが、知られないでいるのならばそれが望ましいからだ。

　しかし、見られた以上はあるていど話しておく必要があった。

「戦姫には不思議な力が備わっているという噂話、ザイアン卿なら聞いたことがあるのではないでしょうか」

「まあ、噂だけなら……」

　ザイアンはうなずいた。事実だった。ただ、ザイアンはそれまで本気にしたことなどなかった。ただの人間が風や雷を呼べるかと思っていたのだ。

「つまり、ティグルヴルムド卿はそのことを知ったために同行していると？」

「ええ。ブリューヌ軍を指揮しているロラン卿は承知しています」

　ロランは戦姫の力も、ティグルの黒弓の力についても知っている。饒舌な人間ではないが、口裏を合わせることはしてくれるだろう。何より信頼できる。

　ロランの名を聞いて、ザイアンはようやく納得したようだった。また、そのような事情でもなければ、どうして小貴族の息子が他国の軍の客将などを務めているのか、理解できなかったということもある。

　そうしてティグルについての説明がすんだところで、これからのことを話しあった。

「どうする？　北に引き返してルクス城砦へ向かうか？」

　ティグルがミラとソフィーに尋ねた。ブルガスのことは放っておいて第一軍との合流を急ごうと考えたのだ。ギネヴィア軍の士気が著しく低下していることも問題だった。

　しかし、ミラは首を横に振った。

「このままブルガスへ行きましょう」

　ミラがそう主張した理由は二つある。

　ひとつはジャーメイン軍の動きが鈍いことだ。もしかしたら、ジャーメインはこの地に竜が現れたことを知っていたのかもしれない。それゆえに、こちらの動きに対して何ら反応を見せなかったのかもしれない。そうだとすれば、いまがブルガスをおさえる好機だった。

　それに、竜に襲われた町の被害を確認し、状況次第では復興に手を貸す必要がある。言ってしまえば人気とりなわけだが、現在の煌めきの覇軍にとっては重要なことだった。

　そうして翌日、煌めきの覇軍の第二軍はブルガスに到着したのである。

　焼かれた直後のデュリスにおとらない凄せい惨さんな光景が、ティグルたちの眼前に広がっていた。

　ブルガスの住人は煌めきの覇軍を警戒したが、ティグルたちが竜の翼を見せながら、竜は自分たちが打ち倒したことを告げ、さらにウォーレン率いるギネヴィア兵たちが同情を寄せ、復興を手伝うと言うと、ティグルたちを受け入れた。ギネヴィア兵たちは失った四百の戦友と、この町の住人を重ねあわせているようだった。

　町は半壊というところで、野生の竜は気の向くままに破壊し、人間を喰らっていたらしい。復興自体は難しいことではなさそうだった。

　彼らから話を聞くと、ジャーメインもやはり竜の存在は知っており、一千の兵を派遣していた。だが、それが壊滅すると、煌めきの覇軍が上陸してきたこともあって放置したそうだ。

「私がジャーメインでも放置するわね。やりようがないもの。野生の竜が出たら、何もかも捨てて逃げるしかないわ。地震や津波のようなものよ」

　恐ろしい竜だった。二人の戦姫でもすぐには対応できなかったのだから。ティグルから特徴を聞いて、ソフィーはこう言った。

「あれは嵐竜ヴーリーね。飛竜の亜種といわれている竜よ。体内に風を取りこみ、背中から噴きだして驚くほどの速さで飛ぶと聞いたことがあるわ」

　町の住人たちは飛竜を恐れたが、どうやらおとなしいとわかると、腫れもの扱いだけはしなくなった。近づこうとはしなかったが。

　ギネヴィアとロランに率いられた煌めきの覇軍の第一軍がブルガスに到着したのは、数日後のことである。事情を聞いて彼女たちは驚いたが、町の惨状に加えて竜の翼を見れば、信じないわけにはいかない。町の長を呼んで、復興を手伝うことを約束した。

　そして、ザイアン＝テナルディエは義勇騎士として正式に参加を認められ、ブリューヌ軍に所属することとなる。ちなみに、竜を討ちとった武勲は彼のものとなった。これはティグルとミラ、ソフィーが譲ったためである。

　ティグルが竜を討ちとったと喧伝しても、なかなか信じられないだろう。竜が竜を打ち倒したということならば説得力があり、ジャーメイン軍に与える心理的な打撃も大きいと、ソフィーは判断したのだ。

　ティグルは少し残念に思ったが、たしかに自分が竜を討ちとったと主張すれば詳しい説明をしなくてはならなくなり、今後の立場が面倒になる。武勲は、人間同士の戦場で求めるしかないようだった。

　煌めきの覇軍が、ブルガスを竜の脅威から解放した。

　この知らせは恐るべき速さで周辺地域及びジャーメイン軍にまで伝わることとなる。








４　　　交錯する思い









　ブルガスの町には、山から湯を用意した浴場がある。

　幸い浴場は無事だったので、煌めきの覇軍ヴァルセレートスに提供された。せめてもの感謝ということだったが、歓心を買うという考えもあるに違いない。ともかく、ギネヴィアは喜んで浴場を使わせてもらうことにした。

「こんなところで贅沢な湯浴みができるなんて思わなかったわ」

　湯に浸かりながら、ミラが満足げなため息を吐きだした。浴場には彼女の他に、ソフィー、ミリッツァ、ギネヴィアがいる。ギネヴィアに誘われて、三人の戦姫は疲れを湯で癒やしているのだった。天井からいくつもランプが吊されているために、浴場は明るい。

「存分にあたたまってください。ここは円卓の騎士ガラハッドも傷を癒やしたという由緒正しい浴場ですから」

　ギネヴィアに笑いかけられて、ミリッツァは遠慮がちにうなずいた。一国の王女に対して気後れしているということもあったが、内通者さがしにこの国へ来たとは言えないので、あまり喋らないようにしているのだ。

　ミリッツァを、ソフィーはジスタートが派遣した援軍として紹介している。たしかに一騎当千を謳うたわれる戦姫なら、ひとりでも一千の兵に相当するだろう。

　ただし、とソフィーは付け加えるのを忘れなかった。

「彼女は戦姫になってから、まだ一年余り。大きな戦も経験していません。この戦では戦場に投入せず、戦姫としての名を活かすことだけを考えたいと思います」

「戦姫が加わったと叫んで味方の士気を高め、敵の士気を下げるということですか？」

　確認するようにギネヴィアが聞くと、我が意を得たりという表情でソフィーはうなずいた。

　ギネヴィアとしても、ソフィーの説明は納得できるものだった。七人いる戦姫のうち、実に三人もアスヴァールに投入するのはどう考えても多すぎる。しかし、経験を積ませるために未熟者を派遣したのならば妥当な判断だ。

　ミラとソフィーの実力は充分にわかっている。不安になることはない。

「ところで、ナビアとルクスはいかがでしたか？」

　ソフィーが尋ねる。ギネヴィアは上機嫌でうなずいた。

「問題ありません。ナビアは私に協力を誓い、ルクスにいたジャーメイン兵は追い払って、我が軍の兵を待機させました。これに加えて、私たちがブルガスを救ったとわかれば、この周辺一帯はこちらにつくでしょう。ブルガスも協力を約束してくれましたから」

「そうなると、あとはジャーメインがどう動くかね」

　三人の顔が真剣なものになる。ブルガスにいた竜を、ギネヴィアの軍勢が打ち倒したこと。そして、ブルガスがギネヴィアに膝をついたこと。この二つがジャーメインに与える衝撃は尋常なものではないだろう。決戦を急ぐに違いない。

「どこを戦場にするか、考えておいでですか？」

　ソフィーが尋ねると、ギネヴィアは真剣な表情でうなずいた。

「このブルガスからバルベルデの間には、大軍を展開できる平原がいくつかあります。おたがいの動きを見ながら、そのいずれかを選ぶことになるかと。ただ、気になることが……」

　ギネヴィアは、ナビアの町で耳にしたことを、ミラたちに話した。ジャーメインが密告を奨励していたために、町の雰囲気が陰惨なものになっていたというのだ。

「疑り深い気性の持ち主だとは聞いていたけれどね……」

　ミラが小さく唸うなる。ソフィーは考えこむように、視線を湯に泳がせた。

「持久戦に訴えて、ジャーメイン軍が内部から崩れるのを待つ手もあるけれど……」

　ギネヴィアが渋じゆう面めんをつくる。その手は有効かもしれないが、ジャーメイン軍が崩壊するまでにアスヴァールの民が多く犠牲となるだろう。

「この手はやめておきましょうか。禍根を残すのは避けたいものね」

　次代の統治者となるギネヴィアの恨みを買うのは、ジスタートにとって得策ではない。

「それにしても、お二人はずいぶん立派なものをお持ちですのね」

　気分を切り替えようとしてか、ギネヴィアの目がミラとソフィーの胸に注がれる。当然ながら、おたがいの裸身を見るのはこれがはじめてだった。ミラは顔をしかめる。

「あなたも似たようなものじゃない」

　この中でもっとも豊かな乳房の持ち主は間違いなくソフィーであり、ミラとギネヴィアは同じぐらいである。二人の視線がソフィーの胸元に向けられた。ソフィーは微笑を浮かべてミラの後ろへと回りこむ。ちなみにミリッツァは無表情と無言を貫いていた。

「大事なのは大きさだけじゃないと思うのよ。愛情が注がれているかどうかも考えないと」

　そう言いながら、彼女はミラの乳房を後ろから優しく揉みしだいた。

「愛情といいますと？」

　きょとんとするギネヴィアに、ソフィーはにこやかに答える。

「それはもちろん殿方のことですわ。わたくしにはいないのですけれど」

「いい加減に離しなさい！」

　ミラはソフィーの手を引き剝がし、自分の胸をおさえながら距離をとる。

「あらあら。やっぱり好きなひとにしか触らせたくないということかしら」

「そういうことじゃないわよ」

「じゃあ触らせたことはないの？」

　一瞬、ミラは口をつぐむ。それは明快な答えだった。ミリッツァがわざとらしく口元をおさえ、ソフィーとギネヴィアは笑顔をかわしてミラににじりよる。

「リュドミラ殿、私もそのような相手はいないので、ぜひとも詳しいお話を……」

「それよりガラハッドの話を聞かせてもらえるかしら」

　ミラはあからさまに話題をそらした。そして、ギネヴィアは乗った。

　ガラハッドの話を聞きながら、彼女たちはしっかり温まったのである。
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　戦姫たちと王女が湯をかけあいながらじゃれあっているころ、ティグルはロラン、ザイアンとともにブルガスの片隅にいた。そこには木の柵が三重につくられ、その中で飛竜ヴイーフルが羊を一頭丸ごと食べている。

「こいつは腹を減らすとすぐに吼えるからな。おとなしくなってよかった」

　ザイアンがため息をついた。ティグルとロランは感心した顔で彼を見ている。

「この飛竜は、ムオジネルとの戦いのときにいたものか」

　ロランが聞くと、ザイアンは背筋を伸ばし、胸を張って「そうだ」と、答えた。

「テナルディエ家は恐ろしい方法を考えたものだな。私は見ていないが、誰でも飛竜に乗れるというわけではないのだろう。どうやって乗りこなしたのだ」

「もちろん俺の天性の才能によってだ」

　傲ごう然ぜんとザイアンは言った。誰かに聞かれたら、こう答えようと考えていたのだ。それに、ロランに対して「何日も乗り続けた」などと答えたくなかった。

「ムオジネルで見たときよりも、ずうっと安定しているように思えたが。ベルトの外し方もずいぶん慣れていた」

　そう言ったのはティグルだ。飛竜の傍かたわらに置かれている鞍くらやベルトを見ると、使いこまれているのが一目でわかる。ザイアンは引きつった顔でティグルを睨みつけた。

「才能だと言っているだろうが！　俺が何日もこいつに乗り続けていたとでも思うのか。そんなことより、ヴォルン」

　あからさまにザイアンは話題を変える。

「貴様なら、飛竜の背でどのような武器を使う？　飛竜に乗ったのだから考えられるだろう」

　ティグルは何度か瞬きをしたあと、ザイアンに聞いた。

「飛竜に乗りながら使う武器を、いっしょに考えてほしいということですか？」

「どうして俺が貴様といっしょに考えごとをしなければならんのだ！」

　歯をむき出しにしてザイアンは怒鳴ったが、図星だったものでいまひとつ迫力に欠ける。舌打ちをして、彼は続けた。

「あくまで参考ていどにというだけだ」

「なるほど。おもしろそうな話だな」

　ザイアンにとっては意外なことに、この話に興味を持ったのはロランだった。

「いまの口ぶりからすると、すでにいくつかは試したのだろう。剣や槍ではだめなのか？」

「敵の身体に刃が引っかかったり食いこんだりしたら、そのまま持っていかれると思う」

　気後れしながらも、ザイアンは答える。ロランはティグルを見た。

「では、弓ならどうだ？　ティグルヴルムド卿ならできそうだが」

「ふつうの弓では無理ですね」と、ティグルは首を横に振る。

「飛竜が速すぎて狙いを定められません。それに、矢が風で飛ばされます。敵陣を通り過ぎたあとに身体をひねって後ろからなら……いや、狙いがつけづらいな。鞭は案外いけるかもしれません。引っかからないし、たぶん飛竜の速さそのものを武器にできて……」

「貴様はこの俺に鞭を握りしめて戦場に出ろというのか！」

　拳を握りしめてザイアンが怒鳴った。「これだから弓なんぞを使うやつは」と、罵る。

「ならば、長柄の武器だろうな。刃ではなく、棘とげのついた鉄球を先端につけたものがある」

　ロランの言葉に、ザイアンは情けない顔になった。鞭よりはましかもしれないが、彼の考える騎士像からはほど遠い。それに、いかにも重そうだ。重い武器は飛竜がいやがる。しかし、軽い武器となったらそれこそ鞭になってしまう。

「参考にはさせてもらう」

　ザイアンは舌打ちをすると、二人に背を向ける。歩きだそうとして、彼は足を止めた。三重の柵を乗り越えて、そろそろと飛竜に近づく小さな影がある。見ると、七歳か八歳だろう少年だった。この町の子供が、好奇心から見にきたのだろう。

　不愉快そうに渋面をつくると、ザイアンは大股で少年に歩み寄る。地面を這いながら飛竜に近づいていた少年は、びくりと肩を震わせてザイアンを見上げた。

「おまえ、俺の飛竜に何の用だ？」

　少年は答えず、ごまかすような笑みを浮かべる。ザイアンは歪んだ笑みを浮かべると、少年の襟首をつかんだ。地面を引きずりながら、飛竜のそばへと歩いていく。飛竜はちょうど羊を食べ終えたところで、血まみれの顔をザイアンたちに向けた。

　ザイアンは少年を両手で抱きあげると、飛竜の顔へと近づける。少年は顔を真っ青にして口を開けたが、あまりの恐怖のためか、悲鳴は出てこない。少年の身体を、ザイアンは柵の外側へと放り投げた。背中をしたたかに打った少年に歩み寄って、冷たく見下ろす。

「あいつは羊だけじゃなく、人間も喰う。何のためにわざわざ柵をこしらえたのか、その貧しい頭でよく考えろ。おまえの仲間にもしっかり話しておけ」

　まだ声を出せないのだろう、少年は必死に何度もうなずいた。それを確認すると、ザイアンは離れたところへ視線を向ける。そこには、少年と同い年だろう数人の子供たちがいた。

「次に柵を越えたら、頭蓋骨ごと頭をかじられると思え！　わかったな！」

　ザイアンの行動を見ていた子供たちは、わっと叫んで逃げ散っていく。ザイアンは鼻を鳴らして歩き去ろうとしたが、か細い声に呼びとめられて、倒れたままの少年に視線を向けた。

「あ、あの……どうしてあんな竜に乗れるん、ですか？　こ、怖くは……」

　震える声で懸命に尋ねる少年に、ザイアンはため息まじりに答えた。

「俺の飛竜を、どうして俺が怖がらなくてはならんのだ」

　くだらないことに時間をとられたというふうに、今度こそザイアンは歩き去る。一部始終を見ていたティグルとロランは顔を見合わせ、それから苦笑をかわした。

――少し雰囲気が変わったかな。

　ティグルはそんなことを思う。ムオジネルと戦っていたときは傲慢さや粗暴さ、冷淡さがとにかく前面に出ていた。いまでも傲岸不遜なところは変わらないが、飛竜を見つめるときは悪態をつきつつも穏和な表情をしていた。だからといって気を許すことはできそうにないが。

「これなら戦は近いな」

　飛竜を見上げながら、ロランがつぶやく。ティグルは同意してうなずいた。竜退治と飛竜の出現が、ジャーメイン軍に与える衝撃を予測してのことだった。
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　ロランとザイアンと別れ、ティグルが提供された宿に戻ってきたときには、日が暮れかけていた。ラフィナックはどこかへ出かけているのか、姿が見えない。

　夕食までに手入れをすませようと思って、壁に立てかけていた黒弓に手を伸ばしたとき、扉が外から叩かれた。ミリッツァの声が聞こえたので、扉を開ける。いつもの黒を基調とした服ではなく、ゆったりとしたローブに身を包んだ黒髪の戦姫が立っていた。

「ティグルヴルムド卿に耳寄りなお話が」

　わざとらしく声を潜めて、ミリッツァはティグルの耳元にささやいた。

「リュドミラ姉様が温泉に浸かっています。――たったひとりで」

　ティグルは呆れた顔で彼女を見つめた。

「まさか、それを言うためだけにわざわざ来たのか？」

「余計なお世話かとも思いましたが、ソフィーヤ様にお話をうかがったところ、お二人の仲はたいして進展していないということでしたので」

　ミリッツァの瞳に、強い興味が浮かんでいる。彼女とはじめて出会ったとき、ティグルは肌着姿のミラを抱きしめていたのだ。二人が想いを通じあっていることも知られている。彼女が余計な気を利かせるのも、わからないことではない。

――おたがいの立場を考えれば、けっこう際どいところまで進展していると思うんだが。

　少し迷ったあと、ティグルは真剣な表情で切りだした。

「君の好意を疑うわけじゃないんだが、ひとつだけ教えてくれないか。俺とミラの立場の違いを考えれば、俺たちが結ばれるのは、かえってミラによくない結果をもたらすかもしれない。君も、そのことはわかっていると思う」

　それでも応援してくれるのは、なぜなのか。ただの好意だというのならば、それでかまわないのだが、ティグルには不思議だった。

　疑問を投げかけられたミリッツァは、小首をかしげてティグルを見上げる。

「他の方についてはわかりませんが、わたしはけっこう簡単な理由ですよ。お二人を見ていて楽しいからです。ティグルヴルムド卿といるときのリュドミラ姉様は隙だらけになりますし」

　何とも言えない顔で、ティグルは黒髪の戦姫を見つめた。ミリッツァは袖で口元を隠しながら、言葉を続ける。

「もちろん、まっとうな理由もあります。お二人が結ばれてくれたら、直近で貴重な前例ができます。わたしは心優しく裕福な殿方と結ばれたいのですが、選択肢が多いに越したことはありませんから」

「なるほど。そいつは責任重大だな」

「ええ。ぜひがんばってください。あと、やっぱり、努力しているひとには報われてほしいですからね。身分違いの恋がかなわないのは、故郷でも現在の領地でも見ていますから」

　ティグルはうなずいた。彼も、アルサスやオルミュッツでそうした話を多く聞いている。同じ平民同士でも貧しい職人と裕福な商人とでは、生活や考え方に大きな隔たりがある。

　そうした差を超越する愛は、間違いなくある。だが、ティグルとしては差をそのままにするのではなく、埋められるところは埋めていきたい。

「それから最後に――」

　彼女が微笑を浮かべたように、ティグルには見えた。

「あなたのことを話しているときのリュドミラ姉様が、幸せそうだからです」

　そう言うと、彼女は廊下の薄闇に溶けこむように歩き去る。

　ティグルが迷ったのは、ほんのわずかな時間だった。







　ミラだけが浴場にいるのは、湯を堪たん能のうできなかったからである。

　ソフィーたち三人が浴場を去るまでは、ティグルとのことを根掘り葉掘り聞かれ、からかわれ、冷やかされて、それどころではなかった。いったい何度、「あなたたちも素敵なひとを見つけたら」という言葉が口から飛びでそうになったか知れない。

　一度、外で風にあたったあと、ミラは気を取り直して、再び浴場に入ったのである。

　獣脂を煮込んだ石鹼を泡立てて、布で身体を擦る。後ろから、扉の開く音が聞こえた。

――誰かがまた湯に浸かりにきたのかしら。

　そんなことを考えた直後、思いもよらない声がミラの鼓膜に届いた。

「ミラ、いるか？」

「ティグル!?」

　おもわずミラは大声をあげる。彼女がとっさにとった行動は、手元の布で胸元を隠すことだった。足音が近づいてきて、腰に布を巻いただけのティグルが現れる。

「ど、どうしてここに……？」

　慌てるあまり、ミラは呂律がまわらない。一方、ティグルの声ははっきりとしていた。

「君がひとりでここにいると聞いて、いっしょに入りたくなったんだ。だめか？」

　そう尋ねるティグルの顔は、耳まで赤く染まっている。若者にとっても、これだけおもいきった行動をとるのには相応の勇気が必要だった。心臓は緊張と興奮で早鐘を打っている。

「だ……」

　だめに決まってるでしょ、と言おうとして、ミラは言葉を発せなかった。身体の隅々まで見られている相手に、いまさら何を恥じるのかという想いがある。また、自分への想いを率直に伝えてくれたことへの嬉しさもあった。何よりここには自分たちしかいない。

　それでもミラは「いいわよ」とは言えず、胸を隠している布の端を握りしめて、ティグルに背を向ける。ただし、拒絶の言葉も発しなかった。

　ティグルはミラの隣まで歩いていき、桶で湯をすくって、身体にかける。そうして汗を流すと、浴槽に入った。これからどうするべきか、彼も行動を決めかねている。

　ミラはしばらくティグルの様子をうかがっていたが、若者が湯に浸かって動かないのを見ると、身体を洗う作業に戻った。そんな彼女を見ながら、ティグルは内心でため息をつく。

――手を伸ばせば、触れられるのにな。

　ミラはそこまで許してくれている。

　だが、まだティグルが彼女の隣に立つことはできない。多くのものが足りない。

「ずうっと待たせてしまって、すまない」

　ミラだって、自分以上にもどかしい思いを抱えているに違いない。彼女の年齢と立場を考えれば、数多くの縁談が舞いこんでいるはずだ。だが、いままでティグルはそうした話を聞いたことがない。つまり、ミラはそれらをすべて断っているのだ。

「私がお婆ちゃんになるまでに何とかしてくれればいいわよ」

　気を遣わせまいと、ミラは明るい口調で応じる。ようやくティグルも笑みを浮かべた。

「さすがにそこまで待たせはしないさ。ラーナ様だけじゃなく、テオドール様やガルイーニン卿にまで怒られる。俺の父にも」

「いっそ、ロラン卿やギネヴィア殿下にお願いしてみようかしら。この遠征におけるティグルヴルムド卿の功績はすばらしいものがある、とか言ってもらうの」

　冗談めかした口調でミラは言った。ティグルは肩をすくめる。

「それはさすがにずるいんじゃないかな」

「あなたの武勲を捏ねつ造ぞうするわけじゃないわ。ただ、他のひとに補足してもらうだけよ。殿下はともかく、ロラン卿なら協力してくれるんじゃないかしら」

　ミラの声が弾んでいる。自分の思いつきが気に入りはじめているようだった。しかし、ティグルは首を横に振った。

「ロラン卿に頼むときがいつか来るとしても、もう少しだけ待ってくれないか」

　せめて、自分が納得できるようになるまで。充分に武勲をたてて、それでもなお自分の力だけでは解決できない事態が生じたときに、彼を頼りたい。

「君の言う通り、ロラン卿は頼めば引き受けてくれると思う。だからこそ、そのときはできるだけのことをやったと言いたいんだ」

　偉そうなもの言いかもしれない。だが、それがティグルの考える誇りであり、意地だった。

「ごめんなさい。あなたの気持ちを考えてなかったわ」

　ミラがうつむきがちに謝る。ティグルはおもわず浴槽から立ちあがった。

「俺のために考えてくれたんだろう。謝るのは、君を待たせ続けている俺の方だ」

　ミラは言葉を返さず、うつむいたままだ。ティグルは彼女の心情を察した。ティグルの誇りを傷つけてしまったと、彼女は思ったのだ。

　ティグルは浴槽から出ると、ミラのそばに腰を下ろす。彼女の肩にそっと触れた。ミラはびくりと身体を震わせる。しかし、彼女はティグルの手を振り払わず、離れようともせず、それどころか首を傾かたむけてティグルの方に向けた。

　潤んだ青い瞳と熱情のたぎった茶色の瞳が交錯し、ティグルは彼女に顔を近づける。唇を重ねた。手を伸ばしてミラを抱きしめ、腕から腹へとてのひらで撫でていき、張りのある乳房に触れる。ミラが熱い吐息とともに、身をよじった。胸元に張りついていた布が落ちて、腹部を覆う。ティグルは彼女の双丘を両手で包みこんだ。

「そこばかり……だめ」

　刺激に耐えるように、ミラが喘あえぐ。

「でも、いまの君には、いましか触れないからな」

　ティグルは左手を、彼女の太腿へと持っていった。その感触を楽しんだあと、持ちあげて足を開かせる。その間も、二人は想いをたしかめあうように何度も唇を重ね、舌を絡めた。

　ティグルがミラを床に寝かせる。そのとき、二人の鋭敏な聴覚は扉近くの音を聞きつけた。

　狩人と戦士の本能が、警戒態勢をとる。ミラをかばうように、ティグルが慎重な足取りで扉に歩み寄った。はたして、そこに隠れていたのはミリッツァだった。

――なるほど……。

　だから自分をけしかけたわけか。自分たちへの好意もあったのだろうが、好奇心はそれ以上にあったに違いない。

　結局、ティグルは、それ以上の行為を諦めざるを得なかった。
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　ティグルとミラが、円卓の騎士ガラハッドの神殿を訪れたのは、夜遅くのことだった。

　二人をこの神殿に連れてきたのは、ギネヴィアだ。『魔弾の王』について話したいと彼女が言ったので、ミラも同行したのである。

　ガラハッドがどのような人物であり、いかに活躍したのかを我がことのように話して聞かせながら、ギネヴィアは神殿の中の一室にティグルたちを招き入れた。

　部屋の中に入ったティグルとミラは、目を瞠みはる。そこには大理石でつくられた二体の像があった。ひとりは剣と盾を持った戦士、もうひとりは弓をかまえた狩人のようだった。

「ガラハッドの戦友『魔弾の王』です。お話によれば、東から来たとか」

「名前などは伝わっていないのですか？」

　ミラが尋ねる。ギネヴィアは首を横に振った。

「魔弾の王という呼び名しか、伝わっていないのです。そう名のったので、ガラハッドもそう呼んだと。その上、魔弾の王は、円卓の騎士の他の話には出てきません」

　ギネヴィアは、ティグルにガラハッドと魔弾の王の話を語った。

「ガラハッドが生きていた時代にも、この町を飛竜が襲ったことがあったそうです。ガラハッドは知恵を絞って飛竜を地上に引きずり下ろそうとしたのですが、すべて失敗しました」

　そこに現れたのが、東から来た旅の狩人だったという。

　ガラハッドの高潔な人柄に心打たれた狩人は、協力すると告げた。

　そして飛竜が町を襲ってきた日、狩人は一本の矢を放って飛竜の翼を傷つけ、地面に落下させたのだ。地上での戦いとなれば、あとはガラハッドの出番だった。

「あれを見てください」

　ギネヴィアの視線の先では、狩人が弓をかまえている。弓弦はなく、矢もない。石像だから当然のことではあったが、ある一点を見てティグルは驚きを覚えた。

　弓に鏃やじりがついている。正確には、弓に突起をつくって、そこに鏃をはめこんでいるというところか。ギネヴィアは石像に歩み寄ると、その鏃を外して戻ってきた。

「狩人は別れる際、ガラハッドにこの鏃を贈ったそうです。そして、ガラハッドは狩人と出会ったこの町に鏃を遺しました。いつか、この町を救う弓の使い手がいたら渡してほしい。そう言ったと伝わっています」

　ギネヴィアは、鏃をティグルに差しだす。

「私が受けとっていいのですか？」

「竜を実際に討ったのは、あなたなのでしょう？　あの弓の力を使って」

　ギネヴィアは薄く微笑んだ。しかし、彼女はすぐに真剣な表情になる。

「円卓の騎士のゆかりの地をまわって……。言い伝えというものは、存外馬鹿にできないものだと私は思っています。もしかしたら、ガラハッドの話は実際にあったことではなく、誰かが考えたものかもしれない。この鏃も、その話にあわせて誰かがつくったものかもしれない。それでも、この鏃はあなたにふさわしいものだと思います。受けとってもらえますか」

「それでは、ありがたくいただきます」

　ティグルは黒い鏃を受けとる。不思議な感触だった。石とも金属ともつかない。そして、うっすらとした埃を拭い去ると、そこには傷ひとつない硬質の輝きがある。ギネヴィアの話によれば、ガラハッドは初代国王アルトリウスに仕えていたそうなので、事実ならば約三百年前のものということになる。

　ミラが横から覗きこんで、首をかしげた。ティグルにだけ聞こえるようにささやく。

「あなたの弓に似ている気がするわ。同じものでできているというか……」

　まさにティグルも同じ感想を抱いていたところだった。顔をあげて、王女に尋ねる。

「魔弾の王は、その後、どこへ去っていったのでしょうか」

「ザクスタンへ行ったと言われています。その先はわかりませんが」

　ティグルは礼を言って、あらためて鏃を見つめる。黒弓について、わかっていないことが多いからだろうか。この鏃の正体が、ティグルは気になりだしていた。

　いつか、戦姫と魔物が激突するときがくる。すなわちミラが魔物と戦う未来が。
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　彼女とともに在るためにも、黒弓の謎は解明しなければならなかった。

――ザクスタンか……。

　名前しか知らない国だ。だが、黒弓について何かわかるのであれば、この戦が終わったあとで行ってみるべきかもしれない。

　ティグルは鏃を握りしめた。
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　煌めきの覇軍がブルガスに幕営を築いてから、数日が過ぎた。

　出陣の準備はすでにできている。食糧や物資に余裕があるわけでもない。それにもかかわらず動こうとしないのには、二つばかり理由があった。

　ひとつには、戦いの前にブルガスをあるていど立て直して、自分たちの拠点とするためだ。いまの連合軍は、敵地の奥深くに入りこんだ状態である。ブルガスという安全な場所を確保しておくことは、兵の士気を保たもつ上でも重要だった。

　もうひとつは、ジャーメイン軍がこちらに向かってくるのを待っているからだ。

「バルベルデの近くで戦って、相手を追い詰めたところで都市の中に逃げられたら面倒どころじゃないわ。何としてでも一戦で終わらせたいわね」

　軍議の席でミラはそのように意見を述べ、ソフィーとロラン、ギネヴィアが賛成した。

　煌めきの覇軍に、何度も戦う余裕はない。それに、バルベルデのような攻め難い町を力ずくで陥とそうとすれば、多数の兵を死なせることになる。竜を退治したことで得た支持を台無しにする恐れすらあった。

　そのような事情から、連合軍としては、敵をバルベルデから大きく引き離した上で戦いたいのである。ところが、ジャーメイン軍に動く気配はなかった。

　この数日で、煌めきの覇軍にとってよいことと、よくないことがひとつずつ起きた。

　ひとつは、ギネヴィアやバーナード男爵などを頼って、いくつかの諸侯が味方に加わったことだ。彼らが率いてきた兵は、合計して二千に達した。彼らはギネヴィアに忠誠を尽くすことをアルトリウスと円卓の騎士に誓約し、武器や食糧なども惜しみなく供出した。

　彼らのおかげで、煌めきの覇軍におけるアスヴァール兵の数は五千に達した。ブリューヌ軍は約三千五百、ジスタート軍は約一千五百という状況だったので、ギネヴィアにとってはようやくギネヴィア軍を中核と呼べるようになったというところだ。

　ところが、それと平行してギネヴィアが頭を抱えるような出来事が起きた。

　義勇兵が、各地からブルガスに集まってきたのである。

「ブルガス一帯を蹂躙した凶悪な竜を、殿下が退治してくださったと聞きました。ぜひ俺、いや私も、殿下の役に立ちたく思います」

「ギネヴィアさまはアスヴァール島を統一して海賊たちを一掃し、海戦にもお勝ちになったのでしょう？　つまり、正義はギネヴィアさまにあり、ですな。わしも戦わせてください」

「もともと私はジャーメイン王子をよくは思っていなかったのです。しかも最近は、気に入らないことがあればすぐに諸侯に罰を与え、ひどいときには処刑するとか。寛大なギネヴィア王女に従って、自分の才を発揮したく思います」

　彼らはこのようなことを言って、連合軍に加わりたいと懇願した。

　若者もいれば老人もいる。武器など握ったこともなさそうな者もいれば、山賊としか思えない者もいる。しかも、彼らの認識はおおむね間違いだらけだ。いびつなことこの上ない。

　とはいえ、数だけでも増やしたいというのが煌めきの覇軍の現状である。彼らの存在は、ギネヴィアに勢いがあるという証でもあったし、これだけ志願者が集まったのは、デュリスの義勇兵たちが黒髪の王女の名を広めたからというのもあるだろう。

　やむを得ずという思いはあったが、ギネヴィアは彼らを受け入れた。







　ある日の朝、ギネヴィアはティグルとミラ、ソフィー、ロランを自分の幕舎に呼んだ。幕舎の中にはウィルが控えており、六人はいびつな環を描いて絨じゆう毯たんの上に座る。

「明け方に偵察兵からの報告が届きましたが、一昨日の時点でも相手に動きはありません」

　ギネヴィアがそう話を切りだすと、ソフィーが淡い金色の髪を揺らして応じた。

「ジャーメイン王子も、バルベルデから離れることはまずいとわかっているのでしょう」

「何とかこちらへおびきよせる手はありませんか？　まだ食糧や物資には余裕がありますが、ここで冬を越せるほどではありません。島の民コンテオと大陸の民ランデイアの間に争いが生じたら、ますます私たちは困難な状況に置かれてしまいます」

　深刻な表情でギネヴィアはティグルたちを見回す。ロランが静かに言った。

「殿下。焦っては敵の思うつぼだ。苦しいからといって下手に動けば、必ず隙が生じる」

「焦ってなどいません。先の見通しが立たないことに不安を感じているだけです」

　ギネヴィアは口をとがらせて、冗談にまぎらわせた。しかし、その表情は硬い。

　重苦しい雰囲気を変えようと、ティグルはウィルに話しかけた。

「どうでしょうか。ウィル卿には何か案がありませんか」

　大柄な老将は厳いかめしい顔でティグルを見たあと、ミラ、次いでロランに視線を転じた。

「我々が逃がすべきでないのは、ジャーメイン王子ただおひとりです。リュドミラ殿の率いるジスタート軍が正面からジャーメイン王子を追いたて、別方向からロラン卿の率いるブリューヌ軍が攻めかかる。狩りの応用ですが、このような手はどうでしょうか」

　手振りを加えて説明するウィルに、ミラたちは気まずい視線をかわしあった。海戦の名将とは思えないお粗末さである。ギネヴィアがため息まじりにウィルを諭さとした。

「ウィル卿、リュドミラ殿とロラン卿に、それぞれ全軍の半分ずつを預けたとしても、そのような策は無謀でしかありませんよ。何よりお二人を慕したう兵たちが怒ります」

　ウィルは無礼を詫びるよう、ミラたちに会え釈しやくをして口をつぐむ。ティグルは申し訳ない気持ちになった。狩りと言ったあたり、彼なりにティグルに合わせようとしてくれたのだろう。

　そのとき、幕舎の外からウィルを呼ぶ兵の声が聞こえた。老将は立ちあがると、ギネヴィアに一礼して幕舎の外へ姿を消す。しかし、彼はすぐに戻ってきた。

「殿下。マリアヨが奪い返されたそうです」

　紙片を手に、緊張を隠せない顔でウィルが報告する。ギネヴィアは目を瞠り、ティグルはおもわずミラを見た。ミラは鋭さをまじえた冷静な表情で、ウィルに尋ねる。

「マリアヨを陥とした敵の数は？」

「約四千とのことです。マリアヨは抵抗せずに降伏し、敵兵はマリアヨの守りについたと」

　その返答に、ミラは渋面をつくって唸った。

「戦わずして四千の敵を減らしたと思えば大きいけれど……」

「だが、殿下に従う諸侯はそのように考えぬだろうな」

　遠慮のないロランの言葉に、ギネヴィアは落胆した顔でうつむく。諸侯が何を言ってくるのか容易に想像がついたのだ。同情の眼差しを彼女に向けながら、ソフィーが言った。

「決戦を急ぐことになるかもしれないわね」

　諸侯が騒ぎたてれば、彼らの不安は兵に伝染し、次いで民に広がる。動揺が混乱に変わる前に動きださねば、兵の脱走や諸侯の離脱、最悪の場合は叛乱を覚悟しなければならない。

「ひとまず、この場は解散としましょう。今夜、あらためてここに来てもらえますか。このことを知った諸侯たちが私のもとに来るでしょうから……」

　ギネヴィアがそう言ったので、ティグルたちは立ちあがる。だが、ロランは動かなかった。

「部外者である私がいた方がいいだろう。軍のことはオリビエに任せておけば問題はない」

　たしかにミラやソフィーでは、黒騎士ほどの威圧感は与えられないだろう。これほど頼もしい存在はない。ギネヴィアはほっとした顔になって、ロランに感謝の言葉を述べた。

　ティグルたちは幕舎を出る。ジスタート軍の幕営に戻ると、ラフィナックが小走りに駆けてくるのが見えた。彼はティグルの姿を認めると、安心したように表情を緩ゆるめる。

「若、それに戦姫さま方もおそろいで」

「どうしたんだ、そんなに慌てて」

「それが、その……」と、ラフィナックは困ったように頭をかいた。

「妙な客が来まして。いま、ガルイーニン卿とミリッツァさまが応対しています」

　ティグルは首をかしげる。ジスタート軍に会いに来たとなると、ソフィーの知己だろうか。だが、それなら相手は名のるはずだ。ラフィナックもこのような言い方はしないだろう。

「その客の名前は？　誰に会いに来たんだ？」

　ティグルがせかすと、ラフィナックは途方に暮れたような顔で答える。

「ダーマードというムオジネル人ですよ。私もガルイーニン卿も忘れていたんですが、ミリッツァさまがすぐに思いだしてくださいました。ギネヴィアさまに会わせてほしいと」

　ティグルとミラは顔を見合わせた。おたがいの瞳に驚きと戸と惑まどいが浮かんでいるのを確認したあと、そろってラフィナックに向き直る。

「とにかく話を聞いてみよう。案内してくれ」

　ラフィナックに先導させて、ティグルたちはダーマードのいる幕舎へと向かった。







　ティグルたちが幕舎の中に入ったとき、ミリッツァとダーマード、ガルイーニンは、紅茶チヤイを満たした陶杯を片手に談笑していた。ガルイーニンの淹れた紅茶を音をたててすすり、ダーマードは満足そうな息を吐きだす。

「この国でまともな紅茶が飲めるとは思わなかったぜ……」

「そもそも、この国に紅茶があるんですか？」

　聞こえようによってはかなり失礼なことを、ミリッツァが訊いた。ダーマードはうなずく。

「バルベルデにはあった。大きな町や、交易の盛んな町にもな。だが、どれもまずい」

「淹れ方だけでなく、茶葉の保存の仕方もよくないのでしょうな。栽培を試みているものの、苦戦していると聞き及んでいます」

　ガルイーニンが言うと、ダーマードは口元に冷笑をにじませた。

「当然だろう。こんな寒い国でまともに育つわけが――」

　そこまで言ったところで、ダーマードは顔をあげる。幕舎に入ってきたティグルの顔をまじまじと見つめると、何とも言いがたい顔で首を横に振った。

「相手がおまえじゃなくて絶世の美女だったら、神々のお導きってやつを信じるところだ」

「ブリューヌには、妖精のいたずらという諺がある」

「なるほど。いたずらか。ブリューヌ人はいいことを言う」

　皮肉っぽく笑うと、ダーマードは端へと寄った。ガルイーニンは「湯をいただいてまいります」と言って立ちあがり、入れ替わるように幕舎から出ていく。ティグルたちは空いている場所に腰を下ろした。

「さすがにこれだけいると窮きゆう屈くつね」

　ミラが天井を見上げてつぶやき、ダーマードに視線を転じる。ソフィーに紹介した。

「ムオジネルでのことは、以前に話したでしょう。私たちといっしょに魔物と戦ったムオジネル人よ。あのときは二度と会うことはないと思ったけれど」

「ああ、ミラが話していた勇敢で無謀な戦士殿ね。はじめまして、ジスタートの戦姫ソフィーヤ＝オベルタスと申します」

　微笑みかけるソフィーに、ダーマードは困惑したように眉をひそめたものの、ぶっきらぼうに名のりを返す。それからティグルを見た。

「正直、驚いたが、再会を喜びあう仲ってわけでもねえだろう。本題に入っていいか」

「俺としては、どうしておまえがここにいるのか気になるんだが」

　楽しそうな笑みを浮かべて、ティグルは言葉を返す。本来なら、拘束して尋問すべき相手なのだろうが、肩を並べて戦ったからか、この男にそこまでする必要はないと思ってしまう。ダーマードの呆れるようなふてぶてしさを、ティグルは嫌いになれなかった。

「それぐらいなら話してもいいが、まずは俺の話を聞いてくれ」

　手にしていた陶杯を傾けて紅茶を飲み干すと、ダーマードは言った。

「俺はギネヴィア王女に協力したい。どうか王女に取り次いでくれ」

「理由は？」と、ミラが短く問いただす。

「あの王子に勝たれると困る」

「ジャーメイン王子は、ムオジネルと対立しているということ？」

　今度はソフィーが聞いた。ダーマードは迷うように顔をしかめたあと、首を横に振る。

「正直に話す。信じるかどうかはおまえらの勝手だがな。ジャーメインには、俺が仕えている方の政敵といっていいやつが味方をしているんだ。だから、やつを勝たせたくない」

「その政敵というのは、ハーキム殿かしら？　ムオジネルの王族の一員の」

　世間話をするような表情と口調で、ソフィーがさらりと質問を重ねた。ダーマードは両眼を大きく見開き、愕がく然ぜんとした顔で彼女を見つめる。ティグルやラフィナックが哀れみを感じるほどのうろたえぶりだった。可哀想に思ったのか、ミラがなぐさめるように言う。

「ソフィーはポリーシャ公国を治める戦姫よ。ムオジネルでそれなりの立場にあるなら、ポリーシャがジスタートのどのあたりにあるのか知ってるでしょう？」

「専門といえるほど詳しくはないけれど、アスヴァールよりもムオジネルの方が、まだ知っていることは多いわね。我が国とブリューヌの連合軍を撃退したのは、王弟クレイシュ殿下だったでしょう。そこで、王弟殿下の政敵といわれているひとたちの中で、アスヴァールにまで手を伸ばしそうなひとを考えてみたの。何人かに絞ったら、あとはあてずっぽうね」

　こともなげに説明するソフィーを見て、ダーマードは悔やむように両手で頭を抱えた。

「知った顔を見つけた時点で、逃げるべきだった。おまえらでさえなけりゃ……」

「もし逃げていたら、ギネヴィア殿下には絶対に会わせませんでしたよ」

　表情をまったく変えず、ミリッツァが容赦なく突き放す。ダーマードはため息をついて、降参というふうに両手をあげた。

　そこへ、ガルイーニンが湯を満たした小さな鍋を持って戻ってきた。彼が陶杯と銀杯に人数分の紅茶を淹れたところで、ダーマードは話を再開する。

「どうにもしまらねえが、金髪の戦姫殿の言った通りだ。ジャーメインにはハーキムが味方している。とはいえ、ジャーメインのために兵を出している様子はねえ。金を融通しているか、汚れ仕事を引き受けるような連中を紹介してるってところだろう」

「ジャーメイン王子が勝利すると、ハーキムの発言力が増す。それが困るわけだな。他に、ギネヴィア殿下に協力する理由はあるか？」

　そう聞いたティグルを、ダーマードはじっと見つめた。

「おまえになら、そうだな、話してもいいだろう。理由はある」

　相手の態度を怪け訝げんに思いつつ、ティグルが視線でうながすと、ダーマードは言った。

「ジャーメインが密告を奨励していることは聞いてるか？」

　赤みがかった茶色の瞳にかすかな嫌悪感をにじませて、ティグルはうなずく。その反応に安堵したようにダーマードは表情を緩めたが、すぐに真剣な顔つきになった。

「異国の人間は密告の対象になりやすい。大陸の民だったか？　この土地の生まれ育ちじゃねえからな。バルベルデで暮らしているムオジネル人の何人かが、ギネヴィア王女を支持している連中に通じているんじゃねえかと疑われて、捕まった」

「それは事実なのか？」

　身を乗りだしたティグルに、ダーマードは肩をすくめる。

「多くの人間にいい顔をしているのが、そう受けとられた可能性はあるな。対立している二人の有力者がいるとして、その両方に賄賂を贈って機嫌をとるなんて珍しい話じゃねえだろ」

「村や小さな町でもよくある話ですな。波風を立てずに生きようとするなら」

　理解したというふうに、ラフィナックが横から感想を挟んだ。ダーマードが話を続ける。

「まだ拷問などはされちゃいねえようだが、この先どうなるかはわからねえ。そこで、いっそギネヴィア王女に味方して、何とか勝ってもらおうってわけだ。もちろん、殿下にはムオジネルが協力したということをわかってほしい」

「味方をしてくれるのはいいけれど、具体的に何ができるの？」

　紅茶に口をつけてから、ミラが訊いた。青い瞳がダーマードをまっすぐ見み据すえる。そう問われるのを待っていたというふうに、ムオジネル人の青年は会心の笑みを浮かべた。

「バルベルデを囲む城壁、その城門のひとつを開けてやることができる」

　短い沈黙のあと、ティグルたちは無言で視線をかわしあう。ダーマードの顔に、困惑が翼を広げた。町を攻める戦いにおいて、これほど有効な手はないはずなのにと。

「考えさせてほしいから、少し待ってもらえるかしら」

　ソフィーが銀杯を絨毯の上に置いて立ちあがる。緑柱石の瞳を受けて、ティグルとミラ、それからミリッツァも腰をあげた。

　ラフィナックとガルイーニンにダーマードの相手を頼んで、四人は幕舎を出る。その場で小さな環をつくった。ソフィーが首を横に振る。

「受けられる話ではないわね。状況次第ではこれほど嬉しい話もないのだけど」

「何が問題なのでしょうか？」

　ミリッツァが不思議そうに小首をかしげる。ティグルが説明した。

「ダーマードの提案は、連合軍がバルベルデを攻めることを前提にしたものだ。だが、連合軍がバルベルデを目指せば、ジャーメイン王子はその前に野戦を挑んでくる。そして、いまの連合軍に、二度も戦いをする余裕はない」

「わたくしたちが野戦でジャーメイン王子の軍勢を破ったとするでしょう。当然、生き残った敵兵はバルベルデに逃げるわ。そうなると、こちらよりも多くの敵がいる都市を攻めることになる。中から城門を開けてもらえても、厳しい戦いになるのは間違いないわ」

　ソフィーが難しい顔をしてため息をついた。ミリッツァは感心した表情でうなずいたあと、不思議そうな視線をミラに向ける。ダーマードの提案を聞いてから、彼女は何かを考えるように黙りこんでいたのだ。

「リュドミラ姉様、何か気になることでもあったのですか？」

「もしかしたら、いけるかもしれないわ」

　つぶやき、何度かうなずくと、ミラはティグルたちを見回した。

「ギネヴィア殿下の幕舎に行きましょう」

　何か考えついたらしい。ティグルとソフィーは驚きの眼差しをミラに向けた。







　ティグルたちがギネヴィアの幕舎まで来ると、ちょうどアスヴァールの諸侯らが幕舎から出てくるところだった。彼らのうちのひとりがミラとソフィーに気づいて、愛想笑いを浮かべながらこちらに歩いてくる。口髭を整えた壮年の貴族だった。

「これはジスタートの戦姫の方々。ちょうどいいところに来てくださった。実は――」

「マリアヨの件でしょうか？」

　相手が言おうとしたことを先回りして、ミラが尋ねる。その貴族は大きくうなずいた。

「さすが耳が早い。そうです、マリアヨが陥とされました。小さな町や城砦をいくら手に入れたところで、退路を断たれては何の意味もない。そこで我々は、ただちに軍を動かして現状を打開すべきであると王女殿下に進言してきたのです」

　予想していた通りだった。ミラはそしらぬ顔で質問を重ねる。

「王女殿下は何と？」

「信じられないでしょうが、マリアヨに向かうつもりはないと」

　失望を表現するように、その貴族はおおげさに首を横に振った。

「しかも、しかもです。あの黒騎士殿までもが王女殿下に同調しているのです。その武勇、地上において並ぶ者なしといわれるほどの方が……。このままでは、連合軍はジャーメイン軍と戦う前に崩壊するやもしれません。どうか、王女殿下を説得していただけませんか」

　その貴族はミラに詰め寄り、熱っぽい視線を向けて訴えかける。

「気持ちはわかりますが、落ち着いてください」

　ミラは男を手で制し、なだめるように笑いかけた。

「私たちもこれから王女殿下と話しあってみるつもりです。あるいは、殿下には私たちには考えもつかない深謀遠慮があるのかもしれません」

「そんなものがあるとは思いませんが……。お願いしますぞ、戦姫殿。殿下が無謀な真似まねをしようとしたら、何としてでも止めてくだされ」

　まだ憤いきどおりが鎮しずまらないのだろう、肩を怒らせながら、アスヴァールの諸侯たちは歩き去っていく。その後ろ姿を皮肉っぽい目で見送ったあと、ミラはティグルたちに微笑を向ける。

「ロラン卿は殿下を守ってくれたみたいね。それじゃ行きましょうか」

　ティグルは不思議そうな眼差しで、想い人の横顔を見つめた。ダーマードの提案が、彼女に何らかの着想を与えたのは間違いない。いったいミラは何をするつもりなのだろう。

　幕舎の中で四人を迎えたギネヴィアは、「彼らに会いましたか？」とさっそく聞いてきた。ミラが諸侯らとの会話について話すと、苦笑を浮かべる。

「ごめんなさい。彼らの愚ぐ痴ちにつきあわせてしまって。こちらはロラン卿がいてくれたおかげで、たいしたこともなかったのですが。――ところで、何かあったのですか？」

「ええ」と、ミラはうなずいた。四人は絨毯の上に腰を下ろす。

「ジャーメインにどうやって勝つか。ひとつ考えついたので、提案にまいりました」

　この言葉に、ギネヴィアだけでなくロランも、ミラに興味深そうな視線を向けた。

「聞かせてください」

　真剣な面持ちになったギネヴィアが、隅に置いていた地図を引き寄せて広げる。ミラは、ダーマードから聞いたことを二人に語った。ロランを見ながら続ける。

「ロラン卿を指揮官に据えた別働隊を編制したいと思います」

　地図の上に指を走らせながら、ミラは詳細を説明する。ティグルたちの目に驚きの色が浮かんだ。ギネヴィアは無言で地図を見下ろし、一言も発さない。彼女の代わりを務めるように、ロランが短く感想を述べた。

「危険な手だな」

　それから、少し考えるように間を置いたあと、ティグルに視線を向ける。

「ティグルヴルムド卿を別働隊に加えてくれるなら、私はその提案に乗ろう」

　それまで冷静さを崩さなかったミラの表情に、かすかな動揺がにじんだ。とっさに答えを返せなかった彼女の隣で、ティグルが静かに応じる。

「わかりました。私でよければ」

　ミラはティグルを、ギネヴィアはロランをそれぞれ拗すねたような顔で見た。ミラとしてはティグルと離れたくなかったし、ギネヴィアとしてもロラン以外の者を別働隊の指揮官に据えたかったのだが、肝心の二人が承諾してしまうと、正面から反対するのは難しい。何より、ティグルもロランもやる気を見せている。

　提案者と総指揮官は仏ぶつ頂ちよう面づらを見合わせて、細部を詰めていった。







　その日の夜、ギネヴィアのもとをひとりの老人が訪ねてきた。宮廷勤めをしている学者で、円卓の騎士の逸話にも詳しく、その縁からギネヴィアとは親しい仲だった。

　ギネヴィアが彼を迎えいれたのは、戦の緊張感に疲れていたということもある。紅茶に山羊の乳を入れたものを出すと、老人はうまそうにすすった。

　世間話がてら、どうしてここにいるのかとギネヴィアが聞くと、老人は夏ごろに暇をもらってこちらへ移ってきたと答えた。正確には、逃げてきたのだと。

「恐ろしいものを見てしまったのです。私の胸のうちにだけしまっておこうと思ったのですが、やはり、せめて殿下にだけはと思い……」

　声を震わせながら老人が打ち明けた話に、ギネヴィアは目を瞠った。

「私は見たのです。夜遅く、ぐったりとしたゲルダ王女が陛下の寝室から運ばれていくのを……。その翌日、ゲルダさまが事故で命を落としたことが発表されました」

　ゲルダは第三王女であり、ザカリアス王と王妃の間に生まれた子供たちの末子だ。十歳になったばかりだった。ギネヴィアは年の離れすぎた妹を嫌ってはいなかったが、あまり好きでもなかった。ひとつには、ゲルダは奇妙な子だったからだ。

　なくしものを見つけだすのが、ゲルダは得意だった。だが、かぎられた情報の中から推測するのではない。ぼんやりとした微笑を浮かべて、どこにあるとはっきり言う。その通りにさがしてみたら、そこから出てくるという具合だ。

　最初はゲルダがいたずらでものを隠し、もっともらしい顔をして隠し場所を口にしているのかと思われたが、そうではないということがわかった。

　あるとき、ザカリアス王は十五年前に王宮でなくした腕輪について子供たちに話したことがあった。それを聞いたゲルダは、いつものぼんやりとした微笑を浮かべて言ったのだ。

「それなら、王宮の隅の小屋の中にあるよ」

　はたして腕輪は出てきた。ゲルダは父が腕輪をなくしたことも、その造形も知らなかったはずなのに。兄弟姉妹は一様に彼女を気味悪がったが、ザカリアス王は腕輪が見つかったことを喜び、彼女を褒めた……。

　ギネヴィアはしばらくの間、言葉を発することができなかった。

　この老人は、国王が愛娘を殺したのかもしれないと、そう言っているのだ。

　とうてい信じられる話ではない。だが、否定の言葉はギネヴィアの口から出てこなかった。

「……そのことは、他の誰にも話していないのね？」

　老人がうなずくと、ギネヴィアは他言無用をあらためて命じる。

　そうして老人が帰ったあと、彼女は暗闇を見つめて考えごとをしていた。
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　マリアヨ陥落の報がもたらされた翌日の早朝に、煌めきの覇軍はブルガスを発った。

　北でも北東でもなく、東へ延びている街道を、彼らはまっすぐ進んでいく。

　先頭を行くのはギネヴィアの率いるギネヴィア軍約四千、次がブリューヌ軍約二千五百、そして約二千の義勇兵を挟んで、殿をジスタート軍約一千五百が務める。

　この隊列になったのは、行軍に慣れていない義勇兵たちが脱落したり、勝手な行動を起こしたりしないように、ジスタート軍が見張るためだ。

　街道沿いの町や村を見かけると、ギネヴィアは行軍を中断して兵を休ませ、自分はわずかな兵を従えて町や村に立ち寄った。ジャーメイン軍について話を聞き、余剰の食糧があれば買いあげ、彼らにねぎらいの言葉をかけた。

「混乱を長引かせ、あなたたちを不安にさせてしまったこと、王家の者として申し訳なく思います。もう少しだけ耐えてください。まもなく、この国はかつての平穏を取り戻します。何もかもが元通りというわけにはいきませんが、それでも安心して眠れる日が来るでしょう」

　もちろん政治的な意図があっての行動だが、いやがったり面倒くさがったりせず、ごく自然な態度で民衆に接することができるのは、間違いなくギネヴィアの美点だった。

　彼女のこうした振る舞いを見て、島の民出身の諸侯や兵の中には反感を抱く者も当然ながらいるが、ギネヴィアは島の民に対しても態度を変えないので、表だって反発はできない。そもそも彼らは、以前からギネヴィアを支持していたというわけでもない。

　そして、ギネヴィアが大陸に来てから彼女のもとに集まった義勇兵たちは、自分の行動が間違ってなかったという確信を抱いて、ますます張り切るのだった。

　ロランの率いる別働隊は、ブルガスを発った日にこの本隊から離れている。それぐらいしなければ、ジャーメイン軍の目を欺あざむくことはできないだろうという考えからだった。

　ブルガスを発ってから三日目、ギネヴィアは立ち寄った村で貴重な情報を得た。いままでバルベルデのそばから動かなかったジャーメイン軍が、ついに動きだしたというのだ。彼らは街道を西に進んでいるらしい。

――バルベルデから引き離した。

　緊張を胸の奥に押しこめて、ギネヴィアは声には出さずつぶやいた。

　さらに二日、煌めきの覇軍は行軍を続けて、昼より少し前にアストルガ平原に到着する。

　そこには、約四万のジャーメイン軍が待ちかまえていた。








５　　　切り開く者たち









　ジャーメインがバルベルデからなかなか動かなかったのには、理由がある。

　大軍を抱えている身として決戦を急がねばならないという自覚はあったが、動くことができなかったのだ。

　ブルガスを破壊し、暴れまわっていた竜がギネヴィアの軍勢に討たれたという話は、ジャーメイン軍に強い衝撃を与えていた。それ以前に、ジャーメイン配下の一千の兵が竜によって壊滅させられたことは、公然の噂となっていたからだ。

　しかも、ギネヴィアの軍にはブリューヌの飛竜ヴイーフルが協力を申しでたという。諸侯も兵も激しく動揺し、ジャーメインの支持から中立へと立場を変える諸侯まで現れる始末だった。ラトヴィッジがなだめなければ、ジャーメインは幾人かの諸侯を処刑していたかもしれない。

　それがようやく動く気になったのは、ラトヴィッジが四千の兵を派遣してマリアヨを奪還したこととあわせて、煌めきの覇軍ヴァルセレートスがこちらへ向かってきたからだ。

　ジャーメイン軍は約四万五千。これに三千のザクスタン軍が加わる。

　斥せつ候こうの報告によれば、ギネヴィアの軍は一万ほどだという。単純な数の優劣ならばジャーメインの方に軍配があがるが、王女の軍には戦姫に黒騎士、さらに竜までいる。

　ラトヴィッジは、「最後に勝つのは数だ」と力説して諸侯や兵の士気を高め、ジャーメインの許可を得て恩賞を約束し、自軍の結束を固めた。バルベルデを守るロシュには五千の兵を与え、それ以外の四万の兵を編制して、アストルガ平原を戦場にさだめた。

　ただし、ラトヴィッジにとって計算違いがひとつ起こった。

　出陣を翌日に控えた夜になって、ジャーメインが戦場へ出ると言ったのだ。ラトヴィッジはむろん反対した。

「殿下が戦場に出られる必要はありますまい。必ずや朗報を持って帰りますので、このバルベルデでお待ちください」

「そういうわけにもいかぬ。言っておくが、おぬしを信頼していないわけではない」

　ジャーメインは太った身体を揺すりながら言葉を続けた。

「この戦はつまるところ兄妹喧嘩だ。だから、私は出る。むろん兵の指揮はおぬしに任せる。だが、喧嘩の相手をおぬしに代わってもらったなどと言わせるのだけは避けたい。それに、おぬしの手に、ギネヴィアの首はちと重かろう」

　このときラトヴィッジは、オズボーン子爵がドゥルシラ王女を殺害した一件を思いだした。エリオットの命を奪ったことをジャーメインが後悔しているという、タラードの推測も。

　ジャーメインは王子としての立場を利用して手柄を奪いとろうというのではなく、ラトヴィッジが王族を殺害したということにならないよう、彼なりに配慮しているのだ。

「かしこまりました。勝利を、殿下の手に」

　ラトヴィッジは頭こうべを垂たれ、決意を言葉として吐きだした。

　そして、ジャーメイン軍四万とザクスタン軍三千はバルベルデを発った。

　煌めきの覇軍よりも一日早くアストルガ平原に到着した彼らは、悠然と布陣して、敵が現れるのを待っていたのである。
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　アストルガは、北から南にかけて細い川が幾筋も流れている以外には特徴のない草原だ。冬が間近に迫ったこの時期、川の水量は少なく、歩兵でもせいぜいくるぶしまでしか汚さずに渡ることができる。戦闘に支障はないと思われた。

　煌めきの覇軍は約一万。中央に四千のギネヴィア軍、右翼に二千五百のブリューヌ軍、左翼に一千五百のジスタート軍、後方に二千の義勇兵という形だ。

　中央の指揮はギネヴィアがとる。彼女はカリバーンを腰に帯びて、兵たちの前に現れた。奇妙なつくりの刀身から放たれる神秘的な輝きに、兵たちは息を呑む。

　右翼の指揮を執るのはナヴァール騎士団の副団長オリビエだ。彼の傍かたわらには、黒い甲冑で武装した大柄な騎士がひとりいる。ロランに変装しているのだった。

「黒騎士の武名をせいぜい利用させてもらおう。少しでも敵がひるめば儲けものだ」

　それに加えて、ロランが戦場にいないことを敵に気づかせない意図もあった。

　右翼にはザイアン＝テナルディエもいる。ただし、彼は遊撃騎士という位置づけだった。ようするに、命令はしないから好きに戦えということである。これはことさらにザイアンを嫌ってのことではなく、飛竜という兵力をオリビエでさえ持て余したのだった。

　ザイアンは肩に長柄の鎚矛メイスを担かついで、飛竜にまたがっている。さきほどから飛竜が不機嫌そうに唸うなっているのが、彼には気になっていた。

「この武器が気に入らないのか？　これでぶん殴っても、おまえには全然きかないだろう」

　そう言ってなだめてみたが、飛竜の機嫌の悪さは直らなかった。

　左翼の指揮を執るのは二人の戦姫だ。ミラは先頭に、ソフィーは後方に立つという形をとっている。ミラが単騎で敵陣に飛びこむ際、ソフィーが全体の指揮を執るためだ。

　ガルイーニンはミラの足手まといにならぬよう、ソフィーのそばにいる。ミラが本気で戦えば、彼では付き従うのさえ難しくなる。

　一方、ジャーメイン軍である。こちらもありふれた陣容だった。中央に二万、左右両翼に一万ずつ、そして、後方に三千の部隊が予備兵力として待機する。ラトヴィッジは中央から全体の指揮をとり、ジャーメインは後方で待機していた。

　タラードは、わずか五百の兵を率いて左翼にいる。海戦での活躍が認められなかったばかりか、五隻の船を失ったことを王子に責められたのだ。平民あがりめ、とも彼は罵られた。

　三千のザクスタン軍は、右翼に組みこまれていた。ザクスタン軍の指揮官ヴァイスが、それを望んだのだ。

　ヴァイスは中肉中背で、全身を甲冑に包んでいる。声は低く、性別はわからない。腰には装飾を凝こらした剣を吊していた。ヴァイスの率いているザクスタン騎兵は、分厚い甲冑でひとも馬も覆った重装騎兵である。長距離の迂回行動などは苦手だが、突進力には自信があった。

　彼らは、ヴァイスに忠誠を誓っている。アスヴァールの大地を踏んでから、彼らは指揮官の命令に従い、略奪に類する行為をまったく働いていなかった。ザクスタンとアスヴァールの関係を考えれば、ありえないことである。

　そのヴァイスは、戦いがはじまる前に兵たちに向かってこう言った。

「我が軍が侮られるのはおもしろくないが、今回はあくまで様子見だ。本気で戦いたい者は、戦友を巻きこまないこと。それから、くれぐれも戦姫には手を出すな」

　友軍の指揮官がこのような命令を出していることなど、むろんジャーメインもラトヴィッジも知らない。いくつもの思惑が絡みあう中で、角笛の音が曇り空に鳴り響く。

　対たい峙じした両軍は、地面を蹴立てて前進を開始した。







　少しずつ両軍が距離を縮めていく中で、煌めきの覇軍の中央で指揮を執っているギネヴィアが馬を走らせる。猛然と前に出た。その傍らには馬上のひととなっているミラもいる。

「愚かな兄と、その兄に従う愚者どもに告ぐ！」

　カリバーンを振りかざして、ギネヴィアは声を張りあげた。

「いまならまだ間に合う。潔く己の非道な所業を認めて降伏なさい！　あなたひとりの野心のために、どれだけの血が流れてこの大地を赤く染めたか！　無用の流血であったものを！」

　これほど強烈な挑発もないだろう。これに、ジャーメイン軍の中央部隊を構成する兵たちは過敏に反応した。彼らは猛々しく地面を駆けて、ギネヴィアに襲いかかる。

　黄金と、白と、二つの閃光が虚空を走った。ギネヴィアがカリバーンを振るい、ミラがラヴィアスを薙ぎ払って、ジャーメイン兵たちを打ち倒したのだ。

　この戦いは、いきなり両軍の中央部隊の激突からはじまった。

　剣をかざし、槍を小脇に抱えて挑みかかるジャーメイン兵たちを、王女と戦姫は次々に斬り伏せ、あるいは突き倒す。カリバーンから放たれる黄金の輝きは流血を反射させ、ラヴィアスからあふれる冷気は血溜まりを瞬く間に凍りつかせた。

　仲間の亡骸が折り重なるように大地を埋めていく光景に、ジャーメイン兵たちは戦慄を禁じ得ない。自分たちの王女は、これほど武勇に長けていたのかという驚きが彼らを支配した。

　ギネヴィアとミラは血ち飛沫しぶきと悲鳴の中を舞うように動き、死の刃を輝かせて、ひとりまたひとりとジャーメイン兵を葬り去っていく。血飛沫に土煙がまじり、獣じみた咆ほう哮こうと悲鳴が凄せい惨さんさを競いあった。

　指揮官たちの勇戦に煌めきの覇軍の兵たちは喊かん声せいをあげ、彼女たちに遅れるなとばかりにジャーメイン兵にぶつかっていった。剣を叩きつけ、盾で殴りつけ、身体ごとぶつかって地面にねじ伏せる。数で劣る煌めきの覇軍が、勢いで上回ってジャーメイン兵たちを圧迫した。

　ジャーメイン軍の後方で指揮を執っていたラトヴィッジは、この報告に大猿のような顔をしかめた。彼の知るギネヴィアは、そのような優れた戦士ではない。

「殿下を装った偽者が我々を挑発した。そう考える方が妥当だな」

　ラトヴィッジは中央の部隊に後退を命じる。様子を見る必要がありそうだった。

　そうしてすみやかに後退していく敵兵を見届けると、ギネヴィアとミラは笑みをかわす。二人とも髪が額に張りつくほどの汗をかいていた。

　数の力で正面から押し潰されたらどうしようもないことを、二人はわかっていた。そこで、ちょっとした策を講じたのだ。ギネヴィアが敵を挑発し、それに反応して向かってきた敵を撃退して、相手の勢いを削ぐというものだ。ひとまずは上手くいった。

「それじゃ、私は左翼に戻るわ」

「ええ。おかげで助かりました」

　短い会話をかわして、二人は離れる。ふと、ギネヴィアがミラの背中に尋ねた。

「彼らは間に合うかしら」

　王女を振り返らずに、ミラは答えた。

「彼らが来るまで、私たちがもたせるのよ」

　その声は、微み塵じんの疑いもなく、相手を信じきっている者のそれだった。







　煌めきの覇軍の右翼では、ちょっとした混乱が起きている。

　原因は、ザイアンの乗る飛竜だった。両軍が激突してからしばらくたっても、ザイアンは動かなかった。正確には、飛竜が面倒だというふうに地面にうずくまっているのだ。

　ザイアンはおおいに焦り、慌てた。これでは役立たずどころではない。

「おい、飛べ。動け。俺に恥をかかせる気か」

　懸命に飛竜の首筋を殴りつけるが、刃を通さない鱗に拳がきくわけもない。飛竜はその気まぐれな性質を遺い憾かんなく発揮して動こうとしなかった。

　右翼の指揮をとっているオリビエは、飛竜に期待していなかったこともあって、淡々と戦を進めている。一万の敵を、その四分の一の二千五百で迎え撃っているわけだが、守勢に徹し、後退を重ねて、彼は持久戦のかまえをとった。そのため、損害はほとんど出ていない。

　ひとつには、敵の攻勢がそれほど激しくないということもある。ロランの偽者を用意した甲斐はあったらしく、黒い甲冑の戦士が二百ほどの兵を率いて迂回するそぶりを見せるだけで、ジャーメイン兵たちは動きを鈍にぶらせるのだ。

「だが、相手はこちらの四倍だからな。気を抜けば包囲されておしまいだ」

　ロランの偽者による牽けん制せいも長くはもたないだろう。どこかで気づかれる。そのときまでに、次の手を考えなければならない。

　そうして両軍が一進一退を続けていたときだった。

　不意に飛竜が身体を起こして翼を広げ、咆哮を轟かせる。ザイアンは驚いて鞍くらから転げ落ちそうになったが、腰と脚に巻いているベルトのおかげで醜態を見せずにすんだ。

「やる気になったか、よし、いけ！」

　ザイアンの命令を聞き届けたかのように、飛竜は巨大な翼を羽ばたかせ、大地を蹴る。一瞬で空高く飛翔した。

「いいぞ、次はあのアスヴァール兵どもを……」

　ザイアンの言葉はそこで途切れた。飛竜は灰色の空をゆっくり旋回すると、煌めきの覇軍めがけて急降下したのである。ザイアンは絶叫した。地上の兵たちも悲鳴をあげた。

　ところが、飛竜は人間たちに激突する寸前で翼の角度を変えた。その風圧で人間たちを薙ぎ倒しながら低空を滑空する。敵陣の頭上に突っこんだ。

　今度は、ジャーメイン軍の兵たちが悲鳴をあげる番だった。子供に蹴りとばされた砂の城のように隊列が崩れ去り、兵たちは泣きわめきながら武器を捨てて逃げだす。しかし、煌めきの覇軍が追撃をかけることはできなかった。彼らの隊列も乱れており、立て直すだけで精一杯だったからである。飛竜は悠々と上昇して、再び空の住人となった。

「お、おまえってやつは……」

　涙と鼻水を流しながら、ザイアンは飛竜を睨みつける。ほとんど一瞬で敵陣を突き崩し、おそらくは一千近い敵兵に恐怖を植えつけたのだから、それだけを見れば大戦果である。味方にも同様の被害を与えていなければ。

「俺がいつそんな命令を下した！　この前はもう少しまともに飛んでいた、だろう……」

　ザイアンの顔が青ざめる。飛竜が急降下の体勢に入ったからだ。しかも、また味方を巻きこむ位置と角度である。思いつくかぎりの罵倒をわめきながら、ザイアンは長柄の鎚矛を握りしめる。ふと、ティグルの言葉を思いだした。

「敵陣を通り過ぎたあとに、身体をひねって、後ろから……」

　飛竜が降下する。ザイアンは、このまるで頼もしくない相棒の背中にしがみついて、相棒が敵陣に飛びこむ瞬間を待った。猛々しい風がザイアンに襲いかかり、周囲の景色がすさまじい速度で流れていく。

　味方と、そして敵の頭上を通過した直後、ザイアンは身体をひねって鎚矛を手放した。

　それなりの重量があるはずの長柄の鎚矛はまっすぐ飛んでいき、ジャーメイン軍のとある騎士の後頭部を直撃する。即死したその騎士は、五百の兵を指揮する部隊長だった。

　この武勲について、ザイアンはついに知ることがなかった。







　煌めきの覇軍の左翼では、ソフィーが巧妙にジャーメイン軍を翻ほん弄ろうしている。

　一千五百のジスタート軍は彼女の指揮に従って後退し、それによって敵の先頭集団を誘いだしたかと思うと、急速に前進して襲いかかり、ジャーメイン兵たちを打ち倒すのだ。

「あまり長くは続けられないわね」

　ジスタート軍の後方で、ソフィーは傍らに控えるガルイーニンに肩をすくめてみせる。初老の騎士は小さくうなずいて同意を示した。

「敵もそろそろ気づくでしょうな。伏兵などいないということに」

　戦いがはじまってからいままで、ジャーメイン軍は別働隊を編制するようなこともせず、正面からの攻撃に固執している。煌めきの覇軍の伏兵を警戒しているからだ。

　大軍が有利となる戦場に、相手よりも圧倒的に少ない数で運号軍は現れた。戦姫や黒騎士が指揮官を務めている軍が。おそらく大規模な別働隊が迂回しているか、あるいはどこかに伏兵が潜んでいるに違いない。そう思わせるのがこちらの狙いである。

　ふと、ソフィーが厳しい表情になって前方を見み据すえる。敵に新たな動きが生じたのだ。

「ザクスタン軍が動きだしたのね」

　ミラはだいじょうぶだろうか。不安を押し潰すように、ソフィーは唇を嚙んだ。中央でギネヴィアとともに勇戦ぶりを見せつけたあと、ミラはすぐに左翼へ戻って、こちらでもジャーメイン軍を相手に奮戦している。疲れがたまっているはずだ。

　ソフィーのそんな心配を吹き飛ばすように、ミラは左翼の先頭で右に左にラヴィアスを振るって敵兵を打ち倒していた。すでに馬は乗り捨てて、自分の足で地上に立っている。

　馬ば蹄ていを響かせて迫るザクスタン騎兵にひるむ様子も見せず、ミラは地上からの鋭い一閃で落馬させ、あるいは馬上のまま葬り去った。

　頭上から襲いくる剣や槍をかわし、相手の兜と鎧の隙間を狙って槍を突き通す。噴きだした鮮血が地面に模様を描くよりも早く、次の相手を馬上から叩き落とした。

　ミラの戦いぶりを見てジスタート兵も奮いたち、二人がかり、三人がかりでザクスタン騎兵を迎え撃っている。ひとりが盾で相手の攻撃を受け、その隙に他の者が馬を攻撃するのだ。甲冑で覆われた馬でも、横から突けば驚かせて動きを止めることができる。ジスタート軍はザクスタン騎兵の猛攻を退けたかに見えた。

　そのとき、一騎のザクスタン騎士がまっすぐ馬を走らせてミラに襲いかかる。その騎士からただならぬ気迫を感じたミラは、踏みとどまって迎え撃った。

　澄んだ金属音が響き渡り、白く輝く火花が大気の中に溶けて消える。全身を甲冑で隙間なく覆った騎士を、ミラは緊張と戦慄を帯びた瞳で見上げた。その騎士の手には、装飾を凝らした剣がある。騎士は、ザクスタン軍の指揮官ヴァイスだった。

――いまの手応え、鉄や鋼じゃないわ。

　どちらかといえば竜具ヴイラルトに近い。いったい何でできた剣なのか。

「別働隊を編制して我が軍の背後に回りこませ、総指揮官を狙う」

　不意に、ヴァイスが言った。確認するように。その間も、鋭利な斬撃は止まらない。ミラは愛槍を縦横に操って迫る白刃を弾き返していたが、疲労を自覚せずにはいられなかった。

「この戦場でそちらが勝利を狙うには、これ以外にないと思うのだが」

「どうかしらね」

　ミラは冷笑を返し、斬撃を受け流しながらラヴィアスで相手の喉を狙う。だが、すばやく手首を返したヴァイスに阻はばまれて、槍先は届かなかった。

　ふと違和感を覚えて、ミラは後ろへ飛び退る。彼女は違和感の正体をすぐにつかんだ。

　北――ジスタート軍にとって左側面から、敵の喚声が聞こえたのだ。

　ジャーメイン軍が別働隊を迂回させてきたのだろうか。煌めきの覇軍において、もっとも数の少ないジスタート軍を狙うのは正しいが、どこから割いた部隊なのか。

「あれはマリアヨを奪還した四千の兵だ」

　馬上からミラを見下ろして、ヴァイスが冷酷に告げる。ミラは息を呑んだ。ソフィーが痛めつけたジャーメイン軍の右翼と違い、こちらを警戒していない者たちだ。怒濤の勢いで向かってくるだろう。迎え撃とうにも、目の前の相手は強敵だ。
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――支えきれない。

　自分たち左翼が瓦が解かいすれば、次は中央が囲まれて潰される。ミラは絶望を感じた。

　やはり、あの策は無謀だったのか。

　再び、北の方で喚声が起こった。ミラには見えなかったが、煌めきの覇軍の後方に予備兵力として待機していた義勇兵が動いたのだ。ギネヴィアの命令もないというのに。

　義勇兵たちの武装は統一されておらず、相手にくらべれば練度も低い。劣らないのは戦意ぐらいである。その戦意を、彼らは勢いのままに敵へと叩きつけた。

　ジスタート軍に迫っていた四千の別働隊が、脇腹に食らいつかれて動きを止める。彼らが稼いだ時間は百を数えるほどの短いものであり、代償に大量の流血が要求された。

　別働隊が隊列を立て直し、剣や槍で打ちかかると、二千の義勇兵はもろくも崩れ去る。戦意が尽きた彼らは武器を捨てて逃げ惑った。







　このとき、ジャーメイン軍の中央では、ラトヴィッジが全面攻勢をかけようとしていた。これまで彼は伏兵や別働隊の出現に備えて、慎重に兵を動かしてきた。相手には戦姫や黒騎士、飛竜がいる。わずかな油断から、優勢を覆されかねない。そう考えてきたのだ。

　だが、彼はようやく見抜いた。少なくともこの戦場の近くには、そのようなものはいない。かくなる上は、四万の兵を総動員して押し潰すべきだ。

　そう決断して左右両翼に命令を出そうとしたときだった。ひとりの兵士が息せき切って報告に現れる。後方に、奇妙な集団が現れたと彼は言った。

　ラトヴィッジはわずかな兵を連れて、後方へと馬を走らせる。そして、彼は見た。

　起伏の緩ゆるやかな平原を、何十台もの荷車が馬に引かれて進んでくる。一千を超える数の兵に守られて。荷車には薄汚れた何かが積みあげられ、小さな山をつくっていた。

　荷車の先頭には、二つの騎影がある。ひとりは黒い甲冑をまとった長身の騎士、もうひとりはくすんだ赤い髪をした弓使いだった。

　ラトヴィッジは不吉な予感を覚えた。あれは、近づけさせてはいけないものだ。彼は黒騎士を見たこともなく、ティグルヴルムド＝ヴォルンも知らなかったが、彼らが危険な存在だというのはすぐに理解した。

　ジャーメイン軍から百アルシンほどの距離を隔てて、彼らは前進を止める。二人の男と一千の兵は大きく息を吸い、曇り空に向かって叫んだ。

「バルベルデは陥ちたぞ！　煌めきの覇軍が攻め落とした！」

　ラトヴィッジは目を瞠みはり、言葉を失った。





　　　　　　　†






　アストルガの会戦から二日ほどさかのぼる。

　空を薄闇が覆い、夜明けまでいくらか時間を必要とするころ、バルベルデの西に広がる森から、黒い影の群れが静かに現れた。先頭にいるのは黒い甲冑に身を包み、大剣を背負って馬にまたがった騎士である。黒騎士ロランであった。

　彼の隣には黒い服に身を包み、黒弓を背負って馬上にあるティグルヴルムド＝ヴォルンの姿がある。二人の後ろには、約二千の兵が付き従っていた。いずれも黒い服を着るか、泥などで汚して暗がりに溶けこみやすくしている。この中にはハミッシュの姿もあった。

　これがミラの考えた策だった。煌めきの覇軍の本隊が、ジャーメイン軍の本隊とアストルガで戦っている間に、ロラン率いる別働隊がバルベルデを陥とすというものである。

「――策としては、珍しいものではありません」

　ギネヴィアの幕舎でこの作戦を提案したとき、ミラはそう言った。本隊を囮おとりとして使い、別働隊で敵の拠点を狙うという戦術は、古の記録を紐解けばいくつか見つかる。

「ですが、この状況ではこの策がもっとも有効と考えます」

　本来、ジャーメイン軍がとるべき手段はバルベルデから動かず、こちらの補給線を断って持久戦に持ちこむことだった。ところが、この方法はとれなくなった。

　ギネヴィアがナビアやルクス、さらにブルガスまでおさえて、食糧や物資を入手する手段を得たからだ。竜を打ち倒したという名声も大きい。このことは、自分がバルベルデから動かなければ他の地域までおさえられるかもしれないという不安を、ジャーメインに与えた。

　一日も早く煌めきの覇軍を打ち破らなければならない。しかし、ギネヴィアがどう動くのかわからないので、下手に大軍を動かすことはできない。

　その状況で、煌めきの覇軍がいかにもバルベルデを目指しているかのように動きだしたのである。ジャーメインとしては、相手の動きに用心しながらも動かざるを得ない。

　ただし、ジャーメインはアストルガで行軍を止めて、こちらの出方をうかがうだろう。アストルガはバルベルデから歩いて一日の距離にあり、大軍を展開しやすいからだ。

　こちらは、ジャーメインの誘いに乗るように堂々と街道を進んでそこへ向かう。相手の半分以下の兵で現れれば、ジャーメインはさらに警戒するはずだ。目の前の敵軍を。

　そうして本体の動きに相手の意識を惹きつけながら、別働隊は大きく迂回してバルベルデを目指す。むろん、ジャーメインは守備隊を残しているに違いない。だが、彼らもジャーメイン率いる本隊が戦う前に、自分たちが攻められるとは思わないだろう。ただでさえ数に劣る煌めきの覇軍が、さらに兵をわけるような真似まねをするはずがないからだ。

「もし、相手が万が一に備えて守りを固めていたら？」

　ギネヴィアの問いかけに、ミラは当たり前のように答えた。

「戦いは厳しいものになるでしょう。ただ、バルベルデを攻めるにあたり、私たちには有利な点が三つあります」

　ひとつはバルベルデの地図を持っていること。もうひとつは、バルベルデの城館の見取り図を持っていること。最後のひとつは、内側から門を開けてくれるムオジネル人の存在。

　門を開けてもらえたら、そこから最短距離を通って城館に向かい、城館に突入したあともまっすぐ城主の部屋を目指すことができる。つまり、短期決戦が望めるのだ。

「問題は、そのダーマードなる者が信用できるかどうかですね。リュドミラ殿は、彼が信用できると考えているようですが」

　ギネヴィアの鋭い視線にひるむことなく、ミラは大きくうなずいた。

「たしかに、殿下と利害が一致しただけでなく、個人的に感情を動かされる理由もあるというのは、いささか出来過ぎです。ジャーメイン王子の放った刺客か間者であるという可能性は捨てきれません。ですが、彼はムオジネル人です。アスヴァール人ではなく」

　ミラの指摘に、彼女は目を瞠る。もしもジャーメインが間者を送りこんでくるとすれば、ギネヴィアの信用を得やすくするためにアスヴァール人を使うだろう。

「こちらがそう考えることを見越して、あえてムオジネル人を用いたのかもしれません」

「それならバルベルデの地図ぐらい用意するでしょう。もちろん、こちらを罠にかけるために手を加えたものを」

「つまり、これが相手の罠だとすればあまりにお粗末なので、信用するということですか？」

　ミラが笑顔でうなずくと、ギネヴィアもようやく表情を緩めて承諾した……。

　そしていま、別働隊はバルベルデに到着したのだ。ダーマードは二日前の朝までティグルたちに同行していたが、そこから彼は馬を走らせて、バルベルデに急ぎ戻っている。暁の光が町の城壁を照らすころ、仲間とともに西の門を開けてくれるはずだ。

　二、三十歩ほど馬を進ませてから、ロランとティグルは味方を振り返る。ブリューヌ兵とアスヴァール兵で構成された二千の兵が、無言で隊列を整えた。ミリッツァとラフィナックが進みでて、ティグルのそばにつく。ティグルは二人に声をかけた。

「ミリッツァは自分の身を守ることを最優先に考えてくれ。ラフィナックは彼女を頼む」

　黒髪の戦姫が別働隊に同行したいと言ったときは、ティグルもミラも驚いたものだった。ミラは、本隊の後方に彼女を待機させて、大規模な戦いに慣れさせようと考えていたのだ。

「万が一のことがあったときに、エザンディスの力を使えば城壁を越えられます」

　そう言われて、ミラは仕方なく彼女が別働隊に加わることを認めた。ティグルにロランという貴重な戦力と、二千もの兵を投入する以上、バルベルデの攻略は失敗できないからだ。

　そこには、ティグルの身を案じるミラの私情がいくらか含まれていたかもしれない。だが、少なくとも彼女はそのことを口に出さなかった。

　ティグルたちが固唾を呑んで見守る中、バルベルデの城壁の端が淡い光の輪郭を帯びる。夜が明けたのだ。そして、そのときを待っていたかのように西の門が開いた。

　城壁上の松明が揺れる。見張りの兵士たちが突然の出来事に慌てているのだろう。ここからはわずかな遅れも許されない。

「――突入する！」

　ティグルとロランが声を合わせて叫び、兵たちが鬨ときの声こえをあげた。二人を先頭に、煌めきの覇軍の別働隊はバルベルデに向かって猛然と馬を走らせる。薄闇を震わせて轟く喊声と馬蹄の音は、城壁上の兵たちを恐怖に陥れたに違いなかった。

　真っ先に門の中に飛びこんだのは、やはりロランだった。門の周辺にはすでにジャーメイン兵たちが集まっている。彼らの握りしめるいくつもの松明が暗闇の中に踊った。

　剣を振りあげ、槍をしごいて、ジャーメイン兵たちが左右から黒騎士に群がる。だが、ロランもすでに不敗の剣デユランダルを振りかざしている。

　鉄がひしゃげ、血が飛び散り、肉の砕ける音が響いた。三人のジャーメイン兵がもの言わぬ骸となって吹き飛んだ音であった。彼らが地面に叩きつけられたときには、ロランはすばやく手首を返し、反対方向にいた敵兵を一撃で斬り伏せている。

　どよめきに包まれる中で、ティグルが追いついた。若者の握りしめる黒弓には、三本の矢がつがえられている。夜気を切り裂いて放たれた矢は、松明を持っていたジャーメイン兵たちを次々に射倒した。当然のことながら、まだ日の光はこのあたりに届いていない。明かりを失って、ジャーメイン兵たちは混乱に陥った。

　ロランは馬の腹を蹴る。とくに動きの鈍い敵兵が集まっているところを瞬時に見抜いて、果敢に飛びこんだ。黒騎士が迫ってくる姿を見ただけで、彼らは怖じ気づいて算さんを乱みだす。ロランは彼らを仕留めようとはせず、敵陣を突破し、石畳で舗装された路地を突き進んだ。

「上手くいきましたね」

　ティグルが横に並ぶ。二人とも顔に汗をにじませてはいるが、息は乱れていない。

「本番はこれからだ」

　二人の視線の先には、陽光の断片を背に浴びながら、黒々とそびえる城館がある。いくつかの角を曲がって城館の裏手が見えてきたとき、ラフィナックとミリッツァが追いついた。

「兵たちはすべて町の中に入りました！　いくらか細長くなってしまっていますが」

　息せききって報告するラフィナックに、ティグルは厳しい表情で言葉を返す。

「城館に入るまで足を止めるなと、いま一度伝えてくれ」

　別働隊の兵たちは、門から城館までの道筋しか知らない。地の利は、この町で暮らしているジャーメイン兵たちにこそある。いまは奇襲の勢いで相手を翻弄しているが、彼らが冷静さを取り戻せば、各所で分断され、撃破されるという事態も充分に起こりうるのだ。

　城館にたどりつくまでのわずかな間にも、ジャーメイン兵たちが襲いかかってくる。敵襲を知らせる叫び声に、角笛の響きや太鼓の音がまじって、町の中は完全に戦場と化していた。

　路地を走って正面から向かってくる敵はロランが斬り伏せ、建物の上や物陰から飛び道具で狙ってくる敵は、ティグルが先に射倒す。道端に死体が転がり、家の壁が血で塗装される。絶え間なく響く悲鳴におびえたのか、そこかしこから犬たちの吠える声が聞こえた。

　執しつ拗ように追いすがるジャーメイン兵たちに、煌めきの覇軍の後方にいる兵たちが、馬から下りる。振り切ることを諦めたのではない。剣の柄頭で馬の尻を叩いて、馬を敵陣に突っこませたのだ。密集していたことが仇あだとなり、何人ものジャーメイン兵が馬にはねとばされた。

　むろん、すべての兵がジャーメイン兵を引き離すことができたわけではない。剣戟の響きの中で脇道に迷いこんでしまい、囲まれて斬り刻まれた兵もいれば、敵に槍で突かれて地面に倒れこみ、何十人もの敵兵に踏みつぶされて息絶えた者もいる。

　それでも多くの兵が、血と汗を流しながら城館の裏手にたどりついた。

　両開きの大きな扉の雨に、ティグルとロランをはじめ、先頭にいた兵たちが集まる。ラフィナックが扉に駆け寄って、様子をうかがった。

「開きませんね。扉の大きさから考えても、内側から閂かんぬきがおろされているものと思います」

　顔の汗を拭いながら、彼は首を横に振る。破は城じよう槌ついが必要だということだ。

「わかった。そこから離れてくれ」

　馬から下りながら、ロランが無造作に言った。彼はデュランダルを肩に担ぎ、扉に向かって歩いていく。十歩近く手前で、足を止めた。大剣を両手でかまえて、扉を見据える。

　その場にいる誰もが、まさかという思いを胸に抱いて見守った。風に巻きあげられていた土埃さえも、静かな気迫に圧されたのかぴたりと止まる。

　気合いの叫びをあげて、地面を蹴った。黒い影が暴風と化して扉に迫り、大剣の切っ先が鋭く突きだされる。雷鳴にも似た破壊音が大気を激しく揺らした。扉が勢いよく開いて、暗闇に包まれた四角い穴がぽっかりと出現する。

　これにはティグルも言葉が出てこなかった。ロランは扉を狙ったのではない。両開きの扉の隙間に大剣を突きいれて閂を両断し、吹き飛ばしたのだ。常人に為しうることではなかった。

「さあ、行こう」

　自分の行動を誇ることもなく、兵たちを振り返り、黒騎士は静かな口調で言った。







　ジャーメインからバルベルデの守備を命じられていたロシュは、奇襲の報告を受けてすぐにベッドからはね起きた。彼が寝起きしている部屋は、城館の最上階にある。

　ロシュは現在四十二歳。二十歳で騎士となってから、文武の両面で堅実に業績を積み重ねてきた男である。いくつかの町で守備隊長を務めた経験を持ち、ザクスタンとの国境に近い町にいたときなどは、守備兵の三倍の数で攻めてきたザクスタン軍に粘り強く立ち向かい、町を守り抜いたことがあった。ラトヴィッジが彼を推したのも、そうした功績を評価したからだ。

　しかしいま、ロシュは完全に後手にまわっていた。どうやら町の中に敵の内通者が潜んでいて、門を開けて招き入れたというところまでは推察したのだが、出した指示がことごとく間に合わず、敵の前進をまったく止められずにいる。

――敵の狙いはこの城館、そしてこの私のようだな。

　次々に届けられる報告から、ロシュはそう判断した。家々に火を放ったり、略奪をしたりしている様子がないのはありがたい。速さを重視したのか、それとも数が少ないのか。

――あるいは……。ギネヴィア殿下は我々、大陸の民ランデイアにも寛大だというが。

　ロシュは頭を振って胸中の思いを振り払うと、鎧を身につけるのを部下に手伝わせながら、騎士や兵たちに指示を出していく。

「この城館の中で敵の勢いを止める。やつらを各所に誘いこんで分断しろ。いずれは城館の外にいる者たちが駆けつける。そうすれば前後から挟み撃ちにできるぞ！　皆にも伝えろ！」

　ロシュの激励に、命令を受けた若い兵士が元気よく応じて、廊下を駆けていく。バルベルデの守備を命じられてから、ロシュはさまざまな事態を想定して、戦い方を考えてきた。

「この城館には罠がいくつもあるし、守る側が戦いやすいようにできている。時間を稼ぐことは難しくないはずだ」

　それからほどなくして、敵が城館の裏手から突入してきたという報告がもたらされた。







　狭い廊下に、弩いしゆみをかまえたジャーメイン兵たちが整然と並んでいる。

　一斉に放たれた十本近い太矢を、ロランは宝剣を盾代わりにして受けとめた。何本かは黒い甲冑をかすめたが、彼の身体を傷つけたものはない。そして間を置かず、やはり同じ数の太矢が飛んでくる。これにはロランも前進を止めるしかなかった。

　廊下の先に見えるジャーメイン兵の数は十数人というところだが、その後ろに二十人近くいると、ロランは気配から読みとる。上手く交替しながら太矢を弩に装塡し、撃ち続けているようだった。一発撃つごとに時間のかかる弩の欠点を上手く克服した手だと感心する。

　もっとも感心してばかりもいられない。動きを止めては、たちまち敵に囲まれてしまう。

「ロラン卿、少し頭を下げてもらえますか」

　彼の後ろにいるティグルが、気負いのない調子で言った。彼の意図を察して、ロランは姿勢を低くする。すぐにでも突撃できるように。

　はたして、ロランが体勢を変えた直後、ティグルが二本の矢を射放った。その矢はまさしく髪一本の差で天井にぶつからない軌道を描いて飛び、二人のジャーメイン兵の頭部を射貫く。混乱が生じ、彼らの動きが乱れた。

　ロランが床を蹴る。慌てて太矢を撃ちだしてきた者もいたが、黒騎士は避けようともしなかった。弩の向け方から、見当外れなところを狙っているとわかったからだ。

　そうして肉迫してしまえば、黒騎士に勝てる者はいない。彼らが弩を捨てて小剣を抜き放つ前に、大剣が唸りをあげて通り過ぎる。首が、腕が、武器とともに床に転がる。

　大剣の間合いからまぬがれた兵たちは、わっと悲鳴をあげて背を向けた。ロランは容赦しなかった。逃げたあとに彼らが冷静さを取り戻せば、再び厄介な敵になるかもしれない。非情に徹して斬り伏せるべきだった。

　弩兵を蹴散らして、廊下を駆ける。左右に延びている通路から、次々に敵兵が現れた。

　正面に立ちはだかるジャーメイン兵はロランが斬り伏せるが、横から襲いかかってきたり、後ろから突きかかってくる者は他の者たちが迎え撃たなければならない。

　後ろで味方の悲鳴があがっても、ロランは足を止めずに進む。前への道を切り開き続けることが、結果的に味方のためになるとわかっているからだ。

　ティグルは時折、後方へ矢を射放って援護するが、それ以上のことはしなかった。

「まったく、夜が明けたばかりなんですから、もうちょっと寝ぼけていてほしいですな」

　汗によって額に張りついた髪をかきまわしながら、ラフィナックが悪態をつく。彼は右手に短槍を持っていた。城館に突入する前には持っていなかったので、敵兵から奪ったのだろう。

　ラフィナックのそばにいるミリッツァも、同じく短槍を持っている。屋内の戦いでは、エザンディスを扱いづらいと考えたのかもしれない。彼女は無言だが、それが疲れなのか、戦場の空気にあてられたのかは、廊下の暗さもあって判然としなかった。

　広間に出る。そこには全身を隙間なく甲冑でよろった二人の騎士が、大人の頭部ほどもある大鎚を担いで待ちかまえていた。長身のロランよりも頭一つ分高く、肩幅も広い。二人並ぶと、あたかも鉄の壁が立ちはだかっているようだ。

「貴様が噂の黒騎士か」

　騎士のひとりが吼えた。そして、それが彼の最期の言葉となった。

　ロランの後ろにいるティグルが、矢を射放ったのだ。その男がかぶっていた兜は、頭部全体はもちろん首のまわりまで覆っているものだったが、視界を確保するための隙間は当然ある。その小さな穴を、ティグルの矢は正確に射通したのである。

　巨漢の騎士は仰向けに倒れて、二度と起きあがってこなかった。

　同僚がたった一本の矢で討ちとられたことに衝撃を隠せず、もうひとりの騎士は棒立ちになる。そこへロランが一息に間合いを詰め、兜ごと騎士の首を吹き飛ばした。

　大剣に付着した血を拭おうともせず、ロランは前へと歩きだす。だが、彼は数歩も行かぬうちに前進を止めた。

「どうしました？」

　怪け訝げんそうに聞いたティグルに、黒騎士は前方の床を見つめる。

「落とし穴だ」

　見当をつけたあたりを、ロランは爪先でつつく。すると、床の一部が四角く開いた。大柄な人間でも落ちそうな大きな穴だ。さきほど斬り伏せた騎士の亡骸を、ロランは振り返る。

「まともに戦っていたら、この穴に誘導され、落ちていたのだろうな」

　ティグルは後ろにいるラフィナックに、落とし穴の存在を伝えた。

「こんなところに落とし穴なんて仕掛けるものなんですか？」

「ギネヴィア殿下から聞いたんだが、この町は、アスヴァール王国が島から大陸へ領土を広げるときの拠点だったらしい。攻めこまれることも想定して建てたんだろう」

「つまり、他にもこういった仕掛けがあるかもしれないというわけですか」

　ラフィナックはさらに後ろにいる兵たちに大声で呼びかける。それをすませて、煌めきの覇軍は広間を突破した。

　再び廊下を走る。ふと、ティグルは奇妙な音を聞いた。前からでも後ろからでもない。

「ロラン卿、上です！」

　そのことに気づいてティグルが叫ぶ。ほぼ同時に、高い天井に仕掛けられていた落おとし格ごう子しがすさまじい速度で落下してきた。その下にはロランがいる。

　ティグルたちは絶句した。ロランは天井を見上げて、足を止めたのだ。腰を低く落とし、大剣を両手で握りしめる。彼が何をしようとしているのかはあきらかだったが、それは誰の目にも無謀に見えた。

　落とし格子は頑丈さも、その重量も尋常なものではない。敵の前進を阻んだり、廊下に閉じこめたりするためのものなのだ。それこそ破城槌を何度もぶつけなければならないほどの強度を備えている。ロランが落とし格子に潰される光景を、誰もが幻視した。

　裂れつ帛ぱくの叫びとともに、デュランダルが下から上へとすくいあげられる。

　複数の破壊音がひとつに重なって、竜の咆哮にも似た轟音を響かせた。煌めきの覇軍も、彼らに後ろから食らいついていたジャーメイン兵たちも、一様に驚いて動きを止める。とくにロランの近くにいた者たちの鼓膜は痺れ、身体に振動が走るほどだった。

　残響が消え、ただならぬ沈黙が廊下を支配する。

　そして、ティグルは見た。毅き然ぜんとして立っているロランの後ろ姿と、廊下の先で大きな裂け目を見せて転がっている、鉄鎖の引きちぎられた落とし格子を。

「少し腕が痺れたな。俺もまだまだ鍛たん錬れんが足りぬ」

　ロランは大きく息を吐きだした。その横顔を見て、煌めきの覇軍は歓声をあげる。彼らに追いすがっていたジャーメイン兵たちがたじろぐほどの、それは熱を帯びた雄叫びだった。

　ロランを先頭に、煌めきの覇軍が前進を再開する。ほどなく二階への階段が見えてきた。

「そこで待ってください」

　ティグルはロランに言って、彼よりも前に出る。矢筒から矢を三本引き抜いて、黒弓につがえた。階段の手前まで来たところで、上へ向けて放つ。

　次の瞬間、弓をかまえたジャーメイン兵たちが勢いよく階段を駆けおりてきた。彼らはティグルの矢を受けて体勢を崩し、階段を転がり落ちる。

　敵兵が下りてくることを予見して、ティグルが先に矢を放ったのだが、傍から見れば、彼らが進んで矢に当たりに来たように見えただろう。城砦や城館で戦いになったら、とくに階段に気をつけるようにと、ティグルはミラから教わったことがあったのだ。

　ロランが敵兵にとどめをさしている間に、ティグルは階段の上へ続けざまに矢を射放つ。そうして三人の敵兵を葬り去ると、ロランを振り返った。

「これで、上の階まではだいじょうぶです」

　ロランは驚きを隠せない顔でティグルを見たあと、すぐに表情を引き締め、すばやく階段をのぼった。ティグルたちも彼に続き、煌めきの覇軍は二階に到達する。

「ありがとう、ティグルヴルムド卿」

　不意に、ロランが礼を述べた。

「誰かに背中を預けられるというのは、いいものだな。ひさしぶりだ、この感覚は」

　廊下の奥から、ジャーメイン兵たちが槍や剣を手に向かってくる。ロランが不敵な笑みを浮かべて床を蹴った。ティグルは彼の肩越しに、敵の部隊長だろう騎士に狙いをつける。ロランが一人目の敵を斬り伏せるのと同時に、射倒した。

――背中を預けるか。

　さきほどロランが発した言葉を、心の中でティグルはつぶやく。それは自分にとっても同じだ。この黒騎士ほど、前にいてくれて頼もしい戦士はいない。敵が突破してくることを考えなくていい。力みすぎることもなく、視界もいつもより開けている気がする。

　二階の半ばまで来たところで、腰に下げている矢筒が空っぽになった。ティグルは後ろにいるラフィナックから、予備の矢筒を受けとる。十歳年長の側そば仕づかえは肩で息をしていた。

「まだやれるか？」

　気遣うようにティグルが尋ねると、ラフィナックは突きでた歯を見せて笑う。

「当然でしょう。私よりもミリッツァ殿を……」

　隣に立つミリッツァを見ながら彼がそこまで言ったとき、すぐ後ろから喚声があがった。

――敵か？　いや、後ろから追ってきている連中とは違う？

　いったい何が起こったのか、ティグルもとっさにつかみそこねる。わかったのは、ジャーメイン兵がすぐそこまで迫っているということだ。

　呆然と立ちつくしているミリッツァに、ジャーメイン兵のひとりが斬りかかる。ティグルはすかさず矢を射放った。喉を貫かれたその敵兵は、血を吐きだしながら倒れて動かなくなる。

　ティグルはミリッツァの腕をつかんで自分のそばに引き寄せてから、立て続けに矢を射放った。ラフィナックも短槍を振りまわして敵を突き放す。

「そこの壁に隠し部屋があったようです！」

　松明の炎が踊り、悲鳴と血飛沫が飛び交う中で、ラフィナックが怒鳴った。ティグルは納得し、敵を押し返すように味方を激励する。さすがにこれは放ってけない。敵と味方の入り乱れた状況を整理すべきだ。前方はロランに任せておけばいい。

　そうしてティグルが数人の敵兵を射倒すと、煌めきの覇軍も秩序を取り戻した。他のジャーメイン兵を退ける。

　一息ついたところで、ティグルは傍らのミリッツァに視線を向けた。その顔は強こわ張ばり、青ざめている。いまの不意打ちに、かなり狼狽しているようだった。

　だいじょうぶか。そう聞こうとして、ティグルはやめた。そんなことを言えば、根が真面目なミリッツァはだいじょうぶだと答えるに決まっている。ムオジネルで魔物のつくった怪物に遭遇したときも、単独で立ち向かおうとした少女なのだから。

「ミリッツァ、俺に出会う前のミラは、君のティナ姉様からなんて呼ばれていたんだっけ」

　突然の、かつ場違いな質問に、ミリッツァはきょとんとする。何度か瞬きをしたあと、戸と惑まどった表情で彼女は答えた。

「あの、あれです。冷酷非情な、雪姫……」

「よし、よく言えた」と、ティグルは笑いかけて、右手で彼女の肩を軽く叩いた。

「こいつはその雪姫の受け売りだが、頭の片隅で、昔の笑い話を思いだせるぐらいがちょうどいいらしい。硬くなりすぎると考えも動きも鈍くなる。そう言ってたよ」

　見開かれたミリッツァの目に、理解の色が広がる。彼女はじっとティグルを見つめたあと、手にしていた短槍を小脇に抱えて、肩に置かれた若者の手をそっとつかんだ。

　不思議そうな顔をするティグルにかまわず、ミリッツァは両手で若者の手を包みこんで、丹念に揉みほぐす。てのひらや指から伝わってくる奇妙な刺激に、ティグルはおもわず声が出そうになった。心地よさとも痛みとも違う奇妙な感覚に、困惑の表情でミリッツァを見つめる。

　止めるべきかと思ったが、ミリッツァの意図がわからない。何か言うべきかと迷いながら彼女の手を眺めていたら、五つ数えるほどの時間でティグルの手は解放された。

「どうでしょう。少しは楽になりましたか？」

　感情をうかがわせない普段通りの表情と声音で、ミリッツァが聞いてくる。

「薬師として、こういうことも学んでいたものですから」

　なるほど。ティグルは得心した。緊張をやわらげたお礼に、手をやわらげてくれたのか。たしかに矢を射続けて、指と手に疲れを感じていたのでありがたい。

「助かったよ。おかげで楽になった」

　ティグルが礼を言うと、ミリッツァは目を細めて微笑を返した。

　煌めきの覇軍は、先へと進む。その後もジャーメイン兵たちは槍先をそろえ、盾を並べて必死に攻めよせてきたが、ティグルとロランを止めることのできる者はいなかった。

　ティグルは後方にいる指揮官を次々に射倒し、ロランは相手の武具ごと斬り伏せる勢いで突撃する。隠し部屋があった廊下より先は罠もなく、抵抗も散発的なものになっていった。

　そして、ティグルたちはついに最上階にある城主の部屋にたどりついた。

「貴殿が黒騎士か」

　鎧兜に身を包み、剣と盾を持ったロシュは、落ち着き払った態度でティグルたちを迎えた。彼のそばには三人の騎士がいるが、黒い甲冑を返り血で赤く染めたロランに気圧されて、その場から動けずにいる。

　緊迫した空気の中でロランが黙っていると、ロシュは穏やかに質問を重ねた。

「落とし格子を破壊されたという報告を聞いたのだが、本当かね」

「事実だといえば、降伏していただけるか。そうすれば、ジスタート軍総指揮官の名において命と財産を保証する。民への略奪や暴行も禁ずることを誓おう」

　ロランが静かに問いかける。煌めきの覇軍に必要なのは、この都市が陥ちたという事実だ。バルベルデを明け渡し、生き残った兵をまとめて去ってくれるのならば、それに越したことはない。だが、ロシュは首を横に振った。

「それは私を討ちとったあと、生き残った者に聞いてもらおう。私自身は降伏せぬ。この町の守りを命じられた以上、命を賭さねばならぬ」

　実直で頑固な男だというハミッシュの言葉を、ティグルは思いださずにはいられなかった。ロランの隣に立って、彼に呼びかける。

「ハミッシュという長弓使いをご存じですか、ロシュ卿」

　別働隊に加わってからの彼は無言で、ティグルともろくに話をしなかった。ここへきて、とるべき態度を決めかねたのかもしれない。とにかく、彼が現れるのを待つ余裕はなかった。

「貴殿は何者だ」

「ティグルヴルムド＝ヴォルンと申します。ハミッシュ卿の、友人です」

　その言葉を口にするのに、ティグルには一呼吸分の時間と勇気が必要だった。ロシュは理解したというふうに、身体を揺らしてうなずく。一瞬、満足そうな笑みを浮かべた。

「ならば、貴殿の友人に伝えてほしい。私の娘を……頼むとな！」

　言い終えると同時に、ロシュは床を蹴る。踏みこみの速さと斬撃の鋭さは、彼が優れた戦士であることをうかがわせるのに充分なものだった。

　そして、それでも黒騎士には及ばなかった。彼の剣よりも早く、ロランのデュランダルはロシュの腹部を斬り裂く。血に染まりながら、ロシュは崩れ落ちた。広がっていく血溜まりの中で、すぐに動かなくなる。ロランは小さく息をつくと、ロシュ配下の騎士たちを見回した。

「あらためて問おう。降伏するか。さきほど言った通り、命と財産は保証する」

　騎士たちは武器を捨てて、ロランの宣告を受け入れる。

　ロシュの死と、騎士たちの降伏は、ただちに伝えられた。まず城館の中で戦いが終わり、次いで城館の外で流血が止む。最後は城壁上の兵たちもおとなしく従った。

　こうして昼になる前に、バルベルデは陥落したのである。







　ティグルもロランも疲れていたが、まだ彼らにはやるべきことがあった。バルベルデの攻略は、広大な戦場での戦術のひとつにしか過ぎない。

　降伏したジャーメイン兵から武具を奪うと、水と食糧を与えて東側へ追いたてる。彼らは驚くほど従順だった。ロシュの死が、彼らに強い衝撃を与えたらしい。

　それがすむと、ティグルは大量の荷車を用意させて、彼らから奪った武具やジャーメイン軍の軍旗、また城館の壊れた扉など、バルベルデが陥ちた証拠になるものをとにかく積みこませた。ただし、ティグルとロランは町の有力者たちを集めて事情を説明しなければならなかったので、作業の指示はラフィナックに任せた。

　そうしてアストルガに出発する準備が整ったのは、日が暮れるころである。そのときになって、ティグルはダーマードが会いに来ないことに気づいた。バルベルデが煌めきの覇軍の手に陥ちたら、挨拶に立ち寄ると言っていたのだが。

　ダーマードのことについては、すぐにわかった。城館の一室でロランと休んでいるときに、ふらりと現れたミリッツァが教えてくれたのだ。

「ティグルヴルムド卿に、ダーマードから言こと伝づてを預かっています。『助かった』と」

「それだけか？」

　不思議そうな顔をするティグルに、ミリッツァはこくりとうなずいた。

「まあ、あいつらしいか……」

　思えばムオジネルで会ったときも、別れは淡泊なものだった。二人の会話を聞いていたロランが、黒い瞳に楽しげな輝きを湛たたえて笑う。

「ティグルヴルムド卿を見ていると、飽きないな。貴殿は異国の友人をつくるのが上手い」

　ティグルは不思議そうに瞬きをしたあと、「ありがとうございます」とだけ言った。戦姫たちやハミッシュはともかく、ダーマードはとうてい友人とは言い難いのだが、わざわざ反論するほど彼を嫌っているわけでもない。

　そこへラフィナックが現れて、荷車にすべての武具と軍旗を積みこむ作業が終わったことを告げる。また、バルベルデが降伏した時点で、百近い死者と、ほとんど同数の負傷者が出たこともあわせて報告した。

　翌日の明け方、五百の兵をバルベルデの守備に残し、ティグルとロランは一千と三百弱の兵を率いてバルベルデを発った。ハミッシュは、バルベルデに残る方を選んだ。ロシュの娘は無事に保護できたらしい。ロシュの埋葬をティグルが彼に頼むと、「すまなかった」と言って、承諾した。ハミッシュの顔は憔悴と疲労と、複雑な後悔とに覆われていた……。

　兵たちには疲労が残っている。休息を挟みながら、ティグルたちは慎重に街道を進んだ。

　そうしてティグルたちは、予定通りアストルガの戦場に現れたのである。

「バルベルデは陥ちた！　ロシュ卿はブリューヌの黒騎士が討ちとった！　おまえたちの仲間の武具と軍旗が何よりの証拠だ！」

　命令された馬たちが、ジャーメイン軍のそばまで荷車を引く。荷車に積まれたものを見たジャーメイン兵たちは、短い悲鳴をあげた。

　それらは間違いなく自分たちが使っているものと同じ武具だったのだ。武具だけならともかく、打ち壊された軍旗まであると、彼らの話を信じないわけにはいかなかった。

　バルベルデが陥ちた。ロシュも討ちとられた。

　その二つの言葉は、急速にジャーメイン軍に広まっていく。数十人のざわめきが数百人のどよめきに変わり、それが数千人の悲鳴に変わるまで、さほどの時間もかからなかった。

　この変化に、煌めきの覇軍の指揮官たちはすぐに気づいた。折しも、何度目かの飛行を成功させたザイアンが、上空からティグルたちを見つけてブリューヌ軍に報告すると、その知らせは中央と左翼にまで一気に広まる。ギネヴィアは疲れを忘れた笑みを浮かべて、言った。

「兵たちに叫ばせて。バルベルデは陥ちたと」

　この効果は劇的だった。ジャーメイン軍の先頭にいる兵たちも、後方で何かが起きたことには気づいている。それを敵の口から知らされたのだ。驚愕と恐怖が戦意を奪い、彼らはどうしたらいいのかわからないというふうに、その場に立ちつくす。

　次の瞬間、煌めきの覇軍はいっせいに攻勢へと移った。

　ギネヴィア軍も、ブリューヌ軍も、ジスタート軍も、残ったわずかな力を出しきるように怒号をあげ、武器を振りあげて敵兵に襲いかかる。ティグルとロランもまた、一千三百の兵を率いてジャーメイン軍の後方に攻めかかった。

　鮮血が飛び、肉片が転がり、兜や盾が地面に落ちて蹴りとばされ、踏みつぶされる。四万のジャーメイン兵は勢いに呑まれ、完全に戦意を喪失して、脆もろくも切りたてられていった。果敢に抵抗した者もいるが、逃げる味方に巻きこまれて刃の群れの中に消える。

　ジャーメイン軍は敗北しようとしていた。
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　ジャーメインは愕がく然ぜんとしたまま、馬上から動けずにいた。

　彼はラトヴィッジの指示に従い、わずかな部下とともに後方にいたのだが、目の前で起こった急激な変化に、理解が追いつかなかった。少し前までは、彼の軍はたしかに優勢だった。勝利は目前だったはずだ。それが、どうして急速に瓦解しつつあるのか。

「殿下、お逃げください！」

　部下のひとりが叫んだ。我に返ったとき、ジャーメインは、黒い甲冑をまとった騎士が単騎でこちらへ駆けてくるのを見た。装飾を凝らした大剣を、騎士は手に持っていた。

　ジャーメインは馬首を巡らせたものの、うろたえた表情で馬を止める。逃げるといっても、どこへ逃げればよいのか。バルベルデには戻れないとなれば、どの町も遠すぎる。

　迷っている間に、黒騎士は彼の部下を次々に斬り捨てて距離を詰めてくる。ジャーメインは慌てて馬を走らせたが、すぐに追いつかれた。斬られると思ったが、黒騎士は剣を振るわず、ジャーメインの服の袖をつかんで馬上から引きずり下ろした。

　地面を転がり、泥だらけで身体を起こしたところに、ジャーメインは剣を突きつけられた。







　ジャーメインが捕らえられたことが伝わると、それまで抵抗していたジャーメイン兵たちは次々に降伏した。ラトヴィッジは最後まで懸命に兵をまとめ、指揮をとっていたが、この知らせが伝わると武器を捨てた。タラードも降伏した。噂では、真っ先に降伏したという。

　ザクスタン軍の指揮官であるヴァイスは、ジャーメイン軍が総崩れになる前に配下の兵とともに戦場を離脱した。ミラがヴァイスを追わなかったのは、自軍の統率に忙しくてそれどころではなかったからだ。

　日が沈む前に、アストルガの戦いは終わりを告げた。

　ジャーメイン兵のほとんどは、戦わずして敗れたようなものである。一万数千が逃げ散り、二万四千の兵が降伏した。死者は三千ほどだった。

　一方、煌めきの覇軍の死者は一千に満たなかった。

　ジャーメインは拘束され、ギネヴィアの前に連行された。二人が対面するのは春以来で、兄は別人を見るような目で妹を見たものだった。

「おまえは本当にギネヴィアなのか……」

「ええ。兄様に嫌われていた妹です」

　おたがいの状況を考えれば、ギネヴィアの返答は皮肉がききすぎていただろう。ジャーメインはそれきり何も言わず、うつむいて黙りこむ。ギネヴィアとしては、こうして捕らえてしまうと命を奪う気にもなれず、ひとまず見張りをつけて監禁するように命じた。

　ところが、その決断が事態を面倒なものにした。

　日が沈みかけたころ、まだ戦いの始末も終わらず、アストルガ平原に幕営を築くか相談しているギネヴィアのもとに、奇妙な一団が現れたのだ。

　彼らは厳かな顔つきで、自分たちは王宮からはるばる来たとギネヴィアに告げた。

「陛下がお目覚めになりました。ジャーメイン殿下とギネヴィア殿下のお二人を呼んで、話を聞きたいとおおせです」

　ギネヴィアは言葉を失い、青ざめた顔で使者たちを見つめた。








エピローグ









　アストルガの戦いから、十数日が過ぎた。

　いま、ギネヴィアは王都コルチェスターの王宮の一室にいる。

　今日までの間、彼女は衝撃と悔しさに身を焦がし続けていた。

　使者たちから父王の言葉を聞かされたとき、ギネヴィアは立っている地面が音もなく崩れ去ったような感覚に襲われた。

　苦難と激戦の果てに、ようやく彼女は勝利をつかもうとしたのだ。それが、ここまで何もしてこなかった者たちによって、その勝利を取りあげられてしまったのである。ほんの一瞬ではあったが、彼女は本気で使者たちを斬って捨てたいと思った。

　しかし、ギネヴィアはそうしなかった。彼女は承諾し、兄が生きていることもあわせて彼らに告げたのである。それから、彼女はティグルとミラ、ソフィー、ロランを呼んで、ことの次第を説明したのだった。四人は絶句し、あるいは愕がく然ぜんとして声が出なかった。

「何なの、それ……」

　ようやくといった感じで、ミラが声を絞りだす。ギネヴィアは淡々と、同じ説明をした。

「こうなると、バルベルデを陥としたのは正解だったわね……」

　ソフィーがため息まじりに言った。少なくとも、ジャーメインが早い段階で再起することはないからだ。彼が行動を起こしたとしても、味方する者は格段に減るだろう。

　それにしても、ジスタート軍、ブリューヌ軍にとって頭の痛い話だった。ギネヴィアは王女であり、ジャーメインも、いまは亡きエリオットも王子なのである。

「我が国と契約をしたと貴国らは言うが、王子や王女が勝手にしたこと。許容できぬというなら彼らの首を持っていけ」

　ザカリアス王がそのようなことを言って、ジスタートやブリューヌがギネヴィアと取り決めた契約を反故にしてもおかしくない。もちろんギネヴィアの首ではとうてい割に合わない。

「考えようによっては、ザカリアス王と交渉できるのだから、前向きに考えましょうか」

　ソフィーが、ティグルたちを慰めるように笑った。

　ともかく、ザカリアス王に対して自軍の権利を主張しなければならない。

　ティグルとミラ、ソフィー、ロラン、ウィルの五人が、ギネヴィアに従って王都へ向かうことに決まった。ミリッツァはバルベルデで内通者に関する調べものをしなければならないので行かない。状況によっては、彼女はそのままジスタートへ帰還することになるだろう。

　ザイアンはブリューヌ軍とともに、デュリスの港町に留まる。飛竜ヴイーフルを王都へ連れていくわけにはいかないからだ。ジスタート軍はガルイーニンとラフィナックがまとめて、やはりデュリスに待機する。

　降伏したジャーメイン兵の扱いは、ラトヴィッジに任せた。敵将に任せるのかという批判の声があがったが、ギネヴィアはその意見を退けた。実際、万単位の兵をまとめることのできる者が、煌めきの覇軍ヴァルセレートスにはいなかったのである。







　国王の寝室に通されたのは、ギネヴィアとジャーメインの二人だけだった。他の者は別室で待機している。

　数ヵ月ぶりに見た父の顔に、ギネヴィアは衝撃を覚えた。黒髪と顎の髭はきれいに整えているが、それだけに顔色の悪さと肌の荒れようが目立つ。皺も増えていた。ローブから覗いた腕も骨と皮ばかりに細くなっている。父は目を覚ましただけで、病から回復はしていないのだ。

「喜びよりも憂うれいばかりが胸を重くするとはな……。こうして愛する息子と娘の顔を見られたというのに」

　重臣たちからおよそのことを聞いているのだろう、ベッドに身体を起こしたザカリアスはそこまで言うと、言葉が続かないというふうに深いため息をついた。

　まずジャーメインが、次いでギネヴィアが、父が倒れてからの行動を語った。

　ザカリアス王は感情を失ったかと思われるほどの無表情で最後まで聞き終えると、深いため息を吐きだした。

「すべての責はこの国の王であり、そなたらの父の私にある。ジャーメインでもギネヴィアでも、亡きエリオットでもなくな……。だが、嘆かわしいことだな、ギネヴィアよ。そなたに玉座につく資格はない。それをわかっていて、なぜこのような愚行を犯したのだ」

「愚行とは思っておりません。アスヴァールのためを思っての行動です」

　父を見み据すえて、ギネヴィアは胸を張って答える。ザカリアスは頭を振った。

「ならば、ジャーメインに従うのだ。次代の王はジャーメインなのだから。ブリューヌ、ジスタートとは私が交渉しよう。ザクスタンともな……。おまえは諸侯の支持を受け、彼らの期待を背負ったつもりかもしれぬ。だが、いたずらに王国を混乱させただけだ」

　ギネヴィアの頰が紅潮した。父の言っていることに間違いはない。だが、こうまで一方的に切り捨てられるとは思っていなかった。かつての父なら、最終的には同じ結論をくだすとしても、もっと言葉を尽くしたはずだ。それとも、長く続いた病で体力が衰えているのだろうか。

　ジャーメインが言葉を発した。

「父上のご裁断、臣としても子としても感服いたしました。さっそくですが、ギネヴィアの処置はどうなさいますか。いかに王族とはいえ、これだけのことをして何もなしですませるわけにはいきますまい」

　そう言いながらも、ジャーメインはどこか浮かない顔をしている。彼も、父の言葉に不審を抱いていた。自分にとって都合のよすぎる状況というのも気に入らない。

　ザカリアス王は、さすがに言葉に詰まった。その反応は予想していたので、ジャーメインは話題を変える。

「では、ギネヴィアの件は後回しにしましょう。弟と妹たち……エドワード、カルヴィン、ドゥルシラ、ゲルダの死についてですが」

　エドワードは第三王子、カルヴィンは第四王子だ。いずれも事故で命を落としている。

「この四人のうち、ドゥルシラについてはオズボーン子爵の仕業と判明しています。事後承諾という形になりますが、子爵家の取りつぶしの許可を。他の三人の死については、あらためて調査をしたく思います。先走った愚者がいるかもしれませんので」

　このとき、ギネヴィアとジャーメインは同時に目を瞠みはった。ザカリアス王の表情に動揺が走ったのだ。衝撃でも悲嘆でもなく。

　だが、ジャーメインは口をつぐんだ。ここで下手な行動に出るのはまずいと思ったのだ。

　ギネヴィアは、兄とは異なる行動をとった。父は、何か自分たちに隠していることがある。それを直接突くのは危険だが、揺さぶることならばどうだろうか。

「お父さま。ひとつ見ていただきたいものがあります」

　どこで切りだすべきか迷っていたが、ここしかないとギネヴィアは判断した。控えていた侍従に、あるものを持ってくるよう命じる。

　ほどなく、その侍従とウィルの二人が寝室に長大な箱を運びこんできた。ふたを開けると、中には磨き抜かれたカリバーンが納められている。ギネヴィアはカリバーンを取りだして、ザカリアスに差しだした。

「お父さまは、これが何かおわかりでしょう」

　ザカリアスが見せた動揺は、さきほどのもの以上だった。王の視線は宝剣と娘とを忙しく往復する。やがて、彼はため息まじりにつぶやいた。

「カリバーン……。覇王ブレトワルダの御世から失われていたこの剣を、どうしてそなたが」

「とある円卓の騎士のゆかりの地で、見つけました。いまでは私の意志に応えてくれます。この剣もて、歴代の王に続くべしと」

「馬鹿な……」

　呻くようにつぶやいたのは、ジャーメインだった。ザカリアス王は、一言も発さずに宝剣を凝視している。その表情には鬼気迫るものがあった。

　どれぐらいの時間が過ぎただろうか。ザカリアスは顔をあげて娘を見た。

「おまえは……この宝剣を手に入れたがゆえに、玉座に手を伸ばそうとしたのか」

　ギネヴィアは首を横に振る。

「お父さま、私にも意地というものがございます。宝剣を見つけずとも、いつか己の才覚を試そうとしたでしょう。もしも宝剣がきっかけであったなら、もっと声高に己の正しさを叫んでおりました」

　そうしなくてよかったと、いまになって彼女は思う。

　宝剣に頼って勝っていたら、おそらく自分の力がわからなくなっていた。宝剣もなくどこまで進めるのか。だから自信を持って断言できる。

　ザカリアス王は顔を強こわ張ばらせて、宝剣を戻した。長子相続を旨とする王も、さすがに宝剣を前にして迷いが生じたようだった。

「一晩、考えさせてくれ」

　ジャーメインとギネヴィアは視線をかわし、うなずきあう。ジャーメインはわかったというつもりなのだろう。だが、ギネヴィアは違った。

「お父さま、ひとつだけお聞きしたいのですが」

　視線で促うながす父に、ギネヴィアは手を小さく握りしめる。勇気が必要だった。

「ゲルダの死について、何かご存じありませんか」

「……何のことだ」

　返答に間はあったが、ザカリアス王の表情に変化はない。ギネヴィアは緊張を覚えた。

　ギネヴィアが父に会うことを承諾した理由は、父を無視できなかったというだけではない。ゲルダのことについて、聞きたかったのだ。ブルガスで会った老人から聞いた話は、何かの見間違いだったのだと思いたかった。少なくともギネヴィアの知るかぎり、父と末娘の間には愛情と信頼があったはずだ。

　ところが、ゲルダの死について父は何も言わず、嘆きの言葉さえ発しなかった。







　その夜、ギネヴィアは父の寝室を訪ねようと決意した。一対一で、あらためてゲルダのことについて聞こうと考えた。

　末娘の死について関心を持たないザカリアスの態度が、ギネヴィアには気になっていた。彼女の知っている父は、息子も娘も愛している優しい王だったからだ。

　父に会いたいと娘にいわれれば、見張りの兵たちも止めるわけにはいかない。ギネヴィアは父の寝室の前まで来た。扉を叩こうとして、その向こうに不穏な気配があることに気づく。話し声らしきものが聞こえるのに、扉の隙間から明かりが漏れていない。

「――お父さま！」

　ギネヴィアは勢いよく扉を押し開けた。

　彼女の見たものは、ベッドに身体を起こしている父と、その喉元に短剣の切っ先を突きつけているジャーメインの姿だった。

「何をしているのです、ジャーメイン兄様!?」

「見ての通りだ」と、肥満している長兄は怒りを宿した顔つきで答えた。

「ギネヴィアよ、ゲルダを殺したのは父上だ」

　ギネヴィアは呆然としてその場に立ちつくす。だが、すぐに立ち直った。心の中でもしかしたらという思いがあったからだろう。それでも、受けとめるには気力が必要だった。

「昼間、おまえがゲルダのことに触れたとき、私も不審に思った。ゲルダのことだけは、調べさせてもわからないことが多かったのでな……。おもいきって聞いてみたら、こうだ」

「なぜ、ですか……」

　それだけを言うのが、ギネヴィアはやっとだった。

　ザカリアス王は息子とも娘とも視線を合わせず、壁を見つめながら答える。

「王は現れない。あの子がそう言ったのだ」

　ギネヴィアは目を瞠る。ザカリアスは力なく続けた。

「子供の言うことだと笑いとばすことはできなかった。あの子は変わった、特別な子だ。王が現れないというのが事実なら、私の代でアスヴァールが終わる。それだけではない、ジャーメインは、エリオットは、エドワードは、カルヴィンはどうなる。私は恐ろしくなった。恐ろしくなって、一度倒れた」

　数日間をベッドの上で過ごしたが、心労が癒えるはずはない。その決断を下すのには時間も覚悟も必要だったが、ザカリアス王は決断を下した。

「信頼できるわずかな者に命じて、私はこの寝室にゲルダを呼んだ。……命を奪った」

　ギネヴィアは、息を呑んだ。ジャーメインが続けた。

「そして、父上はまた病に臥ふせった。ゲルダの死を、私を支持する者たちと、エリオットを支持する者たちは、相手陣営の仕業だと思い、勝手に行動した。そういうわけだ」

　それまで、ザカリアス王は大陸の民ランデイアと島の民コンテオの均きん衡こうをとりつつ、よく国を治めていた。だからこそ国王が病床についたとき、大陸の民と島の民は急激に危機感を覚えたのだ。

「滑こつ稽けいだと思わぬか」

　ジャーメインが自嘲的な、乾いた笑いを発した。

「発端が、父親の娘殺しだったのだ。一年近く続いたこの馬鹿げた争いの」

　ジャーメインが短剣を振りあげる。ギネヴィアは床を蹴って、すばやく兄に飛びかかった。カリバーンを持っていないというのに、驚くほど身体が軽く動いた。

　ジャーメインは満足そうに笑った。手首をひるがえし、自分の喉に短剣を突きたてる。噴きだした血が、父親とベッドを赤く染めた。

「兄様……!?」

　兄の突然の行動に、ギネヴィアは立ちすくむ。首から下を流血に浸し、ジャーメインは壁に身体を預けながら、かすれた声で言った。

「もう、過あやまちは、たくさんだ……」

　それが、彼の最期の言葉となった。
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　ジャーメインの死をティグルたちが聞かされたのは、夜が明けてからのことだった。

　事態の急転に、ティグルとミラ、ソフィー、ロランは顔を見合わせるばかりで、ろくに言葉が出てこない。誰に聞くともなくティグルが聞いた。

「結局、これからどうなるんだ？」

「ただひとり生き残ったギネヴィア殿下が未来の女王になる、ということね」

　疲れた顔でミラが答える。正統の血筋を引く王族が彼女しかいなくなった以上、それがただひとつの可能性だった。それに、彼女にはカリバーンもある。

「わたくしたちとしては、おおむねいい結果ではあるけれど……。しばらくこの国に滞在する必要が出てくるわね。春まで海に出られないからかまわないとはいえ」

　そう言ったのはソフィーだ。彼女はロランに視線を向けた。

「ロラン卿、ブリューヌ軍はどうなさるのですか？」

「交渉のための一団だけこの王都に残して、他の者は帰還することになる。もっとも、我々の場合は近いからできることでもあるが。私自身はブリューヌに戻るつもりだ」

　交渉は長引くだろう。そもそも、その前にアスヴァールはやらなければならないことが山積みになっている。命を落とした王子たちの葬儀、死者の埋葬、新体制の確立、この戦で焼かれた町や村を再建しなければならず、諸侯や兵たちへの論功行賞も急がなければならない。

　ジスタートやブリューヌとの交渉は、それらに平行してやることになるだろう。十日や二十日でまとまるとは思えなかった。

「――ミラ、ひとつ聞いてほしいことがあるんだが」

　瞳に決意を宿して、ティグルが口を開いた。若者は、ザクスタンに行きたい旨を告げる。ブルガスでギネヴィアから受けとった鏃やじりを見せながら、話を続けた。

「黒弓について、俺はもっと知りたい。いや、知らなくてはならないと思っている」

　魔物の脅威を取り除くために。ミラのために。そして自分のために。

「ザクスタンに行っても、何かがわかるとはかぎらない。でも――」

「わかったわ」

　ティグルの言葉を遮さえぎって、ミラが言った。

「私もいっしょに行くわ。立場が必要になるときもあるでしょ」

「だが、君は戦姫だろう。兵の統率だってしなくちゃいけないし」

「兵をまとめる役はわたくしが引き受けてもいいわ」

　ソフィーが笑顔で請け負う。彼女も、今回の遠征で魔物と遭遇し、ティグルの黒弓の力を見ている。ティグルの考えに賛成だった。

「冬でも天気のいい日なら、アスヴァール島からザクスタンまですぐに行けるわ。わたくしは春になるまでアスヴァール島から動けないけれど、あなたたちの活躍に期待してるわね」

「ありがとう、ソフィー」

　ティグルとミラは、ソフィーと握手をかわし、必ず無事に帰ることを誓った。
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　ザカリアス王は、ギネヴィアを正式な後継者として定めたことを発表し、このことは驚きをもって諸侯に迎えられた。ジャーメインとエリオットの対立からはじまった後継者争いが、このような結末を迎えるなどと誰が予想しただろうか。

　ジャーメインは自殺として処理された。妹に敗れたことを苦に病んだのだと、宮廷では噂されたが、おそらく彼にとって望ましい噂話であったろう。

　数日後、ザカリアスはギネヴィアを寝室に呼んだ。アスヴァール王の顔色はさらに悪くなっている。息子の叛逆と、その死がよほど堪えたのだろうと思われた。

　それでもザカリアスは懸命に言葉を紡つむいだ。

「ギネヴィアよ、このコルチェスターの西に小さな洞窟があるのは知っているか」

「ゼフィーリアが宝剣を継承したといわれる洞窟のことですか？」

　すらすらとギネヴィアが答えると、ザカリアスは小さく笑った。

「そうだな。そなたの方がよほど詳しいだろうな」

　宝剣を継承するなら、儀式を行わなければならない。百五十年前、ゼフィーリアはそれを行った。国王が後継者に指名したとはいえ、諸侯の中には反発する者もいるだろう。それに、ギネヴィアが考えていることを行うには、宝剣の権威が欠かせない。

　翌日、ギネヴィアはひとりで洞窟へと向かった。







　秋の終わりとあって、洞窟の中は冷気に満たされていた。蠟ろう燭そくを刺した小さな燭しよく台だいを手に、ギネヴィアは恐れる様子もなく洞窟を進んでいく。以前に一度、ここには来たことがあった。

　三百年前、アルトリウスはこの洞窟で宝剣カリバーンを継承したと伝えられている。その伝承に則って、百五十年前にはゼフィーリアが継承の儀を執り行った。ゼフィーリアの死とともに宝剣は失われたので、そのあとにこの洞窟を利用した王はいない。

　正確にいえば、ひとりだけいた。カリバーンの複製品をつくって継承の儀を執り行おうとしたのだ。だが、複製品をわざわざつくったことでかえって軽蔑され、治世は短かった。

――私は女王になる。

　最初は勝手知ったる道だと思っていたが、一歩一歩を踏みしめるたびに、その思いが強く湧きあがってくる。アルトリウスやゼフィーリアもそうだったのだろうか。

――大陸も島も関係ない王国をつくってみせる。

　自分にはそれが可能なはずだ。大陸の民からも、島の民からも相手にされてこなかった自分ならば。宝剣を持っている自分ならば。ウィルのような腹心のいる自分ならば。

　ほどなく、水場に出た。おそらく天井や壁から水が染みだして、ちょうどよくできた窪みに水が溜まっているのだろう。湖というには小さく、浅すぎるからだ。

　ギネヴィアは服を脱いで一糸まとわぬ姿になると、カリバーンを持って水の中にそろそろと身体を沈める。底に足がつく。水は、ギネヴィアの胸元までしかない。

　剣の切っ先と柄頭をそれぞれ左右の手で持って、掲げる。暗闇に向かって叫んだ。

「赤き竜よ、アスヴァールの大地で暮らす精霊たちよ、始祖アルトリウスと円卓の騎士よ、我が名はギネヴィア＝コルチカム＝オフィーリア＝ベディヴィア＝アスヴァール。アルトリウスの血を引き、先祖にゼフィーリアを持ち、唯一の玉座につき、至し尊そんの冠かんを戴いだく者なり」

　小さく呼吸をする。空気が冷たい。それなのに身体は燃えるように熱い。

「我が行いを照しよう覧らんあれ。加護は願わぬ。恩おん寵ちようは望まぬ。宝剣を持つにふさわしいか、ただ見届けたまえ。もし我に資格なくば、稲妻にて打ち倒したまえ。もし我に勇気なくば、暗がりより亡霊を遣わしたまえ。されど、もし我を認めたまわば、最後の眠りの先に円卓にて！」

　言い終えるや否や、カリバーンの刀身を構成する漆黒と黄金の輝きが、虹色の光を放った。いままで以上の力が宝剣からあふれ出ているのを、ギネヴィアは肌で感じとる。息をするのも忘れてカリバーンを見つめた。
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　十を数えるほどの時間が過ぎて、鎖から光が消え去る。ギネヴィアは深い息を吐いた。

――私を、使い手として認めてくれた。

　喜びと同時に、言いしれぬ恐ろしさを感じる。

　認める前ですら、この宝剣は強力な武器だった。では、これからはどうなのか。自分は本当にカリバーンを使いこなせるのか。アルトリウスやゼフィーリアのように。

――いいえ、やるのよ。私はそこに立ったのだから。

　ギネヴィアは小さく息をつくと、水場からあがった。途端に寒さを感じて首をすくめる。

　ふと、気配を感じて、ギネヴィアは暗がりに目を凝こらす。まさか、宝剣が自分を認めず、亡霊を遣わしたのかと半ば本気で思った。亡霊が現れると、ギネヴィアは死者の世界へ連れていかれ、肉体も魂も地上から消え去ってしまう。

　足音が聞こえた。息遣いも。暗がりの中に人影がひとつ。

　ギネヴィアは安心した。相手は人間だ。自分が女王となることを認められない者が、不届きにもこの洞窟に入ってきたのだろう。濡れた身体を拭くのは後回しになりそうだ。

「出てきなさい」

　宝剣をかまえて、静かに告げる。相手はたじろぐ様子も見せず、前に進んできた。

　目を瞠る。人影の正体は女性だったのだ。長い紅の髪、紫を基調とした華やかなドレス、しかし、何よりも見る者に強い印象を与えるのは、左右で色の異なる瞳だろう。

――異彩虹瞳ラズイーリス。

　それから、ギネヴィアは彼女が右手に持っている武器に視線を移した。黒い鞭だ。一見して武器とは考えづらいが、神秘的な力の流れを感じる。似たようなものを最近いくつも見た。

――でも、それだけじゃない。何か不気味な力の流れも伝わってくるわ。

　そちらの流れは、強しいていえば魔物が発していた瘴しよう気きに似ている。ともかく、ギネヴィアは率直に疑問をぶつけた。

「あなたは戦姫？」

「わかるのね。その不思議な剣の力かしら」

　その女性――エリザヴェータ＝フォミナは、鞭をかまえる。ギネヴィアは右手に剣を持ち、左手に鎖を持って彼女と向かいあう。余裕のある笑みを浮かべて、新たな問いをぶつけた。

「ジスタートは私に協力してくれていると思っていたのだけど。リュドミラ殿やソフィーヤ殿はこのことを知っているのかしら」

「この国だって、島の民と大陸の民にわかれているでしょう」

　それがエリザヴェータの返答だった。つまり、ミラやソフィーらとは別の勢力が、ギネヴィアが女王になることを好まない者たちが、この戦姫を自分に差し向けたということだ。

　エリザヴェータが地面を蹴る。間合いを詰めて、鞭を振るってきた。

　ギネヴィアもまた姿勢を低くして突進する。鞭と剣の双方から、雷光がほとばしった。

「あなたも稲妻を操るなんて……！」

　色の異なるエリザヴェータの瞳に、驚愕が浮かぶ。彼女は足を止め、鞭を振るった。あまりの速さに黒い閃光としか思えぬ打撃が、四方八方からギネヴィアを襲う。

　だが、そのすさまじい攻撃は、ギネヴィアにひとつも届かなかった。カリバーンから伸びている黄金の鎖がひとりでに動いて、ことごとく受けとめてみせたのだ。これにはエリザヴェータだけでなく、使い手であるギネヴィアまで目を瞠った。

「これならどうかしら！」

　エリザヴェータが黒い鞭を振りあげる。鞭が柄の先から九本にわかたれ、その一本一本が強力な雷撃をまとった。ギネヴィアはその場から動かない。カリバーンが、彼女にあることを伝えてきたのだ。

「あなた、何者なの？　何の力に頼っているの？」

　その言葉に、エリザヴェータは動きを止める。なぜわかったのかというふうに、驚きの表情を浮かべて。だが、それも一瞬のことだった。極限まで肥大化した雷撃を、彼女は容赦なくギネヴィアに叩きつける。

「――天地撃ち崩す灼砕の爪グロン・ラズルガ！」

　直後、ギネヴィアの持つカリバーンから金色の鎖が伸びて、相手の鞭に絡みつく。

　その瞬間、鞭がまとわせていた雷光が霧散し、消滅した。

　戦姫が目を見開き、声にならない声をあげる。戦場で見せてはならない隙を見せた。

　ギネヴィアは静かに剣を振るった。

　鮮血が舞い、黒鞭を持った手が、肘の先から空中に飛んだ。

　紅の髪の娘が倒れる。ギネヴィアは顔をしかめて左肩に手をやった。かすめただけなのに、そこには指の太さほどの火傷の跡ができている。

　ギネヴィアは小さく息を吐くと、カリバーンを一振りした。金色の鎖がひとりでに動いて、倒れた娘の手から鞭を取りあげる。自分の手に黒い鞭をおさめると、ギネヴィアはもう一度、宝剣を振った。金色の鎖は、今度は娘の腕を搦めとる。

「神聖なこの洞窟に捨てていくわけにはいきませんものね」

　自分の服を小脇に抱え、娘を鎖で引きずって、ギネヴィアは洞窟を出た。近くの茂みの中へ娘を放りだす。後始末は獣がやってくれるだろう。

　戦姫に勝った。一瞬ごとに、その実感が湧いてくる。

　昂こう揚よう感かんが身体を包む。どのような困難だろうと、切り開いていけるという自信を持てる。

　彼女が王都に帰り着いたとき、王宮は歓声でもって新たな為い政せい者しやを迎えるだろう。

　女王としての一歩を、ギネヴィアは踏みだしたのだった。
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　本作を書いていた夏を振り返ると、今年の猛暑は手強いどころではない難敵でした。

　前巻からは四ヵ月ぶりですね、お待たせしました。もしもこの巻から手にとってくださった方ははじめまして。川かわ口ぐち士つかさです。『魔弾の王と凍漣の雪姫ミーチエリア』四巻をお届けします。

　三巻のあとがきで、秋ぐらいに出せたらと書きましたが、多くの方々にいろいろと助けていただき、ご用意することができました。

　というわけで、前巻から続いたアスヴァールでの戦いに、ついに決着がつきます。前巻、前々巻のあの子やあの子も出てきて、ずいぶんとにぎやかになりました。ティグルとミラ、そして二人の脇を固める面々の活躍を楽しんでいただけたらと思います。

　さて、ここでちょっと宣伝をば。

　この四巻と同日にダッシュエックス文庫さんから『魔弾の王と聖泉の双紋剣カルンウエナン』が発売されています。こちら、二巻で登場した戦姫エレンの副官であるリムアリーシャをヒロインとして、「魔弾の王」が「魔弾の王」と戦うという新たな魔弾の物語です。

　この作品では僕は原案を務め、物語を書いてくださるのは瀬せ尾おつかささんになります。代表作は『銀閃の戦乙女と封門の姫』『スカイ・ワールド』というあたりでしょうか。読者の方には読んだことがあるという方もいるかもしれません。ちなみに銀閃の戦乙女のイラストは、本作のイラストでもおなじみ美み弥や月つきいつかさんが手がけていて、いま復刻版の作業もしています。

　こういった試みははじめてだったのですが、魔弾という世界に瀬尾つかさ風味を加えておもしろい物語に仕上がりましたので、興味を持たれた方はぜひ。

　それでは謝しや辞じを。

　ついに貴重な男キャラ、ザイアンを描いてもらうことができました。美弥月いつか様、ありがとうございました！　こいつ、いつまで生きてるかなあ（不穏な発言）。ミリッツァもついに表紙を飾って感謝しきり。スケジュール的にはたいへん申し訳ありません。

　新編集のＨ様および前巻から引き続いてチェック等々手伝ってくれたＴ澤さん、ありがとうございました！　次は夏バテの時期も終わったので、たぶん、何とかします、はい。

　本作が書店に置かれるまでの諸作業に関わった皆様方にも心からの感謝を。

　そして読者の皆様。ありがとうございました。アスヴァールでの戦いを終えたティグルたちの物語にも、ご期待ください。

　それからｋａカｋａカｏオさんの手によるコミカライズも三話目の作業がまもなく終わり、年内には連載開始できそうですので、こちらも楽しみにしていただければと思います。





涼しくなってきたある日の夜に




川口　士
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川口 士　かわぐち つかさ


近作に『黒獅子城奇譚』。他に『魔弾の王と戦姫』『折れた聖剣と帝冠の剣姫』『千の魔剣と盾の乙女』など。

昨年の９月にこの作品を開始して１年、ありがたくもご好評いただいたおかげで、なんとティグルの新たな物語をはじめることができました。ティグルとリムの戦いと冒険を、瀬尾つかささん／八坂ミナトさんに描いていただいた「魔弾の王と聖泉の双紋剣」、この４巻と同日発売でございます。興味を持たれた方はぜひ手にとってください。






illustration

美弥月いつか　みやつき いつか


北海道在住のイラストレーター。

昨夏から真空タンブラーを導入したのですが、話半分に聞いていたせいか、抜群の性能に毎度驚きを感じながら夏を乗り切っております。科学ってスゲー。

さて４巻の表紙ではようやくカラーイラストで戦姫のミリッツァが登場。『魔弾の王と凍漣の雪姫』の公式サイトには、立ち絵に軽く色を乗せたものはありますが、きちんと色を塗ったものは今回が初出だと思いますので、皆さんに気に入ってもらえるとよいなと願っております。
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